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平成２６年第１回定例会総務常任委員会記録 

平成２６年３月１２日 

 

開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（立山広滋君） おはようございます。 

定足数に達しましたので、総務常任委員会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（立山広滋君） 日程第１、付託案件審議。まず、本委員会に付託されまし

た会計課関連の議案第２４号、平成２６年度高森町一般会計予算についてを議題

とします。 

会計課の説明を求めます。 

○会計課長（廣木冨八君） おはようございます。会計課の課長、廣木でございます。 

議案第２４号、平成２６年度高森町一般会計予算について、会計課関連のご説

明を申し上げます。歳入に関しては、会計課はございません。歳出のみでござい

ます。 

平成２６年度高森町一般会計予算書、４０ページです。 

款２総務費、項１総務管理費、目４会計管理費、旅費として普通旅費が２万２,

０００円、需用費として消耗品を５万４,０００円。使用料及び賃借料を５,００

０円、負担金補助及び交付金を３万４,０００円。旅費と使用料及び賃借料、それ

に負担金補助及び交付金については、出納決算による運用実務講座に参加する経

費でございます。 

以上が、会計課関連の歳出予算でございます。 

○委員長（立山広滋君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） ほかに発言はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第２４号、平成２６年度高森町一般会

計予算については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

以上で、会計課に関連する付託案件については終了いたしました。 

お疲れ様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（立山広滋君） それでは、本委員会に付託されました監査事務局関連の議

案第２４号、平成２６年度高森町一般会計予算についてを議題とします。 

監査事務局の説明を求めます。 

○監査事務局長（安方 含君） おはようございます。 

平成２６年度高森町一般会計予算書の６１ページをお開きください。監査事務

局長の安方です。よろしくお願いします。 

２款総務費、１項監査費、１目監査費の内容を説明します。１報酬費６６万１,

０００円、代表監査委員さん４８万８,０００円、議選の監査委員さん２１万３,

０００円です。旅費は普通旅費７万５,０００円、費用弁償１４万６,０００円で

すが、この内容は、全国監査委員研修の旅費が主です。 

需用費、消耗品については、住民監査請求の辞令書の差し替えが１２万円ぐら

いございますので、１５万８,０００円の需用費です。 

役務費１,０００円、使用料及び賃借料３,０００円、負担金補助及び交付金は

郡の協議会監査費５万円、県協議会負担金５万４,０００円です。 

以上が、監査の予算になっています。以上です。 

○委員長（立山広滋君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第２４号、平成２６年度高森町一般会

計予算については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

以上で監査事務局に関連する付託案件については終了いたしました。 

お疲れ様でした。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（立山広滋君） 続きまして、議会事務局関連の議案第１９号、平成２５年

度高森町一般会計補正予算についてを議題とします。 

議会事務局の説明を求めます。 

○議会事務局長（古庄良一君） おはようございます。議会事務局長の古庄です。 

それでは、議案第１９号、平成２５年度高森町一般会計補正予算について、ご

説明を申し上げます。今回、不用額が出ておりますので、その関係の補正部分の

分でございます。詳細につきましては、担当係長、丸山係長より説明を申し上げ

ます。 

○議会事務局庶務係長（丸山雄平君） 庶務係長の丸山です。よろしくお願いいたし

ます。 

平成２５年度高森町一般会計補正予算書の２２ページをお開けください。歳出

だけになりますが、款１議会費、項１議会費、目１議会費、そのうち、給料共済

費については、これは総務課のほうで取り扱っていますので、その分の減額が

入っております。報償費１０万円減ということですが、これについては、講師の

ほうを部外のほうからお願いする予定で１０万円組んでおりましたけれども、熊

本県議長会のほうの事務局長である古家局長のほうにお願いをしまして不用にな

りましたので、その分も落としております。費用弁償のほうも６８万円落として

おりますが、この分については、去年の台風災害等におきまして、委員会の研修

等が、致し方なく中止ということになった分がありまして、その分等を含めたと

ころで、減額しております。 

需用費につきましては、すべて節内での組み替えということで、印刷製本費、

これは広報きずなのほうへ予定しておりました１６ページを１４ページでうまい

具合にまとめていただいた結果、少し減額が出ましたので、その分の消耗品費と

不足しておりました燃料費のほうに組み替えさせていただいております。 

委託料につきましては、議会報告会の会議録等の作成委託まで予算を出してお

りましたけれども、その分について事務局のほうで要点だけを整理するというこ

とで委託しておりませんので、その分等が減額されております。 

残り、負担金補助及び交付金につきましては、確定した額からの減額です。 

以上です。 

○委員長（立山広滋君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 
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［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第１９号、平成２５年度高森町一般会

計補正予算については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

次に、議案第２４号、平成２６年度高森町一般会計予算についてを議題としま

す。 

議会事務局の説明を求めます。 

○議会事務局長（古庄良一君） 議会事務局長の古庄です。 

議案第２４号、平成２６年度高森町一般会計予算についてご説明を申し上げま

す。ただいま皆さんにお配りしました予算要求概要書、それに目標等上げており

ますけれども、町の発展と町民への福祉向上のため、その使命を果たすべく開か

れた議会が達成できる予算計上としております。 

また、今回議会活動の活性化、議会改革の一環として議会基本条例の制定をす

ることとしておりますが、今後のまちづくり、議会の活性化のため、今まで同様

議会報告会の開催、議員研修、各常任委員会、社会への積極的な参加等を目標と

して、予算計上をしているところでございます。予算費の詳細につきましては、

丸山係長より説明をさせます。 

○議会事務局庶務係長（丸山雄平君） おはようございます。庶務係長の丸山です。 

平成２６年度高森町一般会計予算書の３６ページをお開けください。 

歳出。款１議会費、項１議会費、目１議会費についてです。給料については総

務課のほうで組んでおりますので、省かせていただきます。 

まず、報酬ですが、報酬については、例年同様の金額となっております。職員

手当も、先ほど言った総務課のほうで組んでおります。共済費に関しましては、

概要書のほうにも書いておりますが、人件費の中で、０.９ポイント上がる見込み

であるという金額を上げさせていただいております。講師謝礼については、２５

年度につきましては、先ほど、補正予算のほうで申し上げましたように、県の事

務局のほうでお願いして２５年度は必要ありませんでしたが、２６年度につきま

しては外部からの講師をお呼びする予定ということで、１０万円を上げさせてい

ただいております。旅費につきましては、費用弁償、普通旅費みたいなのを上げ

てある金額ですが、中身につきましては、２５年度当初予算に沿った金額をその

まま大体踏襲させていただいております。委員会に、これも概要書のほうに記載
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されておりますとおり、できるだけ積極的な議員さんの参加をいただくというこ

とで、積極的な金額を上げたつもりです。よろしくお願いいたします。 

交際費につきましては、これは例年の金額を踏襲させていただいております。

２５年度につきましては、残額がほとんどない状態で、積極的に議長さんのほう

にも出向いていただきましたり、議員さんのほうにもいろいろな行事のほうに出

向いていただきました結果ですね、かなり厳しい予算ではあるかと思いますが、

次年度もこの金額でお願いしたいと思います。 

需用費のほうにつきましても、例年必要な経費ということでですね、２５年度

予算とほぼ一緒ということで、消費税５％が８％に上がる関係を考慮いたしまし

て、その分を計上させていただいております。 

役務費につきましても、例年どおりということで一応予定をしておりますが、

こちらのほうもですね、２５年度については、クリーニング代等もぎりぎりだっ

たかなと思いますので、同じ金額ぐらいでよろしくお願いしたいと思います。 

委託料につきましては、通常会議録等の作成に係る部分が大きいのですが、そ

の分につきましても、本年同様、事務局のほうで報告会についての要点まとめと

いうことで、その分は省かせていただきましたので、２５年度に比べまして、か

なり金額が下がっております。議場の放送設備保守点検委託料につきましては、

これも５％の消費税が８％に上がることを見込みまして、金額を少し上げさせて

いただいております。 

使用料及び賃借料につきましては、例年のとおりですね、高速道路使用料、社

協のマイクロバスの借上代と、２５年度当初と変わっておりますのは、貸切バス

借上代につきましては、２５年度１５万円で上げさせていただきましたが、途中

ですね、やはりかなりバス料金とかが上がっておりまして、１５万円では不足す

るということでございましたので、２６年度につきましては当初から２０万円と

いうことでお願いしたいと思います。 

最後に、負担金補助及び交付金ですが、これは阿蘇市町村議長会から、一応金

額が既に総会で認められている金額ということで連絡が入っておりましたので、

これについては総務課のほうの財政のほうでですね、調整をいたしました金額を

上げております。森林交付税創設促進全国議員連盟分については、例年金額を上

げさせていただいております。 

以上です。 

○委員長（立山広滋君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで質疑を終わります。 
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続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第２４号、平成２６年度高森町一般会

計予算については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

以上で議会事務局に関連する付託案件については終了いたしました。 

お疲れ様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時２０分 

再開 午前１１時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（立山広滋君） それでは、本委員会に付託されました税務課関連の議案第

１９号、平成２５年度高森町一般会計補正予算についてを議題とします。 

税務課の説明を求めます。 

○税務課長（色見継治君） おはようございます。税務課の色見でございます。 

先ほど言われましたように、地籍係長の津留のほうがですね、今日からちょっ

と東京のほうに公務出張でございまして、今日は担当のほうの野尻のほうを委員

会のほうに説明ということで出席させていただいておりますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

それでは、歳入につきまして、それぞれ各担当のほうから説明をさせますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

○税務係長（白石孝二君） 税務係の白石です。 

まず、補正予算書の１１ページをお開きください。 

まず個人住民税の補正予算からご説明申し上げます。補正前の金額で１億４,９

３６万３,０００円から１,７６１万３,０００円の補正をいたしました。この金額

につきましては、２５年度の特別徴収完全実施に伴いまして、特別徴収事業所が

約１００事業所増えております。それにより、安定した納付が見込めるため、こ

の金額を計上いたしております。 

同じく、滞納繰越分なんですが、こちらも特別徴収事業所の滞納があったので

すが、こちらの大口納付があったため、１５０万円を増額いたしております。 

法人、同じく５７５万８,０００円を追加いたしまして、こちらは各事業所の業
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績が上がりまして、例えばダイレックス９５万円、熊本フレイン５０万円など、

各事業所の実績が上がりましたので、５６０万８,０００円を補正予算として計上

しております。 

滞納繰越分につきましては、滞納法人からの納付があったため、見込みは増額

いたしております。 

○税務課長補佐（佐藤幸一君） 続きまして、税務課の固定資産の佐藤でございます。 

固定資産税についてご説明いたします。補正前の金額が２億４,０５９万１,０

００円、今回の補正は６０６万１,０００円ということで、合計で２億４,６６５

万２,０００円です。主な理由といたしましては、現年度分については、最初の見

込みどおり、積算等の部分で、やはりダイレックス等に大型店あたりの予算見込

みがしてなかったというようなことでございまして、４５１万１,０００円増とし

ております。滞納分については、昨年よりもですね、随時一応ホンマ以外の部分

でですね、５８０万円ほど一般の滞納分がございまして、その分の増加というこ

とで１５５万円を増額としております。 

○税務係長（白石孝二君） 続きまして、軽自動車税です。税務係の白石です。 

軽自動車税、現年課税分６０万円、同じく滞納繰越分１０万円、それぞれです

ね、滞納している進捗が進んでおりますので、このたび増額しております。 

続きまして、入湯税です。入湯税につきましては、補正前の金額より減ってい

ますね。こちらは実績がですね、入湯税の増額では見込みがありますので、増額

分１００万円補正として計上しているわけです。 

○地籍係（野尻典男君） では、地籍調査係で、津留のほうが出張ですので、私、野

尻のほうで説明させていただきます。 

資料の１３ページをお開きください。第２款の第２項手数料、地籍調査に伴う

手数料です。こちらのほうが当初４万２,７００円です。 

○税務課長（色見継治君） すみません、資料の１３ページでございます。総務の手

数料です。６の地籍の手数料でございます。税務課の色見ですが。当初はですね、

７万８,０００円で組んでおりましたけれども、実績見込みが５万円ということで

ございまして、２万８,０００円の減額補正をするものでございます。 

それから、１５ページをお願いしたいと思います。県支出金の県補助金の２の

総務費県補助金でございます。４の地籍調査費補助金でございます。１８９万８,

０００円減でございます。これは入札残と事務費の事業費の決定でございまして

ですね、事業費総額が５,５５９万円ということでございまして、当初４,３５９

万円の補助金を見込んでおりましたけれども、４,１６９万２,５００円に決定を

いたしましたので、１８９万８,０００円補助金を減額補正をするものでございま
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す。 

それから、１９ページをお願いしたいと思います。１７の寄附金でございます。

下のほうのふるさと納税寄附金ということでございまして、１０万円の増をする

ものでございます。これはですね、大口の寄附の方がございまして、２５年度に

つきましては１０万円の寄附が４件、それから５万円の寄附が２件ということで、

合計で５０万円になりました。当初４０万円補正を組んでおりましたので、１０

万円の補正をするものでございます。 

税務課につきましては、以上、歳入のほうの説明をいたしました。 

それでは、続きまして歳出のほうの説明を、各担当から説明をお願いします。 

○税務課長補佐（佐藤幸一君） ２５ページをお開き願いたいと思います。 

税務総務費でございます。それぞれ旅費、需用費、委託料、使用料、決算見込

みによる減ということで、それぞれ減額をしております。 

以上です。 

○税務係長（白石孝二君） 続きまして、賦課徴収費です。税務係の白石です。 

旅費、需用費、使用料及び賃借料につきまして、それぞれ旅費については４万

４,０００円、需用費につきましては１２万６,０００円、使用料・手数料・賃借

料につきましては１１万８,０００円を、それぞれ決算見込みが下回るため補正減

としまして上げさせていただいております。 

○税務課長（色見継治君） その他のふるさと納税でございまして、これにつきまし

ては、次にふるさと納税費でございますが、旅費につきましては東京でありまし

た熊本県人会に出席しふるさと納税についてお願いしてきました。関西でありま

した県人会については日程の都合で出席できませんでしたのでその分の減でござ

います。また、需用費の食糧費につきましては、出席できなかった分の減額でご

ざいまして合わせて３万９千円をふるさと納税につきましては減額するものであ

ります。 

○地籍係（野尻典男君） それでは、地籍調査の野尻です。 

資料の２７ページをお願いいたします。地籍調査費、総事業費が５,８４３万５,

０００円だったところが、５,６３７万１,０００円ということで、２０６万４,０

００円の減となりました。これの主な理由といたしましては、地積測量事業費の

入札残によるものです。１９４万３,０００円と、あとは、大きなものといたしま

しては、備品購入費で車両購入をいたしました。この分が８万１,０００円残が出

ましたので、５,６３７万１,０００円になっております。 

以上です。 

○委員長（立山広滋君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
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○委員（興梠壽一君） 興梠です。 

今、地籍関係のご説明がありましたが、大変な大雪の関係でですね、地籍も相

当状況で、年度内に終わるかどうかですね。状況をお聞きしたいと思います。 

○地籍係（野尻典男君） 地籍調査係の野尻です。ご存じのように大変な大雪がござ

いまして、概ね１０日ほど間ができなかったということで、今６班から７班体制

ですね、業者のほうに７班体制で組んでいただきましてやっていただいておりま

す。一応それで、年度内には、工期内にはどうにか終わらせるということで今頑

張っていただいている状況でございます。 

○税務課長（色見継治君） 税務課、色見でございます。 

その件でございまして、一応、私のほうも心配いたしましてですね、会社のほ

うの専務あたりを呼んでですね、一応そういうことを指示したところでございま

す。普通は４班から５班体制でするところでございますけれども、全力でしてで

すね、工期内に終わらせてくれということで、今野尻君が言いましたように、最

大で１０班体制ぐらいでするという意気込みでやっていただいておりますので、

来週にはですね、Ｅ・Ｈ検査あたりもずっと入れておるそうでございますけれど

も、最終的な竣工検査をですね、２４日頃だったと思いますけれども、入れてで

すね、完全に終わらせたいというふうに思っているところでございます。 

以上でございます。 

○委員長（立山広滋君） よろしいですか。 

○委員（興梠壽一君） はい。 

○委員長（立山広滋君） ほかにありませんか。 

○委員（芹口誓彰君） 芹口です。 

歳入の町民税の個人、法人、それから固定資産税についてですね、現年度分は

どれくらいか、見てもらったら分かりますか。今現在の。 

○税務係長（白石孝二君） 税務係の白石です。 

住民税につきましては、２５年度につきましては見込みとして、現年度です、

１億６,３４７万６,０００円を見込みとしております。法人につきましては、２,

３１３万４,０００円を見込みとしております。 

○税務課長補佐（佐藤幸一君） 固定資産係の佐藤です。 

固定資産税については、現年についてはですね、今日現在の歳入部分が、３月

１０日現在で、２億３,８９５万５,８００円となっております。これはちょっと

ホンマ関係の動向次第では伸びますけれども、今のところ率にして８９.５％とい

うことで、大体徴収率の目標を９２％にしていますけれども、若干目標には今達

しておりません。ただし。この現年と過年度分の分についてもですね、過年度は



 － 1 0 － 

９２７万４,６７６円です。これもホンマ、イーヒョン関係の分が一応３５０万円

は入っております。残りの５７０万円が一般の滞納ということで、今現在進めて

おるところでございますので、一応イーヒョン観光については３月末まで、前回

の委員会のときにもお話ししたように、福島のゴルフ場と自社株を売却してこの

滞納処分に充てるというお話があっておりますけれども、先週総支配人からお電

話があって、こういうお話をされましたけれど、どうも真実性がないような話の

ような感じがしております。それで一応今県ともタイアップしてですね、連携を

しながら、県が不動産取得税とゴルフ利用税が未納ですので、うちも入湯税が合

わせて未納ですけれども、２月１９日の大雪のときに、一応県と合同でですね、

クラブハウス事務所の資金の流れとか、そういう備品関係を一応捜索をしており

ます。報告は県がまとめてするというような状況でございますけれども、まあ

ちょっと流動的な話もあるからですね、県のほうはいろいろな法的な対応を考え

ているというような話の情報も入っております。それにあわせて町もですね、一

応連携とりながら今後やっていきたいなというような考えで今進んでおります。 

以上です。 

○委員長（立山広滋君） ほかにございませんか。ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第１９号、平成２５年度高森町一般会

計補正予算については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（立山広滋君） 次に、議案第２４号、平成２６年度高森町一般会計予算に

ついてを議題とします。 

税務課の説明を求めます。 

○税務課長（色見継治君） はい、ありがとうございます。税務課の色見でございま

す。 

それでは、平成２６年度の当期予算につきましてですね、担当のほうから随時

説明させていただきます。よろしくお願いいたします。 
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○税務係長（白石孝二君） 税務係の白石です。 

それでは、まず当初予算書の１２ページをお開きください。個人の住民税が、

今年度の当初予算につきましては、これまでと違い内容を精査して、実績に近い

金額を提供いたしておりますので、大幅に増としている項目がありましたので申

し添えます。 

個人の住民税につきましては、昨年度と比較１,０５３万１,０００円の増額を

いたしまして、増額の理由としましては、野菜など価格の上昇に伴う農業所得の

増加によるもの。もう一つは住民税の均等割につきまして、町民税分が５００円

増加することとなっております。これは、平成２６年度から３５年度までの臨時

的措置が行われておりまして、内容につきましては、防災計画に要する経費の財

源ということとしております。それに伴う増加予定額が１３０万円としておりま

すが、増については１,０５３万１,０００円の増といたしておるところです。 

続きまして、滞納繰越分につきましても、前年１５０万円の予算を組んでおり

ましたが、大体毎年２００万円程度は収入がありますので、４５万円増額いたし

まして１９５万円といたしております。 

続きまして、法人の現年課税分につきまして、こちらもですね、昨年の約１,７

００万円から約２３０万円増額し、より実績に近いものをとして計上いたしてお

ります。滞納繰越分につきましては、滞納見込額５０万円で、徴収率２０％を１

０万円とした見込みとして計上いたしております。 

○税務課長補佐（佐藤幸一君） 続きまして、固定資産の佐藤でございます。 

固定資産税について説明をします。前年度に対しまして５１万７,０００円の減

となっております。これについてはですね、現年課税分が毎年基準評価額という

のが固定資産係で調査しております。２３年、２４年度に評価替えがありまして、

２４年、２５年の７月時点で評価額がかなり下がっております。そういうことで、

極端に変動の下落等があれば、評価額を見直して課税するというような公的な対

応もありますので、今年、２６年度についてはですね、そういうことも考慮しな

がら、一応計算をしまして、宅地において税額が１９０万円ほど減額になります、

そういう評価替えの減額する上でですね。それとプラスで、家屋評価等の部分を

一応精算概算しまして、最終的には５１万７,０００円減の現年度の見込みという

ことで、２億３,２６２万４,０００円ということで計算をしまして出しておりま

す。 

滞納繰越分については、昨年が４５０万円程度で、５０万円はある程度前年度

の実績ということで一応上げておりますけれども、２５年度分についてはちょっ

とまだ今流動的でございまして、この分が、ホンマが入ればですね、まだこちら
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も上がると思いますけれども、一応１,７００万円ということで、１５％の率で計

算をしております。滞納分については４５５万円でございます。 

それと、２の目の固有資産等所在市町村交付金及び納付金、これについては、

町内にある熊本県、九州管理局分と九州地方環境事務所の税金ということで、毎

年県の方と各局、事務所が、これだけの納付金を納付しますということで通知が

来ておりますので、その金額を合わせて１６９万３,０００円で上げております。 

以上です。 

○税務係長（白石孝二君） 続きまして、軽自動車です。税務係、白石です。 

軽自動車税につきましては、去年２％ほど増額をしている状態になるんですが、

内容を精査しましたところ、昨年度に比べまして３万２,０００円の増額です。現

年課税分につきまして１,８２２万８,０００円、滞納繰越分１５万円と、ほぼ前

年と同様になっております。 

続きまして１３ページをお開きください。たばこ税です。たばこ税につきまし

ては、昨年度に比べまして約１００万円ほど減額いたしておりますが、昨年度が

予算多めに計上しておりましたので、実績に即して約１００万円減額をいたして

おるところでございます。 

続きまして入湯税です。入湯税につきましては、現年課税分１,２００万円、及

び滞納繰越分２４万円といたしております。こちらも、昨年度実績に基づき１０

０万円ほどの増額といたしております。 

続きまして、１９ページをお開きください。総務手数料、督促手数料につきま

して、１８万円を計上しておりますが、こちらにつきまして、固定資産税を１０

万円、税務係で８万円分の督促手数料を見込んでおります。 

○地籍係（野尻典男君） 地籍係の野尻です。 

資料の１９ページをお願いいたします。地籍調査の手数料に関しまして、４万

８,０００円、月４,０００円の１２カ月分で計上させていただいております。 

続きまして、資料の２５ページ目をお願いいたします。 

地籍調査事業の補助金のほうが、補助対象金額が７,１８０万円、これの４分の

３、７５％に当たりますので５,３８５万円ということで計上させていただいてお

ります。 

地籍調査係としては以上です。 

○税務係長（白石孝二君） 続きまして、税務係の白石です。 

２９ページになります。県民税徴収委託金につきまして、現年分７８０万円、

滞納分１３万６,５００円、合わせまして７９３万６,０００円を、前年度と同様

に計上いたしております。 
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○税務課長（色見継治君） 税務係の色見でございます。 

３１ページをお願いいたします。寄附金のところでございまして、ふるさと納

税寄附金というところでございまして、２５年度と同様４０万円予定でございま

すので、一応４０万円の歳入ということで上げさせていただいております。 

○税務係長（白石孝二君） ３２ページになります。税務係の白石です。 

延滞金につきましては２,０００円としております。税務係と固定資産税でそれ

ぞれ１,０００円、合わせて２,０００円計上いたしております。 

○税務課長（色見継治君） 一応歳入のほうが終わりましたので、続きましてですね、

２５年度予算の歳出につきまして、各担当のほうから説明をさせていただきます。 

○税務課長補佐（佐藤幸一君） 税務課固定資産係の佐藤です。 

５４ページをお開きお願いしたいと思います。１目の税務総務費、旅費でござ

います。旅費については昨年同様の旅費で、普通旅費が３万円、研修旅費が４万

２,０００円、費用弁償が７,０００円でございます。 

需用費でございます。消耗品が１８万６,０００円、燃料費が３万１,０００円、

食糧費が１万６,０００円、印刷製本費が１４万２,０００円、印刷製本費につい

ては、納付書等の印刷でございます。 

１２の役務費の９７万８,０００円、郵便料、これは納税通知書、納付書等の郵

便料でございます。これも昨年と同様でございます。 

１３の委託料の登記異動分字図、地籍調査分修正業務委託１４万７,９６０円、

地籍修正図、字毎作成業務委託６２万６,４００円、家屋評価システム保守料１８

万１,４４１円、地価額変動に伴う時点修正算定業務、これは１０万８,０００円

でございます。それから、固定資産管理システム運用支援保守業務２９万円、今

まで申したものは、通常の毎年業務で行っておる予算で、それぞれ業者から見積

もり取って上げておる金額でございます。 

それから、その下の、県との行政データ連携に伴うデータ調整業務委託と地番

図異動更新業務委託、この分につきましては、通常ＧＩＳデータというような、

我々は言っていますけれども、航空写真のですね、県がありまして、平成２４年

度に航空写真を阿蘇郡全域を調査しております。その写真データを、今地籍のほ

うに、平成２３年に全棟調査の折に導入しました写真データですけれども、その

写真データは平成１８年度分の作成ということで、精度上は２,５００分の１につ

きまして５０センチぐらいの精度というところでございます。今回県が撮影しま

したのが、２,５００分の１で２０センチぐらいの精度ということで、かなり鮮明

になっております。そこで、県がこのデータを無料で提供するというようなこと

で、昨年来お話があっていましてですね。その場合、県のほうについてもですね、
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地番とか面積とか地目、個人情報は当然介入しませんけれども、そういうデータ

のお互い交換、相互のデータをやりましょうというようなお話がありましてです

ね、うちのほうは写真提供していただく分につきまして、これを今の既存の分に

これをマッチングするというような業務になりますので、一応これの、県との行

政連携に伴うデータ調整業務というのが１５万６,６００円、それと地図の異動更

新業務は、これは地籍調査の成果とかございますけれども、今まで入っている分

と再度精査しまして、それをまた新たに入れ直すというような状況の部分で、１

２３万３,０００円と、これは１筆ごとの筆で全部当たるというようなことで業者

がしておりますので、この金額は非常に使います。上のはデータだけの更新です

ので、そんなふうには使わないというようなことで、ひとつ、この目的につきま

しては、いわゆる土地の家屋とか土地の繊細な情報に基づいて適正な課税を行う

とかですね、あとは事業計画等を行う際にもですね、これを活用して場所等を見

ながら、地番等見て、やるというようなことで、地籍が済んでいる部分の送付し

ている部分について、今回、平成２１年度までの分をですね、新たに、こういう

新しいものにまた変えようというようなことで、この委託ということで、今回新

たな事業をという部分で出しております。 

そういうことで、各種事業、制度事業とか、そういうものにも役に立つという

ことで、固定資産の土地と家屋が基本となりますから、そういうことでやる委託

業務でございます。 

１４の使用料及び賃借料は高速道路の使用料で１万９,０００円、１９の負担金

補助及び交付金は資産評価システムセンターの負担金３万円ということで計上し

ています。これは毎年同じ額でございます。 

以上です。 

○税務係長（白石孝二君） 税務係、白石です。 

続きまして、同じく５５ページ、賦課徴収費のご説明を申し上げます。 

１報酬につきまして、税理士無料相談報酬を７万２,０００円計上させていただ

いております。こちらにつきましては、２５年度の状況を踏まえて、期間は３カ

月間から２カ月縮小をし、より効率的に事業を実施するところです。２５年度の

実績としましては、９日間で２０の相談者となっておりまして、相談内容につい

ては２６年から記帳簿の完全実施、また相続税や消費税の申告の相談について、

約２０名の利用がありましたことを報告いたします。 

続きまして、共済費４万８,０００円、賃金３３万５,０００円、扶助費８万６,

０００円、需用費１４０万６,０００円、役務費２６５万２,０００円、役務費の

中のレッカー代というのがございますが、こちらは滞納整理のときに使います、
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滞納者からの車を引き上げるときのレッカー代として５万円を計上いたしており

ます。積算内容としましては、町内から借りるのは大体１台５,０００円、それを

４回、それと山東部の場合、１万５,０００円ほどかかりますので、それを２回、

合計で５万円を計上いたしております。 

続きまして、５６ページをお開きください。１３委託料です。委託料につきま

しては、２６年度は１６６万円組んでおります。２５年度までにほぼ電算の改修

委託を終えましたので、２６年度は最低限の委託料計上としております。 

続きまして、使用料及び賃借料につきましては１２万８,０００円、負担金補助

及び交付金につきましては１１万５,０００円、償還金利子割引料につきましては

２００万円ということで、当初予算計上いたしております。 

以上です。 

○税務課長（色見継治君） 税務課の色見でございます。 

目の３ふるさと納税につきましては、報償金、旅費、需用費でございまして、

報償費につきましては２万円、現在１万円でございましたけれども、今回は１０

万円の大口がありましたので、この謝礼につきましては、１０万円以上寄附され

た方につきましてお礼ということでございまして、５,０００円程度の気持ちをあ

げているところでございます。 

それから扶助費につきましては、昨年度は熊本県の東京事務所に、県人会のほ

うに営業に行ってまいりました。その前には、関西県人会のほうに行ったところ

でございますので、その旅費ということで７万１,０００円を上げているところで

ございます。 

需用費につきましては、消耗費と食糧費と印刷製本費でございますが、消耗品

につきましては、今までお礼を簡単な紙でやっておりましたけれども、今度から

いい紙で、良質な紙でお礼状を差し上げたいなというところで上げているところ

でございます。食糧費につきましては、これは意見交換会などの食糧費でござい

ます。印刷製本費につきましては、リーフレットということで５００部ほど印刷

するための予算を組んでいるところでございます。 

ふるさと納税費につきましては、以上でございます。 

○地籍係（野尻典男君） 地籍調査係の野尻です。 

資料の６２ページ目をお開きください。地籍調査費といたしましては、今年度

要求額７,３２５万９,０００円ということで、前年度よりも１,４８２万４,００

０円増えております。 

節の部分の内訳を説明したいと思います。１の報酬、報酬に関しましては、地

籍調査推進委員の現地調査の報酬です。こちらのほうが延べ１００人の６,２００
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円ということで計上をさせていただいております。 

続きまして、共済費ですが、共済費は臨時職員の年間の保険料、社会保険料な

どを計上いたしております。 

続きまして、賃金ですが、賃金は筆耕・人夫賃金ですね、ということで、臨時

職員の賃金ということで１３２万３,０００円を計上させていただいております。 

続きまして、旅費です、旅費のほうが３万８,０００円ということで、普通の旅

費ですね、これは県庁ですとかその他機関にですね、打ち合わせに行く分の旅費

と、あとは研修が年４回ほどございますので、その分の研修費ということで３万

８,０００円計上させていただいております。 

続きまして、需用費８８万８,０００円。主な内容としましては消耗品費、燃料

費、食糧費、印刷製本費、修繕料ということで８８万８,０００円を計上させてい

ただいております。 

続きまして、役務費、通信運搬費、保険料、手数料ということで、５４万７,０

００円の計上をさせていただいておりますが、この保険料の中で２７万５,０００

円を計上させておりますが、前年度までは地籍調査の推進委員さんのみ傷害保険

というのを掛けさせていただいておったんですけれども、これは県からの指導も

ございまして、地権者の方にもやっぱり保険を掛けたほうがいいんじゃないかと。

それと来年場所的に非常に険しいところにも入りますので危険を伴う可能性もあ

るということを加味いたしまして、地権者の方の傷害保険料も掛けさせていただ

くということで、２７万５,０００円を保険料として上げさせていただいておりま

す。 

手数料ですが、手数料は公用車の点検料に加えまして、地籍調査支援システム

登記要約書データ変換する導入費といたしまして、これは地籍調査をする際にで

すね、その方の土地情報などをシステムの中に今手入力で入れている状態です、

去年まではですね。本年度から、法務局のほうからですね、そういうデータを

データとしていただくんですけれども、それを変換するツールということで、

ツールを導入するということで、その手数料としまして、この手数料の中に１３

万円の中に含まさせていただいております。具体的な金額としましては、１０万

８,０００円という金額になっております。 

続きまして、委託料のほうが６,８３４万６,０００円。これは地籍調査業務委

託費ということで、１０条２項委託ということで、これも今年から委託の内容が

若干見直しというか、変える方向で計上しているんですけれども、もともと地籍

調査というのはＡからＨの工程という中で成り立っているんですけれども、今ま

ではですね、ＣからＧ及びＥ工程の一部を業者のほうに委託をしていたというこ
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となんです。そういう流れだったんですけれども、今回からＡ、Ｂ以外のＣから

Ｈの工程、実施測量から、最終的には閲覧ですね、に至るまでの工程すべてを委

託をさせていただくということで、これは１０条の２項委託という言い方をする

んですけれども、こちらのほうで金額を積算して計上させていただいております。 

続きまして、使用料及び賃借料です。地籍調査支援システムのリース料、こち

らのほうが１０２万９,７２０円と。あとはコピー機、高速道路の使用料です。そ

ういったもので、使用料及び賃借料ということで１１０万２,０００円を計上させ

ていただいております。 

負担金及び交付金です。これは熊本県の国土調査推進協議会というのがござい

まして、そちらに対する負担金、これは割合が決まっております。総事業費の中

の０.０００２５％掛けるの１万５,０００円と、非常に細かい数字なんですけど、

そうしますと１９万５,０００円という金額になります。 

最後の公課費です。これは車検に伴います自動車重量税ということで８,０００

円計上させていただきました。 

以上でございます。 

○税務課長（色見継治君） 税務課の色見でございます。 

地籍調査関係の１０条の２項について、補足説明したいと思いますけれども。

提案の流れ等ですね、町長のほうから説明がありましたけれども、これは平成２

２年にですね、ここの国土調査法関係の省令ということで変わったところでござ

います。平成２２年１０月１２日に変わりまして、先ほど野尻が言いましたよう

に、委託することにつきましても、これができるように、国土交通省政令で定め

た要件に該当する法人です、法人等でこれを委託することができますよというこ

とでですね、今回初めてするものでございまして、熊本県内では、旧熊本市の今

植木町だけがやっているということでございまして、町村では高森町が初めてと

いうことでございまして、するものでございます。 

先ほど言いましたように、委託料の中に、その部分を委託に含めてまいります

ので、委託料がかなり増えてくるところでございます。１平方キロ当たり換算い

たしますと、大体８００万円程度ですね、従前の調査の方法から比べますと単価

がかかるというところでございます。その分、職員は先ほど言いましたようにＡ、

Ｂ工程だけを担当いたしまして、ＣからＨまでは委託業者にお願いするというこ

とでございまして、今回は、２５年度ベースでいきますと４.３平方キロぐらい

やっているということでございますけれども、今回初めてのケースでございます

ので、面積的にもちょっと小さくいたしまして、３.３９平方キロということで、

２６年度につきましては、ならしてしながら、その実績を踏まえてですね、２７
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年度以降にですね、１０条の２項委託がスムーズにいくような体制をつくりたい

というところでございますので、そういうふうな予算の組み方をしたところでご

ざいます。 

補足説明させていただきました。 

○委員長（立山広滋君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（後藤三治君） 後藤です。２つほどお伺いします。 

５４ページは固定資産なんですが、この中で、家屋評価システムという言葉が

出てきたんですが、ちょっと私もよく分からないのです。家屋の評価を何かに入

れるともう計算が出るというシステムなんですか。 

○税務課長補佐（佐藤幸一君） 固定資産係の佐藤です。 

これはあわせまして、固定資産自体の家屋評価システムがもともとなかったも

のですから、これはもう、全棟調査のときにこれを導入して、毎年そういう内容

で家屋評価システムについても導入する中に入っておりますので、それでやって

おります。 

○委員（後藤三治君） 後藤です。 

全く前のシステムは変わったということかな。固定資産担当者で家屋評価をす

るんじゃなくて、資料を何かに入れると出てくるんですか。 

○税務課長補佐（佐藤幸一君） そういうシステムになっています。 

○税務課長（色見継治君） 税務課の色見です。 

補足させていただきますけれども、全棟調査を２３年度にしましたですね。そ

のときにこの評価システムは入っています。それで、新規住宅とかいろいろ出た

ときに、うちのほうから調査に行きますね。図面を参考にしながら。持ってきて、

それを今度は絵に描いて入れていくとです。前は、ご存じのとおり、碁盤目の用

紙にこうずっと書き込みよったけど、もう書かないです。もう機械の中に入れる

んです。だけん、ずっと図面ば入れていって、入れていくと、正確か、正確でな

いか、ちょっとエラーが出てくる。これが合っているなら次の段階等行って、も

うあとは年数と金額を入れれば、金額は出るようなシステムです。補足説明は。 

だけん、自分で計算せんで評価額を出さなくていいということです。 

○委員（後藤三治君） 後藤です。 

例えば、材質はその検査したときに材質は書いてくるわけですか。 

○税務課長（色見継治君） 書いてくるです。 

○委員（後藤三治君） 要は入れるだけ。 

○税務課長補佐（佐藤幸一君） 固定資産の佐藤です。 

ご存じのように、チェックやるわけです。そして材質を見て、どういう何仕上



 － 1 9 － 

げとか、そういうのは一緒です、全部。それを全部入れて。すると、今までの家

屋評価図も一部はある部分は全部入っております、この中に。要は、消防のやつ、

図面のやつです。それも入っています。ただそのへんをよく見ると、同じ地番で

すけど、地番が、家屋番号とマッチせんとがあってですね、一部入っとらんやつ

も最近見かけます。そういうのも全部総合して、家屋評価支援システムというよ

うな状況で、今そのソフトという形で利用しております。 

○委員（後藤三治君） もし折があれば、一回その参考のため、見せてもらうといい

なと思いますが。 

○税務課長補佐（佐藤幸一君） それはいつでもよございます。 

○委員（後藤三治君） もう一つ、後藤です。 

今、６２ページの地籍調査の１０条の２について説明があったんですが、工程

の中でＡからＨまで工程があって、Ａ、Ｂを市町村で行い、ＣからＨを今度は委

託にするということで、そのＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの工程というのは、何がＡなのかと

いうのをちょっと説明していただければと思います。 

○地籍係（野尻典男君） 地籍調査係の野尻です。ご説明申し上げます。 

まず、ＡからＨまで地籍調査の理由というのは、工程でございます。Ａ、Ｂと

いうのは主に地籍調査の測量に入るにあたっての準備です。これは非常に個人情

報を扱うところが多いところです。大まかに言えば、Ａ、Ｂはその準備になる。

Ｃ工程というのは、これは三角点の設置になるんですけれども、これは従来Ｃは

委託になっておりましたので、これは変わらずです。Ｄはその三角点をさらに細

かく路線分けしたもの、これは多角点と言いますけれども、トラバ-と言います、

その点の設定です。次のＥなんですが、Ｅ工程が、これが私たちが１０条２項委

託になる前にですね、自分たちが主にやっていたところですけれども、これは立

ち会いです。調査の立ち会い、これがＥ工程になります。あと、ＦとＧに関しま

しては、これは実測です。測量です。Ｅで確定した境界に対して測量をするとい

うのがＦ、Ｇの工程になります。最後のＨは、これはＢからＧまでやったものに

関して、これは地権者の方に閲覧をしていただくと、確認をしていただくという

作業を、１筆地調査をした翌年度に毎年行っております。そのＨの工程を最後と

いたしまして、県に認証を得て、認証を得たうちに法務局に送付する。それで登

記が完了すると。Ｈの最終的な集約的な位置付けになると思います。そういった

工程になっています。 

以上でございます。 

○委員（後藤三治君） 後藤です。詳しく説明いただきましてありがとうございます。 

基本的には、今から職員でするのは、Ａ、Ｂの準備だけということですか。 
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○地籍係（野尻典男君） 地籍調査係の野尻です。 

Ａ、Ｂの準備とですね、Ｅに関して、これは恐らく、これは現地調査なので３

カ月から４カ月メインになると思うんですけれども、これも委託の内容に入って

いるんですけれども、場所的に危険箇所であるとか、あと境界に関して懸念され

るようなところというところが出てくる可能性がありますので、そこについては、

立ち会いで、私たちのほうも立ち会いをしたほうがいいのかなというふうに思っ

ております。業者の方と地元の方というと、接点が、特に今度は草部の南部のほ

うに入ってまいりますので、非常に接点がございませんので、そこは役所の者が

ついたほうがいいのかなと思っておりますので、Ｅのほうは、現地調査のほうは

ですね、そういった危険場所ですとか、そういうのを考慮しまして、ついていっ

たほうがいいのかなと思いますので、Ｅのほうも一部入ってくるかと思います。 

○委員（後藤三治君） 後藤です。 

税務課長にお尋ねしたいんですけれども、１ヘクタール当たり８００万円ぐら

い増えると。今言われたように、Ａ、Ｂ以外のＣからＨまで委託されて、メリッ

トというのは何があるのか。 

○税務課長（色見継治君） 税務課の色見でございます。 

基本的に、今税務課は３人職員がおるとですけれども、かなり忙しい時期と忙

しい時期ではないところがあるから、町長の説明もあったですけれども、人員の

適正な管理ということでございまして、今一応内示的にはあるんですけれども、

正職員１人、今度臨時予算上げております１人ということで、地籍調査のほうを

したいというところです。 

○委員（後藤三治君） 後藤です。 

今、メリットということではなくて、人員が少ないから、それを補うためにこ

ういう事業を入れるという、それも必要性があると思うんですけれども、県下で

も２番目ですよね。よその町村は入れない、多くの市町村が入れてない中で、人

員だけで、要するにこういう委託をするというのが本当に必要なのかというのも、

ちょっと疑問に思うんです。これで、例えばよその事業でスピード化が図れると

か、今まで職員ではできなかったことができるとか、そういうメリットの大きな

ものがあるならいいんだけれども、ただ職員が足らんけんだというのが、まあそ

の現実にじゃあるんですけれども、どうかなとは思ったんですけれどもですね。 

○税務課長（色見継治君） 税務課の色見でございます。 

これは平成２２年度からできるようになっておったんですけれども、Ｃ以降に

ついてもですね、この第三者機関で管理とか監督やらができるようになっており

ますので、そこへんもあるけんですね、全国で今２２町村ぐらいがやっていると
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いうことでございますので、これが今後普及してくるんじゃないかというところ

でございますので、先取りではないんですけれども、実施したいということで、

それは町長あたりと相談して考えたところでございますし、先ほど言いましたよ

うに、これが軌道に乗れば、業者のほうのノウハウができればですね、面積的に

広くできるようになれば、平成２１年度に１０カ年計画を立てておって、平成３

１年度に終わる予定にしておるところでございますけれども、よければそういう

ふうに加速する面もあるかもしれませんので、そこへんは２６年度で実施したい

というふうに思っているところでございます。 

○委員長（立山広滋君） よろしいですか。 

○委員（後藤三治君） はい。 

○委員長（立山広滋君） ほかに質疑はありませんか。ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第２４号、平成２６年度高森町一般会

計予算については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

以上で税務課に関連する付託案件については終了いたしました。 

税務課の皆さん、お疲れ様でした。 

お諮りします。１０分間休憩したいと思いますけれども、よろしいですか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） はい、じゃあ１１時２５分から再開します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時１５分 

再開 午前１１時２５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（立山広滋君） それでは、本委員会に付託されました総務課関連の議案第

１０号、高森町消防施設整備事業分担金徴収条例の制定についてを議題とします。 

総務課の説明を求めます。 

○総務課長（岩下公治君） 総務課長、岩下です。 
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それでは、昨日議案提案で申し上げましたが、係長のほうから説明させます。

よろしくお願いします。 

○総務係長（後藤一寛君） 総務係長の後藤でございます。 

それでは、議案第１０号の高森町消防施設整備事業分担金徴収条例の制定につ

いて、ご説明させていただきます。先立って、上程のときに芹口議員のほうから

ご質問がありました。公共的施設整備事業ですね、それぞれすみ分けということ

でお話をいただきましたけれども、すみません、まずこの事業の中、今回の分担

金徴収条例の中で想定しております事業と申しますのは、町が事業主体となって

消防施設を整備する場合のものというふうに考えています。その主なものとしま

して、今ここに上げております耐震性の防火水槽、それと消防団詰め所ですね、

老朽化がかなり進んでいる部分がございますので。防火水槽につきましては、今

までおっしゃるとおり、公共的施設整備事業で長年やってきております。しかし

ながら、現在、昔は各区に皆それぞれ技術を持っていらっしゃる方がいらっしゃ

いましたもので、その金額で自分たちで直接施工でできた部分もありました。し

かしながら、最近は勤め人等も多うございまして、自分たちで直接施工というの

ができなくなってきております。実際工事として出しますれば４００万円を超え

る金額となりますので、そういう状況からですね、何とか手立てはないかという

ところで、近隣の管内の市町村がどういった対応をしているかということを尋ね

まして、たまたま高森と西原だけが住民からの分担金を取っている、負担金を

取っているということでした。じゃあ直接施工すればいいじゃないかということ

も考えられるかと思いますけれども、それにつきましては、長年、今までやって

きた中でずっと負担金をもらっている関係で、おいそれと町が全部やってしまう

というのはいかがなものかという考えにおきまして、今回たまたま補助事業等が

ございましたので、ここで国の半額の助成をもらえれば、引き直した場合は２割

程度の負担と同等になるというふうに考えまして、今回の補助事業に手を挙げた

上で、この条例の制定をさせていただくということで、話を進めさせていただい

たということでございます。 

以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（立山広滋君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（芹口誓彰君） 芹口ですが。 

今回の条例の中で、昨日も質問いたしましたけれども、事業の範囲が第２条、

１点は防火水槽の新設、２つ目が消防施設の新築及び修繕です。片一方、公共施

設の補助金交付、規則のほう、これが対象事業ですね、これが消防施設整備事業

ということで、ポンプのほうでしょう。防火水槽と消防施設の新設改良に要する
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工事、そういうことで上げてあります。それで１つはポンプ格納庫は条例で言う

消防施設には入るということになろうかと思いますけれども、この中で、消防施

設の新築及び修繕、それと規則では新設、改良ということになっております。新

築というのは構造物、建物を造る場合が新築、ほかの構造物等も含めて新設、そ

れと改良と修繕というのは、修繕は元の状態にすることを修繕、改良というのは、

それを示すもう一歩上の段階、バージョンアップしたときを改良という。そうい

うことであれば、条例で言う新築及び修繕よりも、規則で言う新設、改良のほう

が広い意味での取り方になるわけです。条例よりも規則のほうが広い取り方にな

る。そういうことであれば、改良する場合は、条例には該当しないんじゃないか

ということになってくるわけです。 

それともう一つは、ポンプ格納庫が倉庫施設ということになれば、じゃあ１５

０万円のうちに、１５０万円であれば３分の１で１００万円は手出しするわけで

す。１５１万円だったら１０分の１ですから１５万１,０００円多分徴収すればい

いわけです、事業者が負担すればいいわけでしょう。以上の差というのは、大き

くなるわけです、たったそこで違うだけで。 

そうすると、もう一つの問題は、条例では、こういった事業、防火水槽の新設、

消防施設の新築及び修理については、すべてこの事業の対象になりますよという

ことで条例ではなっているわけです。条例ではみんな対象になりますけれども、

規則では限度額１５０万円以下では規則では対応していますということで、条例

では全部対応しますと、対象になりますよと、ただ規則では１５０万円以下では

駄目ですよと。普通であれば、条例のほうが上級法令だものですけん、条例が先

にならんといかん。そういう点があるわけです。そういった問題がありますね。 

そうすると、旭通りとか何とかのいろんな消火施設については３分の２となっ

ていますね。それじゃ、消火施設は消防施設に入らないのかということになる訳

けですよ。こんなおかしい条例制定になっとるということですね。 

○総務係長（後藤一寛君） 総務係長、後藤でございます。 

すみません、その条例の制定の根拠の部分は町が事業主体となる場合を想定し

ています。公共的施設事業に関しましては、地区が事業主体となりますので、そ

の違いが大きな違いになります。 

○委員（芹口誓彰君） じゃ、１５０万円以下の場合でも、条例より適用されるなら、

町がやってくれと言われたらどうするね。 

○総務係長（後藤一寛君） 総務係長、後藤でございます。 

それはしないんです。それは、今までの流れの中で、公共的施設整備事業でで

きる部分と町が直接整備する部分を、そこを分けていくというところで、１５０
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万円未満でできる分については、そちらのほうで、地区がしなくちゃいけない分

については地区でしていただくということです。というふうにして、今回の場合

は、先ほども申しましたとおり補助事業をベースにしておりますので、その場合

について、町が事業主体となってする場合ということで、今回は規則のほうにも

そういうふうに、今規則改正できておりませんけれども、もう既に決裁は取って

おります。そこに至っております。 

○委員（芹口誓彰君） そういうことであれば、条例の中に、町が事業主体となって、

しかも１５０万円以上の消防施設等については、条例に対象しますよというよう

な文言を入れとくべきじゃなかったかと思うわけですよ。でなければ、この条例

を見る限りでは全部消防施設、町が主体とか何とかはここに書いてある部分は何

もない。ただ、それは担当者が思うだけであって、条例にそういう明記がないも

のですから、また１５０万円という明記もない。そういったことで、町が事業主

体となって行う１５０万円以上の施設については、この条例の対象にしますよと

かいう文言を入れとかんと、規則と条例が違うなら。 

○総務係長（後藤一寛君） 総務係、後藤でございます。 

この修正を、事業の範囲の部分で、その事業の１５０万円と、町が事業すると

いうことを明記させていただいて、それで修正してまた出させていただきます。 

○委員（後藤三治君） 後藤です。 

今回の条例案は町が主体となって行うものという考えで、されたということで

すが、芹口委員の質問を聞いていて、私もそこで思うんですが、町が主体となっ

て行う事業というのは、誰が決めるんですか。例えば、同じ防火水槽を造るにし

ても、部落でできるところは自分たちでしなさい。できないところは町が主体と

なってやりますと。今までやってきたところはどうなりますか。ちょっとおかし

いような気がするとですよ。 

今回の条例に今言われた文言を入れられるにしても、そこではちょっとしっか

りしとかんと、このほうは町が主体となってやりますよ、余力のある部落につい

ては、自分たちでやりなさいよというふうに聞こえるんですよ。そこを何かお願

いしたいんです。 

○総務課長補佐（東 幸祐君） すみません、東です。 

今のご質問ですけど、承認されればですね、規則も改正を、併せて公布する予

定です。その文言を入れます。 

まず１点目は防火水槽はとても高額です。今の段階ではですね、地域でそれを

造るとなると、とても耐震性の防火水槽じゃないといけないというのもあります

ので、通常のコンクリートで造るというのは今はできませんので、これはやはり
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町が主体で造らんといかんというふうに考えております。あくまでも、既存の防

火水槽の修繕に関しては、もう今までどおり３分の２の補助金の、公共的施設の

補助でやると。新設の防火水槽に関しては、国の補助金、たまたまありましたけ

れども、それにのせて行うという形をとるために、その条例でも作らないといか

んだったわけです、分担金という形で。町主体でやるわけですので、今までは申

請は地域住民の方から申請いただいて、それに対して補助という形をとっており

ますが、今回の場合は、もう町で造るという形、国の補助金がありますので、一

部受益者負担が生じますので、こういう分担金という条例を作った上でじゃない

と徴収ができないという形で、この条例を作ったわけなんです。 

○委員（後藤三治君） 後藤です。 

今のお話を聞きますと、例えば防火水槽に限って今質問していますが、今から

造る防火水槽は、例えばどこに造ろうと、それは要するに町が主体となって、こ

の条例にのっとりやるということですね。この規則も変えるということですね。 

○総務課長補佐（東 幸祐君） で、この条例を作るわけです。 

○委員（後藤三治君） この条例を作るんですか。 

○総務課長補佐（東 幸祐君） そうです。 

○委員（後藤三治君） それと並行して、この公共的施設の中に防火水槽があるとい

う、新設、これは要するに省くということたいな。 

○総務課長補佐（東 幸祐君） 東です。 

規則の中ではその文言を、町が主体となった場合は「除く」という文言を入れ

る。それはもう、併せて、そういう形で公布します。これから先も、新設の場合

は、やっぱり地域でそれなりにという現状があるとです。耐震性の合格点数じゃ

ないといけないというのがありますので、なかなか掘ってそこで造るというのは

非常に難しくなってきているんです。やっぱり４００万、５００万円しますので、

それで３分の１、２を地域からというのはちょっと無理があると思いますので、

こういう形をとらざるを得ないかなと思います。 

○委員（後藤三治君） 後藤です。 

今言われたようにですね、条例と規則の重なる部分で問題があれば省くなりし

てもらって提示していただければいいんじゃないかと思いますが。芹口委員が質

問されたように、両方２つあって、どっちが優先するのか、ここの地区は前の公

共的を使いなさいということ自体が無理があると思うけん、そこらの整備をされ

れば問題はないかなと思います。 

○総務課長補佐（東 幸祐君） 規則はあくまでも規則ですので、それは一緒に公布

するような形でいて、一緒に進めております。 
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○総務課長（岩下公治君） 総務課長、岩下です。 

昨日もちょっと私のほうの説明で不足している点も多々あったということで、

お詫び申し上げますが、趣旨的にはそういうことでございますが。芹口委員のご

指摘のとおり、この条例の中にですね、まず公共的施設整備事業に関する文言に

入らないものはとか、ちょっと明文化したいというふうに思いますので、係長が

申しましたとおり修正ということで、どなたがご覧になっても問題がないように

ということで条例のほうも修正ということで見直したいと思います。 

なお、規則についての改正については行うということで、昨日私も説明申し上

げたとおりでございますが、防火水槽の点というのが一つの着眼点、それから２

番目の消防施設の新築及び修繕というところもこちらに入っていますので、これ

も大規模的なとかいうような文言的になってこようかと思いますけれども、これ

についても整理したいと思います。ご指摘のとおりと思いますので、そのように

進めさせていただきたいと思います。 

以上です。 

○委員（芹口誓彰君） 芹口です。 

それでは、先ほど言いましたように、２つ目の消防施設の新築については、や

はり「新設」でなからんと、「新築」というのはまだ「新設」というのより高い

意味になりますし、「修繕」と「改良」というのは、先ほど言いましたように、

修繕より改良のほうが金がかかるわけです。修繕のほうは公共的に一般にできま

す。改良する場合には、やっぱり条例でせなん場合も出てくるので、やはりここ

は「新設及び改良」とか、そういったふうにするような文言でなからんと。それ

からひとつ気をつけていただかなんことは、規則よりも条例が優先ですので、要

綱よりも規則が優先、規則よりも条例が優先、条例よりも法律が優先という部分

がありますので、条例に違反するような規則というのは定めることはできません

ので、そのあたり十分考慮して今後整理をしていただきというふうに思います。 

○総務課長（岩下公治君） 総務課長の岩下です。 

ご指摘のように、改めて肝に銘じて認識いたしておりますので、そのように対

応したいと思います。よろしくお願いいたします。 

○総務課長補佐（東 幸祐君） 東です。 

公共的補助金の規則はもともと補助金条例に基づいたものの規則というふうに

認識しております。そして、この部分は全くまた違う条例というふうに考えてお

りますので、になると思います。 

以上です。 

○委員（芹口誓彰君） 芹口です。 
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９月の議会のときも言いましたように、実態とか施策とか、ほかの条例とかの

整合性を十分とってやっていただくということを申し上げた。ほかの条例と比べ

ますと違うですよということじゃなくして、ほかの条例とも整合性をとりながら

定めていかんと、地域住民の方はどっちの条例に適用になるのか、規則の適用に

なるのか、住民の方は自分が有利なほうに解釈をしてやられるわけですので、そ

こはきちんとやっていただかんと。 

以上です。 

○総務課長（岩下公治君） 総務課長の岩下です。 

早急にこの修正法案は作成いたしまして、協議申し上げたいと思いますが、よ

ろしいでしょうか。 

○委員長（立山広滋君） はい、今総務課長が申し上げられましたように、文言を明

文化して、修正して、それで提出するということでよろしいでしょうか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） どうぞ。 

○委員（興梠壽一君） 興梠です。 

この条例のことについては、新興住宅あたりは大変助かるような条例かと思い

ます。新興住宅においては、申請される場合地上か地下か出てくるかと思うとで

すよね。耐震性であっても、地下の耐震性とか、そういうのもできるのか。 

それと、この分担金の総事業費の１０％、この１０％の根拠ですね。これを

ちょっと説明願えますか。 

○総務係長（後藤一寛君） 総務係、後藤でございます。 

まず、地上式、地下式につきましては、要は耐震性であれば、そのニーズに応

じた設置の仕方ということで理解はしております。 

１０％の根拠につきましては、先ほどから話にあります公共的施設整備事業、

これが３分の１、３０％ですので、これを根拠にしまして実際問題としてどこま

でやったら可能かという話をやりまして、先ほど説明しましたとおり、本来４０

０万円以上になりますので、４０トンで計算すればですね。その実際には２割と

なります。補助金がない場合を想定すれば、今回の１０％の場合は。補助金があ

るので、１０％で済みますけど、補助金がない場合は、本来は２割を求めなく

ちゃならないような形になります、町の持ち出しがです。その分で地域の事情と

か希望があるところで話をくみ取りまして、どのくらいだったら可能であるかと

いう話をしたところ、そこが１０％程度という話になりましたので、今内部で検

討しまして、最終的に１０％程度という、通常よりの１０％程度ということで、

今回上げさせていただいたものでございます。 



 － 2 8 － 

○委員長（立山広滋君） ほかにありませんか。 

それでは、この案件については質疑で止めて、後で審議いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（立山広滋君） 続きまして、議案第１９号、平成２５年度高森町一般会計

補正予算についてを議題とします。 

総務課の説明を求めます。 

○総務課長（岩下公治君） 総務課長の岩下です。 

では、各係から、歳入から説明を申し上げます。 

○財政係長（岩下 徹君） 財政係、岩下でございます。 

まず、６ページをお開き願いたいと思います。第２表、繰越明許費の補正でご

ざいます。これは追加でございまして、財政係において各課から上がってきまし

た繰越分をまとめさせていただいて、計上させていただいているところでござい

ます。 

次の、第３表、債務負担行為の補正としましては、提案説明のときにも申し上

げました１２番までが２６年度の単年度分の追加でございます。１３番以降は２

６年度以降、それぞれ増分として追加するものでございます。それから、２番目

の廃止につきましては、必要はなくなったということで、債務負担行為として不

用になったところで廃止をいたしております。 

次の８ページをお開き願います。第４表、地方債の補正でございます。まず１

番目、追加といたしまして、農業経営基盤整備促進事業ということで、（横山）

地区、草部第２地区の用水路の整備の関係で、１件の５,７３０万円ということで

設定いたしました。それから、２番につきましては、それぞれ事業費の確定に

伴って変更するものでございます。 

○財産管理係長（田上浩尚君） 財産管理係、田上です。 

１２ページをお開きください。使用料及び手数料の中で、高森総合センターの

使用料のほうを９万３,０００円増額させていただいています。これが現時点での

実績でございます。 

１９ページのほうで、財産収入、財産運用収入と土地建物貸付収入で、所有地

の貸付収入を２万５,５０６円、メガソーラーの貸付費の分が減額の３００万円、

電柱敷地料４万５,４６５円を計上させていただいております。この中で、メガ

ソーラーの貸し付けにつきましては、現在一般質問のほうでもあられますので、

詳細についてはその中で述べられるので、同じこととなりますので、現時点、立

野と大津間におきまして、送電線のほうが需要が許容量がありません。それで、

その負担金の問題で、実際発電事業者のほうが契約ができない状態でございます。
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そのため、今年は半年分貸付料を徴収するようにしておりましたけれども、それ

がまだ契約になっておりません。今、少しずつ進みつつあるところでございます

が、はっきりしたらということはわかりませんけれども、そのあたり一般質問の

中で述べられていると思いますので、この場では、その分３００万円を今回減額

させていただいたところでございます。 

○総務課長（岩下公治君） 総務課長、岩下です。失礼します。 

○委員長（立山広滋君） どうぞ。 

○総務課長（岩下公治君） 一般質問のご質問にも出ておりますが、もう少し詳細に

ついてご説明を。もう少し、一般質問のときにもかなり詳細にお話ししますが、

今、立野大津間のという話が出ました。これについて少し詳しく申し上げますと、

そこに電力を送電する許容量がオーバーしていると、超過しているということで、

現時点ではすべての、本町に限らずです、阿蘇郡内、あそこを通って送電をして

おります関係のメガソーラーというのは一つの会社名ですが、それ以外のところ

の会社が他町村にわたって複数町村にまたがって幾つもあります。そこの電気が

すべて送れないという状況にあります。そういうことですので、本町に限らずす

べての町村がこの問題が解決しないと送電ができないというふうなことでござい

ますので、補足しておきます。 

そういうことで、原因としては、送電ができなかったと。その時期的な経緯と

かはまた一般質問の中でご説明いたしますが、誠意努力しておりましたが、とに

かく送電の経費につきましては、約９億円以上の金額がかかるということで、と

りあえず減額せざるを得なかったということでございます。 

以上です。 

○財産管理係長（田上浩尚君） 財産管理係、田上です。 

続きまして、同じ１９ページの財産収入、財産売払収入でございますが、物品

の売払収入３万円を減額させていただいております。これは予定しておりました

物品の売払のほうが、今年度については実施できておりませんので、その分の減

額です。 

その下の、不動産売払収入、土地売払収入ですが、これは工業団地のほうを５

００万円で予算を組んでおりましたけれども、精算いたしましたところ、８２万

２,０００円オーバーでございましたので、その分計上させていただいております。 

○総務係長（後藤一寛君） 総務係の後藤でございます。 

１７款の寄附金でございます。寄附金につきましては、消防団の退職者の寄附

金が、実績が３万５,０００円でございましたので、その分の足りない分１万５,

０００円を減額させていただいております。 
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以上でございます。 

○財政係長（岩下 徹君） 財政係の岩下でございます。 

その下の、第１８款繰入金でございます。財政調整基金からの繰入金を２,６０

９万７,０００円減額させていただきまして、繰り入れの実績としましては、左側

に３,３１１万２,０００円今年度は繰り入れさせていただいております。 

○財産管理係長（田上浩尚君） 財産管理、田上です。 

２０ページをお開きください。諸収入のうち雑入、その中の雑入で、消防団福

祉共済事務手数料１万３,４００円、町有林下請補助金１８万４０７円、九州北部

豪雨見舞金１７万４,２８０円、実績に基づきまして今回計上させていただいてお

ります。 

○財政係長（岩下 徹君） 財政係、岩下です。 

次のページ、第２１款町債につきましては、先ほど地方債の説明のところで説

明したとおりでございます。 

○総務課長（岩下公治君） 以上、歳入です。 

歳出、入ってよろしいでしょうか。 

○総務係長（後藤一寛君） 総務係の後藤でございます。 

歳出、２２ページをお開きいただけますか。総務係で管理しております給与関

係につきましては、これ以降ですね、全般にわたりまして、実績に応じて減額を

させていただいております。 

次の、２項の総務管理費でございますけれども、これにつきましては、先ほど

給料等関連は申しましたとおりでございます。賃金について、不用な分をここで

減らせていただいております、実績に応じまして。旅費の１２８万２,０００円、

これは研修旅費でございますけれども、これは高知県梼原町に職員を派遣する、

３班に分けて職員を２泊３日でそれぞれ派遣する予定にしておりました、１０月。

それで、向こうとのやり取りの中で、すみません、向こうが受け入れができない

ということで、研修を実施することができませんでしたので、その関係で落させ

ていただきます。 

１３節委託料でございますけれども、この研修委託料は管理者養成学校という、

かなり厳しいところにそれぞれ職員ですね、管理職と係長職と新人職の分を用意

しておりましたけれども、新人職分につきましては実施しましたけれども、その

他の分につきまして、職員間でいろいろ反発等がございまして、今さらながらそ

ういった厳しい訓練が要るのかという、研修が要るのかという部分がございまし

て、他の普通の職責に応じた研修のほうに変えさせていただいた関係で、この研

修の委託料の８６万６,０００円を減額するものでございます。 
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以上でございます。 

○財政係長（岩下 徹君） 財政係、岩下でございます。 

次の２３ページ、第３目財政管理費でございます。１３節委託料につきまして

は、実績に基づく減額で、１４万２,０００円減額させていただきました。 

次の、備品購入費につきましては、新たにプロジェクターとスクリーン一式を

購入させていただきたいということで計上させていただきました。これにつきま

しては、機構改革によりまして、４月よりこの課に研修監というポストが新設さ

れます。特に職員向けの、特に財政を主な課題として、職員向けの研修を実施す

るということでございますので、財政管理費によりまして、それに必要な機材と

してプロジェクターとスクリーン一式を年度内に購入して、４月からすぐ研修に

使いたいということで計上させていただいております。 

○財産管理係長（田上浩尚君） 財産管理、田上です。 

５目財産管理費ですけれども、需用費のほうで消耗品、燃料費、光熱費等増額

させていただいております。これは、３月までを見越したところで不足する部分

等で計上させていただきました。特に燃料のほうにつきましては、重油の単価が

大きく上がった部分と、３月終わりにも結構寒うございまして、燃料の消耗がど

んどん減っているものでございます。その分大きく計上させていただいておりま

す。 

役務費につきましては、電話料等の３月までの見込みでございます。 

町有林管理費は、今回財源組み替えになります。８目の高森総合センターの管

理費につきましても、光熱費につきましては、３月分の見込みが不足するようで

ございますので、計上させていただきました。 

同じく修繕料につきましては、３月実施する予定の修繕につきましては、大体

４０万円ほど減額しても大丈夫ということの見込みのもとで減額させていただい

ております。 

車両管理費は、組み替えでございます。 

○地域振興係長（古澤要介君） 地域振興です。 

１４目草部出張所費、需用費、光熱水費及び役務費でございますけれど、当初

予算における読みが甘かったか、もしくはちょっと原因についてはいろいろあり

ますけれども、例えば電話料につきましては、私が考えられるものにつきまして

は、農地の耕作放棄地を集めて、今農業をばりばりやっていらっしゃる方に貸し

付けるという、甲斐幸一さんという、元農協のＯＢの方がおいでなんですけど、

その方がいろいろ研修とか行かれるために、出張所の職員、山田（ヤマダ）君に

資料の提供をネットで調べてすることがあったりとか、そういうことじゃないだ
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ろうかと思いますけれども、電話料ちょっと１万円の補正をお願いするものでご

ざいます。重油費につきましては、寒い日が多くありましたので、いろいろ光熱

費がかかったのかなという、私のこれは憶測ですけれども、理由でございます。 

１７目朋遊館管理費につきましては、需用費が、重油がものすごく高騰になっ

ておりまして、その単価が上がっているということ。それから、今社会福祉協議

会にお願いしまして、ミニデイサービス（プラスワン事業）というのをやってお

ります。それは火曜日もしくは第２週のみ水曜日のどぎゃん会を継続した形のを

週１回行っているわけですけれども、そこでこちらとしましては、朋遊館のお風

呂を一人でも多く使っていただくために、そこにデイサービスが大体２時３０分

ぐらいからオープンするんですけれど、ご飯を食べた後の１時以降にお風呂に

入っていただくために、早く沸かしているということで、重油も余計に使ってし

まうということになります。したがいまして、燃料費６４万２,０００円の増額補

正をお願いするものですが、下の委託料を、そういう重油を多く買うために組み

替えになりますけれども、３８万円落とすわけです。かびを清掃業務８万４,００

０円とか、ガラス磨きとか、それからフロアーを大体当初予算におきましては塗

るというのをしておりましたけれども、今見た感じ、必要性が、掃除とかも女性

の方にしていただいておるんですけれども、毎日一生懸命やっていただいており

ますので、フロアーをワックス塗布する必要はないかなと私が判断しましたため

に、ここで３８万円を減額しまして、これは差し引き組み替えになりますけれど

も、２４万２,０００円を余計財政的にはご迷惑をかけるということになります。 

以上でございます。 

○総務係長（後藤一寛君） 総務係の後藤でございます。 

続きまして、１８目交通安全対策費でございます。３節の職員手当等でござい

ますけれども、これにつきましては、交通指導員の出動手当ということになって

おりまして、交通指導員の出動につきましては、１０日、２０日、３０日のゼロ

の付く日を交通安全の日と定めております。それを結局出面で、出た日で請求を

いただいております関係で、実績に基づく減額でございます。 

続きまして、１９節の負担金補助及び交付金です。これにつきましても、支部

助成金、これが残金が残っていますと、計算式がありますので、こちらのほうの

計算式に当てはめまして、実績で減額をさせていただきます。 

続きまして２６ページをお開きください。２目の選挙啓発費でございます。こ

れは、旅費を実績に基づきまして減額させていただいております。 

３目参議院議員通常選挙費でございます。これにつきましても、報酬、職員手

当、賃金と旅費、需用費等実績に基づきまして減額をさせていただいております。 
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続きまして３９ページをお開き願います。２目の非常備消防費でございます。

報酬です。これは消防団員の報酬と国民保護協議会委員の報酬、防災会議委員の

報酬、それにて実績に基づいて減額をさせていただいております。８節の報償費、

これも出初め式の副賞でございますけれども、これにつきましても、実績に基づ

いて減額をさせていただいております。１１節需用費、消耗品費、燃料費、光熱

水費、それぞれ実績に基づいて減額をさせていただいております。 

３目消防施設費でございますが、これは１９節負担金補助及び交付金ですが、

先ほどありました公共的施設整備事業、あの関係の残金でございます。それにつ

いて減額をさせていただいております。 

４目防災管理費、これにつきましては、８節報償費。今年、上色見地区で９月

１日に防災訓練を行うところで予定をしておりました。それが台風の接近により

まして中止をせざるを得ませんでしたので、その分で本年度謝礼というところで

組んでおりました。その分を減額させていただきます。 

１１節需用費の光熱水費ですけれども、これにつきましては、防災無線関係の

電気代が必要以上に高騰した部分もありまして、その分でこれはプラスの増額と

なっております。 

１２節役務費ですけれども、これは今年から除雪サポーターで、予算としては

こちらのほうで、はじめに建設課のほうで組めなかったので、こちらの防災とい

うところで組ませていただきました。その分のふるさと応援団、除雪サポーター

の保険料の残額を減額させていただいています。 

以上でございます。 

○財政係長（岩下 徹君） 財政係、岩下です。 

４４ページをお開き願います。一番下のほうの、第１１款公債費でございます。

元金と利子、それぞれ最終見込みによって計上いただいております。特に、２目

の利子につきましては、１００万円の減額でございますが、これは事業の遅れと

繰越事業等の事業の遅れによって借り入れる時期が遅れてきております関係で、

その借り入れた分の利子の返還額が減ったということでございます。事業の遅れ

によることが原因だと考えております。 

次のページの第１２款、諸支出金につきましては、財政調整基金につきまして

は現時点で一応１億５００万円少々の積み立ての見込みでございます。その他、

消防団基金とふるさと応援基金につきましては、それぞれ実績見込みによって増

額、減額をさせていただいたところでございます。 

以上でございます。 

○総務課長（岩下公治君） 以上で、説明、全係が終わりました。 
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○委員長（立山広滋君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（後藤三治君） 後藤です。 

一つだけお尋ねしますが、２４ページ、朋遊館の需用費６４万２,０００円につ

いては、確かに風呂を早くから沸かしたということで重油が消費したと。ただそ

のもとなる認定サービスなんかは、私も、うちの母も行っていますが、非常に喜

んでおりますので、そういったことで健康維持できるならということでいいと思

うんですが、その下です。その金額を捻出するために、この予算の委託料を削っ

たということですが、これは２６年度予算に全く同じ金額が搭載されております。

ということは、必要な予算と私は思うんですよ。先ほど言ったように需用費で金

額がこれだけ要るからこの予算を組み替えたじゃなくて、それは別問題としてで

すね、要するに、需用費についてはそういう理由で増額する理由があるわけです

から、それはどこからかほかの予算を持ってきてでもこれはやらなきゃいけない

予算。それから、委託料については、当然２５年度当初に上がっていて、それを

やめて２６年度にするということは、当然緊急性があるから予算化するわけです。

それを一度落としてまた上げるということは、予算の性質上おかしいと私は思う

んですけど、いかがでしょうか。 

○地域振興係長（古澤要介君） 地域振興係長をしています古澤と申します。 

今の質問、ご意見にお答えさせていただきます。経常的にこの予算につきまし

ては毎年計上しております。そして、その施設の傷み具合とかガラスとか床とか

つぶさに見ながら判断していっております。したがいまして、今年は私の判断に

おいて、もうしなくていいかなという判断をしました。したがいまして減額しま

した。来年度、私がおるかおらんか分かりませんけれども、その担当者が「こら

あ、もうワックス引かにゃいかんな」と思えば、それを予算を執行すればいいだ

ろうと。それは私の感覚です。 

○委員（後藤三治君） 後藤です。 

担当者はそういうふうにおっしゃいますが、財政担当として予算を捻出する中

で、今の答弁でよろしいんですかね。私も実際役場におりまして予算計上したこ

とがありますが、そういった予算は多分当初から認めてもらってないと思います。

ちょっとお尋ねします。 

○総務課長（岩下公治君） 総務課長の岩下です。 

古澤係長の説明の中の趣旨としてはですね、予算計上は当然したけれども、辛

抱できるところはして、精査したというふうに、そういう趣旨と思いますので、

ご理解いただきたいと思いますし、予算編成につきましては、委員ご質問のとお

り精査しながら、必要な部分を必要、必ず計上するけれども、必要なものでない
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部分は当然計上しないと、そういうことは当然のことでありますので、今後もそ

ういう方針は変わりませんので、ご理解いただきたいと思います。 

○地域振興係長（古澤要介君） 地域振興係長の古澤と申します。 

私がそちらに質問するわけにはいきませんので、予算の組み方としましてです

ね、後藤委員さんがおっしゃるのは、使わんなら当初予算に上げるなということ

になります。したがいまして、もし来年必要になったら今度は補正で上げてこ

にゃいかんということになりますので、私はこういう方法をとらせていただくと

いうことにしました。 

以上です。 

○委員（後藤三治君） 後藤です。 

私は内容は分かるんですけれども、当然、今年の２５年度の予算としてこれは

必要だから予算計上されたわけですよ。これはしてもらわにゃいかんとですよ。

聞いてください。これを担当者の判断で、今年はよかろうということであれば、

１～２年待って上げるというなら分かりますよ。この予算が丸々上がるというこ

とは、当然必要性があるから上がるわけであるから、これを減額するのではな

くって、要するに必要なものはよそからでも持ってきて予算化せにゃいけないと

いうことです。 

○地域振興係長（古澤要介君） 地域振興係長の古澤と申します。 

実は、昨年度も使っておりません。そして、自然状況によってカビが多く生え

るときもあるだろうし、いろんな条件が重なる。朋遊館がある野尻地区というの

は、非常に自然の影響を受けやすい地域なんです。だから、簡単に判断ができな

いという、私役場の職員としての苦しい面がございます。今年も大雪が降りまし

た。だから光熱水費が上がります。利用をすれば燃料ががんがんですよ。お年寄

りの方を畳の部屋で広げてあれをするために。ということは１時間前からスイッ

チを入れておかなければいけないんです。したがいまして、先ほどからご意見言

われておるのも立派なご意見と思います。その判断につきましては、私は財政が

２６万２,０００円を削るか削らないか、ほかのところから、予備費から、新しい

予算だから起債を起こして借銭を作るのか、繰越金が２６万２,０００円増えるの

か減るのか、こういう財政の判断に委ねざるを得ない。なおかつ、朋遊館のあれ

につきましては、いろいろ世間では批判の声が出たりしていますし、高森全体に

してみたらちょっとお荷物の施設というような印象を与えられている現実がある

んですよ。だから、それをどうかするために町長から指示がありました、「利用

をしてもらうようにしてください」と。そのミニデイサービスにつきましても、

その指示の下においてやっていることです。それでなからな、私たちも楽です。
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後藤議員がおっしゃっている送迎につきましては、委託料で津留タクシーの運転

手さんを雇用して、それが社会福祉協議会のボンゴを持っていきます。利用者が

増えてきましたので、私は役場のボクシーというボンゴ車で、高尾野の担当では

ございませんけれども、峰ノ宿、中村、祭場を送迎しているわけなんですよ。火

曜日は、だけんほかの仕事はしなくて、ミニデイの日にしているんですよ。 

以上でございます。 

○総務課長（岩下公治君） 今、朋遊館を利用した各種事業について、どう地域振興

係としての取り組みを実際的にやっております。そういったところも挙げながら

勘案しながらですね、進めておるというのを係長は今説明申し上げているわけで

す。ここの、今のご質問の趣旨につきましてはですね、基本的に必要であるとい

うことにおいて、予算計上を行いましたが、当然そのときの状況がございますの

で、そういうことで、本年度については特にここについては、今いらっしゃる職

員さん等で管理もできております。そういうことから、この費用は不用になった

ということであります。しかしながら、それが毎年の状況としてそのようにやれ

るかどうかは不確定な部分もございますから、予算計上としてはさせていただき

たいということですが、いらっしゃる従業員さん、それから職員の努力によって、

この部分は本年度については不用になったということで説明に、私のほうから補

足したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

以上でございます。 

○委員（後藤三治君） 後藤です。 

確かに理由は分かるんですが、今担当者のほうから説明があったように、事情

はいろいろ変わるというが、私も当事者でおりましたから、予算を上げるときに

は必要だから上げるんですよ。その年にして欲しいんですよ。上げた予算ですか

ら。それをしないということを判断したならば、翌年は上げる必要はないんじゃ

ないんですかということを言いたいんです。そのために予算化したんでしょう。

そしたらその年に使ってくださいと、みんな議会が認めた予算です。それを今年

は落として来年は上げるというのは、毎年そういうことをやっているのであれば、

予算はもう莫大になりますよ、でしょう。今年上げて、やめて、また来年上げる

と、そういう繰り返しとして組まれるとでしょう。そうじゃないんですよ、予算

は。その年にやりたい予算を上げるんですよ、当初に。違うんですか。そこです、

聞きたいのは。 

○財政係長（岩下 徹君） 財政係、岩下でございます。 

後藤委員、おっしゃられるとおりだと思います。やはり議員さんに認めていた

だいた予算ですので、その年度に執行するのが当然だと思います。ただ、担当、
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古澤係長が言われるように、今年度は見送っても大丈夫という見解の下に、そう

いう、そうされたんだと思います。 

もう一つは、これは言われるように、燃料費が足りない。こっちの委託料を節

約してするというのは、それは考え方が違うと思います。もう必要な分は必要予

算措置をどこからか捻出して出すべきですので、そうだと思います。ただ、担当

者の古澤係長の見解として、この年度に、まあ必要なくなったらしい、今年度、

２６年度にはやはりする必要性があるだろうという考えの下だと思いますので、

私、財政担当のほうとしても予算を上げさせていただいている以上は、２６年度

にはですね、もう年度に入ったらすぐに執行していただくという気持ちでおりま

す。 

○委員長（立山広滋君） ほかにございませんか。 

○委員（興梠壽一君） 興梠です。 

３９ページの防災訓練の謝礼の約５万円ですね。これは活動資金につける部分

ということで説明があった。上色見の防災訓練がされなかったということだった

んですが、これは一部、自主防災団体に対する５万円だったのか、ほかに予算と

してはどやんだったのか。 

○総務係長（後藤一寛君） 総務係の後藤でございます。 

防災管理費の報償費の防災訓練謝礼の５万円の減額の件ですが、これにつきま

しては、平成２４年度で被災しました上色見地区に対して、補助的に防災意識の

向上をさせるために、町としてしようという話になっておりまして、今おっしゃ

る自主防災組織の分とはまた違います。町主催で行うところで、炊き出しとか、

そういったのをして、生活改善グループですか、そちらのほうに委託する関係で、

謝礼としてそちらのほうに５万円を出そうということにしておりますけれども。 

○委員（興梠壽一君） 興梠です。 

２６年度では３万円ほど予算は組んであるんですかね。 

○総務係長（後藤一寛君） ２６年度につきましては、実績で防災訓練を行って、炊

き出しの金を、その実績に応じて請求をいただこうというふうな組み方をさせて

いただきました。 

○委員（興梠壽一君） 興梠です。 

それは、自主防災訓練の実績ということですか。 

○総務係長（後藤一寛君） はい。 

○委員（興梠壽一君） それが３万円ということですか。これは２６年度の分になる

わけですね。 

○総務係長（後藤一寛君） はい。 
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○委員（興梠壽一君） 分かりました。 

○委員長（立山広滋君） ほか、ございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） 続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これから本案について採決します。議案第１９号、平成２

５年度高森町一般会計補正予算については、原案のとおり可決することにご異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

お諮りします。今から休憩したいと思います。１時１５分から再開したいと思

いますけれども、よろしいでしょうか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） それでは、１時１５分から再開します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後０時１５分 

再開 午後１時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（立山広滋君） ただいまから総務常任委員会を再開いたします。 

先ほどの総務課からの議案第１０号、高森町消防施設整備事業分担金徴収条例

の制定について、執行部より発言を求められておりますので、発言を許します。 

お願いします。 

○総務課長（岩下公治君） 総務課長、岩下です。 

今、委員長の発言の許可をいただきまして、議事の内容について、午前中ご討

議いただきましてありがとうございました。不明確な点もありましたので、お手

元に配付していただいておりますこの内容で修正をさせていただければと考えて

おります。どうぞ、改めてご審議よろしくお願いいたします。担当係長のほうか

ら細部にわたって説明いたします。 

○総務係長（後藤一寛君） 総務係、後藤でございます。 

お手元のほうにお配りさせていただきました新と旧ということで、旧のほうだ

け「旧」という表示を、左肩の上のほうに表示をさせていただきました。第２条

の事業の範囲というところに、旧の部分では「分担金徴収の対象とする事業は次

に掲げるものとする。」という文言を、「分担金徴収の対象とする事業は町が事
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業主体として実施する。」という文言を追加させていただきました。その２号の

ほうに、「消防施設の新築及び修繕」というふうに明記しておりますものを、

「消防詰所の新設及び改良」というふうにさせていただきました。よろしくお願

いいたします。 

○委員長（立山広滋君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（芹口誓彰君） 今、新と旧２つありましたけれども、新のほうがここに具体

的に簡潔に整理された条例ということでございますので、私のほうは何も異論は

ありません。 

○総務課長（岩下公治君） これに伴います要綱のほうですね、につきましては、必

要な事項をご提示いただきました内容に基づき、混乱を生じないような部分で要

綱のほうも規則のほうも改正をするということにいたします。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○委員長（立山広滋君） ほかに質疑ございませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） 続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第１０号、高森町消防施設整備事業分

担金徴収条例の制定については、原案のとおり可決することにご異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） 異議なしと認め、本案は可決すべきものと決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（立山広滋君） 次に、議案第２４号、平成２６年度高森町一般会計予算に

ついてを議題とします。 

総務課の説明を求めます。 

○総務課長（岩下公治君） 総務課長、岩下です。 

各係より、歳入から各係ごとに説明させます。 

では、係長お願いします。 

○財政係長（岩下 徹君） お疲れ様です。財政係の岩下です。 

８ページからお開きをお願いいたします。８ページ、第２表、債務負担行為で

ございます。今年度、２６年度に設定を予定させていただいております。３本計

上させていただいております。 

続きまして、次の９ページ、第３表、地方債の補正でございます。今年度実施
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事業に伴います、それぞれ町道整備事業から情報通信基盤整備事業、それから４

番目、防火水槽整備事業につきましては過疎債で予定をさせていただいておりま

す。 

最後に、５番の臨時財政対策債につきましては、これは国の方針によりまして、

地方も借金を減らしていくべきという国の方針の下に、今回今年度は約１０％ほ

ど臨財債の枠が減らされておりますので、昨年度から１,０００万円ほど減額させ

ていただきまして、１億４,０００万円で将来の目標を設定をさせていただきたい

というふうに考えておるところでございます。 

続きまして、１３ページをお開き願います。第２款地方譲与税、第１項地方揮

発油譲与税から以降につきましては、市町村の人口ですとか町道の延長や面積な

どをもとにして金額を算出されるものでございます。 

そこで申し上げたいのは、まずそこの地方譲与税の１項と２項でございますが、

これにつきましては、地方財政措置という国の方針によりまして若干増額をさせ

ていただいておるところでございます。 

１４ページをお開きいただきまして、第６款地方消費税交付金を説明させてい

ただきたいと思います。４月から消費税の増税ということで５％から８％に上が

りますが、町での交付金については、約１.７倍になるという試算で上げておりま

す。ところが、消費税が上がりましても、事業者とか、事業者の申告等によって

消費税が決定されますことと、国からまた地方に配分される交付金というのがま

た遅れてきますので、平成２６年度でこの消費税の増税分が町に影響する分とい

うのが、大体１割程度と見込まれているところでございます。ということで、前

年度の５,５００万円から今年度は６,１００万円に増額させていただいたところ

でございます。ちなみに、２７年度からは約９,０００万円から１億円程度の地方

消費税交付金が入ってくるという見込みでございます。 

次の１５ページの、第１０款地方交付税です。ここを説明させていただきます。

昨年度よりも１,０００万円増額をさせていただきました。これにつきましては、

国の地方財政計画では１％の減額ということで言われているところなんですが、

本町の本年度の実績等を勘案させていただきまして、本町においては１,０００万

円増額というところで計上させていただいております。 

○総務係長（後藤一寛君） 総務係、後藤でございます。 

同じページの１１款でございます。交通安全対策特別交付金でございますけれ

ども、これは昨年どおり１２０万円で計上させていただきました。 

その下の、１２款分担金及び負担金でございます。消防費分担金としまして、

先ほどの耐震性貯水槽整備事業分担金としまして、４３万円の２カ所分の８６万
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円としまして計上させていただいております。 

以上でございます。 

○財産管理係長（田上浩尚君） 財産管理係、田上です。 

１７ページをお開きください。１３款使用料及び手数料の中で、１節高森総合

センター使用料を３６万円上げさせていただいております。 

○地域振興係長（古澤要介君） ２節朋遊館使用料につきましては、入浴料を本年度

実績に基づく試算をしております。入浴料５８万２,０００円、施設使用料５万１,

３００円、合計の６３万３,０００円です。それまでの朋遊館の施設使用料につき

ましては、大体年間７５件ほどの申し込みがあっておりましたけれども、町長の

指示どおり利用を大きくしなさいということで、現在における今年度の受け付け

は１２８件となっております。７５件でしたので、その倍１４０件に向けていろ

んな施策等やっていこうということで頑張っておりますけれども、如何せん今日

は１２日でございまして、あと１８日ほどしかございませんので、１４０件には

ちょっと満たないかもしれませんけれども、今から味噌を女性の方がお作りにな

ると、これが１５グループほどございますので、何としてもここの目標に向けて

頑張っていきたいと思っております。 

以上でございます。 

○総務係長（後藤一寛君） 次の２２ページをお開き願います。 

１４款の国庫支出金でございます。８目消防費国庫補助金でございます。耐震

性貯水槽の３基分で４３０万円の２分の１の３期分で６４５万円を計上させてい

ただいております。 

続きまして２３ページをお開きいただきます。２目総務費国庫委託金、２節自

衛官募集委託金が１万９,０００円を計上させていただいております。 

以上でございます。 

次の、１５款県支出金でございます。総務費県負担金、派遣職員負担金としま

して４３９万円を計上させていただいております。 

総務係としましては、以上でございます。 

○財産管理係長（田上浩尚君） 続きまして、財産管理係、田上です。 

３１ページをお願いします。１６款財産運用収入ですが、土地建物貸付収入を

６９３万９,０００円計上していただいております。これは、６９３万９,０００

円のうち、町有地の貸付収入８９万５,４６０円を計上させていただいております。 

同じく、３１ページの財産収入のうち、財産売払収入で、１節物品売払収入を

３万円見込んでおります。それと、３目不動産売払収入で、土地売払収入を１,０

００円、これは存目でございますけれども、計上させていただいております。 
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○総務係長（後藤一寛君） 続きまして、同じく３１ページの、１７款寄附金でござ

います。消防団の退職者の退団者の寄附金としまして５万円計上させていただい

ております。 

○財政係長（岩下 徹君） 財政係です。 

同じページの後先になりますが、財産収入で、利子及び配当金というのがござ

います。これは各基金の利子を受け入れるもので、それで利率的に０.１から０.

２％程度での利息を見込んでいるところでございます。 

３２ページをお開き願います。繰入金につきまして、基金繰入金でございます。

財政調整基金から６,９００万円、それから特定目的基金でありますふるさとづく

り対策事業基金、それから社会福祉振興基金、この２本を今年度は繰り入れをさ

せていただきたいと考えております。ここ数年ですね、特定目的に絡む繰り入れ

は活用されておりませんでしたが、基金の有効活用という観点から繰り入れを行

わせていただきまして、それぞれ事業にということとさせていただいたところで

ございます。 

次、１９款繰越金につきましては、前年度からの繰越金ということで、昨年度

は５,０００万円でございました。ところがやはりここ数年の実績からすると当然

もっと見込めるという部分がございましたものですから、当初は８,０００万円の

繰越金を計上させていただいたところでございます。 

一番下の、２０款諸収入の町預金利子におきましては、これは町の普通預金の

口座からの預金利子の繰入金を２０万円計上させていただいているところでござ

います。 

次の３３ページ、雑入の中で、上から２番目、オータムジャンボ宝くじ市町村

交付金でございます。これは今年の実績をもとに計上させていただいたところで

ございます。３５５万９,０００円でございます。 

○財産管理係長（田上浩尚君） 財産管理、田上です。 

同じページの雑入でございますが、コピー代ほか１８万円からずっと電気自動

車補助金までの分が、財産管理のほうで計上させていただいております。この中

で、電気自動車貸与ＮＥＶ補助金につきましては、本年度電気自動車のほうを、

県主体によります事業の中で実証試験が行われております。その中で、今回、世

界文化遺産に登録された阿蘇地域を中心に電気自動車の貸与が２年間、貸与自体

は２年間限定でございますけれども、１台ずつですが貸与されます。それに基づ

きまして、歳出のほうでも上がっていきますけれども、充電器等を設置しなけれ

ばなりません。その分につきましては、補助金という形で返ってくるようになっ

ております。一部経費を除いて補助金として返ってくるようになっております。
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その分でございまして、４８０万円を計上させていただいております。 

次の３４ページ、同じく電気自動車の急速、電気料のことでございますけれど

も、１０万８,０００円計上させていただいております。これも先ほどの経費と同

じで、補助金という形で、電気料金についても入ってくる予定でございますので、

１０万８,０００円計上しております。 

○財政係長（岩下 徹君） 財政係、岩下です。 

３５ページをお開き願います。２１款町債につきましては、先ほどの地方債の

ところで説明のとおりの内容でございます。 

○総務係長（後藤一寛君） それでは、歳出でございます。３７ページをお開き願い

ます。総務管理費の一般管理費でございます。総務課としまして、先ほど申しま

したとおり給与等も関係しております全体の流れを申しますと、給与につきまし

ては、本年度の退職者、２５年度の退職者が８名程度おります。２６年度の採用

予定者が８名を予定しておりますので、今現在回している分が追加で上がってま

いりました。全体的には給与としまして５５０万円ほど減額、総額として減額で

す。手当等につきましても１,８００万円程度減額となっております。しかしなが

ら、ご承知のとおり最近の新採職員が町外からの採用が多うございますので、住

宅等を借り上げして住むという、そういう背景から住宅手当等が高騰しているの

は否めないところがございます。 

それでは、一般管理費の詳細について説明させていただきます。１節報酬につ

きましては、駐在員報酬と懲戒審査委員会委員の報酬及び指定管理者選考委員会

の報酬を計上させていただきました。これが１,７４２万２,０００円になります。

それと給与は総務課関連の給与でございます。職員手当、これが通常に計上して

おりますけれども、この中に、一番下に国人事交流者赴任手当というのが書いて

おりますけれども、これに関しましては、７月から国からまた１人こちらのほう

にまいりまして、こちらのほうから１人出ていくような予定となっております。

その分の手当関係でございます。 

３８ページ関係でございますけれども、共済費は職員関係でございますけれど

も、賃金につきまして、休職時等の臨時の雇用の分の賃金というのが、これは今

年度は女性職員が結婚して産休に入る部分がかなり増えてきておりますので、そ

の分で、数字的に若干多くなっております。それと、旅費でございますけれども、

普通旅費と特別職、町長の旅費、研修旅費、費用弁償等となっております。昨年

度と比較しますと、研修を、２５年の補正のときに財政係長が説明しましたよう

に、研修を指導監ということで、財政に絞って研修専門家をというところでやり

ます関係上、研修費が大幅に減っております。 
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次、１０節交際費でございますけれども、これは１２４万円と前年どおりで、

１００万円が町長の今年度中の交際費としまして、２４万円は香典代として組ん

でおります。 

次の需用費でございます。需用費につきましては、消耗品と燃料費、食糧費、

印刷製本費で５２０万円程度を計上させていただいております。 

役務費でございますけれども、役務費につきましても、郵便料、クリーニング

代、広告代、それと色見・戸狩地区、これが別荘地の配布手数料と全国総合賠償

消防保険料、ここまでで９１万３,０００円。全国総合賠償補償保険料と申します

のは住民がイベントとか、そういったものでけがした場合の補償になっておりま

す。 

続きまして、委託料でございますけれども、委託料を６３５万円程度上げさせ

ていただいております。この中で、新しいものといたしまして、人事評価研修の

委託料を計上させていただきます。人事評価研修につきましては、平成１７年の

地方公務員法の改正によりまして、取り入れなければならないものとされており

ます。県下４４市町村の中で取り入れてない町村が９つございまして、その中の

１つが高森町でした。したがいまして、本年度から向こう３カ年試行で取り入れ

まして、そのために人を評価することの難しい部分がございますので、それをう

まくひとつ研修として入れさせていただくということで予算計上させていただき

ます。以下は各職員の健診関係でございます。 

次の３９ページの一番上の段、職員採用試験と防犯カメラ設置委託料と電話交

換というふうになりますが、この中で防犯カメラ設置委託料でございますが、こ

れにつきましては、一つは観光交流センターがですね、無線ＬＡＮ、要するに線

がなくてもインターネットができる状態になっております。その電波を求めて、

子どもたちが交流センター周辺にたむろしているという情報があります。警察の

ほうから申し入れがございまして、ぜひあそこへ防犯カメラを付けてほしいとい

うのが、それがまず１点と、それと役場庁舎内等両出張所に設置する予定として

おります。役場庁舎内と両出張所につきましては、なぜという疑念を持たれる方

もおられるかと思いますけれども、ご承知のとおり最近の多様化が進んだ関係で

ですね、役場に非常にいろんな方がお見えになります。俗に言うクレーマー関係

につきまして、１時間２時間平気で役場にいられて、それも定期的に来られると。

そういう中で実際顧問弁護士がいらっしゃいますけれども、顧問弁護士の方にも

ご依頼申し上げて出てきていただいている、そういう実情がございます。そう

いった背景から、職員を守るところは何かという観点で、今回も防犯カメラとい

う部分がございましたので、そのためにこの設置をこの庁舎内に設置させていた
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だくということとして、２７０万円を計上させていただきました。 

次の、１４節使用料及び賃借料につきましては、高速道路の使用料、これにつ

きましてはかなり上がってきております。それと例規ベース、例規集が入ってい

るソフトですけれども、それの使用料、それと駐在嘱託員研修のバスの借上料を

上げさせていただいております。これは今までなかったんですけれども、これに

つきましては私が来たときに計上がしてなかったものを、私がたまたま大型の免

許を持っています関係で、マイクロバスを社協から借りて行っておりました。そ

れを監査委員さんのほうに指摘を受けましたもので、今回計上をさせていただき

ました。 

負担金補助及び交付金につきましては、阿蘇郡市の市町村会負担金を含めまし

て、防犯灯の整備補助金までですね、それと県職員の派遣職員の負担金まで含め

まして１,１００万円程度計上させていただいております。 

以上でございます。 

○財政係長（岩下 徹君） 財政係の岩下です。 

次の４０ページをお開き願いたいと思います。第３目財政管理費でございます。

項目的には、昨年度と同一の内容の項目を上げさせていただいております。若干

消費税の増額等で経費が上がっております。１３節委託料につきましては、公会

計の整備に基づくものでございます。それと１４節使用料及び賃借料の下のほう

の行財政情報システム使用料につきましては、環境速報ですとか全国の行財政情

報を素早く配信、受けることができるハイジャンプという機能を１３倍（バイセ

ンス）という、１３倍使えるというもので、前年よりも消費税分の増額分で計上

させていただいております。 

○財産管理係長（田上浩尚君） 財産管理、田上です。 

４１ページをお開きください。財産管理費につきましては、賃金５０万円、旅

費２万１００円というものを、前年同様組ませていただいております。 

需用費ですけれども、消耗品ほか修繕費まで、今年度の実績等をもとに計上さ

せていただいております。この中で燃料費につきましては、Ａ重油等の高騰等も

ありまして今年よりも多く含んでおりますけれども、これは歳出のほうで説明い

たしますけれども、エアコン等の設置を今回考えております。もしそちらのほう

が早く進めればＡ重油等については不用になってきますので、その分燃料代等は

大きく落ちる予定でございます。ただ、今の段階ではいつ時点で設置というのは

まだ決まっておりません関係上、今年なりの実績なりで計上させていただいてお

るところでございます。 

１２節役務費につきましては、電話費、建物共済費、燃料費等までで３１７万
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３,０００円計上させていただいております。この中で、エコねっとシステム管理

手数料というのが今回上げさせていただいております。これにつきましては、今

電灯等でＬＥＤ化をしておりまして、電力量自体はかなり下がっておりますけれ

ども、料金のほうが下がってきておりません。といいますのも、一番ピーク時高

圧等を使っておりますので、ピーク時の電気料が１年間ずっと引っ張ってきます。

それが参考基本額になってきますので、それが真夏か真冬かに出てきます。その

ときに大きく上がった数字が１年間の基礎額になってくるところです。それを調

整するためにこのシステム管理手数料というのが発生してきます。これはピーク

が、現在のピーク時の想定をその８０％なら８０％ぐらいに抑えておいて、それ

の寸前になると通報システムというか、ブザー等が鳴りまして、今落としてくだ

さいというようなことになれば、そのとき数分というか１０分程度ボイラーとか

エアコン等つけている場合はそれを消していただくと、８０％の基本額が、その

後１年間通用するという感じになりますので、それで２０％ほど電気料は安く

なってくるということになりますので、大体毎月８,１００円を支払うようになり

ますけれども、それを入れていたほうがかなりの効果がありますので、今回計上

させていただいたところでございます。 

１３委託料につきましては、３６５万５,０００円全部で計上させていただいて

おります。浄化槽から、４１ページ一番下の高架水槽までは前年度等の数値に消

費税相当分を若干想定しております数字でございます。 

次４２ページの、公有財産台帳整理評価業務委託につきましては、これは公会

計の関係上で土地建物は２４年度までに終了、備品関係については２５年度に終

了、あと工作物と森林等につきましては２６、２７年度で計画しております。２

６年度についての分ということで１８１万４,４００円の業務委託費を計上させて

いただいておるところでございます。あとの印刷費、保守委託、自動ドア装置点

検業務委託については、消費税相当分を変更しております。 

続きまして、１４節使用料及び賃借料ですけれども、これにつきましても、毎

年計上させていただいている分の、あと消費税調整を主にしております。その中

で、大型コピーの使用料とカラー複写機の使用料、大型コピーにつきましては７

２万円、カラー複写機については６０万円ということで、今年度用にかなり大き

く増額させていただいております。これは、実績に基づくものでございまして、

いろいろな研修の資料とか、そういういろいろまちづくりとか保健師の指導とか

にカラーコピーを使ったりコピーを使ったりする量が非常に多くなっております。

いろいろ研修等もかなりやっておられますので、その中で発生する使用料でござ

いますので、大きく計上させていただいたところでございます。あとは、電気自
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動車の充電の使用料ということで１万８,０００円計上しておりますけれども、こ

れは電気自動車を貸与いただいております分で、よそに行ったときに途中で充電

する可能性がございます。１回大体５００円程度かかるのではという推測の下に、

月３回ぐらいは使用するだろうということで、その１年分ということで１万８,０

００円計上させていただいております。庁舎の維持管理等については、毎年の分

を計上させていただいております。 

次の、１５節工事請負費に４,００２万２,０００円計上させていただいており

ます。これにつきましては、高圧変電設備改修工事、これは高圧のキュービクル

関係が耐用年数が過ぎております。部品等が過ぎております関係上、指摘を受け

ておりましたので、今回庁舎のほうのキュービクルのほうを改修させていただき

ます。これは改修しておかなければ、今パソコンとかいろいろ関係がいつ壊れて

もおかしくないようなキュービクルのほうでございますので、計上させていただ

いたところでございます。空調機の入れ替えにつきまして２,８９４万２,０００

円ということで、これは町長の説明の中にもあったかと思いますけれども、今、

夏と冬、エアコンとボイラーという感じで使っておりますけれども、これは冷暖

管理の空調機エアコンを、４０数基になるかと思いますが、入れる予定でござい

ます。これを入れれば、先ほどの重油代等も減額されることになります。今のエ

アコンのほうにつきましても２５年を過ぎております。ボイラーのほうは３０年

を過ぎております。部品がございませんので、今回は入れ替えということで計上

させていただいたところでございます。 

次の、電気自動車の充電電源工事ですけれども、これは電気自動車貸与に伴う

もので、ここでは庁舎のほうと野尻出張所のほうを予定しております。これは普

通充電で時間のほうは長くしておりますけれども、置いたままずっと、庁舎なん

かはそのまま翌日使うと、そういう部分は十分対応可能かと思います。その下の

電気自動車の充電の急速充電器の設置工事のほうが４８０万円計上しております

けれども、これは草部出張所を予定しております。これにつきましては、補助の

ほうで一部経費等は差し引かれますけれども、補助で入ってくる予定でございま

す。これは８年間設置義務がございますので、電気自動車が２年間貸与でござい

ますが、その後は多分安価な価格で譲り受けがされるものと思いますし、また電

気自動車等につきまして普及目的がございますので、ぜひ設置しとってくれとい

うことでございますので、草部のほうに採用しております。 

ちなみに、アスカのほうにも充電器のほうは設置される予定でございます。こ

れは事業者のほうが直接されるのでございますけれども、ですので、町うちは急

速ですからアスカのほうでできますし、山東部のほうに行ったときには、草部の
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ほうで充電できるというような体制がとられるかと思います。 

続きまして、１６節原材料費ですが、これは５０万円を計上させていただいて

おります。これは毎年計上をお願いしている分でございます。 

１８節、備品購入費でございますけれども、これにつきましては２０５万５,０

００円計上しておりますが、庁舎内の消火器、センターもそうですけれども、消

火器のほうが１０年以上全部経っておりまして、庁舎内のほうで１本ぐらいです

かね、１０年以下の分は。ほかは１０年以上経っております。消防指摘で、今は

１０年以上経ったものには詰め替えができません。ですので、今回計上させてい

ただいているところでございます。庁舎内のロールカーテンということで、１階

の今ロールカーテンにしていない部分と２階等の部分でロールカーテンのほうを

計上させていただいております。 

続きまして、４３ページをお開きください。負担金補助及び交付金ですが、電

話ユーザー協会のほうの負担金ということで、３,０００円計上しております。 

６目町有林管理費ですけれども、これは町有林監視員の報酬ということで２５

万６,０００円報酬のほうを計上させていただいております。これは８名分でござ

います。賃金のほうですが、６５万円程度少なくしておりまして、町有林等の作

業道で５０万円、川頭団地下刈人夫賃と町有林清掃等で１０万円と合わせて６５

万円としています。 

旅費につきましては、監視委員さん等の役場までの費用弁償、会議等開くとき

の費用弁償等で２万円です。役務費につきましては森林国営保険のほうを、町有

林につきましては各年更新でございます。２年間ということで、今度がその年で

ございますので、１１５万９,６２０円を計上しております。旧警察協会の分収林

ということで、こちら側につきましては、毎年手入れをかけているところでござ

いますので、合わせまして１１８万３,０００円計上させていただいております。 

次に、委託料ですけれども、１４８万２,０００円計上しておりますが、２２年

にですが、ＭＡＥＤＡの森、たかもりというところで、前田建設のほうが寄附金

等されまして、それ分で下切地区のほうにＭＡＥＤＡの森というのを植林してお

ります。その分の下刈りを行うことになっておりますので、その分２８万１,００

０円と、川頭団地、元城団地の下刈りということで、計上しております。また、

長笹団地等の下刈りで１００万円を、これは直接的にどこというところはまだ

はっきりはしていませんが、長笹団地を中心に約１００万円ですので、なかなか

広くはできないと思いますが、計上させていただいております。機械借り上げが

２０万円、原材料で６万円ずつ計上しております。 

次の、７目訴訟費ですが、弁護士さんの委託料８６万４,０００円、これにつき
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ましては、顧問弁護士の委託料ということで、現在までは６０万円の消費税で、

６３万円で年間お願いしておりましたけれども、ここ数年、頻繁に相談件数が増

えておりますし、相談案件も非常に多岐にわたっております。そういう観点から、

基本額を１０万円上げましたところで７０万円、それに今まではこちらから弁護

士さんのほうに行くばっかりでございましたけれども、今回からは、次年度から

は来ていただいて相談を受けてもらおうというケースも出てくるかということで、

その旅費等も鑑みまして、総額で８０万円の消費税ということで８６万４,０００

円分計上させていただいているところでございます。 

次、４４ページでございますけれども、８目高森総合センター管理費です。需

用費のほうは消耗品から修繕料まで計上しておりますけれども、今年度等の実績

等をもとに計上しております。修繕料につきましては５０万円一般の修繕という

感じで、残りにつきまして４６万９,０００円につきましては、林業総合センター

の高森総合センターのほうの自動ドアの外側の部分が、ちょっともうフレームの

ほう等から傷みが激しく、限界に近いということで指摘を受けておりますので、

その分の改修を考えておりますので、その分を計上させていただいております。 

役務費につきましては、先ほど言いましたエコねっとシステムですね、これを

同額金額１１万３,０００円で計上しております。 

委託料につきましては、これは毎年行っている部分の消費税相当分を鑑みたと

ころで計上させていただいております。９０万７,０００円でございます。 

備品購入費につきましては、先ほど言いました庁舎分とセンターのほうの１階

の部分を計上しております。同じく、９目の車輌管理費でございますが、需用費

につきまして消耗品、修繕料等を合わせまして７３万４,０００円計上しておりま

す。その下、役場のほうで管理しております車両のほうが、今消防車を除いて２

４台ございますので、その関係の地籍調査、水道以外につきましては、この車輌

管理費のほうで計上しております。地籍等につきましては、補助金等の関係で、

そちらのほうで計上したところでございます。 

役務費１９０万７,０００円計上しておりますけれども、これは車検とか点検時

の分ということで、手数料並びに自賠責保険料等を計上しております。ここに２

９台と書いておりますけれども、これは共済保険等につきましては、全員の地籍

調査、水道等も含めたところで保険等はかたっておりますし、その分でございま

す。 

次、４５ページの使用料及び賃借料でございますけれども、これは８万円計上

しております。社協から借り上げがあります。各団体の研修とかいう借り上げが

ございますので、その分財産管理のほうでまとめて５万円を計上しております。 
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ＥＴＣの使用料ということで、近頃高速等を使って行く機会が多数ございます。

各課にある程度の分は組んでありますけれども、直接組まれていないところとか、

財産管理一部課の分につきまして３万円を計上させていただいております。 

１８備品購入費でございますけれども、これにつきましては、１２月の定例会

のほうで、財産管理課のほうが設置されることになっている状態で、提案されて

可決されたところでございますが、それに伴いまして、軽トラック、軽自動車の

ほうを購入を予定しております。現場が中心の課になりますので、どうしても必

要でございますので、軽トラック、軽自動車等を購入する計画になっております。 

あと、水道とかですね、地籍のやりぐりと自動車等のやりぐりも考慮しまして、

２台だけ確保させていただきまして、古い車から２台を順次車検時に廃車してい

くような段取りをとらせていただきたいと思います。 

公課費につきましては、車検時の重量税等の分でございます。 

１０目墓地管理費ですが、これは賃金で２万円と需用費で５万９,０００円計上

しております。６９区画のうち６８区画が貸付区画でございまして、全区画貸付

のほうはできておりますので、その維持管理費の中で年に１回ですけれども、草

刈りのほうを業者のほうに頼みます分が２万円と、あと消耗品費で、その土地等

の消毒剤等を購入する分ということで１万円。光熱水費で電気料と水道料が毎月

発生しておりますので、そのへんも一応考慮ということで、計上しております。 

財産管理は以上でございます。 

○地域振興係長（古澤要介君） 引き続き４９ページ、１４目草部出張所費のご説明

をいたします。ほとんどが経常経費でございますけれども、若干の備品の購入で

あったりにおきまして、消費税分５％が８％で計上しておりますので、若干増え

ている部分もございます。目新しいものとしましては、１８節備品購入費、事務

室用テレビそれから事務室用通信電話、普通の電話なんですけど、事務用テレビ

につきましては、平成２５年の当初予算にも予算計上いたしましたけれども、総

務課長査定におきまして却下されまして、野尻草部両出張所におきましてはデタ

ポンを見ることができませんでしたので、住民の方から天気を、「明日は晴るっ

とか」といろいろ聞かれたときもご返答ができませんでした。地デジチューナー

を使いましてしておりまして、途中で町長が、「古澤さん、それは必要なんだか

ら上げてください」とおっしゃったんですけれど、当初予算で認められなかった

ものを補正で計上することはいかがなものかという考え方でしませんでした。 

それから、事務用通信電話、普通の電話ですけれども、草部出張所のが接触部

分がちょっとおかしくてですね、今周りにガムテープを張って接触をしておりま

す。支障が出ております。本庁から電話があったときに、浮いた状態になってお
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りますので話し中になっているという指摘がございましたので、これも安くＮＴ

Ｔのほうに見積もってもらいまして、２万７,８８９円を計上しております。 

次、１５目野尻出張所につきましては、先ほどテレビの全く同じ品物を備品購

入として上げております。 

１６目朋遊館管理費につきましては、目新しいものとしましては、１１節需用

費、修繕料でございます。１７１万３,０００円を計上しております。その内訳に

つきましては、ろ過器周り、他機器交換及び修理、これがほとんどが平成１１年

１１月１１日に朋遊館はオープンしておりますけれども、既に１５年が経過して

老朽化しているものがたくさんあります。それから、今は男子と女子を１週間ご

とに湯船を替えてやっておりますけれども、浴槽豆砂利洗い出し部分改修工事と

言いまして、昨年補正でいっていただきました、その床部分についてはタイル等

張ったんですけれども、今度は一段上がった座る部分が、まだ豆砂利が出ている

んです。私もたまに行きますけれども、お尻が痛いんです。そこで、その部分に

ついて改修工事を２３万１,７３５円、それから非常用発電機ファンベルト交換、

電気が何らかの形で切れた場合に非常用の発電機を使うわけですけれども、その

ファンベルトがおかしくなっていると。それから蓄電池がもう耐用年数超えてい

て、用事を果たせないということで、この機器の設備点検におきまして指摘を受

けましたので計上しております。 

それから、消防用施設点検におきまして、ホースも耐用年数を超えていると。

誘導灯はもう切れている部分があるということで、これが６万円です。それから、

消火器も耐用年数超えているということで上げています。その他の修繕２０万円

につきましては、急遽接続部分のパッキンから水が吹き出たりすることがあるん

です。故障が発生してできるだけ時間を、間髪を入れずに修理をするために２０

万円を一応概算ですけれども上げております。住民の方々にできるだけご迷惑を

かけないように、それから役場と住民との信頼関係をさらに発展することができ

るように、設備点検をしていただいた会社は熊本の会社ですけれども、提携を組

んでいらっしゃる会社が高千穂にございまして、２時間以内に来ることができま

すので、それから部品が交換であれば交換を、まだ発注すれば１週間ほどかかる

こともありますけれども、軽微な修理だったらすぐしてくれますので、そういう

形で一応２０万円を修繕費として計上して、合計が１７１万３,０００円というこ

とでございます。 

あとは、目新しいものはございませんので、もし何か疑わしいことがあったら

ご質問いただきたいと思います。 

以上です。 
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○委員（芹口誓彰君） 質疑の中で、経常的なもので、少額的なものについては特に

必要に、説明がないから。時間が。 

○総務課長（岩下公治君） 岩下です。 

経常的なものは特に取り上げず、それから経常だけのものであってもですね、

特に説明があるものだけ係長からご説明します。 

進めます。では、交通安全対策費から。 

○総務係長（後藤一寛君） 総務係の後藤でございます。 

５１ページをお開き願います。１７目交通安全対策費でございます。交通安全

対策費で目新しいものにつきましては、負担金補助及び交付金の交通安全県民大

会阿蘇大会負担金、これが今年の１１月に開催されます。一番下にございますけ

れども、額面的には１万１,０００円ですけれども、ここが上がってきているのが

目新しいものでございます。交通安全対策費はあとはもうご覧のとおりでござい

ます。 

続きまして、５９ページをお開きいただきます。選挙費になります。１目の選

挙管理委員会費、２目の選挙啓発費につきましては、通年と変わりません。通常

どおりでございます。３目の熊本県議会議員一般選挙費、これが４月の第２週目

にこれは行われます関係で、本年度での計上が必要となってまいります。これに

つきましても選挙年の例年どおりでございますので、必要経費のみを計上させて

いただいております。 

次の、参議院議員の通常選挙費につきましては、これは廃目でございます。 

次に、１０８ページをお開き願えますか。消防費でございます。１目が常備消

防費です。これは今年が１億１,２００万円程度となっております。２目の非常備

消防費になりますけれども、これにつきましては、１２月に上程させていただき

ました機能別団員の件で、年報酬として１万円を計上させていただいております。

これは一応山東部のみということで、２５名程度を上げさせていただいておりま

す。 

あと、報償費で、今年が操法の年でございますので、会場がですね、南阿蘇畜

協のほうに結局移動させていただきます。町の操法大会が６月８日、郡が７月５

日で、同じ高森の畜協でございます。その関係で報償費が若干上がっております。 

あとは、もうほとんど例年とそう変わりなく、ほかの経費につきましては計上

をさせていただいております。 

１９節の負担金補助及び交付金につきまして、先ほど申しました操法の関係で

助成金が地元大会でちょっと頑張ってほしいという意味合いを込めまして、通常

助成金としまして１５万円だったのを、３０万円にしまして、それの３回。３回
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分の明細は、自動車ポンプ車が１台、それと小型ポンプ車が２台まで出場可能と

会議でなりましたので、その分でございます。 

３目の消防施設費でございます。これにつきましては、工事請負費としまして、

耐震性貯水槽の分を３基分上げさせていただいております。それと、負担金補助

及び交付金の分で、公共的施設整備事業の補助金としまして、旭通りが２件、そ

れと横町、芹口と上在区と、それぞれ上がっております。その分を計上させてい

ただきまして、１１０万円程度計上させていただいております。 

４目の防災管理費ですが、これが先ほど興梠委員がおっしゃいました報償費の

防災訓練の謝礼の部分が３万円になっています。 

あとは、ほとんど例年どおりの計上となっております。以上でございます。 

○財政係長（岩下 徹君） 財政係の岩下です。 

１３４ページをお開きいただきます。１３４ページの下のほうです。第１１款

公債費でございます。元金及び利子、元金につきましては５億８８６万５,０００

円、利子につきましては５,１１６万６,０００円、合わせて５億６,０００万円ほ

どということになっておりまして、前年度よりも３,７４７万２,０００円借金返

済分は減ったという状況でございます。ただし、今年、来年と情報通信基盤事業、

特にですね、こういう大事業がございます。約３年後からはまた金額が増えてく

る部分が出てくるかというところでございます。 

次のページの、第１２款諸支出金につきましては、それぞれ基金の運用益です

とか寄附金を積み立てるものとして計上させていただいております。一番下の、

１３款予備費につきましては、昨年度同様１,０００万円で計上させていただいた

ところでございます。 

それから、歳入のところで、私が一つ説明が漏れておりましたところを説明さ

せていただきたいと思います。 

２２ページをお開き願いたいと思います。一番下のところで、国庫支出金の第

１０目で、がんばる地域交付金というのを今回計上させていただいております。

町長の提案説明でも一部提案しておりますが、この交付金の元の事業は、２５年

度の補正予算で計上されています草部第２地区と横山地区の農業用水路整備事業、

これをすることによってこのがんばる地域交付金が交付されることになります。

内訳としましては、補助対象事業費１２７,５００、１億２,７５０万円の事業費

に対して、補助金が５５％ということで、７０,１２５という数字が補助金になり

ます。残りの４５％、５７,３７５というのが町の負担金、５,７３７万５,０００

円というのが町の負担金。もう一回、ゆっくり言いますと、合わせて事業費が１

２７,５００、１億２,７５０万円、補助金が７０,１２５、７,０１２万５,０００
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円、町の負担額です、これが５７,３７５、５,７３７万５,０００円というのが町

の負担額になりまして、実際、その事業に対しては起債を充てることにしていま

す。５,７３０万円起債を充てることにしていますが、その５７,３７５に対する

３割ががんばる地域交付金として交付されることになりまして、それを２６年度

の当初予算として計上していいということになっておりますので、その分で１,７

２１万２,０００円を計上させていただいたところでございます。これも、昨年度

の元気臨時交付金も７割から９割という範囲があったんですけれども、今回も３

割から４割という範囲で交付されるということで、財政力指数ですとか、この間

新聞報道でありましたけれども、２５年度の職員給の減額があったと思います。

７.８％の減額というのがあって、それをしてない市町村には、これを満額交付は

しませんよという新聞報道が出ておりました。職員給を減額してない市町村は、

恐らく３割のままでのがんばる地域交付金の交付だけだろうと思います。うちの

場合は、職員給与の減額もしておりますし、財政力指数も弱いというところから、

恐らくこの割合が４割に増額されるだろうということで見ておりますが、現時点

としては３割というところで予算を計上させていただいたところでございます。 

それからもう１点、一応予算については以上でございますが、先般、今地域の

元気臨時交付金の話をしましたけれども、最終的にその充当事業といいますか、

どの事業に幾ら充当しますということを議員の皆さまにご説明する必要があると

いうことで私申し上げておりましたけれども、まだ事業費の確定を見ておりませ

んものですから、ちょっと今回の定例会のときにお出しするのはちょっと時期的

に早いという考えの下、次回の定例会のときに、どの事業に幾ら充当されていま

したよという報告をさせていただきたいと考えています。 

以上でございます。 

○総務課長（岩下公治君） 以上で、一般会計、平成２６年の説明を終わります。 

○委員長（立山広滋君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（芹口誓彰君） それでは１点だけすみません、芹口です。 

４２ページ、車の電気急速充電とする充電器購入ということで、４８０万円と

いう、かなりな金額が予算計上されていますけれども、これは一般の方も利用で

きるわけですか。また一般の方が利用された場合、この使用料はどんなになるの

かですね、お尋ねしたいと思います。 

○財産管理係長（田上浩尚君） 財産管理、田上です。 

これにつきましては、一般の方も当然ながら使用できるようになりますけれど

も、それはカード方式か何かになるかもしれません。まだそこあたりははっきり

はしていませんから、電気自動車ですので、電気自動車の中で、その分大体満タ
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ンにすると５００円程度ということで、カード方式になると思いますので、その

場合は草部では、物産館なり出張所のほうに行かれて、そのカードでしていただ

くという感じになるかと思います。 

電気料というか、充電器のほうにつきましてはですね、４８０万円という高額

でございますけれども、これは一部経費を除いて補助金のほうで返ってくるとい

うことでございまして、一般の方につきましては、形はどんなのかまだはっきり

はしておりませんけれども、誰でもできるような体制ですが、ちょっと時間がで

すね、物産館なり役場が開いているときはそのまま利用できますけれども、開い

てないとき等の対応のほうは、またちょっと考慮する必要があるかということで、

コイン式なり何なりの仕方を検討はしてもらっているんですが、今現実的には、

そのカード方式を出張所なりに預けておいて、使われる方はそこに寄っていただ

いてその分で充電していただいて、その分、５００円なら５００円を満タンにし

たときに払っていただくという感じです。 

○委員（芹口誓彰君） 普通の燃料費あたりは燃料代払わないといかんたい。すると、

これについては不特定多数の町外の方も使われるのですか。 

○財産管理係長（田上浩尚君） はい。ですので。 

○委員（芹口誓彰君） カードを買って。 

○財産管理係長（田上浩尚君） 田上です。 

カードを買うといいますか、カードのほうは、カードは出張所か物産館等に、

販売というか、カードといいますか、それは電気自動車の充電器用のカードをそ

のままですので、それを買っていいますか、それを借り入れる。それを借りると

きに満タンで５００円なら５００円という料金を窓口に払ってもらうという感じ

になるかと思います。 

コイン方式が本来はいいんでしょうけれども、そのコイン方式の対応はまだで

きてないみたいですので、そこあたりどういう形で持ってくるかというのは、今

まだそこあたりはっきりしておりませんので。 

○委員（芹口誓彰君） じゃあ、そういうことで、いずれにしても使用料は取るとい

うことであれば、使用料は予算に上げんでもよかったんですか。 

○財産管理係長（田上浩尚君） 田上です。 

使用料につきましては、現段階で、実質上は、そのまま課金業者のほうに渡す

ような感じになるそうです。 

○総務課長（岩下公治君） 総務課長の岩下です。 

この制度自体がですね、今まだ通産省とやり取りがあっておりまして、基本的

に課金をしたら、この設置業者がそのお金はもらうと。それを相殺して補助金で
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基本的にこっちに全額ほとんど戻ってくるという形です。それにつきましては、

今ちょっと不透明なところがあります。ただ、お金は当然徴収していただくけれ

ども、議員ご質問の、収入、その５００円から５００円とかいう歳入項目は今年

はちょっと設けられないということになります。今制度設計中でございますもの

ですから、補正等で対応が出てくる可能性はあります。 

そういうところでよろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（立山広滋君） よろしいですか。 

○委員（芹口誓彰君） はい。 

○委員長（立山広滋君） ほか、ございませんか。どうぞ。 

○委員（後藤三治君） 後藤です。 

３２ページの歳入で、国で、ふるさとづくり対策事業というのと社会福祉振興

基金を使われるということですが、既に提案の社会福祉振興基金なんですが、残

高は今幾らぐらいあるのかですね。 

○財政係長（岩下 徹君） 財政係の岩下でございます。 

社会福祉振興基金の残高につきましては、現在２,７２５万２,９８０円です。

２７,２５２,９８０ほぼ同じでございます。今回１,８５０万円の繰り入れをさせ

ていただいて、充当先といたしましては、朋遊館の駐車場整備事業ですとか、在

宅老人の福祉サロン事業ですとか、あとは介護保険の特別会計の事業あたりのと

ころにですね、繰出金という形になりますが、そういった事業に充当させていた

だきたいと考えている状況でございます。 

○委員長（立山広滋君） ほかにございませんか。ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第２４号、平成２６年度高森町一般会

計予算については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

以上で総務課に関連する付託案件については終了いたしました。 

総務課の皆さん、お疲れ様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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休憩 午後２時２５分 

再開 午後２時３５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（立山広滋君） それでは、本委員会に付託されました政策推進課関連の議

案第１９号、平成２５年度高森町一般会計補正予算についてを議題とします。 

政策推進課の説明を求めます。 

○政策推進課長（甲斐敏文君） 政策推進課長の甲斐です。 

高森町一般会計補正予算第１０号についてご説明申し上げますが、今回の補正

はですね、ほとんどが補助金の確定が、これによりますと金額調整を行っていま

す。増額した分について、詳しく説明していきたいと思いますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

それでは、係長のほうから説明いたします。 

○商工観光係長（今吉輝子君） 商工観光係の今吉です。 

歳入について説明いたします。１２ページをお開きください。１３款使用料及

び手数料、１項使用料の６目商工費使用料、１節の湧水トンネル公園使用料で６

００万円計上しております。これは、本年度入場者数が見込みよりも多かったた

めに計上させていただいております。 

歳入は以上です。 

○政策企画係長（眞原友紀君） 政策企画係、眞原です。 

歳入のほうの１５ページをお開きください。１５款県支出金、２項県補助金、

２目総務費県補助金の９節地方バス運行等特別対策補助金といたしまして、熊本

県のほうから２５６万７,０００円交付決定がなされております。 

歳入については、以上でございます。 

○情報管理係長（緒方久哉君） 情報管理係の緒方です。 

続きまして、歳出のほうに移らせていただきます。２３ページをお開けくださ

い。２総務費、１総務管理費、２文書広報費、節１１需用費、１３委託料ともに、

今年度事業の確定分による減額となっております。 

○政策企画係長（眞原友紀君） 政策企画係、眞原です。 

２３ページから企画費のほうが入っておりますけれども、歳出のほうにつき、

減額の分についてはご説明のほうは省略させていただきまして、増額の分につい

てご説明をさせていただきます。２４ページのほうをお開きください。 

１９節負担金補助及び交付金でございますけれども、このうちの地方バス運行

特別対策補助金といたしまして２８３万４,０００円増額をしております。これに

つきましては、産交バスのほうから補助金の交付申請がございまして、当初はで
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すね、昨年度の決算額のほうをそのまま計上させていただいておりまして、燃料

等の高騰によりまして単価のほうが上昇しておりまして、その分を増額補正させ

ていただくものでございます。 

以上でございます。 

○情報管理係長（緒方久哉君） 情報管理係の緒方です。 

続きまして、１３目電算費です。こちらは１２節役務費、１３節委託料ともに、

今年度事業の確定に伴う減額となっております。 

以上です。 

○商工観光係長（今吉輝子君） 商工観光係の今吉です。 

３７ページをお開きください。６款商工費、１項商工費、５目温泉管理費の中

の９節の旅費になりますけれども、費用弁償のほうが非常勤職員の増減により不

足が生じておりますので、１万円増額しております。その下の１１節の需用費の

中の燃料費なんですけれども、重油の単価のほうが当初は９１円でありましたが、

１２月には９８円と高くなっておりますので、不足が予想されますので、過去３

年間の２月、３月の平均量に１００円を掛けまして２カ月分で３９０万円、あと

ガス代の平均値に１５万円を２カ月分の３０万円で、合わせますと４２０万円か

ら１月末の残高を差し引きました９７万円を増額しております。 

以上になります。 

○政策推進課長（甲斐敏文君） 課長の甲斐です。 

以上、増額を中心にご説明いたしましたけれども、説明については以上でござ

います。 

○委員長（立山広滋君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。ありませ

んか。 

○委員（芹口誓彰君） １２ページの説明がありましたけれども、湧水トンネル公園

使用料で６００万円以上、これは非常に喜ばしいことですけれども、何か方策を

とられましたらこれだけ増額になったのか、お伺いをしたいと思います。 

また、２３ページ、企画費の報酬１２４万３,０００円の報酬が減額になってお

りますけれども、これはどういったことで減額になったのですか。 

○政策推進課長（甲斐敏文君） 課長の甲斐です。 

湧水トンネル公園の使用料６００万円の収入増ということですけど、すみませ

ん、平成２４年度がですね、災害の関係で入園者が非常に少なかった。それを見

越してですね、当初予算を組んでいたわけですけれども、それで、災害があると

き、復旧という意味で、今年度は、平成２４年度の入館者が１０万２,０００人で

したけど、今年は１２万人ぐらい見込めますので、６００万円の増としておりま
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す。 

そのほかの要因としましては、今年度行った高森時間とか、そういうふうなコ

マーシャルを、電車のつり革とかでコマーシャルをしておりますけれど、そうい

うものも、福岡を中心にやっておりますので、そのへんで付加が影響して増えて

きたのではないかというふうに思っております。これはＪＴＢに組み込んでいる

県補助金の委託事業でやっておりますけど、そのへんで増えてきたのではないか

というふうに考えています。 

以上です。 

○政策企画係長（眞原友紀君） 政策企画係、眞原です。 

先ほどの消費者生活相談員の報酬の大幅な減額でございますけれども、これは

ですね、消費生活相談員の基準を週５日というところで見ておりましたけれども、

相談員さんの都合でですね、週５日が週２日しか勤務することができないという

ことで、歳入歳出等も、両方とも減額をさせていただいております。 

以上です。 

○委員長（立山広滋君） ほかにございませんか。 

○委員（興梠壽一君） 興梠です。 

３７ページの温泉館の管理費ですね。この明細書の中には修繕費等はここに出

ていませんが、２５年度で修繕費が今現在でどのぐらいいっているのかと、この

７,０００万円ですか、今現在、指定管理でされていた点では、いったい年間どの

くらいの支出だったかをちょっと参考までに教えていただきたいんです。 

○政策審議員（服部信一郎君） 政策推進課、服部でございます。 

修繕料につきましては、執行済の部分が約１２０万円程度でございます。平成

１８年度から順次申し上げますと、１８年度が１８０万円。［「修繕費」と呼ぶ

者あり］ 

○委員（興梠壽一君） 興梠です。いや、修繕じゃなくて、全体の管理費。２５年度

では大体７,０００万円を今いっているということですかね。 

○政策審議員（服部信一郎君） まあ、予算上はですね。 

○委員（興梠壽一君） そうですね、予算上は。指定管理出されたときには、もう採

算等もあったと思いますけれども、そのあたりはどのぐらい年間出ていたのかな

というのは。１,９００万円だけですかね、１,５００万円、どの程度ですか。 

○政策審議員（服部信一郎君） 指定管理のときは指定管理料だけで、プラスの修繕

費ですね。 

○委員（興梠壽一君） それと修繕費ですかね。 

○政策審議員（服部信一郎君） はい。 
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○委員長（立山広滋君） ほかにございませんか。 

○委員（後藤三治君） 後藤です。 

初日本当は質問したかったのですけれども、所管ということで、今日お聞きし

たいと思いますけれども、まず、１番議員さんが温泉館については１２月議会で

指定管理に予定する中で、２６年度も出てきますけれども、また直営ということ

でなっていますが、その経緯を聞かれたわけですけれども、その中でですね、指

定管理に最終的には誰もいなかったということなんですけれども、１番議員も言

われたように、時期的にちょっと１２月議会で１月から仮にかけたとしても、時

期的にも、私もやはり指定管理をする希望者というのはなかなかいないんじゃな

いかなと思うんですよ。私たちが４人運営協議会に入っておりましたけれども、

あれが終わった後でも、翌年度の方向性を決めて、早めに出しとくともう少し

違ったかなとも思うんですよ。そういう中で、指定管理で一応１２月議会で決め

たのが、今度２６年度ではまた直営になったという経緯を、それだけのことでい

いのかですね。そのへんの状況をやはり説明なり、こういう状況というのを教え

ていただく必要もあったのかなと。予算書を見て、ああまた直営かなと思うよう

な状況でいいのかなと、少し思いましたので。そのへんをちょっとお聞きしたい

なと。 

それともう一つですね、これは住民の方からもお話があったんですが、これは

全く違う案件なんですけれども、湧水館のことで、何か昨年の８月８日に町政座

談会が交流センターであったと。その中で、参加者の中からですね、七夕祭りか

らクリスマスのファンタジーまでの間に、要するに半年半年間ぐらいです、その

間の催しが何もないという質問があって、町長さんも前向きに考えたいという話

の中で、課長のほうに指示もされたという話も聞くんですよ。その間の催し物等

を何か計画しろという指示があったという話も聞くんですよ。それで、いまだか

つて、何もあってないと。今の状況を見ると、その期間を外せばトンネルの中の

ウォーターパールだけが一つの目玉のようになっているけれども、入り口で帰る

人が非常に多いと。そういう約束があったのに何も動きがないのはどうしてかと

いう、私に問いかけがありましたので、そのへんのこともちょっとお聞きしよう

かなと思いまして。 

先ほどですね、入園料が非常に増えたということは、要するに入り込み客も少

し増えているということだろうと思うんですけれども、それも一昨年の災害時か

ら比較して増えただけであって、本来の人数は減っているのではないかというふ

うに思うんです。そういうところで、担当課としては何かそういう考えを何かお

持ちであったのかどうかですね。ただ、その会議でまた課長のほうも「それはや
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ります」という話が何かあったというふうに聞いているんですけれども、いかが

ですかね。 

○政策推進課長（甲斐敏文君） まずは、トンネルの方から答えます。 

○委員（後藤三治君） どっちされてもいいです。 

○政策推進課長（甲斐敏文君） 課長の甲斐です。 

トンネルの件につきましては、町長からの指示は受けておりません。トンネル

の催し物のイベントについて、町長からの指示は受けておりません。ただ、係と

してはですね、やっぱり議員がおっしゃるように、冬のクリスマスファンタジー

を半年飾っておく。それと七夕飾りをまた１２月まで飾っておくということに対

して、時期的にも違和感があってですね、かなり観光客の方も厳しい目で見られ

ていると思います。係としては、途中ハロウィーンを入れようかという話はした

ことがあります。ただ、当初予算にするほど全然組んでなくてですね、ちょっと

厳しい面があって、例年どおり七夕とクリスマスファンタジーになった次第です。

来年度につきましては、これは今回予算を上げておりますけど、トンネルのワー

キング会議を開催して、催し、イベントについてですね、イベントとその中身の

飾り付けについて検討して、それをもとにこのトンネルの装飾イベントを考えて

いこうというふうに考えています。ですから、今年度までは、言われましたよう

にクリスマスファンタジーと七夕だけになりましたけれど、特に町長から指示を

受けたということは。 

今ちょっと審議員のほうから話が出ましたけど、いつまでも展示しとかんで、

それを片付けてくれという指示はあったそうです。ですから、別に「何をせ」と

いう指示はあっておりません。以上です。 

温泉館の件につきましては、委員も温泉館運営協議会のほうでいろいろお世話

になっておりました。結果的に７月か８月だったと思いますけれども、運営協議

会を解散しまして、町で今後の運営については考えていくということを言ってお

りました。確かに早めに指定管理の申請をするのが大切だと思いましたけれど、

例年ですね、今まで指定管理に出していたのが１２月の議会で債務負担行為を議

決いただいて１月に出すということで、そして２月ぐらいで締め切って出すとい

うことをしておりましたので、今年も例年と同じようにやったわけです。ですか

ら、その点については深く反省しております。 

来年はですね、これは町長からの指示もあっておりますので、９月議会で債務

負担行為を起こして、年内に指定管理の公募をするようにということで、１２月

から１月ぐらいには決定しておくということを指示されておりますので、２６年

度においては今言いましたように９月議会で債務負担行為を出しまして、早めに
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対応したいというふうに思っております。 

以上です。 

○委員長（立山広滋君） よろしいですか。 

○委員（後藤三治君） はい。 

○委員長（立山広滋君） ほかに質疑はございませんか。ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第１９号、平成２５年度高森町一般会

計補正予算については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） 異議なしと認め、本案は可決すべきものと決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（立山広滋君） 次に、議案第２４号、平成２６年度高森町一般会計予算に

ついてを議題とします。 

政策推進課の説明を求めます。 

○政策推進課長（甲斐敏文君） 課長の甲斐です。 

平成２６年度の一般会計予算につきましては、この概要書に書かれております

主要事業を中心にですね、説明したいと思います。その他の報告につきましては、

昨年度と比べて特別に増額になっている事業とか、その点についてを中心に説明

していきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

それでは、係長のほうから説明いたします。 

○政策企画係長（眞原友紀君） 政策企画係の眞原です。 

今、課長が申しましたように主要事業のほうを中心に説明をさせていただきた

いと思います。基本的には歳出ベースで説明をさせていただきまして、それに歳

入が伴うときに関しましては併せて説明をさせていただきたいというふうに思い

ます。４５ページのほうをお開きください。 

総務費の総務管理費のうち、１１目企画費のほうでございますけれども、この

中で１節報酬それから８節報償、それから９節旅費にあります高森町総合計画策

定事業といたしまして、合わせまして８６万５,０００円でございますけれども、

総合計画の策定につきましては、地方自治法の改正により法的な策定義務がなく

なりまして、町の自主的な判断に委ねられたことに伴い、今回首長の任期４年に
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沿った計画策定に見直すことといたしました。それにまた合わせまして、ローカ

ルマニフェストとの整合性を重視して、首長の政策が総合計画に的確に反映され

ることとなりまして、施策の執行も効率的・効果的になるものと考えております。 

具体的には、住民が主体となりまして、地域ニーズに沿った計画とするため、

住民公募による委員さん５名の報酬それから費用弁償、それからローカルマニ

フェスト推進ネットワークの有識者をコーディネーターに迎えて指導していただ

くような費用のほうを計上しております。 

続きまして、４６ページをお開きください。企画費の委託料のほうでございま

すけれども、まず、高森町観光立町人材育成業務といたしまして１００万円です。

観光立町推進基本計画の策定には多くの住民の方に、ワーキング会議とか推進会

議に参加していただきまして、最終の会議を３月５日に終了しております。現在、

その意見を踏まえまして修正等を行い、印刷を行っているところでございまして、

その中でですね、最優先事業として人材育成事業が掲げられております。具体的

には観光旅行に精通しておりますコンサル会社に委託を行いまして、町内から

コーディネーターを選出し、スキル伝授のための教育訓練を行っていこうという

ふうに考えておりまして、最終的には地域限定型旅行業免許取得を目指していく

ものでございます。 

現在は、単独事業ということで予算を計上しておりますけれども、阿蘇デザイ

ンセンターが取り組んでおります観光地域ブランド確立支援事業のほうに要望書

のほうを提出しておりまして、もし採択されればですね、補正予算のほうでデザ

インセンターへの負担金という形に組み替えをさせていただいて、デザインセン

ターの事業で事業を実施することといたしております。 

続きまして、同じく委託料の観光ニーズ調査業務委託料といたしまして３００

万円ございますけれども、これも観光立町推進基本計画の最優先事業に掲げられ

ておりまして、ワーキング会議の中でですね、現状、町の観光に関するニーズに

ついて、町を訪れた方に「目的地は」とか「高森町のイメージ」とか、「何を期

待するか」などの調査を行いまして、今後の観光行政に生かすべきであるとの声

を反映いたしまして、今度予算の計上をさせていただいております。 

次が、同じく委託料の体験交流プログラムの実施業務委託といたしまして２０

０万円計上させていただいております。これにつきましては、本年度も「高森人

と楽しむ１０のプログラム高森時間」ということで、県の夢チャレンジ事業を

使って実施するものでございまして、半分の１００万円は補助金のほうで計上さ

せていただいております。これは昨年度実施した１０のプログラムは高森、色見

はもとより野尻地区、草部地区においても体験プログラムを作成しております。
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定員総数８５人に対し、参加者は７３名と若干定員下回ったものの、来られた方

については大変好評で、ぜひこのような事業は継続して行ってくださいとお声を

いただいております。 

また、事業を実施した地元の方の声としては、たくさんのプログラムを作り、

残ったものを充実、磨き上げていくことが大事であるとか、交流でお金になると

は思っていなかったと、参加者交流を求めてお金を払ってもらえると、参加者が

喜んでもらえる企画を積み重ね、データベース化し、新しいことを考えていけば、

もっと充実できるのではないだろうかというような意見をいただいております。 

先ほど申しましたように、本年度も県の夢チャレンジ事業を実施するもので、

２５年度につきましては、事業費３００万円で計上しておりますけれども、２６

年度につきましては事業費２００万円ということで一応縮小して実施をするとい

うことにしております。 

それから、ページが飛びまして、地域振興費のほうです。１２目の地域振興費

の負担金補助及び交付金の中の高森町ツーリズムビジネス研究会の助成金でござ

いますけれども、主要事業の紹介でですね、この事業については平成２５年度の

１００万円から２６年度は２５０万円ということで拡充ということになっており

ますけれども、これはあくまでも当初予算ベースでございまして、この事業につ

きましては平成２５年度の途中に補正をさせていただいておりまして、これは全

額落とさせていただいておりまして、平成２４年度の国の補正予算のほうで、総

務省関係の過疎集落等自立再生対策事業の１００％繰越事業でございますけれど

も、５００万円の事業費で今年度実施しております。事業の内容といたしまして

は、７６名程度のツーリズムビジネス研究会員を中心に、加工所とか直売所、そ

れからツーリズム講座を開設して勉強会のほうを行っております。それから新し

い事業、テント販売とか食の祭典、でんでんまつりと同時期に開催しました食の

祭典事業等を実施しています。 

平成２６年度につきましては、これらの講座をレベルアップしようということ

で考えておりまして、それとともに道の駅とか直売所とかの交流拠点施設の整備

の検討に役立つような事業を行っていこうというふうに考えております。 

それからちょっとページが飛びまして、５１ページをお開きください。１９目

エネルギー対策費の１９節負担金補助及び交付金ということで、ペレットストー

ブ等設置費補助金といたしまして１５０万円計上させていただいております。こ

の事業につきましては、２５年度に制定しましたペレットストーブ等設置費補助

金交付規則に則りまして事業を実施しておりまして、２５年度は当初１基当たり

１０万円を限度に１０件を予定しておりましたけれども、年度途中に補正をさせ



 － 6 5 － 

ていただきまして、来年度と、２６年度と２５年度は同じ事業費１５０万円とい

う形になっております。今のところ最終的に１３件の申し込みがあっております。

補助の目的としましては地球温暖化の防止を図るとともに、林業や木材産業の活

性化に寄与することとしておりますけれども、いろいろ東日本大震災等の絡みも

ございまして、バイオマスエネルギーの関心が高く、多くの要望や問い合わせが

あっておりますので、今年度は当初から１５件の１５０万円ということで計上さ

せていただいております。 

それから、５３ページのほうをお開きください。２１目地域づくり対策事業費

ということで、新しく目のほうを設けさせていただいております。これにつきま

しては、人口減少や高齢化の進行が著しい本町でですね、地域外の人材を積極的

に誘致いたしまして、その定住とか定着を図り、地域力の維持と強化を目的に地

域おこし協力隊を設置しようというふうに考えております。主な活動内容といた

しましては、地域おこし活動の支援とか農林業の応援、住民生活の支援など、地

域協力活動に従事していただこうというふうに考えておりまして、財政的な支援

といたしまして、これはすべて一般財源というふうになっておりますけれども、

このうち報酬２２８万円のうちの２００万円は特別交付税に参入されております。

その他の活動費関係です。ここに地域づくり対策事業費、目に上がっております

事業費につきまして、その他活動費といたしまして２００万円、合計の４００万

円が特別交付税で全額措置されるということになっております。ですから、４０

万円が本来の一般財源という形になっております。 

政策企画係につきましては以上でございます。 

○情報管理係長（緒方久哉君） 情報管理係の緒方です。 

続きましては、情報管理係に関係する予算についてご説明申し上げます。戻っ

ていただきまして、歳出の４０ページになります。目２の文書広報費になります。

こちらは広報たかもりの発行に係る諸経費になります。こちらは概ね、今年当初

と同じ予算計上しておりますので、特別な説明は省かせていただきます。 

続きまして、４７ページ、目１３電算費です。こちらは庁舎内の電算システム、

また庁舎外の施設に引き込む回線使用料等が主になっておりますが、この中で特

に来年度増額いたしますのが、節１３委託料のうちマイナンバーシステム改修対

応費ということになります。こちらについて少し説明させていただきます。 

マイナンバー制度は正式には国民総背番号制といいます。昨年の５月に本制度

の関連法が国会で成立されておりますので、２年後の平成２８年１月から利用開

始に向けて全国の全自治体において整備を進めていくこととなっております。今

回平成２６年度当初予算において計上している件につきましては、現在既に運用
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しているそれぞれの行政システムの中で、マイナンバー制度の導入に伴い採用し

なければならない２８のシステムの改修に係る費用となっております。基本的に

は、この改修対応費の全額が国庫補助金として手当されますが、町に実際に係る

住民税などの３つの税目につきましては、その性質上経費の３分の１を町が負担

することとなっておりますので、この３分の１を除いた額を歳入のほうに上げて

おります。 

電算費のほうは以上です。 

続きまして、新しい放送がご覧になれます。５２ページを開けてください。こ

ちらにつきましては、今年４月から試験放送を開始いたします。自主放送番組の

経費が主なものとなっています。こちらの自主放送番組について少しご説明申し

上げます。 

まず、チャンネル名を、「ＰＯＩＮＴ」という内容につきましては、町長のご

意向もありまして、町民の方々が普段の暮らしの中であるとか分かりにくいこと、

気になることなど、それぞれの地域が行政の情報や話題をですね、分かりやすく

丁寧にお伝えしなければならないポイントとして取り上げて、それを映像として

番組放送するという意味合いを込めております。 

基本的には、主に町内、それぞれの地域や各団体からご提供いただいた情報や、

役場の我々のような各担当者が取材した映像について、番組として編集したもの

を放送することと、あと行政情報として町民の方々に伝えるべき内容を、各課、

局、係の担当者が自ら出演し発信することが主な放送内容となります。具体的に

は、これまで発行している広報たかもりの内容をすべて映像化して、町の出来事

やお知らせをお届けするようなイメージとなります。 

また、放送番組と併せましてデータ放送についても４月１日から試験的に提供

を開始します。このデータ放送では役場からの大事なお知らせ、緊急情報、イベ

ントや行事などの情報、例えばレールバスであるとか町民バスの時刻表などを、

文字と写真を使ってお伝えします。このことでインターネットに加入されてない

ところに、世帯があってもですね、インターネットと同じ環境になりますので、

そういったホームページの内容であるとか、ご覧いただくのと同じ効果を発揮で

きるものと思っております。 

また、町のフェイスブックとも連動しますので、こちらフェイスブックについ

ては住民の方も自由に投稿できるようにこの前いたしましたので、そういったい

ろんな地域や基本的な情報等もですね、記録、確認できるように設定しておりま

す。平成２６年度につきましては、平成２７年４月からの本放送開始に向けた準

備期間として、１年間をかけて研修やいわゆる機材の導入、また人材育成等を進
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めるための予算を計上させていただいております。 

また、この試験放送につきましては、試験放送といってもですね、中途半端な

放送をいたしますと、これから会議を進めていきます草部、野尻地区の加入率へ

の影響であるとか、また既に加入を済まされた町民の方々をがっかりさせるよう

な、いろんな悪い影響も考えられますので、もう現在既に番組制作に入っており

ます。何とかですね、皆さんに期待させられるような、楽しい番組を通して町の

いろんな情報を正確に的確にお伝えできるように、番組で伝えていきますのでよ

ろしくお願いいたします。 

具体的な費用については、今のように、準備物の経費になりますけれども、あ

る程度委託できる部分については、専門業者にも委託しておりますので、なるべ

く効果的な準備を進めていきたいと思っております。 

続きまして、１９節負担金補助及び交付金です。この中で、主なものにつきま

しては、現在進めております高森町情報通信基盤整備事業負担金の４億３,０００

万円を計上しております。こちらの光ファイバーの整備については、これまでに

も既に説明しているとおりですが、今年度の当初予算において、債務負担行為と

して、限度額５億円を計上しております。そのあたり補助費として４億３,０００

万円を支払うために、当初予算に計上しております。 

具体的な数字についてここで説明申し上げますと、３月６日現在の情報通信施

設の加入申し込みは１,８１９世帯、町が予想している世帯数２,８９０分に対し

て６２.８％今加入率が進んでいるところです。こちらにつきましては、平成２６

年度で実施する草部、野尻地区の提出期限を３月２１日までとしておりますので、

今後さらに加入率の増加が見込まれております。また、工事の進捗状況につきま

しては、幹線の分の工事はすべて、ほぼ終了しております。各家へ引き込み工事

が７２７世帯終了している状況です。 

以上のように、４月からの試験放送に対して着々と準備が進んでおりますので、

以上、ご説明申し上げます。情報管理係につきましては、以上です。 

○商工観光係長（今吉輝子君） 商工観光係の今吉です。 

商工観光係の資料部分について、概要の説明をいたします。９７ページをお開

きください。６款商工費の中の１２節役務費の地区設置街路灯移設及び撤去等の

手数料ですが、これが平成２５年度経済産業省の商店街まちづくり事業でＬＥＤ

の街路灯を整備いたしましたが、その範囲内に以前から地域で設置されていた蛍

光管の街路灯が不要になったものを移設または撤去を行うものです。主なものと

しましては、社会福祉協議会隣の横町公園に設置されております街灯が、今回整

備したもので十分対応できているため、高森駅公園に移設する費用と合わせまし
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て５９万４,０００円を計上しております。 

次は、９９ページをお開きください。１９節の負担金補助及び交付金になりま

す。花のあるまちづくり推進事業助成金ですが、これは平成２５年１０月にＮＰ

Ｏ法人日本で最も美しい村連合への加盟が承認されたことに伴いまして、自らの

町に誇りを持って自立し、将来にわたって美しい地域であり続けるための人たち

とするために、平成２６年度から花のあるまちづくりを推進するための助成制度

を導入するものです。平成２５年度におきましては、地域コミュニティ活動推進

助成金事業で地域に花を植栽された場合に対しまして助成を行っておりますが、

平成２６年度からはあえて別の事業として多くの住民が参加した花のあるまちづ

くりを目指すものであります。具体的には材料代等を含めまして、花を植栽する

費用として１件５万円を限度に助成いたしますが、人件費は対象としておりませ

ん。１０団体に助成するものとしまして５０万円を計上しております。 

その下のでんでんまつり助成事業ですが、これが平成２５年度、国の地域イベ

ント助成事業で１００％の補助事業により、名前のとおり、田楽の「でん」、お

でんの「でん」や伝統の「でん」などを取り入れまして、「わくわくどきどき

あったかもりでんでんまつり」として１月１９日に開催しております。真冬に集

客をするイベントとして多くのマスメディアに取り上げていただき、予想以上の

参加者に嬉しい悲鳴を上げたイベントとなっておりましたが、このイベントを一

過性のものとしないために、またせっかく多くの方に参加いただきましたことか

ら、商店街や飲食店へ誘導する方策を検討しまして、第２回目を開催する費用と

しまして６０万円を計上しております。 

その下の、下から２番目の、さけかすさんぽ助成事業になります。これは、平

成２４年度に立ち上げられた、町内の有志によるさけかすさんぽ実行委員会に助

成するもので、平成２５年度におきましては自己資金により１２月１５日にイベ

ントを開催しています。寒い時期にできる新鮮な酒粕を活用した商品を、町内の

農業や商業等と協力しながら開設しまして、高森町の魅力として町内外へ発信し

ております。また酒粕を活用したイベントを開催することで、商店街への集客や

町の活性化を図ることを目的としています。平成２６年度は町からの助成金を活

用することで、商店街との連携を図り、次年度以降は助成金がなくても継続可能

な組織づくりを行っていくために５０万円を計上しております。 

次は、湧水関連の件になります。４目の湧水館管理費の中の１節の報酬です。

湧水トンネル公園ワーキング会議になります。湧水トンネルにつきましては、昨

年壁面が崩落しご心配をおかけしたところですが、幸い入場者にけが等はなくひ

と安心した次第です。そのことに伴いまして、早速２５年度の補正予算でトンネ
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ル内の崩落調査を行いましたところ、新たに崩落の危険性はなく、早急な補修は

必要ないとの報告を受けております。しかし、近い将来において全面的な補修を

計画していきたいと思っております。 

そのことと併せまして、先ほどご質問がありました現在のトンネル内の飾り付

けやイベント事業の見直しが必要となってきております。現在は７月の七夕祭り、

１２月のクリスマスファンタジーと、主なイベントは２つであり、その飾り付け

が１年を通して行われている状況であり、時期的にそぐわないとの意見も出てい

る状況となっております。今までトンネル内の装飾につきましてはいろいろと検

討してきましたが、湿気が多いことや暗闇であることからなかなかよい方策がな

い状況であるため、山口県岩国市のきらら夢トンネルのブラックライトなどを参

考にしまして、町内外の有識者に方策を検討していただくワークショップの会議、

１０名掛ける４,０００円で年間４回の報酬としまして１６万円を計上しておりま

す。 

以上、説明を終わります。 

○政策推進課長（甲斐敏文君） 課長の甲斐です。 

以上、主要事業を中心にご説明申し上げました。よろしくお願いいたします。 

○委員長（立山広滋君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（後藤三治君） 後藤です。 

まず、４６ページなんですけれども、乗り合いタクシー等運行助成金１５０万

５,０００円となっていますけれども、これはちょっと住民の方からお話を聞いた

んですが、私の認識としては、以前路線バスが通っていたところを、路線バスは

やめて乗り合いをしていただくと、私は記憶しているんですが、何か、草部のほ

うから意見を聞いたんですけど、草部のほうにも乗り合いは来るようになりよる

という話だったんです。実際はないんでしょう。 

○政策企画係長（眞原友紀君） 政策企画係の眞原です。 

この分につきましては、今委員がおっしゃった高森環状線は、以前路線バスと

して走っていた部分の路線を高森環状線として現在も乗り合いタクシーという形

で、平成２５年度も予算化をされています。平成２６年度の、この増額の部分に

関しましては、河原線、尾下線、それから津留・野尻線です。これにつきまして、

昨年１２月２４日に高森町の公共交通会議のほうを開催いたしておりまして、そ

の中でですね、２５年度１年間かけて見直しを行って、その会議の中でも発表さ

せていただいたんですけれども、河原線、尾下線、津留・野尻線の３便目今バス

で走っておりますけれども、そこを乗り合いタクシーに変更するという形になっ

ております。今現在、朝、昼、夕方３便走っておりますけれども、その３便目が
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ですね、実際の乗車率の平均が１人台ということだものですから、乗り合いタク

シーのほうに変更させていただくという形で今回予算のほうを計上させていただ

いております。 

以上です。 

○委員長（立山広滋君） よろしいでしょうか。 

○委員（後藤三治君） はい、わかりました。 

○委員長（立山広滋君） ほかにございませんでしょうか。 

○委員（後藤三治君） はい、ほかにあります。後藤です。 

先ほどの情報通信関係で、担当のほうからですね、世帯数２,８９５世帯に対し

て１,８１９の申し込み６２.８％ということですが、これは町全体でこしこだろ

うと思うんですよ。今までに、２５年度は高森町と色見が中心だったですよね。

その高森、色見で何世帯あって、現在３月末で大体完了しなければいけないんで

すよね。何％の加入率があって、どしこ設置があっているのか。というのはです

ね、話を聞きますと、いい事業ではあるけれども、政治的に受け入れられないと

いう住民の方もいらっしゃるというふうに聞きます。町長さんがよく言われる全

世帯加入していただくからの発言から、多分無理なものが出てくるのかなと、そ

のへんの対応をどう考えておられるのか、併せて聞きたいと思います。 

○政策推進課長（甲斐敏文君） 課長の甲斐です。 

高森、色見の現在の申し込みが１,２８５です。これは高森、色見を合わせてで

す。１,２８５です。これは町営住宅を除いております。といいますのが、町営住

宅はあくまでも高森町の建物ということで、これは本人から申込書を取ることな

く設置するということで、町営住宅が約２５０戸あります。ですから、それをプ

ラスすると１,５６０ですか、それくらいになります。先ほど言った数字は野尻、

草部が１０５件入っています。ですから、それをプラスして１,８１９という数字

でお答えいたしました。 

あと、これに２世帯住宅で１戸しか引かんでいいところがあるんですよね。例

えば、うちですけれど、住民登録は別々にしていますけれど、もう１戸の引き込

みでいいところが９６件あります。それともうひとり世帯で老人ホームに入って

おられて、そして住民票は自分の家に置いておられると、そういうところが８３

件あります。ですから、そういうのをトータルすると、かなりの数には回ってき

ていますけど、どうしてもできないという数字が１２７上がってきております。

これは、高森、光が入った上でや、門前払いを受けたり、「いや、うちはそれは

もう要らないから」とか、そういうのが１２７上がってきています。これにつき

ましては、今の各係、うちの課で各係員を動員してできるだけ加入していただく
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ような形で進めておりますので、現在それが１５件ぐらいはもう取ってきており

ますので、大体残りが１００件ぐらいになるかというふうに思っています。 

あとはですね、私も大分行って説明しましたけど、もうはなから要らないとい

う方がいらっしゃいます。その方については、もう要らない同意書をくれという

ふうに取っているんですけれども、それにも承認されないと。自分は自分の考え

で、ほかの人にもそういうことを言っているから、自分が率先してというか、そ

の方達よりも先に加入申し込みを出すわけにはいかないということを言われるわ

けです。ですから、じゃあ、その方たちを私たちが説得しますからその名簿を教

えてくださいと。その方たちの名前を教えてくださいと言ったんですよ。そした

ら、それは教えられないと言われるんですよね。ですから、政治的とかいろいろ

な言葉が飛んでいますけど、なかなか申込書を出していただけない世帯も出てく

るのではないかというふうに思っております。ただ、先ほど言ったように、同意

書をいただければですね、それは分母から除いて、加入率の申し込みの加入から

は除こうというふうに思っております。ですから、そういう世帯は、可能であれ

ば同意書のほうを出していただくという形にしていきたいというふうに思ってい

ます。 

○委員（後藤三治君） 後藤です。 

その同意書というのは入らない同意書だろう。 

○政策推進課長（甲斐敏文君） 甲斐です。 

結局、いろいろ災害とかあっても、自分が休止しているわけですから、それに

ついては同意しますとか。ちょっとそこを。 

○情報管理係長（緒方久哉君） 情報管理係の緒方です。 

同意書の中の文言について、ちょっとご説明いたします。 

そのまま読み上げますと、私は下記の内容について同意します。 

記。 

①、行政情報（テレビ）サービスを受けないこと。 

②、行政情報（テレビ）サービスを受けないことによる誤認や誤解、瑕疵等の

不都合があっても、その処理は自己責任として解決すること。例えば、本サービ

スによる情報提供内容未確認による不都合の発生等、例えば災害発生の緊急情報

など、有事の際の緊急情報の未確認によること。 

③、平成２７年１月１日以降、自己の都合により行政情報、テレビサービスを

受ける場合には、初期費用５万円を負担すること。 

以上、うたっております。こちらの同意書をいただくということです。 

○委員長（立山広滋君） よろしいですか。 
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○委員（後藤三治君） 後藤です。 

私としてはですね、そういうことの意味はできるだけですね、あと１年あるけ

ん、全員入られるようにしていただきたいとは本音なんですけれども。まあ、事

務方も大変だろうと思いますけれども、まだ、これは野尻、草部は今年ですから、

今から加入を促進される中では、そちらにもおられる可能性もあると思いますの

で、やっぱりできるだけ情報が全部に伝わるように努力していただきたいという

ふうにお願いします。 

○委員長（立山広滋君） はい、ほかに質疑はございませんでしょうか。ありません

か。 

○委員（興梠壽一君） 興梠です。 

先ほど温泉館の管理費についてお聞きしましたが、指定管理関係で１名申し込

みがあったと。そして指定管理者を募集する旨に、新聞のほうで何かそれについ

て掲載されたですね。その中で、温泉館の修繕費あたり高額将来見込められる。

それから町長のコメントの中でも、将来的には、温泉館について手放すだったか、

ちょっと言葉の表現は忘れましたけれども、そういう中で表現があったろうと思

います、コメントがですね。その関係上、指定管理者の応募も少なかったかなと

いう気もしておりますが、先ほど甲斐課長のほうから説明があったように、２６

年度に再度指定管理者の募集を行うということですが、ということですが、将来

的にですね、本当にどういう方針を持っておられるのかです。 

当然２６年度に指定管理者の応募を募集して、なかった場合、町としてどうい

う対応をですね、今度具体的にとられるのか。 

○政策推進課長（甲斐敏文君） 課長の甲斐です。 

興梠委員言われるのは重々分かりますけど、一応、町長が考えている中ではア

ンケート調査を重視するということを言っております。アンケート調査の結果は

もうご存じだろうと思いますけれども、存続で直営というのが一番多かったわけ

です。でも直営ではなかなか職員の管理面とか人件費の面とかで難しいところが

あるために、直営と変わらないような、直営よりもかえってサービスがよくなる

指定管理者という方法を選んでいます。将来的にはですね、係としてはアンケー

ト結果を重視して、そのまま存続したいというふうに思っていますけれども、そ

のへんは係の考えであって、首長、町長のほうがどのように考えていらっしゃる

かということは、ちょっとこの場では控えさせていただきたいというふうに思い

ます。 

○委員（興梠壽一君） 興梠です。 

先ほどの後藤委員のほうから言われましたけれども、私どもは管理運営の中に
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入っていました。もしという言葉を使ってはいけないですけれども、指定管理者

ができなかった場合のことを想定してなかったと思うんですね、去年、運営委員

会の中でもですね。できることを想定して募集をかけて、来年度こうするという

方向で来たような気がするとです。２６年度においても、どういう、もしなかっ

た場合を想定したときに、あとはずっと直営でいかれるのか。そこをある程度煮

詰めておいていかなければならないんじゃないかと思うとですよね。 

○政策推進課長（甲斐敏文君） 課長の甲斐です 

今回指定管理者を募集いたしましたが、ある程度指定管理者として応募をして

いただけるようなところに根回しといったらいかんとですけれども、お願いをし

ておりました。ただやはり、今回出しているのが１年間という指定期間ですよね。

あとが実際、２４年度を見ますと、３,０００万円の２,９００万円ですか、赤字

がありました。そのへんでやはり事前にお願いしていたところもそのへんの関係

でやっぱり応募をできなかったということではないかというふうに思っておりま

す。ですから、今年度、２６年度において再びまた指定管理者で募集する場合で

すね、かなり経費節減を行っていきたいとは思っていますけど、どっちにしても

１,９００万円の指定管理料では厳しいではないかというふうに思っております。

ですから、そのへんの指定管理料の増額を検討するとともに、先ほど言いました

ように、そういうふうな応募をしていただけるようなところに事前にお願いして

いくということと、それと指定期間の関係ですよね。やはり１年ではかなり厳し

いと思いますので、３年なり５年なり指定期間を延ばしてですね、もって再び指

定管理者の公募をしたりというふうに考えております。 

以上です。 

○委員長（立山広滋君） はい、ほかにございませんか。 

○委員（後藤英範君） 後藤でございます。 

私ども毎日温泉に行きますが、やっぱり温泉に来よる方は、本当はもう不安で

不安でたまらんごたるですよ。そういうことがやっぱりいろんな話が飛んで、も

ういかんなら町は売るとか、いろいろ話が出てきてですね、やっぱり行く者が、

私どもも人件費が、毎日行きよってみて、やっぱりかかりすぎるような気がする

からですね、やっぱりボランティアでもやるかという方がかなりおるとです、毎

年来よる人が、掃除とかいろいろあるけん、経営なんかにするとじゃなくてな。

そういうことでございますから、やっぱり大体が福祉施設で、１億円のふるさと

創生資金をね、あれが大分何してできたと思います。そういう私が議長のときと

思いますね。やっぱりできてですね、本当に賑わってきよった中でですね、やっ

ぱり今は不安でいっぱいですたい。だけん、今興梠さんが質問しなはったごと、
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町がずっとしていくのか、指定管理者が例えばおらん場合ですよ。やっぱり赤字

なら分かっているなら誰もせんですたいね。そこへんをよっぽど考えていかんと

ですね、やっぱり大変なことになるような気がします。だけん、本当に今人件費

がですたい、幾ら要りよるかおたく達は分かるでしょう。年間にどのくらい要っ

ていますか。 

○政策審議員（服部信一郎君） 政策推進課の服部でございます。 

予算ベースでは大体２,０００万円ぐらい計上しております。今年度はこれに職

員人件費を追加しておりますので、２,５００～２,６００万円という予定であり

ます。 

○委員（後藤英範君） ２,５００～２,６００万円要るという経費でしょう。だけん、

先はどうなるか知らんけれども、何か、せっかくでございますので、温泉館を潰

すということは、私どもはやっぱりこれはできるところで、今来年度かな、資金

が要るけん、やっぱり無理にもいろいろと協力してもろうとるとですけんね。 

○政策推進課長（甲斐敏文君） 課長の甲斐です。 

今、後藤委員が言われるように、利用されている方にとっては、いろいろ不安

材料があると思いますけれども、一応、今年度は予算を組んでおりますし、直営

でやるということで、ここは安心していただいていいと思います。今後のことに

つきましては、先ほども申し上げましたように、係としては、担当課としてはそ

のまま継続していきたいというふうに考えておりますけれど、町長の考えは控え

させていただきたいと思います。 

それともう一つ、以前調査した中で、実際の温泉館の利用、住民の利用者数が、

クーポンを出して調べたわけですけど、大体４５０から５００ぐらいの方が毎日

とか多く利用されているということでした。その方たちにはやはり毎日来ていた

だくなり多く来ていただいているわけですけど、その方たちも今度から温泉館の

時間を短縮したり、露天風呂を閉鎖したりすることに対してですね、ご協力いた

だいて、そのことが今後の存続にもまたつながってくると思いますので、そのへ

んをご理解していただきたいというふうに思っております。 

とりあえず、本会議のときに言いましたけど、回数券の販売停止とか、露天風

呂の冬期期間の閉鎖とか、いろいろこっちで考えておりますので、そのへんをご

了承の上でですね、少しは自分たちも我慢していただくような方策をもって、考

えをもって協力していただきたいというふうに思っています。 

以上です。 

○委員長（立山広滋君） はい、ほかございませんか。ありませんか。 

○委員（興梠壽一君） もう１つよかですか。興梠です。 
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４７ページの、先ほど説明があったマイナンバー式の改修対応費、これについ

ては２８年の１月からということですが、どのような部門に利用されるんですか。

そこをちょっと詳しくいいですか。 

○情報管理係長（緒方久哉君） 情報管理係の緒方です。 

マイナンバー制度につきましては、主に窓口業務だとか税務業務、そういった

個人的な識別番号を必要とする業務になります。具体的にはですね、社会保険制

度の納付書であるとか納税、各種免許、例えば犯罪でデータ、金融口座、親族関

係など多岐にわたりますけれども、そういったものの行政サービスとして取り扱

う情報、個人情報について、それぞれの番号が割り振られる形になります。例え

ばですね、今のような、ほとんど窓口業務に対して、個人情報が張り付けられる

戸籍の情報であるとか、そういったものについてマイナンバー制度をとられると

いう形。納税であれば、例えば支出関係、賃金の支払い、受け取り、出し入れの

情報が一致するかどうかなど、そういった形について取り扱われる形になります。 

○委員（興梠壽一君） 興梠です。 

番号の組み方は、それと、個人全員ですかね。 

○情報管理係長（緒方久哉君） はい。 

○委員（興梠壽一君） それとなれば、もう出生と同時に番号を振り付けられるんで

すか。 

○情報管理係長（緒方久哉君） はい。戸籍登録された方全国民に対して番号が付く

状態になります。これから３年間整理して運用開始することなんですけれども、

３年間同額程度、７００万円ちょっと程度の改修経費がかかりますけれども、こ

のほとんどは国の負担金ということでございます。国の総額ベースで２,０００億

円から４,０００億円かかるとです。例えば、免許証等でもマイナンバーが張り付

けられますので、そういった照合等も容易になるという形で、まあデメリットも

確かにあるかと思いますけれども、そういった制度が、昨年５月に法律として制

度化されたという形になります。 

以上です。 

○委員（興梠壽一君） 興梠です。 

これは国にというか、県とか国とかともつながるんですかね。 

○情報管理係長（緒方久哉君） 情報管理係の緒方です。 

自治体等も利用価値というか、利用頻度は高いんですけれども、もちろん国や

県も同じ番号を通して利用しますので、個人の識別が今よりか容易になるという

形になります。こちらは恐らく国民健康保険ですか、しばらく問題になりました、

ああいったものから派生してきておりますので、そういった個人的な情報にすべ
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て番号を付けておいて、個人の照合を容易にするという意味合いが込められてい

ると思います。 

以上です。 

○委員（興梠壽一君） 最後です。 

先ほど話があっているように個人情報関係ですので、セキュリティ関係ですね、

かなり今サイバー関係が高度になっていますので、その関係はどんな。 

○情報管理係長（緒方久哉君） 情報管理係の緒方です。 

そういった点につきましても、国会での審議の中でかなり綿密に取り上げられ

ております。例えば基本的人権が制限されたりなどとか、業績管理で不法な監視

ですね、まさしく。例えば官僚の設定を、個人的に知りうるべき立場の者が悪用

する状況等も、罰則規定もございますので、そのあたりである程度引き締めを図

りながら、運用していくのではないかと思っております。かなり、もちろん基本

的人権にかかることですので、かなり慎重な運用が必要になるかと思います。 

以上です。 

○委員長（立山広滋君） よろしいですか。ほかにありませんか。ありませんか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） 続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第２４号、平成２６年度高森町一般会

計予算については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） 異議なしと認め、本案は可決すべきものと決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（立山広滋君） 次に、議案第３０号、平成２６年度高森町鉄道経営対策事

業基金特別会計予算についてを議題とします。 

政策推進課の説明を求めます。 

○政策企画係長（眞原友紀君） 政策企画係、眞原です。 

鉄道経営対策特別会計予算書の６ページのほうをお開きください。本会議で課

長のほうが説明した内容と被りますけれども、自治体基金の利息分、それから民

間基金の利息分をそれぞれ２４万円と３万４,０００円歳入として受け入れるもの

でございます。 

続きまして、２款繰入金の基金繰入金ですけれども、自治体基金のほうから４

００万円繰り入れるものでございます。 
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続きまして、歳出のほうを説明させていただきます。１９節負担金補助及び交

付金といたしまして、鉄道軌道安全輸送設備等整備事業補助金といたしまして、

ＰＣ枕木への交換ということで、基金のほうから４００万円を南鉄のほうに補助

金として支出するものでございます。 

それから、２５節積立金でございますけれども、先ほど歳入で説明をいたしま

した基金の利息分を基金に積み立てをするものでございます。 

以上でございます。 

○委員長（立山広滋君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） 続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） これから本案について採決します。議案第３０号、平成２

６年度高森町鉄道経営対策事業基金特別会計予算については、原案のとおり可決

することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） 異議なしと認め、本案は可決すべきものと決定しました。 

以上で政策推進課に関連する付託案件については終了いたしました。 

政策推進課の皆さん、お疲れ様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（立山広滋君） 日程第２、ただいまから所管事務の閉会中の継続調査につ

いて審議いたします。閉会中の継続調査については、１．行財政の運営に関する

事項、２．地域振興に関する事項、３．町有財産の管理に関する事項、４．町税

に関する事項、５．防災に関する事項、６．地籍調査に関する事項、７．商工の

振興に関する事項、８．観光の振興に関する事項、以上、８事項を閉会中の継続

調査事項とすることにご異議ありませんか 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（立山広滋君） 異議なしと認め、閉会中の継続調査とすることに決定いた

しました。 

以上で本日の日程は全部終了しました。 

これで総務常任委員会を閉会します。お疲れでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午後３時４５分 
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平成２６年第１回定例会文教厚生常任委員会記録 

平成２６年３月１３日 

 

開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（後藤三治君） おはようございます。 

定足者数に達しましたので、文教厚生常任委員会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（後藤三治君） 日程第１、まず、本委員会に付託されました教育委員会関

連の議案第１８号、高森町社会教育委員設置条例の一部改正についてを議題とし

ます。 

教育委員会事務局の説明を求めます。 

○社会教育係長（佐伯 実君） それでは、社会教育係の佐伯でございます。 

議案第１８号で提案いたしました、高森町社会教育設置条例の一部改正という

ことでご説明を申し上げます。 

この改正はですね、国が定めます平成２５年６月１４日の地域自主性及び自立

性を高めるための改革ということで、文言につきましてですね、新しく社会教育

委員のですね、第１８条の２項のほうにですね、書いております。これは委任事

項ということで２項の社会教育委員は学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育

の向上に資する活動を行うもの並びに学識経験者があるものの中から教育委員会

が委嘱するという２項をですね、追加したものでございます。どうぞよろしくお

願いします。 

○委員長（後藤三治君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○社会教育係長（佐伯 実君） 見出しでございますが、２条の中のですね、委員の

設置及び定数ということでございましたが、それにつきまして並びに構成を加え

たものでございます。よろしくおねがいします。社会教育法は１８条です。 

○委員長（後藤三治君） ほかに質疑はございませんか。ありませんか。 

 ほかにございませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） これで質疑を終わります。続いて討論を行います。討論は

ありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） これで討論を終わります。これから本案について採決しま
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す。議案第１８号、高森町社会教育委員設置条例の一部改正については、原案の

とおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 異議なしと認め、本案は可決すべきものと決定しました。 

次に、議案第１９号、平成２５年度高森町一般会計補正予算についてを議題と

します。 

教育委員会事務局の説明を求めます。 

○教育委員会事務局局長（後藤正三君） 教育委員会事務局長の後藤です。 

７ページをお願いします。 

債務負担行為のところですが、教育施設等関連業務ということで１,３６８万７,

０００円上がっておりますが、これにつきましてはリース料とか警備料とかです

ね、ここの管理費を上げております。これ通常でしたらば当初予算に上げてるん

ですけども、４月１日契約ということで今までですね、４月１日の日に一気にし

なくちゃいけないということで実を言うとですね、どうしても４月１日に間に合

わないことがございます。今までは遡って契約をしなくちゃいけないみたいな決

裁、日付は４月１日なんですが決裁が多くて間に合わないと。それはちょっとお

かしいんではないだろうかということで教育委員会だけではなくてですね、全部

の課に負担行為コストを３月の時点から業務が進められるということで、議会が

終わったと同時に４月１日の契約の準備ができるということで、これまでの完了

を変わっています。これは多分よその課も管理等あるところは多分同じだと思い

ます。それからスクールバス運行管理業務の委託料ということで平成２６年度か

ら平成２８年度までしております。これにつきましても4月１日からの契約になり

ますので、債務負担行為でないと３月中にどうしても契約ができないということ

で詰めております。それからスクールバスの中型のリース料ということで、先般

議会のほうの承諾を得まして、東校区のほうに５台のバスを購入しております。

東からですね、俗に５０人乗りぐらいなんですが中型車を２台と小型車２８人乗

り１台を降ろしますが、中型車の４９人乗りですね、これがどうしてもこれじゃ

足りませんので、当面はリースで借りてすると。これについてのなぜ負担行為か

というと４月１日から基本的には運行ができる状況に持っていきたいということ

で負担行為のほうで補正予算のほうでお願いをしております。それから平成２６

年度の新入学児童に対する就学支援事業ということで、これはランドセルに変え

て教材等をですね、された子どもさんたちの分を平成２６年度から平成３１年度

までの５０万円を含んでおります。以上でございます。 

○社会教育係長（佐伯 実君） 社会教育係の佐伯でございます。 
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今回歳入額補正につきましては、１２ページからでございますが、町民体育館

の使用料の減額を１０万円、それと次のですね、１３ページにつきましては町民

体育館の使用料を１０万円減ずるものでございます。 

○学校教育係長（岩下そのえ君） １４ページいきます。 

９目の教育費国庫補助金ですね。１節幼稚園就園奨励費補助金。９万９,０００

円の追加内定がありましたので計上しております。２節のへき地児童生徒援助費

補助金。これはスクールバスを購入しましたけれども、１,０００万円予定してお

りましたが、交付決定額が６０３万円で３９７万円減額しております。 

○教育委員会事務局次長（阿部恭二君） すいません、１５ページになります。教育

委員会事務局次長の阿部です。 

１５款の県支出金、２目の総務費補助金の６節の再生可能エネルギー等導入推

進事業補助金の説明に書いてありますが、色見総合センター太陽光発電蓄電池整

備事業ということで、入札等完了していますので補助金等についてですね、減額

が生じましたので、１８７万７,０００円の減額を計上いたしております。 

○社会教育係長（佐伯 実君） それでは１７ページをお開きください。 

１７ページの９目ですね、教育費県補助金のほうでございますが、放課後子ど

もプラン事業につきまして、１２万３,０００円増額をしておりますが、これは本

事業の補助金確定に伴います増額でございます。よろしくお願いいたします。 

○学校教育係長（岩下そのえ君） 学校教育係の岩下です。 

２節の水俣に学ぶ肥後っ子教室の補助金ですが、使用料の減額に伴いまして補

助金のほうも減額になりますので減額させていただいております。 

１９ページお願いします。 

財産貸付収入なんですが、２節の教職員住宅貸付収入、東中学校の校長先生が

１名入居されてますけれども、入るのが遅くなったということでですね、２カ月

分減額させていただいております。 

それから２０ページになります。 

貸付金、１目の貸付金元利収入の中の１節、貸付金元利収入。３６万円減額し

ておりますけれども、これは猶予願いがお二人分出たために減額しております。

歳入は以上です。 

４０ページになります。 

教育費、２目の事務局費ですけども、１２節役務費、校務支援システム接続料

として３０万円。１８節備品購入費としてスクールバスをすでに５台購入しまし

てその残と、それから電子黒板等の備品購入費の残を減額しております。２０節

の扶助費、就学支援事業４９万１,０００円を減額しております。それから３目の
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学校教育費については、７節賃金は東小学校の臨時職員の賃金の減額です。９節

の旅費については町費職員を東小学校２名、中央小学校２名配置しておりますけ

れども、その先生方の旅費の分を減額しております。１３節委託料については特

別支援教育支援員の配置換えが一部ありました関係で補正させていただいており

ます。それから次の２項の小学校費になります。１目学校管理費の中の１２節役

務費。電話料につきまして小学校の電話料の不足が見込まれますので、今回８万

円増額をお願いしております。１４節使用料及び賃借料については、スクールバ

スの校外学習の分ですが、現在予算がありませんので増額させていただいており

ます。２目の教育振興費について、１９節負担金補助及び交付金につきましては、

これは小学校の英語検定助成金負担金なんですが、小学校については本年度はま

だ受検する状況にはないということでですね、減額させていただいております。 

次のページになります。４１ページです。 

扶助費については、今年度東中学校５名、中央小学校１７名、計２２名を認定

いたしました。中学校３校の修学費、１目学校管理費、１３節委託料については

入札残です。教育振興費、扶助費につきましては東中学校３名、高森中学校１４

名、田原中学校１名、計１８名を認定いたしました。 

次のページです。 

４２ページにつきまして、小学校費につきましては、本年度２２名に貸し付け

を行いました。予算額を減額しております。 

○社会教育係長（佐伯 実君） それでは４２ページをお開きください。 

４２ページの５目でございます。賃金でございます。これは社会体育の施設の

草刈り作業人夫賃金ということで３０万円を減額しておりますが、主に体育館の

グラウンドの草刈りを社会福祉協議会のほうにご依頼を申し上げておりますが、

本年１回分がですね、必要なかったということで落とささせていただきました。

１１節の需用費でございます。これは各施設の砂砂利の１０万円減と修繕費３０

万円を減ずるものでございます。続きまして１３節の委託料でございます。１２

２万４,０００円総額で落としておりますが、主なものにつきましては、町民体育

館関係のワックスガラス清掃につきましては、本年度現状見たところですね、本

年度の施工はいらないんじゃないかということで３０万円を落としております。

それとまた社会教育施設の床ワックスにつきましてもこれもですね、現状を見ま

したところ必要ないということで４０万円を減額させていただいております。ま

た色見総合センター太陽光発電蓄電池事業の設計につきましては入札残を減じて

おります。 

それと今度は４３ページの１５節でございます。 
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工事費請負費でございます。高森自然学校教職員住宅の解体撤去工事というこ

とで１９万９,０００円を減じておりますが、これは入札残における減額でござい

ます。続きまして色見総合センター太陽光発電蓄電池事業でございますが、２７

８万３,０００円を減じておりますが、これも入札残による減額でございます。以

上でございます。 

○学校教育係長（岩下そのえ君） ２目の学校給食費につきましては、まず１８節、

備品購入費は備品購入費の残を減額しております。以上です。 

○委員長（後藤三治君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） ないようでございますが、私のほうから２点だけお伺いし

たいと思います。 

まず来年のことになると思うのですが、今から準備されているスクールバスの

先ほど説明を受けたんですがどういう状況かということをもう一度お願いしたい

ということと、それから４２ページの社会教育施設費の中で委託料、先ほど担当

係長のほうから町民体育館ワックスガラス清掃と社会教育施設床ワックスは現状

必要ないということで減ずるというお話でございました。昨日ですね、総務常任

委員会の中で出たことなんですが、原則的には今年どうしても必要だから平成２

５年度当初予算に上げるわけでございますので、本来ならば工事をしていただき

たい。当然必要があるから予算を計上されていると私は思います。それが年度末

になって必要ないから落としたというのは予算の性質上私はどうかなと思います

ので、今後はですね、当然予算を獲得されるわけですから、必要性を訴えられて

されるわけですから、やはりその年度に消化していただくというのが私は妥当か

なというふうに感じますがよろしくお願いしたいと思います。 

○教育委員会事務局長（後藤正三君） まず１点目のスクールバスについてですが、

スクールバス、バス運行につきましては、まず上は１４人乗りのトヨタのハイ

エース５台で運行します。これは４駆です。これは安全性の確保のため、もう一

つは子どもの実際の現状ですね、から生まれてる子どもたちまで計算しまして１

４人乗りで十分対応できるということ判断しております。運転手付きの１４人で

す。ただし子どもが３名、２名で乗れるということで１４名の時期もあります。

それと道幅が今まで狭いのに大きいバスをとおしていたということで、今見たら

この前災害があったときなんかはですね、この間というか大きな災害のときに路

肩が崩れたときに、普通の車はとおれるんですけども、バスはとっても危険だと

いうことで巡回策がいろいろしております。そういう事情も全部含めまして１４

人乗りの５台を町で所有、それから高森東中学校で使っておりました４９人乗り
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のバス２台を下に降ろします。それと２９人乗りのバスを１台降ろします。そう

すると１台を４９人乗りのバスをリースで借ります。このリースについては町で

借ります。そして運行については下のバスのですね、将来的には上で１４、１５

年使っておりますので、非常に老朽化をしております。ただし下の場合、洗川か

ら高森小中学校ですので何年持つか分かりませんけれども、道的にはそんなに悪

いところを走りませんので、一気に購入となると非常に厳しいところがあります

ので将来的には購入かリースかを考えていかなんことになると思います、近い将

来です。それで運行します。今回業者さんのほうにはですね、運行と車両管理だ

けを委託します。一応東中学校と高森中校区に分けて入札をする予定としており

ます。この間も申し上げましたがどうしても４月１日から、実際４月１日は動く

ことはないのですけども、業者さん決まると当然走って試運転をしていただかな

いといけませんので、この間もお断りしますように事前巡回でお願いしたいと。

予算がとおった時点で入札をかけるということで現在準備を進めております。以

上でございます。 

それから予算についてですけども、今御指摘のあったように当初は当然当初予

算を決めるときにはこれが必要だということで組んでおります。その中で体育館

等は今管理も含めておいておりますので、そこで掃除を一生懸命していただいた

のでもう今回はやめようかと正直になりました。それについては予算の適正から

したら委員長のご指摘のとおりで、それについてはご答弁のしようがないという

のが正直な話です。次年度からですね、そういうことがないように必要ないもの

はやっぱり予算に組むというのは本当ではないと。そういうことでそれについて

は委員長のご指摘のとおりだと思って回答にはなりませんが、ということです。

今後は注意していきたいと思います。 

○委員長（後藤三治君） もう一つちょっとお尋ねしますが、今現在東中学校にあっ

たスクールバスを町のほうに持ってくるというような話ですが、今までは東で

使っておりましたので車の保管庫というか車庫があったわけですよね。下に持っ

てくると多分どこに置かれるのか、路上になるのか、雨ざらしなのかですね、そ

ういうのはせっかく車庫があるのに持ってくることによってそれができなくなる

気持ちがするんですが、どういうふうにお考えですか。 

○教育委員会事務局長（後藤正三君） 今言いましたように、車について果たしてあ

と何年持つかと、見た目は非常に良いしつくりは普通でしたらバス１００万キロ

ぐらい走るんですけども、とにかく年数がたっております。ですので、下のほう

が痛んだりとかしています。運行するものにはほとんど影響ないんですけども、

ただしそれが簡単に溶接などで修繕できないということで、本来は車庫を建てた



 － 7 － 

いんですが、現在どこの業者さんが来られるかも分かりませんけども、業者さん

次第ではそこに保管する場所がないという可能性も十分あります。ですので、現

在考えているのは高森中学校の今舗装している駐車場ですね。昔プールがあった

ところ、東側の方。あそこに保管するように考えております。 

○委員長（後藤三治君） はい、分かりました。ほかに質疑はございませんでしょう

か。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 続いて討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） これで討論を終わります。これから本案について採決しま

す。議案第１９号、平成２５年度高森町一般会計補正予算については、原案のと

おり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 異議なしと認め、本案は議案のとおり可決すべきものと決

定いたしました。 

次に、議案第２４号、平成２６年度高森町一般会計予算についてを議題としま

す。 

教育委員会事務局の説明を求めます。 

○教育委員会事務局長（後藤正三君） 教育委員会事務局長の後藤です。 

８ページをお願いします。 

債務負担行為ということで小中学校無線ＬＡＮ環境タブレットパソコンリース

ということで、本議会のほうでも少し説明したんですが、本年度タブレットパソ

コンを２４０台入れる予定としております。これについては購入かということな

んですが、最終的には７,０００万円程度になりますのでリースということで２４

０台導入する予定としております。これにつきましては小学校４年生から中学校

３年生まで、低学年の１年生から３年生までは、今１２０台昨日から入っている

んですけども、それで対応していくということで５カ年間のリースで考えており

ます。すいません５カ年間といえばこれは４カ年ですが、年度当初は導入が決

まっておりませんので９カ月分を当初予算に入れております。当初予算のところ

でそれご説明したいと思います。以上でございます。 

○社会教育係長（佐伯 実君） 社会教育係の佐伯でございます。 

１８ページをお開きください。 

９目の社会教育費使用料でございます。１節の社会教育施設使用料ということ

で生涯学習センター、町民体育館、町民グラウンド、小中学校の使用料というこ
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とで１８６万円を計上させていただいております。 

○学校教育係長（岩下そのえ君） 学校教育係の岩下です。 

２２ページをお願いします。 

９目の教育費国庫補助金で１節に幼稚園就園奨励費補助金、また２節でへき地

児童生徒援助費補助金を計上しております。 

○社会教育係長（佐伯 実君） 社会教育係の佐伯でございます。 

今度は２９ページをお開きください。 

社会教育費の県補助金ということで、１節に放課後子どもプラン補助金事業と

いうことで４８万円を計上しております。これは放課後の子どもを安全に見守る

ということでですね、それぞれいろいろな事業をしておりますがその補助金でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

○学校教育係長（岩下そのえ君） 学校教育係の岩下です。 

続きましてその２節になります。水俣に学ぶ肥後っ子教室補助金。今年も実施

してまいりますので予算計上しております。 

３１ページになります。 

１目、財産貸付支収入の中の２節、教職員住宅貸付収入、１名分を予定してい

ます。３節のスクールバス事務所等貸付収入。これは予定になりますけど、一応

予算項目に上げております。 

３３ページになります。 

１目、貸付金元利収入、１節、貸付金元利収入を本年度分計上させていただい

ております。 

歳出になります。１１２ページになります。 

本年度の学校教育係の予算としましては、コミュニティスクール事業について

指定を受けまして、４月から本格稼働してまいりますのでその活動費、またＩＣ

Ｔ教育費関連の環境整備、またＩＣＴを活用した未来の学校についても県のほう

からも支援をしたいという方向ですので、研究発表会等の予算を組み入れた予算

としております。それで２目の事務局費の中には通常の予算と合わせまして研究

発表会関係の予算を組み入れております。 

１１３ページお願いいたします。 

１１節の需用費の中にですね、総務費の中に研究発表会の予算として３３万円

ほど、それから燃料費の中にも灯油代、食糧費の中には研究発表会のお弁当代、

それと英語キャンプの経費等とかも含んでいます。印刷製本の製品費の中にはで

すね、もちろん研究会の起用等の印刷代も含まれますが、今年、高森のこころを

ですね、作成準備をしておりまして、年度末にはまた製本しまして各学校及び全
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校配付を予定しておりますので、その印刷製本費の予算が入っております。修繕

料の中にはスクールバスのラッピング加工修繕代が入っております。含まれてお

ります。１２節の役務費の中に微量ＰＣＢ廃棄物処分手数料というのがあります

が、これは東中学校の基盤にですね、キュービクルから出てきた低濃度でありま

すが、ＰＣＢという低濃度の有害な物質がでるということで、これを廃棄する手

数料になります。一番下のスクールバス自賠責保険料、新しい車の保険料も含ま

れております。１３節の委託料につきましては、本年度から新しくスクールバス

運行管理業務委託をしますので、その関係予算を組んでおります。それから高森

東中学の微量ＰＣＢ廃棄物運搬業務委託料。これも専門業者に委託します関係で

予算を計上させていただいております。次のＩＣＴ支援委託料につきましてもで

すね、ＩＣＴ関係にサポート、タブレットを連動しまして各学校に２週間に１回

訪問していただく予定で予算計上しております。 

次のページになります。 

１１４ページ、１４節、使用料の中の下から２項目ほどです。先ほど話があり

ました小中学校無線ＬＡＮ環境タブレットパソコンリース料を本年度分として計

上しております。９カ月分計上しております。それから今手続きを進めておりま

すが、スクールバスリース料についても予算計上しております。１台分のリース

料です。 

次のページに入ります。１１５ページです。 

３目の学校教育費の中で本年度もですね、報酬としては本年度もふるさと教育

推進のために教育指導員の先生２名と特別支援教育相談員として１名を配置をお

願いしております。１３節、委託料につきましても、本年度も支援を必要とする

子どもたちのために引き続き支援員の配置を予定しています。 

１１６ページ、５目、コミュニティスクール運営協議会費につきましてはです

ね、１９節の負担金補助及び交付金につきましては、コミュニティスクール運営

協議会助成金として予算を計上しておりますが、４月からの本格稼働をいたしま

す関係で、校区ごとに予算をつけて活動してもらって活動しやすいようにという

ことで、高森中校区１０万円、東中校区２１万７,０００円を計上しております。

１目、次の２項、小学校費に関連しまして、ここから小学校の分も合わされてま

いります。１目の学校管理費の中の１１節、需用費。３目の修繕料の中にですね、

タブレットを使った事業を展開していくために、それに対応するために幅の広い

天板に入替作業を行いたいということで、その予算が含まれております。 

１１８ページをお願いします。 

１４節、使用料につきましてはスクールバスの校外学習がありますね。３０万
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円ほど増額させていただいております。 

１２０ページをお願いいたします。 

３目、学校施設管理費の１１節、需要費の中の修繕料のところはですね、ここ

がちょっと額が大きくなってますけど、中央小学校の関連でですね、黒板の入替

であったり音楽室の床の改修であったり塗装の関連で予算を組んでおります。１

３節、委託料につきましても２年に１回のワックス、また中央小学校の樹木剪定

等を予定しております。 

１２５ページをお願いいたします。 

教育費の中で３項の中学校費になります。３目、学校施設管理の中の１１節、

需用費の中の修繕料では高森中学校の関係でですね、美術とか技術室にカーテン

とかレールが全然なくて日差しが入って眩しいということで、そういったカーテ

ンレールの設置、また校舎ベランダ等の塗装関係で修繕料を計上して組んでおり

ます。委託料につきましても、本年度体育館ワックス委託料を計上しております。

以上です。 

○社会教育係長（佐伯 実君） 社会教育係の佐伯でございます。 

１２６ページをお開きください。 

２目の社会教育総務費をご説明いたします。８節の報償費でございます。本年

度１２７万１,０００円の予算を要求をお願いをしておりますが、主なものにつき

ましては放課後子ども教育士の謝礼ということで１０２万５,０００円。それと成

人式の記念代ということで２１万６,０００円組ませていただいております。続き

まして１９節の負担金補助及び交付金でございます。婦人会ＰＴＡ公民館等々の

ですね、ものにつきましては従前どおりの金額でございますが、本年度ですね、

３件の公民館の改修工事が出ております。まず最初に天神公民館の改修工事とい

うことで補助率４０％の１２０万円マックスで出ておりますが、工事費が３７０

万円ほどかかります。その４割ということで限度額の１２０万円を天神公民館の

ほうからご要望があっております。続きまして横町の公民館の台所改修工事とい

うことで９万３,０００円補助金を支出する計上をしております。工事費が２３万

４,０００円ほどかかります。その４０％ということでお願いしたいと思います。

続きまして前原からですね、公民館のトイレの改修工事ということで、総額２６

５万６,０００円ほど出ておりまして、その４割、１０６万２,０００円を今回負

担金補助及び交付金として組ませていただきました。 

続きまして１２７ページをお開きください。 

１９節の負担金補助及び交付金ということで１５８万６,０００円を組ませてい

ただいておりますが、この負担金につきましても従前どおりのですね、金額で組
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ませていただいております。続きまして４節の地域改善対策事業費でございます。

報酬、１６８万円を組ませていただいておりますが、現在社会教育指導員が２人

おられますので、月７万円ということで１６８万円を組ませていただきました。

また８節のですね、報償費でございます。これはこの前のとおり上在のほうでで

すね、ふれあい子ども会というのがあっております。学校の先生方にですね、今

勉強等々を教わっていただいておりますが、一回につき１,５００円ということで

延べ３８０名の５７万円を組ませていただきました。 

続きまして１２８ページをお開きください。 

同じく地域改善対策費でございます。１９節の負担金補助及び交付金でござい

ます。大きなものにつきましては高森町人権同和教育推進協議会の助成金という

ことで各部会が存在しておりますが、その補助金として１５０万円を増額計上し

ております。続きまして２節の５目の社会教育施設費でございます。この中で需

用費を上げております。１１節の需用費でございます。消耗品として３９万９,０

００円。燃料費、それと光熱費と修繕費ということで各施設を教育委員会が管理

していますが、この中でですね、全て光熱費等を計上をしておりますが、この中

で新しく財産管理のほうに移る部分もこの中に含んでおりますので、よろしくお

願いしたいと思います。続きまして１２節の役務費でございます。これも先ほど

言いましたように高森町の方ではいろんな教育施設がありますが、その管理委託

にかかる部分でですね、４４３万円を組ませていただいております。 

続いてですね、１３１ページをお開きください。 

１９節の負担金補助及び交付金でございます。各団体の補助金はですね、この

ような明細になっておりますが、その中で最後に総合型地域スポーツクラブの自

立支援事業負担金ということで、７３９万４,０００円を組ませていただきました。

これにつきましてはですね、昨年度の予算からにしますと３４０万円ほど増額に

なります。この明細につきましてご説明をしたいと思います。まず町長の指針で

ございます一つのクラブを特化したい。スポーツを特化したいということで、そ

の中でサッカー教室をですね、ちょっとプロというかですね、以前プロだった方

を指導者としてお呼びして、幼少期から高校まで考えておりますが、高ＳＰＯ

サッカースクールということでですね、やりたいと思っております。これもです

ね、ＪＦＬという東京のほうに団体がございますが、そこから専門の指導者を派

遣していただくということでですね、実施時間としましては毎月月曜、水曜、土

曜日。この３日間をですね、予定をしておりますが、それとまた日曜日等々にで

すね、非常にいろいろ大会がございますのでその費用としてですね、増額分３０

０万円をですね、人件費として上げております。これもですね、時間帯につきま
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しては１日８時間以上勤務ということでですね、委託派遣のほうで組ませていた

だいておりますので、３４０，３５０万円増額というふうになったものでござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○学校教育係長（岩下そのえ君） 学校教育係の岩下です。 

続きまして２目の学校給食費を説明します。１節、報酬につきましてはですね、

本年度は平成２６年度は中央小学校７名と東中学校４名で運営をしてまいりたい

と思います。以下の予算につきましては運営上必要な予算を計上させていただい

ております。どうぞよろしくお願いします。以上です。 

○教育委員会事務局長（後藤正三君） 教育事務局長の後藤です。以上です。大きな

ところ、本当に大きなところだけしか説明していませんので、よろしくお願いし

ます。 

○委員長（後藤三治君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。はい、ど

うぞ。 

○委員（宇藤康博君） 宇藤です。 

１２４ページのですね、タブレットパソコンのリース代でございますが、これ

機械が導入されるということでございますけど、充電のほうですよね。それはど

のような形でされるのか。 

○教育委員会事務局長（後藤正三君） 教育委員会事務局長の後藤です。 

機種が決まってませんので具体的にどうこうということはないんですけども、

基本的には現在企業から借りてますボックスですね。ボックスに一つずつ入れて

夕方に使い終わったら入れて使うという基本的な考えでおります。ここでリース

で９カ月となってますが、予算がとおれば早速ですね、機種選定に入りたいと思

います。その中でおっしゃるとおり充電器も非常に重要な要素ですので、２４０

台と１２０台、３６０台になりますので、基本的には今借りているシステムが使

えるような検討をしております。 

○委員長（後藤三治君） ほかに何かございませんか。 

○委員（立山広滋君） 立山です。 

さっき岩下係長のほうで説明があった東小か中学校の横文字だったですね、何

ページだったですかね。１１３ページ、そこはちゃんと説明してください。 

○教育委員会事務局長（後藤正三君） 教育委員会事務局長の後藤です。 

ちょっとですね、具体的な細かい内容は難しいんですが、以前高森東中学校で

２年程まえ、キュービクルが悪くて改修しております。その中で入ってる品物で

これについてがうちにあったのは毒性が非常に弱い種類でございました。これを

ですね、修繕したんですけども、そのときちょっと分かりませんでしたので不用
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になった部分を廃棄してたら業者さんから、これは専門的な処分がいるというこ

とで、これについては全く専門業者でないと扱えないということでキュービクル

を修理したんですけども、それをちょっと危なくないようにちゃんと工事した業

者さんにちょっと保管してもらってます。これをいろいろ国の条例とか県の条例

を調べたら専門業者さんじゃないと扱えないということで、トータルで１００万

円ぐらいだったと思うんですけども、その処分費です。これは専門的な処分が必

要ということでです。 

○委員（立山広滋君） よろしいですか。立山です。 

今局長がおっしゃったキュービクルとは何ですか。 

○教育委員会事務局長（後藤正三君） すいません、キュービクルて電気のボックス

があるじゃないですか、あの中を改修したんですよ。その中に入っている品物の

一部です。外に高圧じゃないですけども、学校のとは外に電源があってそこから

学校に送電するんですけども、これが法律等で調べてたら専門でですね、うちは

毒性の弱いほうではあったけんですね、ちょっと予算組めなかったので待っても

らってる。これの毒性の強いのもあるそうです。これも絶対的に法律で専門的業

者で処分をしないといけないと。アスベストみたいなちょっと感じです、意味合

い的なですね。 

○委員（立山広滋君） 立山です。 

俺は説明があったように土の中からでてきたのかと。 

○教育委員会事務局長（後藤正三君） 教育委員会事務局長の後藤です。 

電気のこういうボックスです。その中に入っている部品の一部です。 

○委員（立山広滋君） 分かりました。 

○委員長（後藤三治君） よございますか。ほかになにかございませんか。どうぞ。 

○委員（宇藤康博君） 宇藤です。 

町民体育館、また町民グラウンドのですよ、条例改正昨年していただいたんで

すけど、その後のですね、使用状況あたりをお分かりならば教えていただきたい

と思います。 

○社会教育係長（佐伯 実君） 社会教育係の佐伯でございます。 

今ご質問のとおりですね、昨年使用料の改正をお願いをいたしました。今のと

ころですね特にグラウンドの使用につきましては従前の使っているサッカーとか

ソフトボール等々の方ばかりでございますので、利用率というのははっきりいっ

て伸びてはおりません。しかし村山区のほうで新しくソフトボールチームをつく

られましたし、その方たちもですね、利用を行っておられるということで、少し

ずつですけどですね、そういった形でグラウンドのほうの利用がなされておると
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ころです。それと体育館につきましてもですね、使用料を下げたところによりま

してですね、地域の方のクラブ、スポーツ、いろいろですね、伸びてきている状

況でございますし、また高ＳＰＯのほうのですね、硬式テニス等々が新しく教室

が増えましたので、非常に体育館についてはですね、空きがあまりないような状

態ででですね、今のところ借用、お借りしていただいている部分で大きく、やは

り条例の改定をしていただいた部分でですね、その部分は非常に良かったのでは

ないかというふうに感じております。 

○委員長（後藤三治君） よございますか。ほかになにかございませんか。はい、ど

うぞ。 

○委員（三森義高君） ９番、三森です。 

１２０ページの２節の学校施設管理費の中で節１１の修繕料４９６万４,０００

円上がっております。この修繕料の中身についてちょっと、少し詳しく教えてい

ただきたいと存じます。 

○学校教育係長（岩下そのえ君） 学校教育係の岩下です。 

まずですね中央小学校の黒板の入替、それが長年使用によって光が反射して字

が見えにくくなっているということで、全教室の分を、入れ替えの予定で１３３

万４,８８０円。それから体育館用のステージの用の暗幕なんですけど、ボロボロ

でですね、何かもう黒ビニールとか貼ったりしている状況だということなので、

これも取り替えで７２万７,０５９円。それから音楽室の床の改修ですね、床が湿

気でぶよぶよしているということでこれが１２１万１,９２２円。それから中央小

学校の塗装とかコーキング、こういった関係で８０万円。それから東小学校の網

戸また体育館等の障害者用トイレのウォシュレット設置で１９万円以上で計上し

ている金額となります。よろしくお願いします。 

○委員（三森義高君） 三森です。 

はい、分かりました。それからもう１点、教育費の中の保健体育関係ですが、

さっきサッカー教室について節の１９です、負担金補助及び交付金。指導者養成

ということで３００万円入っておる中の７３９万４,０００円ですか、技術支援料

負担金。これは結果的には小学校、中学校も一緒だろうと思いますが、どんなで

すかね。 

○教育委員会事務局長（後藤正三君） 教育委員会事務局長の後藤です。 

現在ですね、保育園、幼稚園生から小学校３年生までキッズサッカー教室を週

に１回開いております。基本は４年生から６年生までのサッカー教室。キッズ

サッカー教室も開いてますが、１年生から３年生までについても専門的指導を習

いたいという子たちについては一応募集をかけようかと思っております。それか
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ら中学生についてはあくまでも部活が学校教育の一つとなっておりますので、学

校の先生たちと話して部活というのは学校教育の中で重要な、中学校の場合重要

な要素であるということで、その部分についてはですね、部活を中学生のときか

らサポートすると。そうすると高校生については高森高校とかでですね、サッ

カーやりたいというけども生徒数もいませんし、学校側とすれば新しい部活をつ

くるというのは非常に不可能でございます。現在は社会人と一緒に高校生もきて

一緒に好きな方たちがやっております。ここも専門的に習いたいという子どもが

いればですね、チームはつくれないかもしれませんけども、ぜひ高校生にも声を

かけたいなと。一つは高森高校の非常に行かない理由として部活がやりたい部活

がないとかありましたので、そこも含めてですね、チームとしてつくれるかどう

かは別として専門的に習いたい人についてはですね、何かそういうふうに専門的

に教えてあげようかと。ただし週３日でですね、時間が平日は大体学校が終わっ

てですので夜に限定されますので、時間数とかをちょっと検討しないと子どもた

ちですので夜遅くまで指導をやるというわけにはいきませんので、そこで時間が

うまくはまるかなと。一人で指導しても手が回りませんので、当然地元の経験者

に協力いただいてやっていくということで、現在では１００％決定はしておりま

せんがそういうふうに考えております。 

○委員（三森義高君） 三森です。 

はい、ありがとうございます。せっかくこれだけのお金を使ってそういう養成

は結構なことです。これをですね、一過性ではなくして継続的な形でやっていた

だくということが、今後のサッカーにしろ何でもかんでも一緒ですが、子どもた

ちのためになるですね、指導のやり方を徹底していただきたいと思います。なか

なか人数が減ってきますとすぐ解体するようなことが多々ありますので、そうい

うことがないようにですね、せっかくできた指導者養成ですのでよろしく要望を

いたしたいと思います。以上です。 

○委員長（後藤三治君） はい、ほかに質疑ありませんか。 

○委員（立山広滋君） 立山です。 

先ほど委員長のほうから局長のほうにスクールバスの運行についてどうなって

いるかということで説明を受けましたけれども、皆さんご存じのようにですね、

あそこの阪神淡路大震災、東日本大震災、先の九州北部の豪雨で２月の雪の害。

そのとき特に阪神淡路大震災以降ですね、絆という言葉イコール安心安全と言う

言葉が非常に流行っているというと語弊がありますけれども、非常に謳われてお

ります。そこでスクールバス運行についてもですね、事務局のほうからまだ入札

はまだということなんですけれども、どこの会社が受けられるか分かりませんけ
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れども最低限ですね、安心安全が担保できるようなそういうところを入札される

業者のほうに、一応分かっていらっしゃると思いますけれども口を酸っぱいよう

に、とにかく安心安全、子どもたちはもちろん周りの保護者の方が見られても、

こういう会社いいなというそういうところ、見てくれも大事ですのでそのへんの

ところが担保できるような会社を選んでいただくというといけませんけれども、

そのような会社にお願いされたらいいと思いますので、一口、口を酸っぱくなる

ように安心安全ということを担保できる会社をお願いするというといけませんけ

ど、大事じゃないかなと思いますのでよろしくお願いしておきます。 

○教育委員会事務局長（後藤正三君） 教育委員会事務局長の後藤です。 

バス会社についてはですね、一応入札の形に取りますが、今おっしゃったとお

り安心安全の第一という条件を酸っぱくすでに言っております。その一つとして

ですね、この間もバスの事故があったんですけども、まずは乗る前には健康診断

ですね。疾患等あったらいけませんので。それと子どもたちの乗るときにせつぐ

運転の安全性、それには条件として付けております。安全性というのは何を基準

かということで非常に難しいんですけども、ドライバーさんについてはいきなり

乗ったことがないような人が乗るようなことがないようにということですね。基

本はこれは町長からも口酸っぱくされて言われてます、私たちのほうにですね。

安心安全をまず第一に考えて下さいと。入札ですのでどこの業者さんが良い悪い

というのは非常に言えません。ですけども入札前にはそういうのをしております。

それからもう一つはちょっと手伝ってでは困りますので、この金額の中には社会

保険料等も個人負担分についてはみて上げております。ですから給料もしっかり

きっちり払ってくださいということで、実を言いますと以前が結構ですね、やっ

ぱりどうしても安く雇われているから悪いということは全くありません、ドライ

バーさんについては全然問題ありません。しかしどうしても安いと厳しい労働条

件になると何かをしたくなるということで、当然生活がありますのでそういう意

味ではうちのほうでは基準をですね、そんなに高い金額は出しておりませんけど

も、ある程度はドライバーさんに払える基準を出してますからきっちり払ってく

ださいと。社会保険料も個人負担分についてはみてますので払ってくださいとい

うことを条件として出してはおります。 

○委員長（後藤三治君） ようございますか。ほかに何か、どうぞ。 

○委員（宇藤康博君） 宇藤です。 

先ほど三森委員からもあったんですけど、高ＳＰＯのことでございますが、高

ＳＰＯのですね、活動状況、それとクラブ員の参加状況はどのようになっている

のか。よろしくお願いします。 
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○社会教育係長（佐伯 実君） 社会教育係の佐伯でございます。 

現在クラブ員と言いますか、高ＳＰＯに加入されている方が２５０名、高ＳＰ

Ｏ会員としてですね、加入されておりまして、それぞれ教室が１２教室ですかね

ありますし、また新年度からもですね、新しい教室を追加する予定でございます

が、各それぞれの教室ですね、お好みのスポーツ等々の積極的に参加をされてお

られますし、また今後ですね、いろいろな健康維持についてもですね、非常にこ

の高ＳＰＯという総合型スポーツクラブというものは有意義なものであると思っ

ておりますし、今後はですね、３００名以上のですね、会員の募集を図りながら

ですね、高森町のスポーツの核としてですね、積極的に活用できるようにですね、

今後も強力に推進したいと思っております。よろしくお願いします。 

○委員長（後藤三治君） よろしいですか。はい、どうぞ。 

○委員（宇藤康博君） 宇藤です。 

２５０名の会員さんということなんですけどもっとですね、これ周知をしてで

すよ、せっかく今度光ファイバーのほうも整備されますし、いろいろ周知するシ

ステムはあると思いますからいろいろとですね、そういう工夫をされているあた

りがあれば教えていただきたいと思います。 

○社会教育係長（佐伯 実君） 社会教育係の佐伯でございます。 

今、宇藤委員様のほうからご指摘がありましたようにですね、今年度はちょっ

と早めにですね、各個別にですね、全てこのポスターというか案内募集をかけま

す。おっしゃったように新しくマスメディア媒体のですね、今度整備されますの

でですね。やはりローリング的に何回も回してですね、教室等との宣伝とかこう

いったクラブの趣旨とですね、非常に画面を使ってですね、周知をするというの

が非常に良い手法であると思いますので、ぜひともですね、まずは会員を増員を

図るということと、またスポーツ、この高ＳＰＯの事業のですね、拡充も図って

いきたいと思っておりますし、またこれは質問とはまた違うんですけど、本年度

は事業の新しい事業としましてですね、クロスカントリー駅伝というのをですね、

去年するはずでございましたが、なかなかちょっと押し迫っておりましてできな

かったという部分もありますし、また今横軸連携で牛深との交流もやっておりま

す。相互の子どもさんたちの夏場、相互のキャンプというのもですね今やる予定

ですね、ほぼ日にちも決まっておりますのでですね、そういった形で教室もある

が楽しいイベントもあるということで、いろんなメインをつくりながらですね、

今後も進めていきたいと思っております。どうぞよろしくお願いします。 

○委員長（後藤三治君） ほかになにかございませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（後藤三治君） すいません、また私から一つだけ。 

前回のこの委員会の中でですね、先ほど宇藤委員が言われたように体育館とグ

ラウンド、それから草部のグラウンドの料金改定があった中で、要するに草部の

夜間照明。その後地域住民と良く話をしていただいて、今後どうするかという課

題があったかと思いますが、その後何か進展があるかないかをちょっとお聞かせ

いただきたいし、もし何も進展がないようであればですね、やはりこの問題は私

たちもこの常任委員会として意見を欲してですね、可決した状況でありますので、

やはり最終的な結果というか結論を出さんとやっぱいかんなと思いますので、そ

のへんをちょっときちんと。 

○教育委員会事務局長（後藤正三君） 教育委員会事務局長の後藤です。 

大変申し訳ございません。その後に多少話したんですけども、向こうのほうか

らは祭りとかそういうので使うからありがたいという話で、申し訳ないんですが

それからちょっと話が進んでおりません。一回ぐらいだったら非常にちょっと厳

しいかなという思うものもあります。そのままになっていましたので消防の話が

出ております。消防はどこでもですね、自分たちの機械を使っておりますので、

その後正直な話が進展はしてないということが事実です。 

○委員長（後藤三治君） なにか補足があったらどうぞ。 

○社会教育係長（佐伯 実君） 社会教育係の佐伯でございます。 

現在グラウンドを管理されている方が田中生義様でございまして、実は立ち話

程度というのはですね、ここでちょっとお話したらいけないんですが、今局長の

ほうからありましたように、実際体育については０です。全くやっておりません。

そういうことで田中さんのほうともですね、お話をしてやはりこれは体育施設で

あって消防とかお祭りで使うものではないし、お祭りはですね、エンジン付きの

水銀灯をもう業者さんが買ってされておりますのでですね、あれを付けるという

のも非常にいかがなものかと、社会教育施設ですのでですね。ですから今のとこ

ろ使わないからこの修繕については保留していただけんだろうかということで話

をしましたところですね、まぁえーたいと、よく言えばですね、ということで

近々にですね、この施設を整備して使えるようにというのはですね、まだ教育委

員会としては考えていないという話だけはですね、しておりますが、設備が現存

する以上ですね、料金のほうも片一方がタダにして片一方が安いというのもです

ね、不均衡であったと。おおせのとおりですね、使えないのに料金を改定すると

は何事かということでございますが、だから使っていないというものもですね、

ありましたので今申し上げました照明についての不均衡を無くすためにですね、

上程さしあげたものでございますし、今のところ何度も言いますように地元の方、
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これは芹口議員さんともですね、ちょっとお話をしたんですけど、うちのほうと

してはですね、改修するところまでは至っていないというような、今までの今の

現状でございます。よろしくお願いします。 

○委員長（後藤三治君） そういうお話でございますが、できるだけ地域住民の方と

お話をされて、もし必要のない問題であれば要するにもう老朽化しておりますの

で、あるいは照明が落ちて怪我するとか、今度はそっちのほうの心配もせないか

んわけですので、撤去するなりしていただいて条例改正もしていただきたい。そ

ういうところまでやっぱ話を持っていってほしいなと思いますので、よろしくお

願いします。 

○委員（宇藤康博君） 宇藤です。 

この予算のことではちょっとないんですけど、昨年ですね、議会報告会があっ

てですね、あそこの尾下の体育館ですかね。そこのトイレがですね、かなり修繕

をしなければいけない状態になっておりまして、それがかなり住民の方からも出

てですね、これはもういち早くやらなければいけないということで帰ってからで

すね、そしてまたちょっと予算書を見よったら入ってないんですよね。これどの

ようになっているのかなと思いますが。トイレの改修は早くしたほうがいいと思

うのでよろしくお願いします。 

○教育委員会事務局長（後藤正三君） 教育委員会事務局長の後藤です。 

トイレについてはですね、議長が管理されてますので２、３年前から、以前は

持っていたんですけど急に悪くなったということでかなり手間暇がかかるという

ことでお話を聞いておりました。昨年聞いておりました。とにかくどうにかなら

んかということで最悪あそこの浄化槽が循環型といって、一回使って綺麗になっ

た水をもう一回使うという最後に綺麗になったところにですね、水が貯まらない

ということで何べんも業者さんに診てもらったんですが原因は分からないという

ことで、では根本的にですね、合併処理浄化槽に変えないと仕方ないのかなとい

う話でありました。なぜそういうシステムになっていたかというと、以前はでき

た当時合併処理浄化槽がありませんし、現在はあるんですけども道の側溝が当時

なくて個人の用地をとおしていかないかんということで、そこの人の承諾が得ら

れなかったと聞いております。そういうシステムということで浄化槽自体はきち

んとしております。そこに水が貯まらないために空気が入って一回一回水を貯め

て、またポンプアップしてしないと使えないということでこれものすごい時間が

かかって、どうしても議長が体育館に近いのでお前せぇということで議長が苦労

されています。昨年の時点でとにかく検討しますということで、合併処理浄化槽

にした場合は社会教育施設の場合はかなりの家庭用とは全然違いますので、そこ
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の人数が少なかろうが多かろうが施設にある程度基準があります。いくらかは分

かりませんけども、例えば極端に言うなら１,０００万円ぐらいかかるかもしれな

いということになると思います。そういうことをちょっと検討してたらたまたま

そこを管理する業者さんが、そこが無理だったらこっちから引っ張ればどうにか

なるんじゃないんですかという話があってて言い訳になるんですけども、じゃそ

こをちょっと検討しようということで、実を言うと業者さん呼んでたらなかなか

来なかったということで、結局業者さんも切り替えました。しかしなかなか結論

が出ないということで本来であれば合併処理浄化槽を一気にはつくれませんので、

まずは従来の設計でも挙げてという形で考えておりましたが間に合ってなかった

ので、この場を借りて何も財政全て町長と協議しなくちゃいけませんけども、結

論が出たならばですね、今の浄化槽を補修して十分やれるという結論であれば補

修費を補正で組みたいし、これは改修するよりも完全につくり変えたほうがいい

だろうということであれば平成２６年度中に予算をあげさせていただきたいと思

います。利用度で考えると少ないところ、じゃあ少ないところは何もできないと

いう話になる。それと利用度の問題は地域とすれば利用度が高い。人数が少ない

というだけでは、ただ利用度だけを考えた場合は人口の少ないところには何もで

きないということになりますので、あくまでも施設がある以上は一番大事なトイ

レ等は改修は考えなくてはいけないと思っております。それについては教育委員

会のほうで延び延びになっていたということが現状です。 

○委員（宇藤康博君） 宇藤です。 

そういうお答えですけど、やはりトイレの問題はですね、一番住民の方々が一

番使用されるところでございますので、大至急ですね、十分検討していただいて

早急によろしくお願いしたいと思います。以上でございます。 

○委員長（後藤三治君） ほかになにか質疑ございませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 続いて討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） これから本案について採決します。議案第２４号、平成２

６年度高森町一般会計予算については、原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

以上で、教育委員会に関連する付託案件については終了いたしました。 
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教育委員会事務局の皆さん、お疲れ様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時１０分 

再開 午前１１時３０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（後藤三治君） それでは、本委員会に付託されました健康推進課関連の議

案第１２号、高森町国民健康保険高額療養費支払資金貸付基金条例の一部改正に

ついてを議題とします。 

健康推進課の説明を求めます。 

○国民健康保険係長（高崎康誌君） 健康保険係、高崎です。 

高森町国民健康保険高額療養費支払資金貸付基金条例の一部改正について説明

させていただきます。 

今回の条例の改正内容につきましては、今現在５００万円ほど高額療養費の部

分を支払えない人たちのために貸し付けるという制度がありますが、それがずっ

と続いているわけですけど、平成１９年の４月を持ちましてから限度額認定証と

いう証書を発行することにより、本人様がそれを医療機関に提示することで高額

療養費分は負担しなくていいように今制度が変わっております。それにつきまし

てはそれがありましたので平成２４年度からずっと貸付の実績はありませんでし

た。ちなみに今年度はちょっと１件だけありましたが、それによりましてその制

度自体を存続させるべきかどうかとかいう監査員さんからの指摘もありまして、

検討しましたが前回も限度額認定証自体を滞納がある世帯には発行しないという

決まりがありまして、生活困窮のために滞納している世帯とかそういう方たちに

とってはそれがないともういよいよ高額になった医療費を払えないという状況に

なりかねませんので、制度自体は残すことで考えております。その代わり基金を

今５００万円ほどありますが、この部分を大幅に取り崩しまして１００万円とし、

また貸付基金を本人に貸し付けておりましたが、これにつきましてをその分も本

人様が別なことに流用されてですね、熊本県の国保連合会のほうから高額療養費

として支払われるんですが、それが未納になっていると払われませんのでその分

が焦げ付きになりかねないということで、本人様に代わってうちが直接医療機関

のほうに払おうと、その部分をですね、払うという形でしています。あと貸付基

金の払い戻しにつきまして、遅れた場合の延滞金につきましても国税、町税あた

りに合わせまして、今年利を１４.６％から７.３％に改正するように今回の改正

として提案したものです。以上です。 

○委員長（後藤三治君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
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（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 質疑がないということなので、続いて討論を行います。討

論はありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 討論なしということでございますので、これから本案につ

いて採決します。議案第１２号、高森町国民健康保険高額療養費支払資金貸付基

金条例の一部改正については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

次に、議案第１３号、高森町国民健康保険税条例の一部改正についてを議題と

します。 

健康推進課の説明を求めます。 

○国民健康保険係長（高崎康誌君） 健康保険係、高崎です。 

高森町国民健康保険税条例の一部改正について説明を申し上げます。 

今回の改正につきましては、国が平成２６年度の税制改正に伴いまして、国民

健康保険税の上限額、療養費と介護と後期の支援分として分かれますが、療養費

の上限額は５１万円になっていますがこれは据え置きと、後期高齢の支援金とし

て上限としてなっておりましたのが１４万円となりましたが、今回は改正して１

６万円、２万円の負担の増と、介護納付金、介護のほうの分の支援金ですかね、

こちらにつきましても１２万円を１４万円に負担増。合わせて今まで最高額７７

万円だったのが８１万円に引き上げられることになります。またこれに合わせま

して軽減の範囲を広げますもので、今まで５割軽減を受けられた世帯なんですが、

これは世帯主を除いたほかの世帯員さんかける２４万５,０００円が家族全体の所

得の数字を超えない場合は５割軽減というふうになってましたが、今回は改正で

世帯主さんも含んでかける２４万５,０００円がその所得に世帯全部の所得が上回

らない場合は５割軽減という形で軽減の形を拡大するようになっております。ま

たあと後期高齢者が同居しとります特定世帯といいますが、これにつきましても

今までは一人当たり３５万円をかけた数字が全総所得を超えない世帯を２割軽減

としとりましたが、今回はその３５万円を改正しまして４５万かける世帯数が総

所得額を超えない世帯を２割軽減と対象するように軽減の対象を広げられたよう

に改正されたものに合わせまして改正するものです。以上です。 

○委員長（後藤三治君） はい。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（後藤三治君） 質疑なしということでございますので、続いて討論を行い

ます。討論はありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 討論なしということで、これから本案について採決します。

議案第１３号、高森町国民健康保険税条例の一部改正については、原案のとおり

可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

次に、議案第１４号、高森町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について

を議題とします。 

健康推進課の説明を求めます。 

○国民健康保険係長（高崎康誌君） 健康保険係、高崎です。 

高森町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について説明を申し上げます。 

今回の改正につきましては、国より国税及び地方税にかかる延滞金の割合が改

正されましたことがありまして、後期高齢者保険料にかかる延滞金についても同

様の扱いとして差し支えないという国からの指針がありましたことによる改正で

す。詳しく申しますと附則のほうに３条のほうに載っておりますが、年１４.６％

という延滞金の割合を見直しまして、財務大臣が告示する率、貸出約定平均金利

プラス１％に割合７.３％とした額としてするものです。あと１ヶ月に満たない分

については、年７.３％の割合でということになりましたが、これにつきましては

同じく財務大臣が告示します貸出約定平均金利プラス１％に１％加算した額とし

てした割合を延滞金とするというふうに改めるものです。以上です。 

○委員長（後藤三治君） はい。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 質疑なしということでございますので、続いて討論を行い

ます。討論はありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 討論なしということで、これから本案について採決します。

議案第１４号、高森町後期高齢者医療に関する条例の一部改正については、原案

のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 



 － 2 4 － 

次に議案第１９号、平成２５年度高森町一般会計補正予算についてを議題とし

ます。 

健康推進課の説明を求めます。 

すいません、多分説明でですね、順ぐりになると思いますが見やすいのはペー

ジごとが見やすうございますので、ページごとにお願いいたします。その際には

お名前をお願いしたいと思います。 

○介護保険係長（馬原恵介君） 介護保険係の馬原でございます。 

一般会計補正予算１０号について説明させていただきます。 

１２ページをお願いいたします。 

延滞金及び負担金の民生費負担金になります。１節の老人福祉負担金。前年度

分増でございます。これは老人福祉施設ですね、湯の里荘になります。ここので

すね、民生費の負担金が１２月補正以降にですね、入所者が増えたことによりま

す負担金の増額でございます。それから２節の滞納繰越分です。これは昨年滞納

繰越がございませんでしたのでマイナス補正となっております。 

○健康推進係長（野中裕美子君） 健康推進係、野中です。 

同じく１２ページ、４目、衛生費負担金です。３節の費用につきまして健診の

実績に応じまして自己負担分が予定人数よりも少なかったため減額としておりま

す。以上です。 

○介護保険係長（馬原恵介君） 介護保険係の馬原でございます。 

続きまして１５ページをお願いします。 

１５款の県支出金になります。３目の民生費補助金です。６節の在宅老人福祉

補助金になります。老人クラブ活動助成事業。これは県の補助金でございまして、

一応今年度の実績を見込んで報告しましたところ、９,０００円増額の内示があり

ましたのでその分の増額でございます。 

１ページ空けていただいて１６ページになります。 

同じく９節の介護保険低所得者対策事業補助金でございます。これも県のほう

に補助金の見込みの報告をしたところ１３万円の増として見込みの決定見込み額

がありましたのでその分の増でございます。歳入は以上でございます。 

続きまして歳出のほうに入っていただきます。 

では、歳出は２９ページをお願いいたします。 

介護保険係の馬原でございます。 

３款の民生費、４目の老人福祉費になります。主なものだけを説明させていた

だきます。１３節の委託料になります。マイナスの９３万８,０００円を補正いた

します。この内容といたしましては、外出支援サービス及びデイサービスですね。
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デイサービスにつきましては、こちらからデイサービス介護保険対象者以外の方

についてデイサービスの委託を予定しておりましたが、こちらが予定しておりま

した数よりもですね、介護を認定を受けられる方の数の多くてですね、その分介

護保険のほうで支払っております関係でこの委託料というのが減額になっており

ます。外出支援サービスの予算につきましても現在利用者数の減になっておりま

す。それから１８節の備品購入費です。これは補助事業で車両を購入いたしまし

たのですが、入札残がありましたのでこれは需用費のほうに組み替えをいたしま

す。それから負担金補助及び交付金及び扶助費につきましては、平成２５年度分

の内容を精査いたしましてマイナス補正とさせていただいております。同じく５

目の介護保険事業費になります。繰出し金です。これにつきましては後ほど介護

保険特別会計のほうで後ほど詳しく説明がするところでございますけれど、介護

給付費の町負担分といたしまして施設等その他分ということで、これが内容を調

整させていただいております。それから事務費等町負担分ということで、これは

補助事業ですね、実施することになります。本年度中です。これはＲＫＫコン

ピューターに対するソフトの変更に対する委託料でございます。その分も町負担

分になっております、以上です。 

○健康推進係長（野中裕美子君） 健康推進係、野中です。 

３２ページをお願いいたします。 

衛生費、１目の保健衛生総務費ですが、主なものを説明します。１３節委託料。

これも健診の実績に応じて予定より少なかったため減額しております。１９節は

広域事務組合の負担金も減少のため減額しております。２目予防費、１１節事業

費の医薬材料費ですが、これは子宮脛がんの予防接種が副作用の点で、積極的な

勧奨を見合わせというような報道がありまして、それに伴い申し込み者がおりま

せんでした。そのため大きく医薬材料費ワクチン代の減額になってます。同じく

１３節委託料も子宮がん健診等はじめ、実績に応じて減額しております。同じく

２０節も実績に応じましてインフルエンザの補助金を減額しております。３目健

康増進事業費です。１３節委託料。これも健診実績に応じまして減額しておりま

す。それから２３節は返還金が出ておりますので予算を上げさせてもらってます。

それから５目母子保健費。これも１３節委託料、妊婦健診の実績に応じまして減

額しております。２０節扶助費。これは子ども医療費ですが、３月までの予想で

若干不足する見込みになりましたので上げさせていただいております。以上です。 

○委員長（後藤三治君） はい。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 質疑なしということで、続いて討論を行います。討論はあ
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りませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 討論なしということで、これから本案について採決します。

議案第１９号、平成２５年度高森町一般会計補正予算については、原案のとおり

可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

次に議案第２０号、平成２５年度高森町国民健康保険特別会計補正予算につい

て議題とします。 

健康推進課の説明を求めます。 

○国民健康保険係長（高崎康誌君） 健康保険係、高崎です。 

平成２５年度高森町国民健康保険特別会計補正予算についてご説明申し上げま

す。 

今回の補正は歳入歳出それぞれ１５１万８,０００円を追加し、予算の増額をそ

れぞれ１１億５,６４５万７,０００円とするものです。詳しくご説明申し上げま

す。 

歳入について説明いたします。 

７ページをお開きください。 

まず歳入の諸収入の４雑入ですが、１目一般被保険者財産者納付金。これは財

産者の過失による交通事故とか犬に噛まれたとかいうものの納付金が現年度の分

を８９万７,０００円を実績に応じて増額しております。３目一般被保険者返納金

と５目雑入につきましては、社会保険に切り替わっておりましたが手続きされな

いまま国民健康保険の保険証を使って医療機関にかかられた方がいらっしゃった

もののために、この分についての返納を受けたとか返してもらった分を歳入とし

て実績としてそれぞれ増額で計上させていただいております。 

次に歳出のほうに移ります。 

８ページをお願いします。 

まず２款保険給付費、１目の療養費の１目一般被保険者療養給付金。これにつ

きましては今の歳出状況からして不足が生じる恐れが発生しましたので、今回４,

５００万円の増額補正としております。２目退職者被保険者療養給付金につきま

しては、今の歳出状況からして５００万円ほど減額と、２項高額療養費の２目退

職被保険者等高額療養費と４項出産育児諸費の１目出産育児一時金につきまして

は、現在の歳出状況からしてそれぞれ６００万円と３７８万円を減としました。
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６款の共同事業拠出金の１目共同事業医療費拠出金につきましては、また不足が

生じる恐れがありましたので１００万円増額という形にしております。 

次に９ページですが、保険財政共同安定化事業費の拠出金につきましても不足

する恐れがありますので１５０万円増額しております。あと残りの７保険事業費

のほうの特定健康診査等事業費につきまして実績に応じて２４９万円減額してお

ります。あと１１の予備費につきましては不足する分を予備費から予算をまわし

たような形で補正計上させていただいております。以上です。 

○委員長（後藤三治君） はい。これから質疑を行います。質疑はありませんか。は

い、どうぞ。 

○委員（三森義高君） ９番、三森です。 

８ページの３の歳出ですが、一般被保険者の療養給付費の特に補正４,５００万

円。これの中身はどういうものだったのか。 

○国民健康保険係長（高崎康誌君） 健康保険係、高崎です。 

一般被保険者の療養費といいますか、ここが一般被保険者と退職被保険があり

ますが、その一般の方に被保険者にかかる医療費が毎月国保連合会のほうから月

締めでこれだけかかりましたということで請求が挙がってきます。毎月に大体４,

０００万円から５,０００万円ぐらいの支出があるんですが、今年度はちょっとい

つもよりもですね、歳出が多くなっておりまして、４,５００万円ほどこのままで

は不足するのではないかというのが出てきましたので補正したものです。以上で

す。 

○委員（三森義高君） 三森です。 

その４,５００万円が増えるという中身についてね、どういう症状が出てきたの

か、要するに内容ですたいね。 

○国民健康保険係長（高崎康誌君） 健康保険係、高崎です。 

内容につきましてはですね、白血病あたりのですね、治療あたりとかが出てき

てらっしゃったみたいで、それが数千万円ほど一気に増になったということと、

あとは脳溢血とか脳疾患あたりがあったりするとですね、１,０００万円単位で医

療費がかかります。これが今回まとめてちょっと何点かきたもので、今年度はえ

らく歳出が増えたというのが原因だと考えております。以上です。 

○委員長（後藤三治君） ほかになにかございませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） これで質疑を終わります。続いて討論を行います。討論は

ありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（後藤三治君） 討論なしということで、これから本案について採決します。

議案第２０号、平成２５年度高森町国民健康保険特別会計補正予算については、

原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

次に議案第２１号、平成２５年度高森町介護保険特別会計補正予算についてを

議題とします。 

健康推進課の説明を求めます。 

○介護保険係長（馬原恵介君） 介護保険係の馬原でございます。 

では説明をさせていただきます。今回の補正ですね、歳入歳出それぞれ２,７０

５万１,０００円を追加いたしまして、８億６,１１８万６,０００円とするもので

ございます。主なものについてご説明をさせていただきます。 

歳出のほうですね。 

まず４ページを開けていただいて。 

債務負担行為の補正でございます。これは平成２６年度分の契約につきまして、

平成２６年の４月１日からですね、予算を執行する関係で今回債務負担行為の補

正とさせていただいております。この６つの事業につきましては４月１日から３

月３１日までですね、ずっと継続して行っています関係で今回上げさせていただ

いております。 

続きまして７ページでございます。 

歳入になります。 

金額の大きい主なものだけ説明させていただきます。 

まず１款の保険料ですね、１目の第１号被保険者保険料になります。これは保

険料のですね、課税見込み額が若干増えることに伴いですね、現年分の保険料額

を１５４万５,０００円増やさせていただいております。それから３款の国庫支出

金ですね。１目の介護給付費負担金、１節の現年分になります。これも介護給付

費の国庫負担金がですね、変更見込み額によります増額、２,２８６万５,０００

円でございます。同じく３款の国庫支出金ですね、１目の調整交付金になります。

現年度分です。これにつきましても見込み額に対しまして予算額が７６０万円の

上昇を見込みまして補正を行わさせていただいております。それから４目の事業

費補助金ですね、１１万円。これは先ほど一般会計のときにご説明申し上げまし

たが、本年度中にですね、システム改修を行います補助事業の関係で１１万円の

国からの補助金額でございます。 
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８ページをお願いたします。 

４款の支払基金交付金になります。介護給付費交付金。現年度分ですね。マイ

ナスの１,１３７万３,０００円。これも変更決定の見込みに伴いますマイナスの

補正でございます。それから５款の県支出金、１目の介護保険給付費でございま

す。現年度分４１０万８,０００円。これも同じように変更決定見込みに伴います

増額でございます。 

それから９ページ、繰入金です。介護給付費繰入金ということで、これは先ほ

ど一般会計のときにご説明申し上げました介護給付費の町負担分の増額でござい

ます。内容といたしましては施設分、それからその他分ですね、その分が１７４

万２,０００円の合計いたしまして増額になります。それから４目のその他一般会

計繰入金ということで１１万１,０００円です。これも先ほどご説明いたしました

けども、これは補助金の補助事業に対する補助増額分になります。 

続きまして１０ページをお願いいたします。 

歳出のほうに入ってまいります。 

１款の総務費、１目の一般管理費です。委託料２２万１,０００円。介護報酬改

定に伴います改修事業委託料になります。これはＲＫＫコンピューターサービス

さんとの契約の予定になっております。２２万５００円に事業費になっておりま

す。それからそれ以降につきましてはですね、給付費の増になっております。保

険給付費の介護サービス等諸費、それから１１ページ介護予防サービス等諸費で

すね。 

続きまして１２ページ、審査費支払手数料、２款の保険給付費ですね。それか

ら特定入所者介護サービス等諸費。ここまでが給付費になっております。トータ

ルといたしまして１,３９４万２,０００円の増になっております。 

それから１３ページをお願いいたします。 

地域支援事業費です。１目の介護予防等事業費ですね。委託料マイナス２５万

円です。一応これもですね、介護予防事業ということで介護保険に該当しない方

の予防教室を行う予定でしたが、そういった方々が介護の認定を受けられました

関係でマイナスの補正となっております。それからその下の地域支援事業費ので

すね、１目の包括的支援等事業費です。委託料ですね、各種委託料ということで

３０万円上げさせてます。この内容といたしましては、外出支援事業ですね、そ

れから国保連合会に入ります委託料、それの見込みで３０万円の増となっており

ます。扶助費につきましては、寝たきり老人等の介護手当ということで今給付を

行っておりますが、給付というか扶助費でお支払いをしております。対象者がで

すね、お亡くなりになったり施設入所に入ったりされたりということでマイナス



 － 3 0 － 

３０万円になっております。それから一番下の予備費ですね、１,３１３万９,０

００円入れさせていただきます。以上で説明を終わります。 

○委員長（後藤三治君） はい。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 質疑なしということで、これから討論を行います。討論は

ありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 討論なしということで、これから本案について採決します。

議案第２１号、平成２５年度高森町介護保険特別会計補正予算については、原案

のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

お諮りします。ちょっとはようございますが、ここでですね、午前中を終了し

て午後１時から再開したいと思いますがよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） それでは一時休憩したいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５５分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（後藤三治君） それでは委員会を再開いたします。 

議案第２４号、平成２６年度高森町一般会計予算についてを議題とします。 

健康推進課の説明を求めます。 

○介護保険係長（馬原恵介君） 介護保険係の馬原でございます。 

歳入のほうからご説明させていただきます。 

１６ページをお願いします。 

主なものを説明させていただきます。 

１２款分担金負担金、３目の民生費負担金ですね。１節の老人福祉負担金。現

年分ということで２７０万円。これにつきましては湯の里荘老人ホームですね、

ここに入所されている方についての負担金になります。 

○健康推進係長（野中裕美子君） 健康推進係、野中です。 

同じく１６ページ、４目の衛生費負担金です。第２節の健康増進事業健康診査

負担金ということで、昨年の実績と増進計画の中で受診率の向上というもの目指
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してますので、その目標に応じて人員を計算し予算を２５３万円計上させていた

だきました。 

１７ページですね。３節健康診査負担金。これも同じく昨年の実績及び目標率

を上げまして人員を計算し、１３６万５,０００円計上させていただきました。主

に以上です。 

○国民健康保険係長（高崎康誌君） 健康保険係、高崎です。 

２０ページをお願いします。 

国庫支出金の４節保険基盤安定負担金。３２２万１,０００円計上しています。

これは一般会計で後で説明申し上げますが、保険基盤安定負担金の支援分につき

まして半額が国からの負担金として交付されるということで計上しています。６

節の老人医療給付費負担金ですが、こちらは廃止しました老人医療についての負

担金が入ってくる可能性がありますので、このへんは計上させていただいており

ます。 

続きまして２３ページをお願いします。 

款５の県支出金ですが、２節保険基盤安定負担金につきまして、これにつきま

してまたこれも歳出のほうで出ますが、全部総額５,１４７万５,０００円。内訳

としまして国保分の軽減基準額負担金額として３,１２８万８,０００円の４分の

３、支援分として６４４万円、先ほどありました分の４分の１と後期高齢者の保

険分の負担金として３,４７５万９,０００円の４分の３を計上しております。 

○介護保険係長（馬原恵介君） 介護保険係の馬原でございます。 

続きまして２６ページをお願いいたします。 

これは県支出金の民生費補助金になります。６節です。在宅老人福祉補助金と

いうことで、これは町のほうから老人クラブ連合会に対しまして活動助成事業を

行っております。その３分の２が県補助金となっております。５１万２,０００円

計上しております。 

○健康推進係長（野中裕美子君） 健康推進係、野中です。 

同じく２６ページ、４目の衛生費県補助金です。 

すいません、２７ページ第２節の乳幼児医療費補助金。これは県のほうから４

歳未満の医療費に対しての補助が出ております。２分の１で９９万１,０００円。

３節の健康増進事業費等補助金。これも各種健診に対しまして３分の２の補助、

９０万７,０００円を計上しております。歳入は以上です。 

○介護保険係長（馬原恵介君） 介護保険係の馬原でございます。 

続きまして歳出のほうに入ります。 

６７ページをお願いいたします。 
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３款の民生費です。４目の老人福祉費になります。 

歳出の主なものだけ説明させていただきます。 

６８ページお願いいたします。 

役務費です。１７万８,０００円になります。その内訳といたしましては、緊急

電話設置手数料ということで、これは電話を設置する会社のほうに支払っており

ます。それから成年後見人申し立てにかかる収入印紙及び切手代並びに医師の診

断書及び精神鑑定手数料ということで、成年後見人制度というものがございまし

て、これは認知症等になってですね、自分で意思能力、意思の判断ができない場

合について後見人を申し立てするんですけど、これが収入が低い方とか身内がい

ない方については町の申し立てができるようになっておりますのでその分の費用

です。金額的にはさほど高くございませんが一応２件分、１万４,７００円と９万

５,０００円上げさせていただいております。続きまして１３節の委託料でござい

ます。この中でですね、緊急電話点検委託料ということで、今現在緊急電話の通

話装置をですね、約７５台ほど住民の方に設置しております。約３分の１ずつで

すね、３年間かけて点検をしております。この３分の１ということで２５台分に

なります。それからその下のほうで外出支援サービス、デイサービスですね。こ

れについては先ほど補正のほうでも説明いたしましたが、一人暮らしのお年寄り

の方、もしくはまだ介護保険の制度にのってない方についてですね、外出支援

サービス、デイサービスのほうを提供しております。これは６７万２,００００円

と７４万５,２００円になっております。同じく１９節負担金補助及び交付金にな

ります。養護老人ホーム湯の里荘負担金ということで、先ほどの歳入のほうで入

所者負担金がありました。それにプラスして町のほうから湯の里荘に対しまして

施設利用者に対する負担金ということで、５９３万２,０００円計上させていただ

いております。それから同じくその節の中で老人クラブ連合会助成金及びそれに

付随しますものが、７２万９,４２０円。それから健康づくりとして１２万３,０

００円。スポーツ大会助成金２１万４,０００円、ということでやっております。

その下の社会福祉法人施設整備助成金ということで、これにつきましては社会福

祉法人に対しては助成制度がございます。来年度ですね、梅香苑さんのほうが社

会福祉法人のほうで施設の一部整備を行いたいという申し出がありまして、一応

その２分の１の１２３万円を負担金補助及び交付金として上げております。それ

から扶助費につきましては湯の里荘及び施設入所者に対する負担金分で合計しま

して３,３１０万７,０００円になっております。続きまして５目です、介護保険

事業費になります。２８節の繰出し金になります。これは特別会計のほうでまた

詳しく説明しますけれど、特別会計の事業費のうちですね、負担割がございまし
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て、そのうちの町負担分につきまして上げさせていただいております。事務費そ

れから介護給付費、介護予防事業負担金、それから包括的支援事業ということで

す。それからその下に第６期介護保険事業計画高齢者福祉計画策定業務というこ

とで、平成２６年度ですね、第６期の計画を策定し、平成２７年、平成２８年、

平成２９年の３年間の介護保険計画を策定する必要があります。その分の業務料

といたしまして１５０万円、これも繰出金として上げさせていただいております。

合計の１億１,５４３万４,０００円です。 

○国民健康保険係長（高崎康誌君） 健康保険係、高崎です。 

７０ページをお願いします。 

民生費の７目、後期高齢者医療事業費につきまして、これは熊本県後期高齢者

医療広域連合会に対する負担金ですが、まず一般会計分として１６４万円、特別

会計分として３３６万８,０００円。あと医療にかかる療養給付費分の負担金とし

て９,２３３万３,０００円を計上しております。あと２８節の繰出し金ですが、

これは一般会計から後期高齢者特別会計のほうに繰出す分です。事務費関係が１

１８万円と保険基盤安定繰出し金として３,４７５万９,０００円を計上しており

ます。続きまして８目の国民健康保険の事業費です。給与職員並び職員手当と共

済費を担当の給与分のほうをそれぞれ計上しております。 

７１ページに移っていただいて２８節繰出し金です。保険基盤安定繰出し金と

して先ほど歳入でありましたが、まずこれは保険料についていろいろ所得に応じ

て軽減措置がされておりますが、これについて一般会計からその分の補填という

ことで医療費分が３,１７２万９,０００円。あと保険者の後期高齢と介護の支援

分ですね。６４４万２,０００円を計上しております。続きまして出産一時金の繰

出し金ですが、出産一時金として一人当たり４２万円交付することになっており

ますが、支給するようになってますが、これについて３分の２は一般会計から繰

出していただいておりますので５６０万円計上しています。あと国保の財政安定

化支援事業の繰出金として、法廷に定めますところの繰出して１,７００万円。あ

と平成２５年度は法定外として２,５００万円ほど計上を繰出しをお願いしていま

したが、平成２６年度当初ではその分の計上はしないということでしております。

以上です。 

○健康推進係長（野中裕美子君） 健康推進係、野中です。 

７９ページお願いいたします。 

４款衛生費、１目の保険衛生総務費です。 

主なものを説明させていただきます。 

１３節委託料、これは健康診査に関する委託料です。昨年の実績分と目標に応
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じて人員を計上して５３９万９,０００円計上しております。それから１９節負担

金補助金及び交付金は、阿蘇広域行政組合負担金をはじめ、１億６,８３５万８,

０００円を計上しております。 

続きまして８１ページ、２目の予防費です。１１節医薬材料費としてワクチン

代です。２８０万１,０００円計上いたしております。１３節委託料。これも予防

接種の町内及び町外広域の委託になります。１,７２６万４,０００円計上してお

ります。 

それから８２ページ、２０節扶助費です。インフルエンザに対する助成金を５

２万円計上しております。３目健康増進事業費です。１１節需用費消耗品等に健

康教室の材料台とかフッ素フッ化物利用に関する消耗品等を計上しております。 

それから８３ページ、１３節委託料です。これも各種健診の委託をしておりま

す。昨年の実績及び目標率から人員を算出して、１,０８５万８,０００円計上さ

えていただいております。 

８４ページ、５目の母子保健費です。これは８５ページにいきまして委託料と

して妊婦健診の委託４５人分、４５５万４,０００円を計上しております。２０節

扶助費、子ども医療助成金で、昨年ちょっと不足気味でしたので、１,５１９万２,

０００円計上しております。歳出は以上になります。 

○委員長（後藤三治君） はい。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 質疑なしということでございますので、討論を行います。

討論はありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 討論なしということで、これから本案について採決します。

議案第２４号、平成２６年度高森町一般会計予算については、原案のとおり可決

することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

次に議案第２５号、平成２６年度高森町国民健康保険特別会計予算について議

題とします。 

健康推進課の説明を求めます。 

○国民健康保険係長（高崎康誌君） 健康保険係、高崎です。 

平成２６年度高森町国民健康保険特別会計予算の説明を申し上げます。 

今回の特別会計予算では、歳入歳出総額で１１億３,００１万９,０００円を計
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上させていただいております。 

主なものについて説明させていただきます。 

まず歳入です。８ページからお願いします。 

まず一般被保険者国民健康保険税及び、２目の退職被保険者国民健康保険税に

つきまして、年々国民保険の被保険者数が減少していることもありまして、今年

度は昨年度に比べて７１万６,０００円の減を見込みで計上させていただいており

ます。 

続きまして９ページになります。 

４款国庫支出金につきましては例年の実績を鑑みまして、それに応じてそれぞ

れの額を計上させていただいております。 

１０ページに移りまして、５目の国民健康保険調整交付金ですが、これにつき

ましては平成２６年度から特定検診ですね、それとあと特定保健指導という形で

それぞれ地方で従事していただく職員を今回平成２６年度から雇用するような形

を考えております。これについては１００％県からの補助があるということで、

その分の上限額４００万円を計上させていただいております。５款療養給付費等

交付金、６款前期高齢者交付金、あと７款県支出金なりは前年度の実績に応じて

それぞれの額を計上させていただいております。 

１１ページのですね、８款共同事業交付金これにつきましては熊本県国民健康

保険連合会からの提示がありました交付金額を計上しております。次に１０款の

繰入金につきましては、先ほど一般会計からの繰入として計上しておりました保

険基盤安定繰入金と出産一時金繰入金、財政安定化支援の繰入金を計上させてい

ただいております。 

あとすいません、１２ページの基金繰入金ですが、これにつきましては議案の

１２でありました高森町国民健康保険高額療養費支払基金の貸付基金条例の改正

に伴い、５００万円の基金を１００万円に減額し、その残り４００万円につきま

してはこちらのほうで繰り入れるということで４００万円を計上させていただい

ております。繰越等につきましては、１１款の繰越金につきましては、例年５,０

００万円程度の繰越金が発生しますが、前年度会計からのですね、それ分につき

まして今回はちょっと不足分につきましてはこれがありますので、こちらの繰越

金のほうで調整させていただきます。大体これぐらいの繰越金はということで見

込んで上げております。 

続きまして歳出です。 

１４ページをご覧ください。 

一般管理費としてそれぞれ例年計上させていただいておりますが、１３節の委
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託料につきましては、今回財政調整交付金用のコンピューターシステムがですね、

ちょっと改修がありまして、それにつきまして委託料の中で９９万９,０００円ほ

どを上げておりますので一般管理費として１００万円ほど歳出の額は増となって

おります。２の負担金として、これは熊本県国民健康保険連合会の組合員として

の負担金として７５万円計上しております。 

１５ページの２款保険給付費につきましては、これにつきましては過年度の実

績からそれぞれ７２０万円ほど一般被保険者の療養費ですか、これについて増額

で計上させていただいております。 

次ちょっと飛びまして１９ページの７款保険事業費ですが、この中に特定健康

診査の事業費の中の１３節委託料につきまして、これにつきましては例年特定検

診ということで健診料、これを計上しておりますが、平成２６年度からちょっと

問題がある方についてはですね、頚部エコーの健診を追加でしてもらうというこ

とでですね、その分について計上させていただいております。 

２０ページに飛びまして７款保険事業費の１９節負担金補助及び交付金の７５

万５,０００円とありますが、これにつきましては例年スポーツ大会のやってらっ

しゃる地域のスポーツ大会に対して、国保世帯につき１件３００円のほうの助成

をしておりまして、それが１５万５,０００円ほど計上しておりますが、これとは

別に平成２４年度で廃止されましたあんま、針、灸、の助成ですね、ついてをで

すね、また復活させようということで国民健康保険の被保険者を対象として６０

万円追加で上げさせていただいております。大体主なものは以上です。 

○委員長（後藤三治君） はい。これから質疑を行います。質疑はございませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 私のほうからお尋ねします。 

１０ページの国民健康保険調整交付金で先ほど４００万円ですね、説明があり

ました。もう一回詳しく説明していただけますか。 

○国民健康保険係長（高崎康誌君） 健康保険係、高崎です。 

これにつきましてはすいません、歳出のほうでも説明するのを飛び抜かしてし

まいました。特定検診を毎年やっておりまして７月ぐらいにですね、それとその

あと要指導の方については特定保健指導という形で保健指導するようになってお

ります。これも国の指針がありましてそれぞれ特定健診の受診率を６０％と保健

指導を４５％を目標として推進せよという指導があっております。それを目指す

ためにですね、平成２６年度から管理栄養士なりの職員をですね、非常勤職員と

して雇用しましてそういった指導員をやってもらおうかということでしたんです

が、それについての人件費について補助が上限４００万円でつくというあれがあ
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りましたので、その分を平成２６年度からするつもりで４００万円を計上させて

いただいております。すいませんそれらについての人件費のことを言うのを

ちょっと忘れておりました。すいません歳出のほうになりますが、１９ページの

７保険事業費の賃金のとこにこちらのほうで賃金なり共済費なりを計上させてい

ただいております。賃金がそのまま人件費ですね、要は。人件費がそのまま補助

対象として交付されているということになっております。 

○委員長（後藤三治君） これは１名ですか。 

○国民健康保険係長（高崎康誌君） あと臨時職員を１名と管理栄養士を１名。あと

健診の事務係あたりでまた２名程、１ヶ月ほどですけど雇用する分もこれに含ま

れております。以上計上させていただいております。以上です。 

○委員長（後藤三治君） はい、どうぞ。 

○健康推進課課長（村上源喜君） 健康推進課課長の村上です。 

補足いたしますと、先ほどの健康保険係長から申し上げました管理栄養士につ

きましては、５年前ですね、特定検診が始まりました時点から管理栄養士じゃな

いとできない項目や指導等もですね、そういうのがありますので今の栄養士が頑

張って管理栄養士の免許を取るように努力はしておりますが、今取れておりませ

ん。またはっぱかけておりますけども、その間こういう１００％の補助があると

いうことで平成２６年度からですね、特定健診の指導のほうにですね、管理栄養

士を導入して健康推進のほうに向かうということで今回計上しております。以上

です。 

○委員長（後藤三治君） 管理栄養士の方は１年間とおしてということですか。 

○国民健康保険係長（高崎康誌君） 健康保険係、高崎です。 

一応４月になりまして募集をかけてですから、４月途中からの雇用で３月末ま

でを予定しております。 

○委員長（後藤三治君） 平成２７年度は。 

○国民健康保険係長（高崎康誌君） 平成２７年度はまた同様になるかどうなるかは

補助がこういう形でつけば、今後こういう形で続けていきたいと考えております。 

○委員長（後藤三治君） さしより平成２６年度だけの試みですね。 

○国民健康保険係長（高崎康誌君） そうです、はい。 

○健康推進課課長（村上源喜君） 健康推進課課長の村上です。 

一応県のほうとしてはですね、予算のほうも大体毎年度あるというという話は

聞いておりますし、そういったちょっとあやふやなところでも困りますので、今

の保健士にですね、とにかく頑張って管理栄養士の免許を取ってということで、

こういうふらふらした業務内容にならないようにですね、今後ともそのへんにつ
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いては指導していきたいと思います。 

○委員長（後藤三治君） それからもう１点ですね、２０ページ。今回このあと後期

高齢者でも出てきますが、あんま、針、灸の助成ですね。これは前の常任委員会

の中でも委員の中から質問がありまして、町民の中でそういう要望がある方がい

らっしゃるがどうされますかという問いの中では、一度廃止したものだからもう

しないというような記憶を私は持っているのですが、どういった経緯で、これは

良いことなんですけども、どういった経緯で復活されたのかもう少し詳しくお願

いしたいと思います。 

○健康推進課課長（村上源喜君） 健康推進課課長の村上です。 

これにつきましてはですね、昨年業界ですか、赤峰さんとですね、それと南阿

蘇村の針灸の方がお見えになりまして、資料をうちらのほうも調べたんですが、

やはり灸といいますか今の阿蘇郡でもやってないのは高森町だけが復活してない

と。あと一回廃止したんですけども、みんな復活しております。それと議会のほ

うにもですね、そういった要望が寄せられているというような話も聞きましたし、

町長としてもそれだけの要望があってなおかつ近隣町村でも実施していることで

あれば、予算の範囲内でできるだけやろうではないかということが今回の予算を

計上させていただいた理由です。そういうことでですね、今一世帯当たりとか一

人当たりとかいう見方がありましたけども、今回についてはですね、世帯にする

と世帯の人数も全然違いますし、ですから一人今の計画としては年間１２枚。聞

きましたところ大体４,０００円から５,０００円ぐらいがあんまのほうの料金だ

ということですので、１,０００円の補助ですけども残りの３,０００円、４,００

０円はやはり個人負担だろうと、そうそうはですね、行けないでしょうというこ

とで後で後期高齢も出ますけども、両方合わせて９９万円なりの予算になってお

ります。またこれにですね、最初は町の国民健康保険以外の方にもどうかという

ことでも考えましたけれども、まずは国保の被保険者の方を対象に状況を見てそ

れでよければですね、また予算の許す限り福祉といいますか、それも含めてです

ね検討し直そうと。それと後期高齢についてはこれはもう社保とか国保とかござ

いませんので、これは全住民の方が対象になります。ただ７４歳までの方ですね、

それについては国保世帯が対象だということで考えています。それでいっぺんに

一人１２枚貰えるかということで持っていってもらうと、使わなくても一応出た

形になりますので、一回交付する枚数を２枚ぐらいではどうだろうかということ

で今要綱のほうをですね、係長のほうが準備しているところです。これにつきま

しても実際実施することになりましたら、県の交付要綱あたりを整備しなくては

いけませんので、準備は進めておりますが周知期間も合わせてやはり４月からは
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ちょっと無理だろうということで、早くて５月にはですね、どうにかこぎつけた

いというような気持ちは持っております。というのが今の状況です。 

○委員長（後藤三治君） 今私も前のいきさつを思い出したのですが、たぶん前の質

問のときにはですね、今の健康保険の財政事情が非常に厳しい中でやはりこれを

支給するとさらに健康保険税にも伴うことから廃止したと。今後はちょっと無理

だろうということだったけれど、そういう状況で住民にとっては非常にありがた

いことだなと思いますけどもですね。この実施にあたってはやはり待っておられ

る方がいらっしゃいますので、十分な周知をしていただきたいなと、よろしくお

願いしたいと思います。 

私から以上ですが、ほかになにかありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 質疑なしということで、続いて討論を行います。討論はあ

りませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 討論なしということで、これから本案について採決します。

議案第２５号、平成２６年度高森町国民健康保険特別会計予算については、原案

のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

次に議案第２６号、平成２６年度高森町後期高齢者医療特別会計予算について

を議題とします。 

健康推進課の説明を求めます。 

○国民健康保険係長（高崎康誌君） 健康保険係、高崎です。 

平成２６年度高森町後期高齢者医療特別会計予算の説明を申し上げます。 

平成２６年度の後期高齢者医療特別会計の予算は歳入歳出総額で９,３５９万６,

０００円を計上しております。 

歳入の主なものについて説明いたします。 

６ページをお願いします。 

まず１款の後期高齢者医療保険料につきましては、熊本県後期高齢者医療広域

連合が試算しました保険料額を計上させていただいております。３款の繰入金に

つきましては、先ほど一般会計で説明しましたが一般会計の繰入金として３,５９

３万９,０００円を計上させていただいております。 

次に７ページですが、５款の４項受託事業収入につきまして、後期高齢者医療
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広域連合から受託を受けまして後期高齢者に対する健康診断にかかる事業費につ

いての分についてを交付されますので、その分の額を３７２万８,０００円計上さ

せていただいております。歳入は以上です。 

次に歳出につきまして説明申し上げます。 

８ページをお願いします。 

２款後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、これにつきましてまず１

９節ですね、後期高齢者医療広域連合に対するうちの医療費としての分について

の納付金で８,８０２万５,０００円提示がありましたので、その分計上させてい

ただいております。 

次に９ページ、保険事業費にあります、１目健康診査費につきましては、これ

につきましては先ほど言いました健診等にかかる事業費ですね、そのほうを計上

させていただいております。２目保険事業費は３９万６,０００円は先ほどの話に

ありました針、あんま、灸に関する助成金として一回当たり１,０００円の１２回

の３３名分、３９万６,０００円をこの分に計上させていただいております。以上

です。 

○委員長（後藤三治君） はい。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 質疑なしということで、討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 討論なしということで、これから本案について採決します。

議案第２６号、平成２６年度高森町後期高齢者医療特別会計に予算ついては、原

案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定いたしました。 

次に議案第２７号、平成２６年度高森町介護保険特別会計に予算についてを議

題とします。 

健康推進課の説明を求めます。 

○介護保険係長（馬原恵介君） 介護保険係の馬原でございます。 

介護保険特別会計予算書に基づきましてご説明をさせていただきます。 

今回の予算はですね、８億４,９４８万６,０００円歳入歳出になっております。

前年度と比較しますと２,３０６万円の伸びになっておりまして、そのうち２,０

７４万円につきましては給付費ということで、ほとんど給付費の伸びに伴います
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予算額となっております。では歳入歳出をご説明いたします。 

７ページをお願いいたします。 

１款の保険料です。これにつきましては第１号被保険者保険のですね、課税見

込み額に対します収納率に基づきます収納分でございます。１億１,８２０万円計

上させていただいております。それから２節の滞納繰越分ですね。滞納繰越見込

み額といたしまして、現在約４８０万円程度滞納繰越が残っております。現年度

分が約５０万円ほど繰越になるであろうという見込みでございまして、合計いた

しまして５３０万円。それに約１０％の収納率ということで５３万円上げさせて

いただいております。それから３款国庫支出金以降につきましては、給付費に伴

います各国、県支出基金の負担割になっております。国庫支出金といたしまして

は負担割の合計で１億４,８１６万３,０００円でございます。国庫支出金の中の

補助金につきましては７ページから８ページの最初のほうに書いてございます。

合計の８,９３１万６,０００円となっております。それから４款の支払基金交付

金につきましては、地域支援事業の一部も補助対象になっておりまして、合計い

たしまして２億３,９１２万７,０００円となっております。それから県支出金、

これは介護給付金に対してでございます。これが１億１,７６８万８,０００円。

それから県支出金補助金。これが地域支援事業に対する交付金でございまして、

合計の３７５万８,０００円。繰入金といたしましてはこれは一般会計からの繰入

でございます。合計で１億１,５４３万２,０００円ということで、これが事業費

の主なものでございます。続きまして歳出のほうでご説明させていただきたいと

思います。 

１０ページをお願いいたします。 

繰越金です。繰越金の保険給付繰越金ということで１,３０４万１,０００円で

す。これは今年度のですね、事業実績を見込みまして来年度繰越金の１,３００万

円ほど出そうだということで上げさせていただいております。 

続きまして歳出のほうを説明させていただきます。 

１１ページからになります。 

総務費の総務管理費、一般管理費になります。主な部分を説明させていただき

ます。 

１３節の委託料になります。これにつきましてはＮＴＴ及び連合会に対する委

託料になっております。それから一番下に書いております第６期介護保険事業計

画高齢者福祉計画策定業務委託料ということで１７１万６,０００円上げておりま

す。これは先ほどのですね、一般会計の歳出と若干金額が変わっておりますが、

当初印刷製本費だけをですね、委託する予定でございましたが、後のほうで事務
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費のほうも追加ということで金額が若干相違しております。 

それから次のページに入ります。１２ページになります。 

中段の総務費介護認定審査会議費ということで、これにつきましては介護認定

審査調査費ということで主治医意見書作成料及び介護調査委託料ということで、

国保連合会及び調査をいただいた機関への委託料として支払うことにしておりま

す。２目の介護認定審査会費につきましては、阿蘇広域認定審査会負担金という

ことで、介護の認定については阿蘇広域で行っております。それの町負担分が３

１８万２,０００円になっております。続きましてその下の１３ページの中段

ちょっとになります。総務費の計画運営委員会ですね。１目の計画運営委員会に

なります。これは先ほど説明いたしましたとおり、来年度につきましては計画運

営委員会によります第６期計画のですね、策定につきまして会議を何回か催しま

す。その部分の旅費及び需用費ということで予算を組ませていただいております。

それから中段以降につきましては給付費のほうになります。２款の保険給付費、

介護サービス等費、それから介護予防サービス等費ですね。１ページ開けていた

だきまして１４ページからが保険給付費のその他諸費。高額介護サービス等費、

それから４款の保健福祉事業費までにつきましては保険給付費になります。これ

の合計につきましてが８億１,８００万円合計になります。 

続きまして地域支援事業費になります。これが１５ページ中段でございます。

介護予防医療費です。ここにつきましては委託料ですね。社協委託総合介護予防

事業ということで、これは地域包括支援センターというのを役場内に高森の場合

は直営で行っております、そこに社協のほうから一人職員を派遣していただいて

おります。この分の委託料という予防事業ということで委託料で支払っておりま

す。それから介護予防教室です。これにつきましては介護の認定がある前につい

ての予防教室ですね。これを約６０万円ほど計画しております。そしてその下の

１目包括的支援事業費になります。報酬の４３２万８,０００円。これにつきまし

ては先ほど言いましたとおり、地域包括支援センターに職員を勤務させておりま

して、それが非常勤職員が２名、その分の４１４万８,０００円です。それから成

年後見人報酬ということで、一般会計のときにご説明を申し上げました成年後見

人の件ですね。これにつきまして町のほうで申し出をした場合、その方の報酬に

ついては裁判所が報酬額をいくらというふうに指定いたしまして、その分を町の

ほうで支払っております。その分が一応今１名いらっしゃいまして１万５,０００

円の１２回払い、１８万円の支払いです。 

それから１ページ開けまして１６ページになります。 

委託料になります。委託料につきましては食の自立支援事業ですね。これは社
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協のほうで配食をいただいております。調理につきましては高森寮及び梅香苑の

ほうで配食をいただいております。その分が配食が７２万円、調理分が１０８万

円ということで１８０万円計上させていただいております。 

続きまして１７ページです。 

諸支出金の１目、第１号被保険者保険料還付金ということで５０万円計上して

います。これは第１号被保険者のですね、過年度分の保険料の過納をですね、重

複、死亡等による還付金が発生した場合、過年度分につきましてはご本人さんが

納付いただいたお金では返すことができませんので、こちらが還付金として支払

うことにしております。以上説明終わります。 

○委員長（後藤三治君） はい。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 質疑なしということで、続いて討論を行います。討論はあ

りませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 討論なしということで、これから本案について採決します。

議案第２７号、平成２６年度高森町介護保険特別会計予算については、原案のと

おり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定いたしました。 

以上で健康推進課に関連する付託案件については終了いたしました。 

健康推進課の皆さん、お疲れでございました。お世話になりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１４時２０分 

再開 午後１４時３０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（後藤三治君） ただいまから文教厚生常任委員会を開会いたしますが、本

日高森町社会福祉協議会の岩下生人氏、渡辺真次氏から委員会の傍聴の申し出が

ありましたので、委員会条例第１７条の規定により、協議の結果傍聴を許可する

ことにいたしました。このことによりまして２名の傍聴を許可します。 

傍聴者の方に申し上げます。委員会開催中における私語発言等があった場合に

は退場していただきます。また録音機器の持ち込みは禁止いたします。携帯電話

につきましては電源をお切りいただきたいと思いますのでよろしくお願いいたし

ます。なお傍聴者の方は全て係り員の指示に従っていただきますようお願いいた
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します。 

それでは、本委員会に付託されました住民福祉課関連の議案第１９号、平成２

５年度高森町一般会計補正予算についてを議題にします。 

住民福祉課の説明を求めます。 

○住民福祉課長（橋本和則君） こんにちは。住民福祉課長の橋本です。 

それでは担当のほうから、最初のほうから順を追ってご説明を申し上げます。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係の岩下です。よろしくお願いします。 

１２ページをお願いします。 

まず福祉係のほうでは歳入予算としまして、１２款第２項の第３目民生費負担

金の第３節児童福祉負担金現年分ですけども、こちらは私立保育園の保育料の収

入分となっております。同じく同じページの１３款第１項第３目の第２節児童福

祉施設使用料現年分。こちらは公立保育園の保育料収入分となっておりますが、

こちらのほうは両方とも３月末までのですね、入所予定者も含めて保育料を試算

しました結果、これだけ減額するものとなりましたので減額をさせていただいて

おります。 

続きまして１３ページの１４款第１項第３目の障害福祉負担金がありますけど

も、こちら厚生医療の給付事業としまして２の国庫負担金ですね。同じく第２節

の児童福祉施設の負担金としまして、こちら保育所の運営費にかかる国庫の負担

金です。同じく第３節の児童手当負担金と第５節支援費負担金ですけども、これ

も全て実績見込みの数字からしましてですね、減額をさせていただいております。 

○住民係長（芹口孝直君） 住民係、芹口です。 

１３ページのほうをご覧ください。 

第１３款使用料手数料の第２項総務費手数料の２節臨時運行許可申請手数料及

び戸籍住民基本台帳手数料、印鑑証明手数料を減額補正させていただいておりま

す。以上です。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係の岩下です。 

続きまして１４ページの１４款第３項第３目の第１節国民年金事務取扱費委託

金ですけども、こちらは基礎年金の事務費でですね、今現在国民年金の年金ネッ

トという端末でですね、ノートパソコンを使用しておりますが、そのノートパソ

コンのＯＳといいますかシステムがですね、４月以降が使えなくなるものですか

ら、その機器の更新のための費用として計上しております。この分はこの１８万

４,０００円というのはノートパソコン１台分で全額国庫の負担があるということ

で計上しております。 

○住民係長（芹口孝直君） 住民係、芹口です。 
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同じページの第１４款３項総務費国庫委託金の中長期在留者住宅地届出等事務

委託費が７万１,０００円増額しております。これは国から決定通知が増額がきた

ためです。以上です。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係の岩下です。 

１５款第１項第３目の民生費負担金ですけども、こちらの第１節障害福祉費負

担金。更生医療給付の事業ですけども、こちらも先ほどと同じように国の負担金

と同じように年度末までの実績値の見込みから計算いたしまして減額をさせてい

ただいております。続きまして第３節の児童福祉費負担金ですけども、こちらは

保育所運営費ですね。国で定められた運営費を保育所に支払う必要があるんです

けども、県の負担金がですね、３００万円ほどの増の見込みがありますのでその

分と、あともう一つは保育士等の処遇改善臨時特例事業補助金というのが、これ

は国のほうの安心子ども基金という国事業で県が支給する事業なんですけども、

こちらも子ども入所児童の数がですね、増えたことによりまして増額されること

が見込まれましたので今回増額で計上させていただいております。 

１５ページをお願いします。 

同じく第４節児童手当負担金と支援費負担金ですけども、こちらも３月までの

年度末の実績見込みから減額をさせていただいております。同じく１５ページの

第１５款第１項第３目の第２節重度心身障害者医療給付補助金ですけども、こち

らも年度末までの見込みから減額をさせていただいております。第４節の多子世

帯保育料補助金ですけども、こちらは県の補助事業でありまして、第３子以降の

子どもさんの保育料を町で免除する費用の補助が県のほうでされますので、その

分の増額分をですね、ここに計上していただいております。全体で５４万円ほど

今年度は補助金として受ける予定です。第５節のひとり親家庭医療費補助金です

けども、こちらも年度末までの実績見込みからこれだけ２万３,０００円ほど増額

してくる予定ですので計上しております。 

１６ページをお願いします。 

同じく第７節の次世代育成支援対策交付金ですけども、こちらが延長保育の事

業がですね、１２月までの予算額からしますと２万８,０００円ほど減額する必要

がありますので減額しております。 

○住民福祉課長補佐（阿南一也君） 住民福祉課、阿南です。 

１８ページをお開きください。 

１５款県支出金３目のですね、民生費県委託金で１節のですね、人権啓発活動

事業委託金の１７万７,０００円の減額です。これは委託金確定によります減額補

正でございます。以上です。 
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続きまして２０ページをお開きください。 

２０款諸収入、貸付金元利収入につきましては、住宅新築資金貸付金元利収入

過年度等の確定に伴う減額補正でございます。以上です。 

○東保育園長（熊谷優子君） 東保育園、熊谷です。よろしくお願いいたします。２

０ページです。 

保育所職員給食利用料としてそれに補正をしております。６万円減額をしてお

ります。 

○住民福祉課長（橋本和則君） 以上が歳入です。続けて歳出のほうを各係長のほう

からお願いいたします。 

○住民係長（芹口孝直君） 住民係、芹口です。 

２６ページをお開きください。 

第２款３項の戸籍住民基本台帳費についてご説明します。１３節の委託料、８

万４,０００円減額、１４節の使用料及び賃借料、１５万８,０００円減額してお

りますが、こちらがリース契約の期間に１カ月ズレが生じたため、委託料、使用

料ともに一ヶ月ずつですね、減額をさせていただいております。以上です。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係、岩下です。 

２８ページをよろしくお願いします。 

第３款第１項第１目の社会福祉総務費ですけども、こちらの第８節報償費、第

１１節需用費、第２０節扶助費ですけども、こちらは戦没者追悼用線香セットと

か金婚、ダイアモンド式、あと敬老会にかかる地区の謝礼金とかの食糧費ですね。

あと敬老の祝い金、こちらのほうがもう確定して終わっておりますので余分な分

を減額して補正させていただいております。次の第２目障害福祉費ですけども、

こちらも実績に伴う減額ですけども、その中の第１３節の委託料の中の療養介護

医療費ですけども、こちらはちょっと見込みを立てましたところですね、８０万

円ほど足りないということが判明しましたので、この中では変えさせていただい

ております。総額では１２３万円の減額となっております。 

続きまして２９ページお願いします。 

同じく１３節の障害福祉費システム改修委託料ですけども、こちらは平成２６

年４月からのですね、障害福祉の制度改正用のシステムを改修する必要がありま

すので、今回の補正で計上させていただいております。１４万８,０００円となっ

ております。それ以降の１９節、２０節につきましては同じく年度末までの見込

みから減額をさせていただいております。 

○住民福祉課長補佐（阿南一也君） 住民福祉課、阿南です。 

２９ページ一番下の９目の同和対策費につきまして報償費については、不用額
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を落しております。 

続きまして３０ページをお開きください。 

需用費４９万４,０００円印刷製本費を落しておりますけども、これにつきまし

ては本年度にですね、人権基本計画の見直しをするとこでございましたけども、

５年程度ではですね、基本計画を見直す必要がないということでですね、支部と

も相談しました結果、今回はですね、印刷製本費を落としました。続きまして１

０目地域改善施設費並びに１１目男女共同参画推進費については不用額を落して

おります。以上です。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係、岩下です。 

同じく３０ページの第３款第２項第１目の児童福祉総務費ですけども、こちら

も不用額を減額させていただいておりますが、１１節の需用費につきましては、

今回旧信用組合の建物のところで行います子ども子育て支援拠点事業ですかね、

その施設の電気代をここに見込んでおります。１３節の委託料につきましては、

その施設の浄化槽の清掃を委託する必要がありますので、その費用を計上してお

ります。第２目の児童措置費につきましても、児童手当分の不用額を減額させて

いただいております。 

続きまして３１ページをお願いします。 

同じく第３目のひとり親家庭福祉費ですけども、２０節の補助費、こちらはひ

とり親家庭の医療費が３月までの見込みで１６万６,０００円ほど不足すると見込

まれますので、増額計上させていただいております。続きまして第４目の児童福

祉施設費ですけども、１３節の委託料こちらはですね、旭ヶ丘保育園のほうに高

森町の町民の方が広域入所という形で町を超えて入園されております。今年度途

中からですね、０歳児の方がお一人行かれましたので、その分の予算がちょっと

足りないということで１０５万９,９００円ほど増額させていただいております。

それと逆にですね、白水保育所のほうでは、当初から二人分見込んでおりました

が一人の方がですね、途中で転出されたり退園されたりしておりますので、その

分の減額をさせていただいております。総額では３２万９,０００円の増額となっ

ております。続きまして１９節の負担金補助及び交付金ですけども、こちらは高

森保育園の運営費補助金といたしまして、先ほど県の補助金のほうでありました

保育士の職務改善の補助金の分の増額分をここに計上しております。続きまして

２０節の扶助費につきましては、高森保育園に国の基準単価で支払う運営費につ

きましてですね、３月までの見込みで不足することが見込まれますのでその分を

増額させていただいております。以上です。 

○東保育園長（熊谷優子君） 高森東保育園、熊谷です。 
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６目の第１節報酬ですが、給食調理員従事員の報酬として１０万円減額してお

ります。それから１４節の使用料及び賃借料ですが、送迎タクシーの借り上げ料

として当初３ルートの予定をしておりましたが、実際は２ルートになってしまい

ましたので１５６万円の減額をしております。以上です。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係、岩下です。 

同じく３１ページの第３款第４項第１目の国民年金事務取扱費ですけども、こ

ちらの１８節の備品購入費、こちら先ほどの歳入のほうでも説明しましたとおり

年金ネット接続用ノートパソコンの購入代を計上しております。補助については

全額国庫負担となっております。以上です。 

○委員長（後藤三治君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。はい、ど

うぞ。 

○委員（立山広滋君） 立山です。 

３０ページの下から２段目かな、２５万円出産祝い金が減額されておりますけ

れども、平成２５年度本年度の出産祝い金の支払い状況をですね、実数金額等を

教えていただきたいと思います。 

○福祉係長（岩下雅広君） 平成２５年度の今日現在で見てみますと３４名の方にお

支払いをしております。総額で５２５万円となっております。ちなみにですね、

平成２４年度が３９名で４２５万円となっております。この数字から見まして第

２子、第３子以降の方の子どもさんの出産数が多くなっていることが分かります。 

○委員長（後藤三治君） ようございますか。ほかに質疑はございませんか。はい、

どうぞ。 

○委員（三森義高君） ９番、三森です。 

２８ページの款民生費の２目ですが、障害福祉費。これの８０万円増額で療養

介護医療費が増えておりますけれども、更生医療の減額分から流用されておりま

すので結果的には１２３万円の減額という形になっております。この療養介護医

療については中身についてはどういう形ですか。ちょっと教えて下さい。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係、岩下です。 

療養介護医療費というのはですね、ＡＬＳ患者とかですね、キンジストロ

フィー患者さん、あと重度心身障害者であって、障害程度区分がですね、５以上

の者ですね。その方のこれは医療にかかる部分をですね、９割給付している状況

です。残り１割につきましては原則自己負担となっております。その分の９割分

が年度末までの見込みを計算しましたところですね、８０万円ほど不足するとい

うことで今度増額補正をさせていただいております。 

○委員（三森義高君） ９番、三森です。 
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新たに増えられたということではないわけですね。あくまでも今までの方の対

象になったということですね。 

○福祉係長（岩下雅広君） そうです。 

○委員長（後藤三治君） ほかに質疑はございませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） ないということですございますが、私のほうから一つだけ

お聞きしたいと思います。 

せっかく保育園の園長先生お見えですので、２０ページの歳入の給食費ですね。

６万円減ですが、どなたか食べられなかったのか。 

○東保育園長（熊谷優子君） 東保育園、熊谷です。 

職員の異動なんですけど。当初は職員６名で予算を上げていたのですが、急遽

異動になりまして一人減になったんですよ、職員が。その分です。 

○委員長（後藤三治君） もう一つですね。タクシーの減額がなされてますよね。タ

クシーの契約は大体いつなんですか。 

○東保育園長（熊谷優子君） 契約は３月の終わりにしております。 

○委員長（後藤三治君） ３月とは今年の３月ですか。 

○東保育園長（熊谷優子君） これは平成２５年度時点で４月１日に契約はしていま

す。 

○委員長（後藤三治君） ですよね。ということはもうその時点で３路線から２路線

は分かってたということですよね。契約するわけですから。その間落とせば早め

に落とせたということですよね。 

○東保育園長（熊谷優子君） 途中ですね、子どもが通園していた子どもがよその園

に変わったりして、そこでまた変更があったんです。 

○委員長（後藤三治君） 分かりました。ほかになにか質疑はございませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） ほかに質疑ないということでございますので、続いて討論

を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 討論なしということで、これから本案について採決します。

議案第１９号、平成２５年度高森町一般会計補正予算については、原案のとおり

可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定いたしました。 
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次に、議案第２４号、平成２６年度高森町一般会計予算についてを議題としま

す。 

住民福祉課の説明を求めます。 

○住民福祉課長（橋本和則君） 住民福祉課長の橋本です。 

こちらは当初予算につきまして各担当係長より説明を申し上げます。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係、岩下です。 

１６ページをお願いします。 

１２款第２項第３目の民生費負担金の第３節児童福祉負担金現年分ですけども、

こちらは私立保育園の保育料の収入分となっております。高森保育園入所児童分

につきましては平成２５年度の実績見込みで出しておりまして、広域入所児童分

につきましては平成２６年度に入所予定をされている方の数で算出をしておりま

す。年齢とその人数によって額は変わってきます。続きまして第４節の児童福祉

費負担金の滞納繰越金ですけども、こちらは高森保育園に入所されている方の過

年度分の保育料を見込んで３５万円を計上しています。続きまして第５節の障害

福祉負担金ですけども、こちらは高森寮の相談支援事業ということで、高森寮で

はこの南郷谷の３カ町村分ですね、相談事業を受けておられまして、そこに各町

村から負担金として支払う必要がありますので、まず一回高森町のほうに南阿蘇

村と西原村の負担金を受けてもらって、そのあと高森町分を含めて高森寮にお支

払いするという形になっております。これは相談支援事業分と地域活動支援セン

ター分ということで、各町村から南阿蘇村と西原村のほうから負担金をいただい

ております。 

次の１７ページをお願いします。 

第１３款第１項第３目の第１節河原総合センター使用料ですけども、こちらは

河原総合センターにかかる使用料を計上しております。前年度と同じです。第２

節の児童福祉施設使用料現年分ですけども、こちらは公立保育園の保育料収入分

です。町立保育園入所児童分につきましては一応見込みで出しております。広域

入所児童分につきましては、現在高森東保育園に２名の方が今度予定されており

ますのでその方の分で計上しております。続きまして第３節の児童福祉施設使用

料滞納分ですけども、こちらは町立保育園の入所児童の保育料の過年度分です。

１万５,０００円となっております。以上です。 

○住民係長（芹口孝直君） 住民係、芹口です。 

１９ページをお開きください。 

第１３款２項２目の総務費手数料の第２節臨時運行許可申請手数料として２７

万円計上させていただいております。３節各種証明手数料。４８万円を計上させ
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ていただいております。４節戸籍住民基本台帳手数料に関しまして２５２万円を

計上させていただいております。続きまして５節印鑑証明手数料を６６万円計上

させていただいております。以上です。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係、岩下です。 

次の１４款第１項第３目の第１節障害福祉費負担金ですけども、更生医療給付

事業と育成医療給付事業ということで、国の負担金として２分の１の補助があり

ますのでこの分を計上しております。次の第２節の児童福祉費負担金では保育所

運営費の２分の１につきまして国のほうから負担があります。同じく保育士等処

遇改善臨時特例事業ですけども、こちらは平成２５年度は国の安心子ども基金か

ら金額な補助があっておりましたが、平成２６年度から国が４分の３、これはま

たあとから出てきますけども負担割合が変わってきます。町の負担も出てきます

のでこの分で一応計上しております。次の第３節の児童手当負担金ですけども、

こちらは年間の延べ人数ですね、各年齢ごとの利用者、非利用者ごとに分けて負

担割合が決まっておりますが、０歳から３歳未満の利用者の国負担としましては

４５分の３７、そのほかの負担割合につきましては６分の４となっております。 

２０ページをお願いします。 

第５節の支援費負担金。こちらも国の負担金としまして２分の１となっており

ますのでその分を計上しております。同じく第７節の臨時福祉給付金ですけども、

こちらは消費税増税によります臨時の経済対策としまして、この町民税均等割の

非課税対象者について一人につき１万円を支給するという給付金制度があります

のでその分の予算を計上しております。この臨時福祉給付金につきましては、先

ほどの町民税の均等割の非課税対象者が一人につき１万円ですけども、なおかつ

その中でも老齢基礎年金の受給者につきましては５,０００円を加算。それとあと

特別児童扶養手当の受給者につきましても５,０００円を加算。児童扶養手当の受

給者につきましても５,０００円を加算されますので、これらに該当する方は１万

５,０００円を受給を受けることになります。 

次の２１ページをお願いします。 

同じく第７節のこれ１行だけちょっと次のページにいっているんですけども、

事務費が一番上に書いてあると思います。これは臨時福祉給付金のシステム導入

にかかる費用を事務費として受け入れるようにここに計上しております。次の第

８節の子育て世帯臨時特例給付金ですけども、この子育て世帯臨時特例給付金と

いいますのは、児童手当の１月１日現在、平成２６年１月１日現在で児童手当を

受給している対象児童に対して一人につき１万円を給付されます。この８００人

というのは実はこの子育て世帯臨時特例給付金という制度の中にですね、公務員
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の児童手当受給者分もその児童が住所を有する市町村から支給することになって

おりますので、その分も見込んでこの８００人という数字を出しております。そ

の次も同じく事務費としてこのシステム導入費用を臨時福祉給付金の分と合わせ

て計上しております。同じく２１ページの１４款第２項第３節の民生費の国庫補

助金ですけども、第１節の障害福祉費補助金です。こちらは国の補助金としまし

て日用生活給付事業とか移動支援事業、あと地域活動支援センター機能強化事業

ということで２分の１の補助があるということでその分を計上しております。 

２３ページをお願いします。 

１４款第３項第３目の第１節国民年金事務取扱費委託金ですけども、こちらは

例年どおりの金額で計上しております。それから国民年金につきましてはですね、

平成２７年の４月から制度改正をされる予定がありまして、その分のシステム改

修費用として６７万６,０００円ほどかかりますので、その分をここに計上、国か

らの負担があるということで計上しております。次の第２節の特別児童扶養手当

事務委託金ですけども、これは７名分のですね、事務委託金としまして約１万円

を計上しております。 

○住民係長（芹口孝直君） 住民係、芹口です。 

同じページの第１４款３項２目の総務費国庫委託金、１節中長期在留者住居地

届出等事務委託費。こちら１４万６,０００円を前年度と同額で計上しております。

決定額はまた来年の３月に来る予定となっております。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係、岩下です。 

同じページの１５款第１項第３節の第１節障害福祉費負担金ですけども、これ

は更生医療と育成医療の給付事業につきまして県のほうから４分の１の負担があ

るということでその分を計上しております。第３節の児童福祉費負担金ですけど

も、こちらも保育所につきまして県の負担としまして４分の１ということで計上

しております。その次の保育士等処遇改善臨時特例事業につきましては、先ほど

国が４分の３に対しまして県は８分の１ということで平成２６年度から計上して

おりますので、町の負担につきましても８分の１ということになると思います。

次の第４節の児童手当負担金ですけども、こちらは県の負担としましては０歳か

ら３歳未満の被用者の子どもさんに対する児童手当で４５分の４、その他の年齢

の子どもさんに対しましては６分の１、次の２４ページのほうでは６分の１の負

担となっております。次の第５節の支援費負担金ですけども、こちらも障害福祉

サービス費と療養介護医療費、あと補装具給付事業につきまして県の負担金とし

て４分の１の負担があります。 

○住民係長（芹口孝直君） 住民係、芹口です。 
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２５ページをご覧ください。 

１５款２項２目の総務費県補助金について、第１節人口動態事務補助金を１万

６,０００円計上しております。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係、岩下です。 

同じ目の第６節、再生可能エネルギー等導入推進事業補助金ということで、こ

ちらは新築予定の色見保育園に太陽光発電蓄電池等のシステムを整備する事業と

しまして２,２３３万４,０００円の補助金を見込んでおりますのでその分を計上

しております。次の第３目民生費県補助金ですけども、第１節の社会福祉総務費

補助金。こちらは民生委員の活動費として補助を受けておるものでございます。

第２節の重度心身障害者医療費給付費補助金ですけども、こちらは総額に対しま

して２分の１の県の補助金があります。第３節の障害福祉費補助金ですけども、

こちらは日用生活用具給付事業、移動支援事業、地域活動支援センター機能強化

事業ということで、その費用に対しまして４分の１の県からの補助があります。 

２６ページをお願いします。 

同じ節のですね、中に日中一時支援事業と自動車運転免許取得・改造助成事業、

障害者住宅改造助成事業、手話奉仕員等研修事業があり、障害者住宅改造助成事

業以外はですね、４分の１の県の補助となっております。この障害者住宅改造助

成事業というのは、平成２５年度においては予算計上しておりませんでしたが、

平成２５年度中にですね、相談実績が１件あっておりますので出てくることを見

越して平成２６年度で予算計上させていただいております。第４節多子世帯保育

料補助金ですけども、これは前年度と同額です。第５節ひとり親家庭医療補助金

ですけども、こちらは県の補助で２分の１の補助があるということで計上してお

ります。第７節の次世代育成支援対策交付金ですけども、こちらは延長保育事業

ですね。それに対しまして３分の２の補助があるということでその分を計上して

おります。第８節の放課後子どもプラン推進事業費補助金ですけども、こちらも

現在高森幼稚園に委託して行っております放課後児童クラブの費用の３分の２が

補助がある予定です。 

○住民福祉課長補佐（阿南一也君） 住民福祉課、阿南です。 

３０ページをお開きください。 

１４款県支出金、３項３目民生費県委託金、１節の人権啓発活動事業委託金５

０万円です。これは人権啓発の委託金でですね、今年度の決算に伴いまして、１

５万円減額して５０万円を計上いたしております。以上です。 

続きまして３３ページをお開きください。 

２０款諸収入、貸付金元利収入です。２節の住宅新築資金貸付金元利金収入 
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５万円につきましては、現年度のですね方が１名いらっしゃいますので、その

分の方の見込み額を５万円で予算計上いたしております。３節の過年度収入金に

つきましては、一度９件の方がいらっしゃいます。そのうちの５％の見込で１２

０万円を予算計上いたしております。以上です。 

○東保育園長（熊谷優子君） 東保育園、熊谷です。 

雑入の第１節ですが、保育所職員給食利用料として色見保育園、東保育園合わ

せて７２万円になっております。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係、岩下です。 

３４ページをお願いします。 

同じく第１節の雑入ですけども、この中に公益財団法人地域社会振興財団長寿

社会づくりソフト事業交付金というのがありますが、２８４万９,０００円です。

こちらはですね、地域福祉生活及び地域福祉構造計画というのをですね、平成２

７年度からの分を策定する必要がありますので、その分の事業費のためにですね、

この事業に一応応募をしておりますので、そのお金が入ってくるところに一応計

上しております。その次の国保連合会接続用パソコン購入補助金ですけども、１

４万７,０００円ですね。こちらは現在介護保険の係のところに設置してあるノー

トパソコンですが、介護保険ももちろん使いますが障害福祉、あと国民年金ので

すね、データのやり取りも国保連合会とする必要がありますので、一応その分の

パソコンもですね、パソコンのシステムですかね、ＯＳがちょっと古いんで４月

１日から使えないウィンドウズＸＰというのが入っておりますので、それを更新

するためにここに購入の経費を補填ということで見込みをしております。以上で

す。 

○住民福祉課長補佐（阿南一也君） 住民福祉課、阿南です。 

同じ３４ページの雑入になりますけども、説明欄の４行目。憩いの家電話使用

料として１,０００円組んでおります。これは憩いの家の中に公衆電話器がありま

すけども、一応余りはありませんけども一応最低限の１,０００円ということでご

ざいます。それから３行下のスマイルフェスタ給食代６万円と書いてありますけ

ども、これは私のほうではありませんけども、食改のほうでですね、給食で豚汁

等販売されております。その金額が計上されております。以上です。 

○住民係長（芹口孝直君） 住民係、芹口です。 

同ページの３節証紙売りさばき手数料、６,０００円組んでおります。これはパ

スポート申請に関わる手数料の歳入となっております。以上です。 

○住民福祉課長（橋本和則君） 続けて歳出のほうをご説明いたします。順を追って

説明をさせます。 
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○住民係長（芹口孝直君） 住民係、芹口です。 

５７ページをお開きください。 

第２款第３項の戸籍住民基本台帳費について説明させていただきます。９節旅

費に関して６万２,０００円計上させていただいております。１１節需用費に関し

ましては３４万３,０００円計上させていただいております。１２節役務費に関し

まして６万８,０００円計上させていただいております。１３節委託料、こちらは

住基ネット機器、戸籍総合システム機器などに関しまして４２７万６,０００円を

計上させていただいております。続きまして１４節使用料及び賃借料。こちらは

住基ネットのリース料及び戸籍総合システム機器を本年度新しく入れ替えました

ことから５０７万９,０００円計上させていただいております。続きまして１９節

負担金補助及び交付金に関しまして１万２,０００円計上させていただいておりま

す。以上です。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係、岩下です。 

６３ページをお願いします。 

第３款第１項第１目の社会福祉総務費ですけども第８節の報償費、こちらも昨

年と同様の項目で計上させていただいております。次の旅費につきましては、先

ほど申しました地域福祉計画策定の協議会を立ち上げる必要がありますので、そ

の委員さんの費用弁償として一応その分を見込んでこの額を計上しております。

１１節の需用費につきましても地域福祉計画の策定にかかる消耗品、またはその

座談会に要する燃料代、あと冊子の印刷代等を見込んでこれに計上させていただ

いております。続きまして１２節の役務費につきましても、郵便料の中に切手代

とかも計上させていただいております。次の１３節委託料につきましては、災害

時要援護者台帳管理システム保守委託と地域情報伝達装置等機器保守料につきま

しては、例年どおりの金額で消費税の８％分を見込んで計上してはおります。そ

の次の臨時福祉給付金システム導入委託料ですけども、こちらのシステムにつき

ましては先ほど国のほうの歳入のほうでご説明しましたとおり、全額国からの負

担がありますのでここに計上しております。こちらにつきましてはですね、まだ

制度内容が確実に決まっておりませんので、今後６月補正以降でですね、金額が

若干変動する可能性があると思われます。 

次の６４ページをお願いします。 

同じ１３節の委託料についてですけども、一番上に地域福祉計画策定調査分析

計画素案作成委託ということでこちらがですね、座談会形式でこの計画策定ので

すね、について協議していきたいと思いますので、その業務をしていただくコー

ディネーターみたいな方にですね、委託をしたいと思います。その経費をここに
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計上しております。１４節の使用料及び賃借料ですけども、こちらは地域情報伝

達装置等の電波の使用料となっております。１９節の負担金及び交付金ですけど

も、社会福祉協議会の運営助成金としまして３,０２１万４,０００円の予算を計

上しています。この中にはですね、社会福祉協議会の人件費、そのほか事務費の

中にはですね、人件事務費、それと芙蓉館管理費、あと社会福祉協議会の役員さ

んの旅費とかも計上しております。その事務費の中には平成２６年度でですね、

日赤登録したのは管理用のシステムの更新をする必要がありまして、その費用が

４５万９,０００円と芙蓉館の管理費の中にですね、浄化槽の送風機の取り換えを

する必要がありますので、そのへんを１０万７,０００円。それと役員旅費の中に

全国の日赤大会というのがありまして、そこに分区長がですね、県内回しで出席

するようになっておりまして平成２６年度は高森の分区長が出る会議に出席する

番ということで、東京の一泊二日分の旅費を含めてここに計上をしております。

次の民生委員の活動助成金につきましては３６３万円。シルバーヘルパーの活動

助成金につきましては２０万円。遺族会の助成金につきましては７万２,０００円。

高森町ボランティア連絡協議会につきましては５万円。阿蘇圏域福祉有償運送運

営協議会負担金としまして７,０００円。地域福祉活動事業補助金としまして７８

万円。在宅老人福祉事業助成金としまして３００万円。こちらはですね、平成２

５年度で野尻地区と色見地区のほうで実施検証が行われまして、平成２６年度は

高森町内全域に拡大するということで予算を増額して計上しております。その次

の芙蓉館駐車場整備事業助成金ですけども、こちらは芙蓉館自体がですね、町の

避難施設として昨年度指定されておりますので、周りのですね、駐車場が水はけ

が悪くてですね、雨が降った日とかは使えない状態になっておりますので、あそ

こを舗装して側溝を入れるまでの整備にかかる費用としてここに５００万円を計

上しております。その次の臨時福祉給付金ですけども、こちらは先ほどお話しま

したとおり町民税の非課税世帯の対象者の一人につき１万円を給付するというこ

とでその分を計上しております。次の２０節の扶助費ですけども敬老祝金、こち

らのほうはですね、一応平成２６年度は７０歳の方を２,０１２名、８８歳の方が

６１名、１００歳の方を６名で見込んで予算をしております。次の第２目の障害

福祉費、８節の報償費、９節の旅費は前年度同様です。需用費も前年度同様です。 

次の６５ページをお願いします。 

１２節の役務費ですけども、こちらの郵便料は前年度と同様で計上しておりま

す。それ以降の更生医療の診療支払審査手数料とその他の手数料ですけども、こ

ちらは全部消費税８％で算出し直して計上しております。次の１３節の委託料、

こちらは療養介護の医療費として４８０万円。更生医療の医療費として４８０万
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円。地域活動支援事業としまして９８０万円。それぞれ計上しております。次の

１８節の備品購入費につきましては、先ほど歳入のほうでもお話しましたとおり

国保連合会とのデータ送信受信用のパソコンの購入費をここに計上しております。

１９節の負担金補助及び交付金ですけども、こちらも相談支援事業負担金として

６２万８,０００円。地域活動支援センター負担金として１０５万２,０００円。 

６６ページをお願いします。 

このほかにつきましても負担金としまして前年度と同額で計上しております。

ただこの１９節の一番下の障害者住宅改造事業助成金につきましては、今年度新

たに予算を計上させていただいた項目でございます。これは１件分の上限額が７

０万円となっておりますので、１件分をここに計上しております。２０節の扶助

費につきましては障害福祉サービス費、これは平成２５年度の実績値の数字を基

にですね、見込みを立てましてそれぞれ計上をしております。 

次の６７ページをお願いします。 

次の２３節の償還金利子及び割引料ですけども、こちらは平成２５年度分の国

庫または県費の補助金の返還金が生じる可能性がですね、毎年６月ごろの実績報

告で出てきますので、一応返還のために１,０００円だけ計上させていただいてお

ります。次の第３目の河原総合センター管理費ですけども、こちらは例年どおり

の予算で計上させていただいております。 

○住民福祉課長補佐（阿南一也君） 住民福祉課、阿南です。 

７１ページをお開きください。 

３款民生費１項の社会福祉費、９目の同和対策費につきまして、各節ともにで

すね印刷製本費につきましては１０万６,０００円になっております。これは大幅

に減少いたしております。それ以外につきましては例年どおりのですね、予算化

をさせていただいております。１９負担金及び交付金の中に運動団体活動助成金、

２団体４００万円とあります。これは高森町にですね、２団体ありまして全日本

同和会とですね、部落解放同盟の２つありまして、各団体にですね、２００万円

ずつですね、支払っております。 

続きまして７２ページをお開きください。 

同じく１０目地域改善対策費につきましてご説明申し上げます。１１節需用費、

修繕費６０万６,０００円予算化していただいております。これにつきましては憩

いの家のですね、カーテンがかなり古くなっておりますので本年度ですね、カー

テンの取り替え並びにですね、納骨堂がありますけども納骨堂のですね、骨を納

める棚がですね、若干かなり傷んでおりますので、その棚の修理と登っていくと

ころの手すりがありませんので中にですね、手すりを設置するようにいたしてお
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ります。以外につきましては例年どおりのほうの予算化をいただいております。

１１節男女共同参画推進費につきましては例年どおりのですね、予算化をいただ

いております。以上です。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係、岩下です。 

同じく７２ページの第３款第２項第１目の児童福祉総務費ですけども、こちら

の旅費につきましては例年どおりの計上をさせていただいております。次の１１

節の需用費ですけども、この中の食糧費ですね、こちら今年度新たに計上させて

いただいた項目ですけども、この中に町内の保育園、公立私立も含めてですね、

その保育園の入園式、卒園式のお菓子代をですね、これまで色見保育園のほうで

まとめて計上されていたんですけども、私立保育園もあるということでこの児童

福祉総務費のほうで平成２６年度から計上させていただいております。内訳とし

ましては定員がそれぞれ高森保育園が１１０名、高森東保育園が３０名、色見保

育園が２０名、高森保育園がですね、１２０人までが受け入れ可能ですので、そ

れも含めて１７０名を見込んで一人当たり税込で３００円かけるの入園式と卒園

式の一回一回ですので二回分をここに計上しております。 

つぎの７３ページをお願いします。 

１２節役務費、１３節委託料につきましては例年どおりの分で計上させていた

だいております。１９節の負担金補助及び交付金につきましては、子どもデイ

サービス事業助成金ということで、これは社会福祉協議会のほうで事業を実施さ

れておりますが、これまでですね、夏休み、秋休み、冬休み、春休みの長期休暇

のときですね、あそこで子どもデイサービスを実施されておりましたが、平成２

６年度からですね、東校区の子どもさんのですね、ここに一緒に入れたいという

ことでその分の送迎をするという経費も含めておりますので、昨年よりも若干予

算額は上がっております。次の２０節の扶助費につきましては例年通りの金額で

計上させていただいております。次の第２目の児童措置費の第１１節需用費、第

１２節役務費につきましては例年どおりの金額で計上させていただいております。

次の第１９節の負担金補助及び交付金ですけども、こちらは子育て世帯臨時特例

給付金ということで、先ほどの８００人かけるの一人当たり１万円ということで

計上しております。次の扶助費につきましては、こちらは児童手当の費用を計上

させていただいております。第３目のひとり親家庭福祉費ですけども、こちらは

ひとり親家庭の医療費の助成金となっております。次の第４目の児童福祉費施設

費ですけども、１１節の需用費につきましては例年どおりで計上させていただい

ております。 

７４ページをお願いします。 
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１２節の役務費につきましても例年どおりの金額で計上しておりますが、次の

１３節の委託料につきましては、色見保育園の太陽光発電蓄電池等の整備工事の

ときにかかる実施設計委託料と管理業の委託料をそれぞれ計上しております。こ

の金額は先ほど補助金のほうで歳入のほうで説明しました金額に備えております。

太陽光発電蓄電池システムにつきましてはですね、全額県の事業のほうで補助が

ありますが、ＬＥＤ照明につきましてはですね３分の２、あとその太陽光を今こ

れだけ発電してますという計測器があるんですけども、それにつきましては補助

対象外ということでされておりますので、その分の費用もこれに入っております。

次の１５節の工事請負費の中に入っております。全体の工事費だけとしまして２,

３２１万８,０００円となっております。その次の色見保育園新築に伴う倉庫設置

等の移転工事ですけども、１５７万７,０００円ですかね。こちらは少々今度色見

保育園を新築するにあたりましてですね、今の色見総合センターの横の空き地に

建設を予定しておりますが、そこの中だけではちょっと園庭が取れないというこ

とで、今グラウンドとの高低差がありますのでグラウンド等に少し園庭を出させ

ていただいて、グラウンドのちょっと踏み込んでしまいますのでグラウンドが狭

くなります。あそこのグラウンドはですね、今色見地区の高齢者の方がですね、

グラウンドゴルフを楽しまれてますのでグラウンドゴルフができるぐらいの広さ

を元の広さを確保するためにですね、今ちょうどグラウンドの横に空き地がある

んですけども、その間に倉庫とか石碑がありますのでそれを移設してですね、横

広くグラウンドが使えるようにこの工事をしてですね、広さを確保したいと思い

ます。これは色見地区のですね、地元の方とはすでに協議済みです。次の１９節

の負担金補助及び交付金ですけども、こちらは保育園の運営費の補助金としまし

て２０万円と先ほどの保育士等の処遇改善臨時特例事業補助金としまして２２０

万２,０００円。次の扶助費の高森保育園の運営費としまして大体一月当たり８０

０万円の見込みになりまして、それかけるの１２カ月分で９,６００万円。特別保

育事業としましてこれは延長保育の分ですけども、それが４８５万３,０００円を

計上しております。以上です。 

○色見保育園園長代理（竹原美和君） 色見保育園の竹原です。 

５目の色見保育園費についてですが、１節の報酬、９節の旅費につきましては

昨年と同様で計上しております。１１節の需用費につきましては、４月１日より

消費税が８％になることと、燃料費等の高騰によりまして昨年よりもですね、燃

料費と賄い材料費等を増額させていただいております。役務費につきましては例

年どおりです。１３節の委託料も８％の増税になりますので、ここで８％に変更

した金額で計上しております。１４節の使用料及び賃借料はこちらは例年どおり
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で計上しております。１８節の備品購入費につきましては、電気掃除機の開園当

初から使用しておりましたので吸引力等が老化しておりますので、ここで電気掃

除機を計上させていただいて、テレビのほうもですね、地デジ化によりまして

チューナーで今まで対応しておりましたけども、今度光の導入によりまして対応

できないということで新しくテレビのほうも計上させていただいております。そ

れに合わせましてブルーレイのディスクプレイヤーも合わせて計上しております。

１９節の負担金及び補助金交付金につきましては例年どおりで計上しております。

以上です。 

○東保育園長（熊谷優子君） 高森東保育園、熊谷です。 

７６ページです。 

６目の高森東保育園ですが、第２節の報酬ですけれども報酬は昨年と同じです、

同額です。９節の旅費、費用弁償でこれは給食調理員さんの交通費となっており

ます。１１節の需用費ですが昨年よりも燃料費、ガス代がですね、途中で昨年か

ら上がりましたので去年よりも燃料費は増額させていただいております。委託料、

役務費も昨年と同様です。すいません、委託料はですね、７７ページになります

委託料の送迎タクシー添乗委託なんですが、これは昨年は２名分、２路線の２名

分でしたが、今年は１名分の添乗委託分になっております。１４節の使用料及び

賃借料、この送迎タクシー先ほど添乗員１名と言いましたが、送迎タクシーの借

り上げがですね、今年は河原方面が２名と草部方面が１名で３名の利用者しかお

りませんので、タクシーを１台減らしまして１台分を運行することにしましたの

で、その分で上は１名分で下はタクシー１台分で昨年よりも大分減になっており

ます。１８節の備品購入費は石油ファンヒーター、電気掃除機も老朽化しており

ますので買い替えたいと思っております。それとテレビも先ほどの色見保育園と

同じです。１９節の給食運搬費助成金は学校給食がないときにですね、夏休み、

春休み、冬休みに学校給食がないときは保育園だけの給食運搬費として７万円を

上げております。以上です。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係、岩下です。 

同じく７７ページの第３款第２項第７目の子育て支援対策費。こちらの項目に

つきましては平成２６年度新たに設置した項目でありまして、平成２５年度はで

すね、児童福祉総務費の中に組み込まれておりました子育て関係の費用をここに

まとめて計上しております。中身につきましては第７節の賃金、こちら子育て支

援臨時職員ということで、これは保育士の資格を持っている方の臨時を２名分雇

用するということとなっております。次の第９節旅費につきましては、先進地視

察研修など、あと研修等ですね、その費用をここに計上しております。１１節の
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需用費、こちらにつきましては消耗品はいろいろ紙代とかそこらへんの消耗品で

すけども、次の燃料費につきましては車の燃料代それとガス代、施設の灯油代、

食糧費につきましては子どもさんたちを預かった場合のおやつ代ですね、その分

に充てたいと思います。それと光熱費につきましては施設にかかる電気料と水道

代ですね、それをここに計上しています。９節の旅費の中の費用弁償の中にはで

すね、この子育て支援センターの設立協議会というのを４月になったら設置する

予定でありまして、その協議会の委員さんの費用弁償をここに見込んでおります。

この協議会ではですね、子ども子育て支援センターの設立に向けて検討いたしま

して、９月ごろには町長に答申をする予定であります。 

７８ページをお願いします。 

同じく１１節の修繕料ですけども、こちらは今度の今拠点施設がですね、借り

上げてる施設が築６０年という古い施設ですので、一応雨漏り等の心配がされま

すのでですね、１０万円を計上させていただいております。次の１２節の役務費

につきましてはあそこの施設にかかる電話代が５,０００円かけるの一年分。あと

浄化槽の法定点検手数料が一年分。あとインターネット回線料というのは、これ

は光のインターネットの回線の使用料ですね。４,５００円かけるの１２カ月分。

それと建物災害共済の保険料が２万５,０００円ということで総額１５万５,００

０円を計上しています。次の１３節の委託料ですけども、子ども子育て支援事業

計画策定業務委託料ということで、平成２５年度におきましてですね、子ども子

育て会議というのを設置いたしまして、子ども子育てをされてる親御さんに対し

ましてですね、アンケート調査をしております、ニーズ調査をですね。その調査

結果を基にですね、この事業計画というのを策定するためにその業務を委託しよ

うとここに計上させていただいております。その次の子育て支援事業拠点事業浄

化槽清掃委託料ですけども、これは年に２回ですかね、清掃を委託しますのでそ

の分を計上しております。次の１４節使用料についてですけども、こちらは施設

の使用料としまして３万円の１年分ですね。あと研修とかの際ですね、高速道路

を使用した際に支払う使用料ということで１万円計上させていただいております。

次の１８節の備品購入費ではですね、この拠点施設の中で使うベビーベッドとテ

レビですね。光テレビもチャンネルも映るテレビということで液晶テレビを購入

させていただく予定で計上させていただいております。それとあそこの施設にガ

ス湯沸かし器がありませんでしたのでその分を設置するということで予算を計上

させていただいております。 

次の７９ページをお願いします。 

第３款第３項第１目の災害救助費ですけども、これは前年度同様の金額で計上



 － 6 2 － 

させていただいております。次の第３款第４項第１目の国民年金事務取扱費です

けども、第９節旅費と第１１需用費と第１２節の役務費までにつきましては前年

度同様の金額で計上させていただいております。１３節の委託料につきましては

平成２６年度中にですね、年金の生活者支援給付金にかかるシステム改修をする

必要がありますのでその分の経費を計上させていただいております。主な内容と

しまして年金受給者のうちですね、低所得者の高齢者、障害者に対しまして福祉

的な給付が行われるということで制度が変わる予定であります。以上です。 

○委員長（後藤三治君） これから質疑を受けたいと思います。なにか質疑はありま

せんか。はい、どうぞ。 

○委員（立山広滋君） 立山です。 

予算書のページごとにいきますね。ちょっと聞きたいことがありますのでお願

いします。 

定例会前にですね、執行部のほうより平成２６年度の高森町一般会計当初予算

の概要書ということでお配りされておりますけれども、その中で民生費で新規事

業が８つか９つあるかと思いますけれども、それについて質問いたしますのでお

尋ねしますんでお答えいただきたいと思います。 

まずはじめに６４ページ、簡単に説明願います。 

地域福祉計画策定調査分析計画素案作成ということで委託で２１０万８,０００

円上がっておりますけれども、先ほど係長のほうから説明がありましたけれども、

ちょっともっと詳しく説明願いたいと思います。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係、岩下です。 

地域福祉計画の策定調査分析計画素案作成につきましては、現在の高森町の地

域福祉計画の期間がですね、平成２２年度から平成２６年度までの５年間となっ

ております。それに伴いまして平成２６年度においてですね、平成２７年度から

平成３１年度までの新たな計画を策定する必要がありますので、この予算を計上

しております。策定にあたりましては社会福祉協議会がですね、持っておられま

す地域福祉活動計画というまた同じような、似たような名前の計画があるんです

けども、その計画とですね、一本化して策定をしてですね、行きたいと思います。

策定の仕方としましてこれまでいろいろあの住民アンケートとかそういうのが主

に行われてきたと思うんですけども、今回はですね、ワークショップ型、座談会

形式でですね、各地域の各住民の方の意見を取り入れてですね、策定をしていき

たいと思います。以上です。 

○委員（立山広滋君） 立山です。 

ありがとうございました。続きまして同じ６４ページに新規事業でですね、芙
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蓉館の駐車場整備事業助成金ということで５００万円が計上されておりますけれ

ども、この説明をお願いします。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係、岩下です。 

先ほども少し説明をいたしましたけれども、この芙蓉館がですね、町の避難施

設として指定されております。施設自体はですね、もう改修も終わってですね、

危険なところはないと思うのですけども、施設の周りですね、駐車場のほうです

ね。あそこが砂利のままで雨が降ったらですね、水溜りができましてとても歩け

るような状態ではないということで、水はけも悪くですね、道からに水が流れ込

んできて車の行き来をするのにも大変ということで、まずあそこの駐車場を整備

というか水はけを良くするために舗装をしようと。舗装をしたら今度は水を流れ

るところをつくってやらなければいけませんので側溝も一緒に入れてしまってで

すね、綺麗に排水するように整備をしようということでこの５００万円という金

額を計上させていただいております。当初はですね、公共工事並みの見積もりで

するとですね、１,０００万円近くかかります。ただこれは助成金という形で一応

社協のほうにお出しする形で社会協議会のほうで直接工事をされるということで

あればですね、この金額で大丈夫だろうということで計上させていただいており

ます。 

○委員（立山広滋君） 何台ぐらい停められるですかね、あそこは。よかです。分か

りました。 

続きましてその下の臨時福祉給付金支援事業ということで新規事業１,５３８万

５,０００円ですね。この説明をお願いします。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係、岩下です。 

臨時福祉給付金につきましては、平成２６年４月１日からですね、消費税が

８％に引き上げられます。それに伴いまして低所得者に対する生活支援ですね、

その対策としまして国のほうがですね、暫定的臨時的に給付金を支給するという

ことで一回きりの給付金ですけどもですね、それを支給するということで定めら

れておられます。対象者としましてはですね、平成２６年の１月１日現在に高森

町に住所を有する方が対象でありまして、なおかつ平成２６年度分、今確定申告

受け付け中ですけども、その状況によってはですね、市町村民税の均等割が非課

税世帯、非課税の方、非課税対象者の方に対しまして一人当たり１万円が給付さ

れます。その中でも先ほど言いましたように老齢基礎年金等の受給者及び特別児

童扶養手当等の受給者と児童扶養手当の受給者につきましては５,０００円の加算

がありますので、その方は１万５,０００円を受けることになります。今見込んで

る数字といたしましてはですね、その非課税対象者の方が一応１,０００名とその
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中でも老齢基礎年金等の受給者が約１,０００名ですね。それと特別児童扶養手当

の受給者が１０名。児童扶養手当の受給者が６７名で一応見込んでおります。こ

の費用につきましては全額国庫負担となっておりますが、国の制度としましては

ですね、昨年の年末からいろいろ情報提供があっておりますが、当初からですね、

何もまだ内容は未確定のままですね、説明会があったりしておりますので正確な

その支給時期とか、あと申請書の受付期間とかですね、ほとんど各市町村の判断

に委ねられているような状態です。ですから今回ですね、平成２６年度からの予

算の計上させていただくということで、私の考えとしてはその南阿蘇の３町村だ

けでもですね、足並みを揃えてですね、申請書を取りまとめて支給できたらいい

なと思っております。以上です。 

○委員（立山広滋君） ７８ページの委託料ということで、子ども子育て支援事業計

画策定業務委託料２３５万５,４８０円ありますけれども、その中でですね、先ほ

ど説明があったテレビを買われるという備品購入費でですね、テレビを買われる

ということですけども、ここにはブルーレイのディスクはいらんとですか。ブ

ルーレイが入っとらんけん、今の時代でどうですかね。ブルーレイどま１台どま

１万４０００、５,０００円だけん。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係、岩下です。 

当初ですね、ブルーレイ入りのテレビの見積もりをしていただいたんですけど

も、６万円、７万円近くかかって、予算の査定の段階でちょっと足並み揃えろと

いうことでブルーレイディスクなしのテレビで各保育園も揃えられたと思うんで

すよね。実はですね、このベビーベッドという３万円を計上しておりますが、ベ

ビーベッドがですね、中古のほうが譲り受けが可能ということで買わなくていい

ようになりますので、この予算で対応したいと思います。 

○委員（立山広滋君） もう１点よかですか。これはもうどぎゃんでんよかごつばっ

てんですけど、これはちょっと間違いじゃなかですかね。色見保育園のブルーレ

イが１万４,０８０円。そうすると東がですね、１万４,８００円になっとるとで

すよ。 

○委員長（後藤三治君） すいません、まだほかにあるかと思いますが、ちょっと１

時間３０分過ぎになりましたのでちょっと休憩したいと思いますがいいですか。

今４時ですので４時１０分から、１０分間休憩したいと思います。すいません。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後４時００分 

再開 午後４時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 



 － 6 5 － 

○委員長（後藤三治君） ちょっと時間がはようございますが、再開したいと思いま

す。 

ほかに質疑のある方はどうぞ。はい、どうぞ。 

○委員（宇藤康博君） 宇藤です。みなさんお疲れさまです。 

７４ページのですね、工事請負費。色見保育園の太陽光発電蓄電池整備工事で

すね、出ておりますけど、今回のこの事業とですね、また保育園のですね、新築

の事業ということでこれにまたさらにですね、この色見保育園の太陽光発電とい

うことでございまして、地元のほうといたしましてもですね、大変期待されてお

ります。その中にこの年間のですね、この太陽光発電で発電される年間のおよそ

のですよ、売電の金額とですね、これは避難所ということもですね、出とりまし

たのでこの避難所として使ったときにですね、この蓄電のほうがございますが、

この蓄電の性能をですね、をよろしくお願いします。 

○福祉係長（岩下雅広君） 福祉係、岩下です。 

この件に関しましては、現在熊本県の市町村等再生可能エネルギー等導入推進

事業という事業にですね、事業計画を今出させていただいて、今県の担当者のほ

うとですね、修正のやり取りをしております。年間の発電容量としましてはです

ね、年間に期待する発電量としまして一応事業計画の中ではですね、１万５１２

キロワットと書いておりますね、それで今算出をしております。災害時にですね、

避難施設、防災拠点施設として機能した場合、この蓄電池の容量からするとです

ね、１日の発電量というのがですね、２８.８キロワット／ｈとなっておりまして、

昼間のですね電力使用料がですね、この今度の施設の機能からしますと昼まで１

４.９キロワットと、あと夜間で１３.１キロワットですので、昼間は発電しなが

ら使えると思うんですよね。ただ夜間につきましては蓄電容量が１４.４キロワッ

トありますので十分機能できると思います。 

○委員長（後藤三治君） よろしいですか。ほかになにか質疑はございませんか。あ

りませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） ほかに質疑ないということでございますので、続いて討論

を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） 討論なしということでございますので、これから本案につ

いて採決いたします。議案第２４号、平成２６年度高森町一般会計予算について

は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（後藤三治君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定いたしました。 

以上で住民福祉課に関連する付託案件については終了いたしました。 

住民福祉課の皆さん、お疲れ様でした。ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（後藤三治君） それでは、所管事務の閉会中の継続調査についてお諮りい

たします。社会福祉と健康に関する事項、環境衛生に関する事項、健康保険税に

関する事項、保育園に関する事項、学校教育及び社会教育の振興に関する事項、

閉会中の継続審査といたしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤三治君） ありがとうございました。本日はどうもお疲れでございま

した。これをもちまして文教厚生常任委員会を閉じたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午後４時２０分 
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平成２６年第１回定例会建設経済常任委員会記録 

平成２６年３月１４日 

 

開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（興梠壽一君） おはようございます。 

定足数に達しましたので、建設経済常任委員会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（興梠壽一君） 日程第１、まず本委員会に付託されました建設課関連の議

案第１７号、高森町給水条例の一部改正についてを議題とします。 

建設課の説明を求めます。 

○建設課長（松本満夫君） おはようございます。建設課の松本です。よろしくお願

いいたします。 

議案第１７号の給水条例の一部改正ということでございますが、初日に提案説

明を申し上げましたとおり、平成２４年に社会保障の安定財源の強化を図る抜本

的な改革が行われたわけでございますけれども、それに伴いまして今年４月から

消費税改正が５％から８％、また２７年の１０月には１０％の予定で実施される

ことになっておりまして、２段階に分けて消費税が引き上げられることになって

おりますことから税率を明記しない方法で今回の一部改正を行うところです。改

正内容につきましては、第２６条で料金のことを定めておりますが、１００分の

１０５という表記を消費税及び地方消費税の税率というふうに改めまして、また

同じく加入金につきましても１００分の１０５を消費税及び地方消費税の税率と

いうふうに改めたいと思っております。また経過措置としましては、料金につき

ましては、４月の検針を５月の水道料分から適用し、また加入金等につきまして

も３４条の規定につきましても施行日以降の給水装置工事の申し込みに係る納付

金から適用するということで今回の改正を行いたいと思っておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（興梠壽一君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで討論を終わります。 
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これから本案について採決します。議案第１７号、高森町給水条例の一部改正

については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

次に、議案第１９号、平成２５年度高森町一般会計補正予算についてを議題と

します。 

建設課の説明を求めます。 

○建設課長（松本満夫君） 建設課の松本です。 

予算関係につきましては、主要事業、大きな金額の説明をしまして質問を受け

るという形で進めていきたいと思います。では、各担当係長のほうからご説明を

申し上げます。よろしくお願いします。 

ページの頭から順番にいきたいと思います。 

○土木係長（荒牧 久君） 土木係の荒牧です。よろしくお願いします。 

まず、１２ページをお開きください。分担金及び負担金、負担金の災害復旧費

負担金、農業災害復旧費負担金、１,２０６万２,０００円を減額しております。

これは農地等災害復旧事業の補助金の決定に伴いまして、負担金が変更になって

おります。 

それから１３ページになります。災害復旧費国庫負担金、公共土木施設災害復

旧費国庫負担金１０５万５,０００円減額しております。これも補助金の決定によ

り現行を減額しております。 

○住宅係長（村嶋立章君） おはようございます。住宅係の村嶋です。 

１４ページの衛生費国庫補助金です。２５年度の合併浄化槽設置事業に伴いま

す実績により１７７万円を減額計上するものであります。 

続きまして、７目の土木費国庫補助金は今年度上在団地におきまして外壁塗装

を実施しました。その入札結果による１４万４,０００円の増額を計上しておりま

す。 

○土木係長（荒牧 久君） 続きまして、１７ページをお開きください。 

県支出金、県補助金の災害復旧費県補助金です。農業災害復旧事業補助金２,８

４５万５,０００円を増額しております。これはこの補助金の決定により増額をし

ております。 

続きまして、１８ページをお開きください。同じく県補助金になります、林道

災害復旧事業費補助金３４０万９,０００円を増額しております。これも補助金の

決定により予算の増額を行っております。 
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○住宅係長（村嶋立章君） 住宅係の村嶋です。１６ページをお願いします。 

合併浄化槽県補助金に関しましては、先ほどの国庫補助金と付随しまして２５

年度の実績により１７７万円を減額補正するものであります。 

○土木係長（荒牧 久君） 次は、歳出についてご説明申し上げます。３８ページを

お開きください。 

道路維持費の委託料２１８万円を減額しております。これは道路台帳修正業務

の設計及び入札残による減額補正でございます。それから１７の公有財産購入費

６４万円を減額しております。これは御矢村線の用地買収の予算残額を減額して

おります。 

続きまして、２の新設改良費、その中の１５工事請負費２,３８６万５,０００

円を減額しております。これは本議会でも課長のほうから説明がありましたよう

に牧戸線を当初のほうに組み直しました。それによる減額、それから実施設計に

よる減額補正を行っております。１７の公有財産購入費１３０万７,０００円を増

額補正しております。これは繰越金の調整により増額補正をしております。 

○住宅係長（村嶋立章君） ３９ページです。住宅費、住宅建設費ですけど、これは

上在団地外壁塗装にかかります契約額に基づき１６０万２,０００円を減額計上す

るものであります。 

続きまして、住宅環境費の合併浄化槽設置事業なんですけど、２５年度の実績

設計に基づきまして５３４万６,０００円を減額補正するものであります。合併浄

化槽につきましては、今年度の消費税増税に伴います駆け込み需要があるかなと

思いまして若干余分に当初組んでおりましたら、結果的にはそこまで伸びがあり

ませんでしたので５３４万６,０００円を減額するということにいたりました。 

○土木係長（荒牧 久君） 続きまして、４４ページをお開きください。 

公共土木災害復旧費の２公共土木施設九州北部豪雨災害復旧費、１５の工事請

負費２７０万円を減額しております。これは老良原橋の災害復旧工事の入札残に

よる予算減額です。 

それから、農林水産業施設災害復旧費の林道災害復旧費、委託料及び工事請負

費、これは入札残による予算を減額補正しております。 

それから、２の農地等災害復旧費、この委託料及び工事請負費、これも実施設

計による予算を減額補正しております。 

次に、農地等九州北部災害復旧費、工事請負費４８９万７,０００円を減額して

おります。これは色見地区のボーリング工事ですね。これは予定では２５０メー

ターを掘る予定だったんですけれども、２００メーターで十分な水の確保ができ

ましたので、その分の減額補正をしております。 
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補正の歳出につきましては、以上でございます。 

○委員長（興梠壽一君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（芹口誓彰君） 芹口ですが、荒牧係長にお尋ねをしますが、４４ページの農

地等災害復旧費、工事請負費で１,１３３万４,０００円減ということで、今の説明

では実施設計費、設計した結果だということになっておりますけれども、かなりの

金額が多く減額をしてありますけれども、これは何か取りやめたとか繰り越した災

害復旧費の分とかいうのは入っておりませんか。 

○土木係長（荒牧 久君） 土木係の荒牧です。芹口委員のご質問にお答えします。 

この１,１３３万４,０００円の減額につきましては、当初予算を見込む段階で

被害報告額、これに基づいて予算を計上しております。ですので、実績を含めま

して、その金額の差額ということで１,１３３万４,０００円を減額補正しており

ます。 

以上です。 

○委員長（興梠壽一君） ほかに質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第１９号、平成２５年度高森町一般会

計補正予算については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

次に、議案第２２号、平成２５年度高森町簡易水道事業特別会計補正予算につ

いてを議題とします。 

建設課の説明を求めます。 

○水道係長（野尻光也君） おはようございます。水道係の野尻です。 

議案第２２号、高森町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）についてご説

明いたします。歳入歳出それぞれ５７万２,０００円を減額し、総額を歳入歳出そ

れぞれ１億６,７５９万６,０００円とするものであります。 

４ページをお開きください。債務負担行為の補正で追加を行っております。水

道施設水質検査業務委託、簡易水道水源ポンプ場電気管理業務委託、水道施設減

菌設備維持管理委託、水道施設管理委託の追加を行っております。 
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続きまして、５ページの地方債の補正を行っております。過疎債が限度額を１

５０万円としております。 

続きまして、８ページをお願いします。歳入です。水道申込加入金を２６万３,

０００円減額としております。諸収入、雑入を９,０００円減額としております。

地方債水道債を３０万円減額としております。 

続きまして、９ページの歳出です。報酬１０万円、職員手当２５万円、共済費

３５万円、賃金４７万６,０００円、需用費１３５万２,０００円、役務費１５０

万円、委託料３６万８,０００円、工事請負費５３万２,０００円、備品購入費６

３万７,０００円、公課費１５５万１,０００円を、総額６８１万６,０００円を減

額しております。 

続きまして、予備費です。６２４万４,０００円を計上しております。 

以上です。 

○委員長（興梠壽一君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（芹口誓彰君） 芹口です。 

これは財政とも関係がありますけれども、今回の起債、地方債、これは過疎債

で１５０万円、簡易水道事業債で１８０万円借り入れということになっておりま

す。過疎債については２５％交付税算入、償還金が２５％の歳入がありますけれ

ども、簡易水道事業債については、これは丸々返さないといけませんけれども、

そういった状況の中で繰越金が２,５００万円、今年度出ております。こういった

１８０万円程度まで起債で対応しなくてはならないのか、ある程度起債というの

は抑えていかんといけないが、１８０万円借り入れれば、それだけ利子も付くわ

けでございますので、そういった繰越金が２,５００万円ある中で、少額の１８０

万円程度の借り入れが必要なのかですね、これは今後十分財政と打ち合わせて極

力借入額を抑えるような方法をとっていただきたいということを申し上げておき

たいと思います。 

以上です。 

○委員長（興梠壽一君） ほかに質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第２２号、平成２５年度高森町簡易水

道事業特別会計補正予算については、原案のとおり可決することにご異議ありま
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せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

次に、議案第２３号、平成２５年度高森町農業用水供給事業特別会計補正予算

についてを議題とします。 

建設課の説明を求めます。 

○水道係長（野尻光也君） 水道係の野尻です。議案第２３号、高森町農業用水供給

事業特別会計補正予算（第２号）についてご説明いたします。 

歳入歳出の補正は「第１表 歳入歳出予算の補正」によるものであります。 

４ページをお開きください。 

債務負担行為の補正といたしまして、追加で農業用水施設電気管理業務委託を

計上しております。 

続きまして、７ページをお願いいたします。 

歳出です。管理費といたしまして、需用費１７２万９,０００円、原材料費１０

万円、合計の１８２万９,０００円を減額といたしております。予備費といたしま

して１８２万９,０００円を計上しております。 

以上です。 

○委員長（興梠壽一君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第２３号、平成２５年度高森町農業用

水供給事業特別会計補正予算については、原案のとおり可決することにご異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

次に、議案第２４号、平成２６年度高森町一般会計予算についてを議題としま

す。 

建設課の説明を求めます。 

○土木係長（荒牧 久君） 土木係、荒牧です。 
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議案第２４号、平成２６年度高森町一般会計予算についてご説明を申し上げま

す。主な項目についてご説明を申し上げます。 

それでは、まず２２ページをお開きください。 

国庫支出金の国庫補助金、土木費国庫補助金の１土木社会資本整備総合交付金

３億５,４９０万円を計上しております。これは上色見の復旧復興防災道路、それ

から中原線、牧戸線、永野原河原線、片山下山線、村山高尾野線、橋りょう補修、

それから路面性状調査等の事業費の６５％の補助金を計上しております。これは

町長のほうの本議会での説明もございましたように、あくまでも採択を前提とし

た補助金ということで計上しております。これは申し添えますが牧戸線を除く路

線ということでご承認いただきたいと思います。 

○住宅係長（村嶋立章君） 住宅係の村嶋です。１８ページをお願いします。 

土木費住宅使用料ということで、２６年度は４,５３２万６,０００円を計上し

ております。また滞納繰越金として８７万円２,０００円を計上しております。 

続きまして、２２ページをお願いします。今年度の２６年度におきましては下

町Ａ団地の３棟を外壁塗装ということで計画しております。それに対します国庫

補助金として９００万円の２分の１、４５１万６,０００円を計上するものであり

ます。 

○土木係長（荒牧 久君） ３の狭歪道路整備等設置事業補助金１,４００万円を計上

しております。これは村山旭通線の道路の狭歪事業の補助金です。事業費の５

０％が補助されております。 

続きまして、２５ページをお開きください。県支出金の県補助金、総務費県補

助金、５の道整備交付金３,６７３万４,０００円を計上しております。これは大

戸ノ口本河原線の改良工事の交付金を計上しております。補助率は５０％でござ

います。 

○住宅係長（村嶋立章君） すみません。ページがちょっと前後して大変申し訳あり

ませんが、２１ページお願いします。 

衛生費国庫補助金です。今年度２６年度合併浄化槽設置事業としまして、１,３

７７万６,０００円を計画しております。その３分の１として４５９万２,０００

円を国庫補助金、これに付随しまして県補助金を同額の４５９万２,０００円を計

上するものであります。 

以上です。 

○土木係長（荒牧 久君） 歳入につきましては、以上でございます。 

続きまして、歳出について主な項目につきまして説明申し上げます。 

５１ページをお開きください。 
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総務費の総務管理の１７交通安全対策費、賃金１８万円、交通安全整備のガー

ドレール、カーブミラー等の設置の賃金を計上しております。旅費は、これは総

務課になります。１１需用費も総務課になります。１４使用料及び賃借料です。

８万３,０００円、これは安全施設の設置の際の機械借上代です。１５工事請負費

６０万円を計上しております。これは交通安全の区画線等の設置とか、そういっ

たのを交通安全の工事費６０万円を計上しております。１６原材料費４３万円を

計上しております。これはカーブミラー、ガードレール等の原材料の４３万円を

計上しております。１９負担金については、これは総務課になります。 

○水道係長（野尻光也君） 水道の野尻です。 

１８の水資源対策費、負担金補助及び交付金として１４７万円、繰出金３,２９

７万円、合計の３,４４４万円を計上しております。 

○土木係長（荒牧 久君） それでは、１０３ページをお開きください。 

土木費の土木管理費、１土木総務費、給料から共済費については省略します。

９の旅費、それから需用費、あと負担金２２万２,０００円、これは各期成会等の

負担金でございます。 

続きまして１０４ページをお開きください。道路橋りょう費、道路維持費の賃

金５６０万円、これは、まず道路維持補修人夫賃としまして４００万円を計上し

ております。それから融雪剤散布等除雪作業に伴う人夫賃１６０万円を計上して

おります。合計、合わせまして５６０万円を賃金として予算計上しております。 

続きまして需用費７４２万６,０００円を計上しております。内訳としまして消

耗品、これは主に融雪剤になります。塩カリ代です。１３５万円を計上しており

ます。新たに印刷製本費としまして９６万円を計上しております。これは現在町

道の路線図があります。しかし、かなり前に作成しておりまして、新しい町道等

の路線の記入もありません。手書きの記入となっている現状であります。またそ

の路線図も数枚しか残っておりません。そこで今回新たに新たな路線を入れまし

たものを１００枚印刷する予定でございます。 

続きまして修繕料、町道の修繕料５００万円を計上しております。１２の役務

費２２８万２,０００円を計上しております。除雪サポーターの保険料２８万１,

４００円を計上しております。現在７６名なんですけれども、当初予算計上時で

は７０名でしたので、その予算で計上しております。それから、登記手数料の２

００万円を計上しております。これは天神前原線等のカーブカットあたりがあり

ますので、そういったところの登記ですね、それから未登記区分の登記等の２０

０万円を計上しております。それから委託料です。２,０００万円を計上しており

ます。道路台帳の修正業務委託３００万円、それから橋りょう補修調査委託１,２
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００万円、路面性状調査の設計業務委託を５００万円計上しております。使用料

及び賃借料、まず町道維持の補修機械借り上げ１５０万円を計上しております。

除雪作業の機械借り上げ３６０万円を計上しております。それから、円福寺坊ヶ

平線の未取得土地使用料３万６,０００円を計上しております。これは谷川哲さん

の土地の分でございます。筆界未定地の分を３万６,０００円を計上しております。 

続きまして工事請負費２,８９０万円を計上しております。橋りょう補修及び維

持工事の分でございます。 

続きまして、備品購入費１５０万円、これは除雪用の排土板を試験的に５台購

入予定でございます。山東部野尻地区を試験的に購入してするということで、５

台を計上しております。それから、負担金補助及び交付金７４４万円、町道愛護

ということで草刈りですね、補助を計上しております。２の道路新設改良費、ま

ず役務費５７０万円を計上しております。これは主に登記分、登記手数料ですね、

改良工事分の登記手数料５５０万円、それからシステムデータの取込分１４万円、

郵便料が６万円、計５７０万円計上しております。 

続きまして、委託料１億５,２００万円、改良工事の設計委託です。主に一番大

きいのが上色見地区の防災道路が大きな割合を占めております。それから使用料

及び賃借料７４万４,０００円、公用車のリース料６６万円、これは現在トラック

をリースで借りておりますけれども、７月いっぱいでリースが切れますので、新

たに四駆のトラックをリース契約を結ぶ予定でございます。それから、建設物価

積算使用料を計上しています。続きまして、工事請負費４億５,０９６万８,００

０円を計上しています。これは道路改良分の概要資料にもありましたとおり、道

路改良分の工事分の工事請負費でございます。それから、１７公有財産購入費４

８０万円を計上しております。これも改良部分の用地取得分の予算を計上してお

ります。 

続きまして、１９の負担金補助及び交付金４６５万円、これは単県補助の負担

分を計上しております。 

続きまして、１０６ページをお開きください。土木費、河川総務費、１９負担

金補助及び交付金１,０１７万４,０００円を計上しております。砂防協会１５万

７,０００円、それから河川海岸協会１万７,０００円、一番大きいのは上色見地

区の単県砂防負担金１,０００万円、これは前原地区の公民館の下の前原谷川の橋

りょう設置工事、それから上色見川の中原地区の護岸整備工事の負担金でござい

ます。それから河川維持費、需用費修繕料１５０万円を計上しております。これ

は高根切川旭通高森中学校の下の川なんですけど、ここは河床が洗掘して非常に

匂いが激しいということで、その付近の住民の方から要望があっておりました。
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その分の河床の修繕になります。それから使用料はその他の河川の機械借上料、

それから１６の原材料費についても計上しています。 

○住宅係長（村嶋立章君） 住宅係の村嶋です。 

まず住宅管理費なんですけど、住宅管理費におきましては、ほぼ平年並みの予

算を計上しております。この中で委託料のですね、浄化槽管理委託料３２６万円

は、これは町営住宅の１２団地の合併浄化槽の維持管理費として委託しているも

のであります。 

続きまして、住宅建設費なんですけど、本年度は先ほども申し上げましたが、

町営住宅下町Ａ団地の８棟あるうちの３棟をまず２６年度で外壁塗装工事をする

ものであります。 

続きまして、住宅環境費ですけど、これは合併処理浄化槽、今年度も引き続き

啓発してまいりたいと思います。５人槽が１５基、７人槽が２０基、１０人槽が

１基ということで、トータルの１,３７７万６,０００円を計上するものでありま

す。 

以上、説明を終わります。 

○土木係長（荒牧 久君） 土木の荒牧です。１３３ページをお開きください。 

まず賃金です。１５０万円を計上しております。これは災害が発生した場合の

人夫賃１５０万円を計上しております。それから、委託料２００万円を計上して

おります。これは災害が発生した場合の測量設計の委託料２００万円を計上して

おります。それから、使用料及び賃借料、災害が発生した場合の早急な対応とし

まして、機械借り上げ等を１５０万円を計上しております。それから、原材料費

についても災害発生時による原材料費１００万円を計上しております。 

続きまして、１３４ページをお開きください。 

１０災害復旧費、２農林水産業施設災害復旧費の林道災害復旧費、委託料１０

０万円を計上しております。これは林道の災害発生時の委託料１００万円を計上

しております。それから、２の農地等災害復旧費、まず委託料４００万円、これ

につきましては２００万円は災害発生時の設計委託ということで予算計上してお

ります。それから、残りの２００万円、これは上仁田水地区の設計の委託を計上

しております。現在４５０メーターを、この前の単独事業で施工したんですけど、

４５０メーターを設計しまして、今、工事をやっているわけでございますけれど

も、その隧道から後がですね、測量及び調査後に隧道の崩落、または水路の欠壊

等がありましたので、その分の設計委託２００万円、それから工事請負費８００

万円を計上しております。延長が残りが６９２メーターでございます。 

歳出につきましては、以上でございます。 
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それから修正をさせていただきます。先ほど１０４ページで、登記手数料で５

００万円計上してと説明を天神前原の改良と、登記というふうに説明したんです

けども、これは町道の未登記分の登記手数料でございます。訂正してお詫びを申

し上げます。なお、これにつきましては、弁護士等々の絡みもありますので、い

ろいろ弁護士さんとの指示をあおぎながらやっていくところもありますので、そ

の辺を申し添えておきます。 

以上でございます。 

○委員長（興梠壽一君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（甲斐正一君） 甲斐です。 

除雪作業の１０５ページですね、３０万円の５台と書いてございますね。フロ

ントグレーダーというか、これはある程度機械の内容はわかっとるですか、どう

いう。 

○土木係長（荒牧 久君） このフロントグレーダーにつきましては、これは発注生

産になります。このメリット・デメリットもございまして、メリットとしては、排

土板でトラクターの表につけまして、排土板の長さは２.１メートルなんですけど、

斜め下から押していけるやつなんですけど。デメリットとしましては、これはどこ

にでも合う、アタッチメントがですね、そのトラクターにしか合わないようなア

タッチメントになりますので選定しなくちゃいけない、トラクターのですね。大型

で極力新しいのに選定していただいて、それを業者が見て、それに合ったアタッチ

メントをこのフロントグレーダーに取り付けるという形ですので、ほかのトラク

ターにいろいろ付けられるかというと、合う機械と合わない機械が発生するんじゃ

ないかなというふうなデメリットがございます。 

以上でございます。 

○委員（甲斐正一君） 大概の農家の人がフロントローダーを持っているわけです。

ヤンマーだとか、例えばメーカーね、クボタとか井関とか、もうほとんどのやつが

違うんですよね、付け方が。今言われるように真っすぐ押しては、排土板は何もな

らないと思います。そのバケットで押したとき同じだからこの角度を変えられるよ

うな今説明では、角度を変えられる排土板ということで、それ大変ありがたいと思

いますが、その排土板を押し出す、それはアタッチメントで、その排土板に付いと

るわけですかね。もう本体には付けられんと思うたいな、まっすぐしか押しきらん

とだけん、角度変えるのは油圧式だから。 

○土木係長（荒牧 久君） 土木課の荒牧です。 

排土板自体にこれは油圧で詰めたと、かなり高いです。五、六十万ぐらいする

ものなんですけど、ピンで角度を変えられるような、そういったものの排土板で
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すね。 

○委員（甲斐正一君） わかりました。やはりですね、そういうのがあれば、大変、

今度の積雪で苦い思いしているからありがたいというふうに思います。それとです

ね、除雪作業隊が７０名というふうになっておりますね、１０４ページ。これは多

いほうがいいわけですが、この除雪をした後にですね、塩化カリウムをやっぱり撒

いてやらないと、除雪したからええというのじゃ、凍りついたらとてもじゃない、

排土板も食いつかんとですよ。だから、やはり除雪をした後には、町の何らかの機

械借上料で塩化カリウムを撒いていただくとかですね、やはりそういうことをやっ

ていただかないと、今度のスクールバスも通れんような状態だったからですね、そ

こら辺はお願いしたいと思います。 

以上です。 

○委員長（興梠壽一君） 答えいいですか。 

○委員（甲斐正一君） いい答えが出るならば。 

○土木係長（荒牧 久君） 土木係の荒牧です。 

塩化カリウムの散布ということなんですけど、非常に町道の範囲も広うござい

ます。また延長も長く多うございます。そこで塩化カリウムまでとなるとかなり

の金額、もっと予算をこの倍以上組まないと、倍ぐらい組まないと塩カリ散布ま

では追いつかないというのが現状でございます。ですから、私ども駐在員さんに

お願いをしまして、駐在員さんが取りに来られているところもありますので、

もっとそこの辺もですね、駐在員さんに周知徹底を図って塩カリの散布のご協力

を、自助努力ということでお願いをしていきたいと思っております。 

○委員（甲斐正一君） 甲斐です。 

大変ありがたいことでですね、今のトラクターのアタッチメントでそういうこ

とができるということであればですね、今、肥料撒等はですね、私も名前を忘れ

たんだけど牧野改良なんかで、後ろにポッパーを付けて、塩化カリを入れて蒔く

やつがあるんですよ。あれをやっぱり使って、例えばこういう排土板みたいな形

で購入していただくと、これはどのトラクターにも合うと思うんですよ。アタッ

チメントが合わせるだけだから、３点。これであればですね、かなり塩化カリも

スピードに合わせるというか、角度が合うからですね、それを購入していただく

と大変ありがたいかなというふうに思っておりますが、どうでしょう。 

○土木係長（荒牧 久君） 何１０万円かします。ライフソーといいますかね、ライ

フソーは押してからいくやつですかね。これはまた何か、あれもライフソーという

んですかね。 

○委員（甲斐正一君） あれはライフソーと言わんとですよ。何とかブロダーと言い
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ますが？ 

○土木係長（荒牧 久君） そこら辺も今後ちょっと町長あたりと課長あたりと上の

ほうと検討いたしまして、もし有効であればですね、計上していきたいと思います。 

○委員（甲斐正一君） その改良のが、今、土木屋さんが持っている後ろに付けて、

モーター付けて蒔くのは、それも改良なんです。これを利用した改良だからできん

ことないとですよ。そこら辺をですね、排土板も必要ばってんが、それがあるとか

なり効率的なことができるんじゃないかというふうに思っております。よろしくお

願いします。以上です。 

○委員長（興梠壽一君） ほかに。 

○委員（宇藤康博君） 宇藤です。 

先ほど甲斐委員のほうも除雪サポーターのことを聞かれましたですけど、私の

ほうが聞きたいのは、この除雪サポーターのですよ、今、７０名組まれているわ

けでございますが、この詳細ですね、どの地区にどのぐらいおられて、どのぐら

い整備をされて、どこら辺をされたとかわかるならばよろしくお願いします。 

○建設課長（松本満夫君） 建設課、松本です。 

除雪サポーターにつきましては、今年度から開設した事業でございますけれど

も、まず駐在員さんに対象となる機械を保有している方をまずご推薦いただいて、

その推薦に基づいて、町のほうで登録のお願いをしながら、当初は６５名だった

ですか、登録がありまして、今現在は７６名の登録に至っているところなんです

けども、地区ごとということでございますが、全地区何名と平均的に登録者の方

がおられるわけではございません。ちなみに街部は２名ですね。上色見地区で７

名、色見地区は１名です。草部南部地区で１３名、草部北部地区で１１名、野尻

地区では４２名ですかね、合計７６名となっておりまして、基本的に山東部、草

部よりも野尻地区の登録者の方が現在では多いという状況です。今まで雪が降れ

ば、地域でボランティア的にですね、当たり前のように除雪をされてきたわけで

す。そんな中で山頭部では地域の担い手、若者が減ってきて、また機械を有され

ている方も減ってきているということもありまして、燃料高騰も含めましてです

ね、何らか町のほうで助成ができないかということで、このサポーター制度とい

うのが開設されたわけでございますけど、駐在員さんの中にはやはり今回の雪は

ご承知のように４０何年振りというような誰もが想定していなかった大雪が降っ

てきたこともありまして、登録に関しての準備期間も少なかったということもあ

りますし、そのあたりの兼ね合いもありまして、登録には地域によってばらつき

があるというのが現状です。 

○委員（宇藤康博君） 宇藤です。 



 － 1 4 － 

課長のほうからございましたが、ちょっと色見のほうでございますけど、この

ボランティアで除雪されている方がたくさんおられてですね、この地区において

はタイヤショベル等もかなり多いんですよ。それで自助共助という形で、もう雪

が降ったけん、自分たちのところは押さないかんということで、朝早くからどん

どん押していかれてですね、町道関係もかなりされております。その方たちは押

してよかったなということで終わられて、何日かされてから新聞等に除雪サポー

ターの件が出たわけです。それで私のところに電話等がかかってきてですね、

「おい、除雪サポーターとはどういうことかい」て、「こら、いろいろと出とる

じゃないか」ということで周知されていなかったんですね。その辺のボランティ

アで押された方々の把握はされておられますか。 

○建設課長（松本満夫君） 松本です。 

把握といいますか、そういう情報は聞いております。各地域で、特に色見あた

りはですね、登録者の方はおられなかったです。当然、機械を保有されている方

は何人もおられるということで、今までどおりですね、ボランティア的な共助自

助の部分で自主的に除雪されたということは大変ありがたく思っておるところで

す。そのお陰で色見地区あたりはいち早く道のほうも開いたという現状もござい

ますけれども、色見とまた野尻では積雪の量も度合いも違いますけれども、その

あたりは駐在さんのあくまでも推薦に基づいて、こちらのほうが初年度取り組ん

だ経緯もありますので、今年の除雪に関してはそういう方々のご協力は大変あり

がたかったかなと思っておりますが、その後の支援とかサポートについては、今

後登録等をまた新年度お願いしながら、サポーター制度につきましても内容はま

だいろいろ見直さなくてはいけない点も、今度の大雪を教訓として進めていきた

いと思っておりますので、その辺はご理解をいただきたいというふうに思ってお

ります。 

○委員（宇藤康博君） 宇藤です。 

課長の答弁ありがとうございました。そういうことでございますので、大型ト

ラクターとかですよ、先ほどから言われております、一つ良かった点だなと思っ

たのがですね、一人の方がキャビン付きのトラクターで後ろに普通引っ張ってい

く何かレイキみたいなのがあるんですよ。それで引っ張られている方が一人おら

れてですね、ボランティアで。それが一番活躍したんですよね。鉄の塊があって、

レイキが斜めに、こうしたら斜めになるとですよ。そればただ普通の付けるだけ

で、落としたらどんどんキャビン付きトラクターですから、寒くないですから、

どんどん走って行ったら、融雪剤も敷いとったったと思うんですけど、それが私

たちが押すタイヤショベルよりも早かったわけです。そういったあたりの機械、
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先ほども出ていましたですけど、そういうとも検討されたほうがいいと思います。 

それとあと、そういう機械等とかもいっぱい高森町にはありますので、もう１

回このサポーターの見直しですね、各駐在員さんに頼まれてやったということで、

私も確認はしたんですけど、駐在員さん、そういうのはいらないと思とったとい

うてから申し込まんだったと言いなはったんですよ。今まで自助共助でしよった

て。それはやっぱりもう一回駐在員単位でなくして、建設課でもいいですからで

すよ、もう大きい組織というか、サポーター隊という大きい組織をつくられたら

どうかなと思ってご質問でございます。 

○建設課長（松本満夫君） はい、松本です。 

今の宇藤委員から貴重なご意見をいただいたわけですけど、今後ですね、サ

ポーター制度、先ほど申し上げましたように、完全に充実した完成度の高い制度

とは言えないことは私ども十分わかっております。単なる町道の除雪だけじゃな

くて、やはり今回の大雪のようなときには、その町道まで出れない部落道とか里

道とか、また自分の私道とかもかなりあったわけです。だから、建設課だけじゃ

なくして、防災、また福祉ですね、いろんな高齢者の単独世帯もありますから、

そういった中で総合的に検証をしながらですね、このサポーター制度を今なって

いますけど、そういうのはやっぱり改正していって見直しをしなくてはいけない

というふうには痛感しております。 

以上です。よろしくお願いします。 

○委員長（興梠壽一君） ほかにありませんか。はい、どうぞ。 

○委員（芹口誓彰君） 芹口ですが。 

今の宇藤委員の質問については、私が一般質問で。駐在区ごとにどれだけのサ

ポーターがおられるのか、また今後、駐在員としてそのサポーターの増員ができ

ないか、いろんな面で質問をしたいというふうに思っておりましたけれども、今、

宇藤委員のほうからすでに質問が。 

それで関連してお尋ねいたしますけれども、先ほどもありました後ろ移動する

ローラー、これについてはですね、すでに波野、これは何台か入れとるわけです

ね、これはフロントローダーよりも引っ張っていく力が強いわけですね、後ろに

引っ張って、これは確か３０万円というような話を聞きました、作製費が。これ

は何台か入れとるわけです。これは確か上色見に１台、これを持ってきてありま

すね。先ほど言ったのはそれを利用されただろうと思います。それでこんなフロ

ントローラーよりもですね、そういった引っ張るやつのほうをですね、計画され

たほうがいいじゃないかというふうに私は思っておりますけれども。 

○土木係長（荒牧 久君） 土木係の荒牧です。 



 － 1 6 － 

私どももいろいろ検討しまして、波野あたりでも導入しているというふうなこ

とを聞きました。引っ張るやつが前で雪の深いところはトラクターが雪にめり込

んで、引っ張る力が滑ってしますということで、後ろより来て、波野かではバッ

クしながら、だから押してやられたんですね、トラックが後ろで行くけんですね。

ですから、これはフロントのほうがより前に押して、後ろは雪が少ない状態にし

て押したほうがより効果が上がるんだろうと思いまして、フロントローダーとい

うことで、今回当初予算に計上しています。 

以上です。 

○委員（芹口誓彰君） 芹口です。 

この前のような大雪、これについてはですね、グレーダーでもちょっと無理な

押し方があるわけですよ。というのが斜めに押して、その雪を斜めに排除して、

排出していくわけですので、この横にですね、かなりの雪の量があればもう押し

きらんわけですね。やはりそういった点については、バゲットですくってのける

というやり方のほうがよっぽど効果的な場合もあるわけですよ。そういったこと

についてはいろいろ検討してほしいというふうに思います。 

それからもう１点、１０４ページの除雪サポーターの保険料、これについては、

保険料はこれは出動時にかける保険ですか、それとも前もってこの登録者数の７

６名なら７６名に１人当たり幾らということでかける保険の方法、どっちですか。 

○土木係長（荒牧 久君） 土木係の荒牧です。 

これにつきましては、人１人をお掛けします。期間を設定しておりまして、大

体雪が降る期間設定しております。１人当たりが４,０２０円ということで、前回

は全員保険をかけております。 

以上でございます。 

○委員（芹口誓彰君） 芹口です。 

これは期間ということで１２月から２月までとか、こら年間かける保険料とか

はほかにないわけですかね。後でまとめて答弁をしていただきたいと思います。 

それからですね、２つ目は１３４ページ、仁田水の災害、これは一応ボーリン

グはこの前はできなかったから向こうから取ってくると、新たな水源からですね、

取ってくるということですけど、今まで農地災害は今年度大体何％の補助率です

か。 

○土木係長（荒牧 久君） 荒牧です。 

まず、除雪サポーターの保険期間ということで、芹口委員のほうからご質問が

あったわけですれども、これは年間の保険期間にしますと金額もかなりな７,００

０円程度の金額になってまいります。この除雪サポーターに限っての保険という
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ことで私ども期間を１２月から３月上旬までぐらいの期間を設定して、それで低

料金といいますか、保障と見合う程度の保険料を設定しております。 

次に、農地の災害復旧費の負担率、補助率をご説明申し上げます。これは梅雨

前線豪雨によって補助率が異なっております。また農地施設によっても補助率が

違っております。 

まず、施設についてご説明を申し上げます。施設災害におきまして、７月２６

日から２７日までの梅雨前線豪雨につきましては、激甚指定となっております。

補助率が９８.５％です。それから負担率は１.５％ですね、残りのパーセントが

負担率になります。それから８月２４日から２６日の梅雨前線豪雨につきまして

は、激甚指定とはなっておりません。ですので、施設の補助率が９６.４％、残り

が負担率ですね、３.６％。 

続きまして、農地のほうです。激甚の７月２６日から２７日につきましては、

９４.１％の補助率です。残りの５.９％が負担率になります。それから、８月２

４日から２６日までの農地の補助率がこれは激甚ではありませんので８６％、負

担率が１４％というような内訳でございます。 

以上です。 

○委員長（興梠壽一君） はい、どうぞ。 

○委員（芹口誓彰君） 芹口ですが。 

今、答弁があったように、この農地等の災害復旧については１００％補助金で

はないわけですね。負担金が伴うわけですよ。それで２回目です、今回の災害の

施設の工事請負費８００万円程度かかっておりますけれども、これについてはや

はり負担金を取ってもいいと思うわけですよ。災害復旧の関連であれば全く負担

金を取らなくて全額町でするということもちょっとおかしいんじゃないかと思い

ますし、特に新たにこういった農業用水ということで、パイプを引っ張ってくる

というようなことになれば、普通であれば、これは５割補助なら５割補助で補助

率があるはずですので、１００％この分について町が工事をしてやる、負担金な

しでしてやるというのはちょっと私もおかしいような気もするし、矛盾したよう

な点も出てくるかとも思うわけですよ。やはり少なくとも災害復旧の延長であれ

ば５％なり、３％なりの負担金は当然受益者から取っていいと思うんです。ほと

んどのこういう農業の事業をやる場合は、それだけ生産性が上がるとか利便性が

向上するとかいうことで受益者から負担金を取るのが原則でございますので、１

００％町が行うというのはどうかというふうに私は思いますけども、そういった

点については十分ですね、委員会の中での審議としてほかの議員さんの意見も聞

いてほしいと思いますので、十分ご審議をお願いしたいと思います。 
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以上です。 

○土木係長（荒牧 久君） 土木の荒牧です。 

今の芹口委員のご指摘のことにつきまして、ちょっと説明をこちらのほうから

していきたいと思います。上仁田水地区、当初ボーリング工事ということで、前

にも委員会で説明したんですけど、それについては９９.１％の補助率でありまし

た。それについての受益者負担は、ボーリングについての受益者負担は上仁田水

地区の水利組合のほうには当然していただくこととなっておりました。しかしな

がら、この原形復旧というのがこの災害復旧の目的でございます。ですので、そ

ういった形で水が足りなかったということで、原形復旧ができていないという観

点から、私どもとしてはその辺を今回単独でやります工事につきまして、受益者

負担というのがいかがなものかなというふうには考えております。 

以上です。 

○委員（森田 勝君） 森田です。 

今、上板水の話が出ていますが、今、芹口委員が言われたように、当初ボーリ

ングで調査して水が出なかったというような話で、今、町もその後予算を組んで、

大体１００％なりの形でこの９２０メーターの工事を設計でされるというような

ことでありますが、私もですね、最初のそのボーリング工事はこれはおそらく災

害復旧費で資金が出ていると思いますが、その後の工事はこれはもう先ほどから

言われるように、やはり個人で、個人といったらですけど、組合で負担というの

があってもいいんじゃないかというような感じがしておるわけでございます。な

ぜかというならですね、最初にそのボーリングした時点で、これは掘ってみら

にゃこれは掘ってみなければわからない件でございますが、国から、それから県

から補助がきているわけでございますので、その後ですね、町が全面的にそうい

うふうな資金を出してするというのは、ちょっと私も疑問ではなかろうかんとい

う感じでおります。できるならですね、もう少し検討して受益者のほうからも少

しどま出してもらえる話し合いができんか検討を願いたいと思っています。 

○委員長（興梠壽一君） ほかの委員さんどんなですか。 

○委員（甲斐正一君） やっぱり災害でもですね、災害自然にもやっぱり受益者負担

が少しなりないといかんと思うたいな。本当は全額。 

○委員（森田 勝君） 森田です。 

これが皆さんもご存じのように、例えば田んぼの土手が例えば壊れたときはこ

れは全額負担ということはなかけんですね、はっきり言うて。ということは受益

者も負担する。そういうふうには今までなっているとは思いますので、そういう

点を考慮するとですね、やはり町が全額負担して、そういうことをするというは
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ちょっと私も疑問じゃないどかと思います。 

○委員（芹口誓彰君） 先ほどから言いますように、激甚にかかっても１.５％なりの

負担をするということだけですので、やはりこういった部分でやるなら、やはり同

様にそれぐらいの負担率をですね、当然やっぱり土地改良組合の組合に話してみて、

交渉してみて、取るのがですね、本当にほかの地区との平等性、そういったのも問

われるんじゃないかというふうに思っておりますので、ぜひもう一度組合のほうと

話をされるのか、そういったことでひとつ考えてほしいと思います。 

○土木係長（荒牧 久君） 土木の荒牧です。 

上仁田水地区のほうに何回か説明会を開いたかと思います。最初はかなり水道

が出なかったことについてですね、かなり町に対しての怒りといいますか、そう

いうことを受けたことも事実でございます。そういう中で単独でやりますという

ことで説明はしております。私がちょっと思うのは負担金についての助言なり、

動向なりというのは、災害復旧法につきましては、そういった負担法がございま

すので、それに基づいて受益者に請求をするわけですけれども、この単独につい

てのいろんな制約といいますか、負担の要綱なり、条例なりというのは、そこら

辺はちょっと私、受益者から言われた場合、こういった委員会の中でといいます

か、といったところでただで負担をお願いしますと言っていいのか、ちょっと、

今、私、不安に思ったわけでございます。以上です。 

○委員（芹口誓彰君） 災害復旧でそもそもこの受益者の利便性、高齢化ということ

で、やはり管理がしやすいようにボーリングというようなことで決定をされ、ボー

リングを計画されたわけですけれども、たまたまそのボーリングの結果、水が出な

かったということで、こういった施設をされたわけですので、それについては、十

分そこあたりは土地改良区の方も十分納得してもらわんといかんし、やはり別に災

害復旧の関連として今回のそういったパイプ布設というようなことになったわけで

すので、やはり当然私は、ある程度災害復旧なり、激甚災害の何％かは同等に取っ

ていいと、負担はお願いはしていいというふうに思いますし、またこれを別にする

ということであればですね、公共的施設の補助金の交付と同じように、５割の助成

しかないわけですので、そこらあたりを今一度、土地改良の方と交渉をして、やは

り原則は原則としてやっぱりいってほしいというふうに私は思いますので、それだ

けのことはやって、そしてまた駄目ならですね、またそれを了として考えていく。 

それと、ほかの地区との平等性とか考えれば、やはりそこは土地改良組合の方に

要望なり、話し合いしていくべきだというふうに私は思います。 

○建設課長（松本満夫君） 建設課、松本です。 

今、審議といいますか、検討された負担金に関しまして、私どもも認識不足も
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あったのも事実ですけども、今までの災害復旧の事業の経過の流れとして、係長

が申し上げましたように、負担金のほうを考えなかったというのが現実でござい

ますが、今、ご提案をいただきました件につきましては、また課内で十分検討し

て、そういった交渉も含めながら、組合のほうにご相談するかどうか、再度検討

して対応していきたいと思いますので、現時点ではその考えでいきたいと思って

おります。以上です。 

○委員（宇藤康博君） これは、この農家の方々は何名ぐらいおられてですよ、面積

は、水田の面積ですよ、どのくらいあるとですか。宇藤です。 

○土木係長（荒牧 久君） 土木の荒牧です。 

受益者は１３名、大分県まで合わせてですね。面積は３町です。 

○委員（宇藤康博君） １３名ということであるならば、町内だけは。 

○土木係長（荒牧 久君） 町内が３件です。 

○委員（宇藤康博君） 宇藤です。 

先ほど災害復旧ということになると９９.１％ということでございましたが、金

額的に直すと、その０.９％ですか、大体幾らぐらいになるんですか。 

○建設課長（松本満夫君） 松本です。 

８００万円の工事となれば７万２,０００円の負担、それに準じるとなればです

ね。 

○建設課長（松本満夫君） ７万２,０００円を、話が上がればお願いするような形に

なります。芹口委員が言いなはった基本的な考え方からすれば、それが本当に他地

域との今までの均衡、不具合が生じないためにはそれが一番ベストとは思っており

ますので、そこらあたりは検討して、交渉なりを考えていきたいと思います。 

○委員長（興梠壽一君） ほかにございませんか。 

○委員（森田 勝君） 森田です。 

先ほどから１０４ページ、１０５ページ。道路の整備に１００枚、印刷すると

いうような話が出ておりましたが、これは印刷して地域ごとに何枚ずつか配布す

るとか、そういうあれね。 

○土木係長（荒牧 久君） 土木係の荒牧です。 

これは地域に配布するということは考えておりません。これから何年か町で使

用するためのものを１００枚。なお、５０枚も１００枚も値段としてはほとんど

変わりませんので、一応１００枚という設定をいたしました。 

○委員（森田 勝君） それから、１０６ページの先ほど河川維持費から１５０万円

という話があったと思いますが、あれは確か中学校のテニスの、あそこの河川はそ

の悪臭がひどいというのはどういう。 
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○土木係長（荒牧 久君） 土木の荒牧です。 

これはそこにですね、落差溝みたいなものがありまして、水たまりといいます

か、そういった構造物がないものですから、水が多いときなんか、雨が降ったと

きとか、そういった大水で河床が洗掘しまして、そこによどみが発生しておりま

して、その河川には結構ほとんど水無川ですので、生活排水がほとんど流れてお

ります。それがよどみまして、そこで悪臭が発生すると、ボウフラが発生すると

いうことでございます。 

○委員（森田 勝君） それをスムーズに流れるように計画しよるんですか。どのよ

うな計画ですか。 

○土木係長（荒牧 久君） 土木の荒牧です。 

河川のですね、河床を洗掘しないような水たまり溝を現在考えております。そ

れによって下流川へスムーズに流れるような修繕工事を考えております。 

○委員（森田 勝君） はい、わかりました。 

それから、１０７ページのこれは関連というか、さっき浄化槽の話が出ていま

したが、おそらく４月から消費税が上がる、その中において浄化槽の設置対象者

も多いんじゃないかと思いますが、現在、町としては何％ぐらいの普及率で、今、

浄化槽は終わっとるとだろうか。そこがちょっと聞きたいと思いますが。大体で

よかけんですね。 

○住宅係長（村嶋立章君） 住宅係の村嶋です。 

浄化槽の普及率というのに関しましては、ちょっとまだ把握しておりませんの

で、これはちょっと調べて報告していきたいと思いますが、町が一応取り組んで

いるのが、これは以前から言っていたんですけど、農業後継者ですね、特に若手

の農業後継者のところの水回りの整備というのは、これはどうしても嫁不足とか

いうふうに言われているんですけど、嫁さんをもらうにあたっては、まず周辺の

水回りの整備というのは、これは最低限必要じゃないかなということもありまし

て、特に、今、新築工事は浄化槽設置が義務付けられておりますけど、山東部な

り、若手農業後継者等に関しては、そのあたり浄化槽設置ば考えてみらんかいと

かというのは、常々言っているところではあります。ですので、せっかくの補助

金ではありますけど、自己負担もこれ伴うのでですね、なかなかそれ以上強く言

えない部分もありますけど、せっかくの事業ですので、できればもう予算を超え

るぐらいがあればとは思っております。 

○委員（森田 勝君） 森田です。 

先ほどから団地の補修、壁塗装の件の話が出ていましたが、私は一番思うのは、

現在、小学校ですね、高森中央小学校、あの下の町営住宅があります。おそらく
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あれは五、六十年というような年数が経っとるとじゃないかと思いますが、昨日

地震がありました。あのような地震の中でおそらく地震の、整うた住宅じゃない

と思いますが、今後建設課としてどういうふうな考えをもっておられるのか

ちょっと聞きたいと思います。 

○建設課長（松本満夫君） 建設課の松本です。 

今、おっしゃっている団地は横町の団地だと思いますが、そこに関しましては、

今、おっしゃいましたように、もうかなり古い住宅でございまして、もう入居の

案内はしていない住宅です。今、住んでおられる方々も、これはもう大分前のな

んですけれども、住宅を変わってもらうようなことでずっとお願いをして継続し

てきよります。もう耐用年数も過ぎておりますので、今、もう空きが出たところ

は政策空き家として、もう募集をしておりませんが、今後も今住んでおられる方

は住宅を移ってもらうようなことで進めてまいりたいし、住居を変わられて空き

家となった場合には、あそこはもう取り壊して何らかの形で対応していきたいと

は思っております。 

○委員（森田 勝君） 森田です。 

現在、何名ほどあそこは住んでいますか。 

○住宅係長（村嶋立章君） ６世帯中５世帯。 

○委員（森田 勝君） ６世帯中５世帯。 

○住宅係長（村嶋立章君） １つはもう今空いている状態で、今後そこの横町団地に

関しましてはあっ旋をしませんし、今、課長が言われましたとおり、全員の方がお

られなくなった時点で用途廃止ということで対応していきたいと思っております。 

○委員（森田 勝君） ６世帯中５世帯ね。住みやすいというか。 

○建設課長（松本満夫君） 松本です。なかなか家賃が安いけん出なはらんとですね、

早よ言えば。だけん修繕も何もせんですよて、こっちは言うてるけど、それで結構

ですということです。もう本当に１,０００円とかですね、住宅によっては何百円

という世界の住宅ですので、ですが、なかなかお願いをしても移ってもらえないと

いうことで、でもこれをいつまでも放置しとっていいかという問題も出て、もうタ

イムリミットも迫っているというのが現状ですので、何らかの強行的なお願いをし

なくちゃならないかなというふうには考えております。 

以上です。 

○委員（森田 勝君） 森田です。 

今、課長から答弁がありましたようにですね、私が何でこの質問したかという

とですね、もしも地震で倒壊したとき、いろいろありましたら。恐らくこれは町

営住宅というようなことでございますので、町に何らかの負担がかかってくるん
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じゃないかと思っております。特に、恐らく６０年近く、以上に私は経っている

と思いますので、早急にこれは対応せんと、事故があってからでは遅うございま

すので、何らかの対応を取られて、早急に解決するような対策を取ってもらいた

いと思っております。 

以上でございます。 

○委員長（興梠壽一君） 答弁いりますか。 

○委員（森田 勝君） もうよございます。 

○委員長（興梠壽一君） ほかにありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第２４号、平成２６年度高森町一般会

計予算については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

次に、議案第２８号、平成２６年度高森町簡易水道事業特別会計予算について

を議題とします。 

建設課の説明を求めます。 

○水道係長（野尻光也君） はい。水道係、野尻です。 

平成２６年度高森町簡易水道事業特別会計予算についてご説明いたします。 

歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１億７,２６４万７,０００円といたし

ます。 

４ページをお願いいたします。地方債、過疎対策事業と簡易水道限度額を、そ

れぞれ１,０５０万円としております。 

続きまして７ページをお願いいたします。歳入です。水道使用料９,７４８万円

を計上しております。続きまして使用料、水道手数料２３万円、続きまして繰入

金、一般会計からの繰入金３,２９７万円、続きまして財産収入７４４万３,００

０円。 

次のページ、８ページをお願いいたします。繰越金といたしまして１,２００万

円。続きまして、収入、水道申込加入金６４万８,０００円。続きまして、雑入８

７万６,０００円、地方債、水道費債２,１００万円を計上いたしております。総
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額の１億７,２６４万７,０００円です。 

続きまして、９ページ、歳出の一般管理費、報酬５１０万３,０００円、給与７

２４万１,０００円、職員手当４１０万９,０００円、共済費２７９万４,０００円、

賃金８１万円、旅費１万円、需用費３,６５４万４,０００円、役務費７８１万８,

０００円、次のページの１０ページ、委託料１,１２６万７,０００円、使用料及

び賃借料１２万２,０００円、工事請負費２,０３０万円、原材料費７９万円、備

品購入費１２０万９,０００円、負担金補助及び交付金２万円、積立金５５万６,

０００円、公課費４０１万８,０００円、合計の１億２７１万１,０００円を計上

しております。 

続きまして、公債費の元金５,１２３万１,０００円、利子１,４７０万９,００

０円、合計の６,５９４万円を計上しております。 

続きまして、予備費といたしまして３９９万６,０００円を計上しております。 

以上です。 

○委員長（興梠壽一君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（森田 勝君） 森田です。 

２つ質問します。１０ページの山鳥地区、前原地区の布設工事とありますけど、

これは何年前に経っとるですかね。 

○水道係長（野尻光也君） 水道係、野尻です。 

山鳥地区の水道はですね、これは畑の中を入っていっとるもんですから毎年水

道管を破ってしまいますけど、道の中に布設替えする工事です。 

○委員（森田 勝君） 道の中ば通っているとですか。 

○水道係長（野尻光也君） はい。それと前原はですね、昭和６０何年か、平成に

入ってすぐの管で、去年の８月に消火栓を開けたときですね、その流れで泥が一

緒に入ってきて、端末はもう１３ｍｍできとるものですから、そこさん全部集

まって１週間ばかり家の人に水ば出しとってくれて、その分の水道代は割り引き

ますけんていうてから、何とかその泥水が出らんごつしてくれて言わすものです

から、それで前原を２５０メーターの布設工事をするものです。 

○委員長（興梠壽一君） ほかに質疑ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第２８号、平成２６年度高森町簡易水
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道事業特別会計予算については、原案のとおり可決することにご異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

次に、議案第２９号、平成２６年度高森町農業用水供給事業特別会計予算につ

いてを議題とします。 

建設課の説明を求めます。 

○水道係長（野尻光也君） 水道係の野尻です。 

平成２６年度高森町農業用水供給事業特別会計予算についてご説明いたします。 

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１,５０６万８,０００円を計上して

おります。 

６ページをお開きください。歳入、財産収入１,１９９万１,０００円、繰越金

３０７万７,０００円、総額の１,５０６万８,０００円を計上しております。 

続きまして、歳出、管理費、賃金３９万円、旅費１,０００円、需用費１,３１

６万１,０００円、役務費９１万５,０００円、委託料３１万５,０００円、使用料

２０万８,０００円、総額の１,４９９万円を計上しています。 

続きまして、８ページをお願いします。予備費といたしまして７万８,０００円

を計上しております。 

以上です。 

○委員長（興梠壽一君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第２９号、平成２６年度高森町農業用

水供給事業特別会計予算については、原案のとおり可決することにご異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

以上で建設課に関連する付託案件については終了いたしました。 

建設課の皆さん、お疲れ様でした。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（興梠壽一君） 再開します。 

本委員会に付託されました農林政策課関連の議案第１５号、高森町奥阿蘇キャ

ンプ場条例の一部改正についてを議題とします。 

農林政策課の説明を求めます。 

○農林政策課長（佐藤武文君） お疲れさまです。佐藤です。 

高森町奥阿蘇キャンプ場条例の一部を改正する条例ということで議案第１５号

で提案させていただいております。 

本会議でご説明を申し上げましたとおり、４月１日から消費税率が８％に引き

上げられることとなっておりますし、また来年には１０％に上がる見込みとなっ

ております。現在の当条例の別表には消費税込の金額で明記してありますけれど

も、今後続けて消費税率の改定が予定されておりますので、今回は税別の金額を

別表に記載するよう、内容に変更するという内容の条例をご提案申し上げており

ます。 

新旧対照表をご覧いただきますと、第９条では現在、別表に定める額を使用料

として納めなければならないとなっておりますけれども、この「別表に定める

額」というのを「別表に定める額に消費税及び地方消費税の税率を乗じて得た額

を加えた額」を使用料として納めなければならないというふうに改正をするもの

でございます。 

また、次のページの別表（第９条第１３条）関係でございますが、それぞれの

金額を右側から左のほうに記載を変更したいというふうに思います。 

以上です。 

○委員長（興梠壽一君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

すみません、私からよかですか。早速ですが、単純に３００円が３２０円にな

るということですかね、料金は。 

○農林政策課長（佐藤武文君） 逆ですね、今、税込みで右側が税込み価格ですね。

税込みの額です。これは切り上げてあったりします。金額的にはですね。右側は

現行の改正前の金額でございますので、改正前の金額ですけれども、消費税込み

の金額となっております。左側は、改正後は消費税を抜いた金額というふうにし

ております。以上です。 

○委員長（興梠壽一君） 興梠です。 

３２０円というのは５％分が入った金額ということですね。 

○農林政策課長（佐藤武文君） 佐藤です。 

はい、その通りです。 



 － 2 7 － 

○委員長（興梠壽一君） 興梠です。 

５％を抜いた金額がこの３００円になると。この８％をかけるということです

ね、３００円に。 

○農林政策課長（佐藤武文君） 佐藤です。 

はい、その通りです。 

○委員長（興梠壽一君） ほかに質疑ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第１５号、高森町奥阿蘇キャンプ場条

例の一部改正については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

次に、議案第１６号、高森町有機農業推進施設条例の一部改正についてを議題

とします。 

農林政策課の説明を求めます。 

○農林政策課長（佐藤武文君） 佐藤です。 

議案第１６号、高森町有機農業推進施設条例の一部改正について提案のご説明

を申し上げます。 

この議案につきましても消費税率の変更に伴うものでございまして、別表に使

用料等を記載しておりましたが、消費税込みの額でございましたので、消費税を

抜いた額に表記するものでございます。 

新旧対照表をご覧いただきたいと思います。左が改正後で、右が改正前でござ

います。第６条、別表第１に定める金額を支払うものとするとあったものを別表

第１に定める金額に消費税及び地方消費税の税率を乗じて得た額を加えた額を支

払うものとする。以下、第７条の２項も別表第２に定める金額に消費税及び地方

消費税の税率を乗じて得た額を加えた額といたします。また第８条、第９条の第

２項につきましても同様の形で表示をするものでございます。別表の個別の説明

は割愛させていただきます。 

以上で、説明を終わります。 

○委員長（興梠壽一君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第１６号、高森町有機農業推進施設条

例の一部改正については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

次に、議案第１９号、平成２５年度高森町一般会計補正予算についてを議題と

します。 

農林政策課の説明を求めます。 

○農林政策課長（佐藤武文君） 佐藤です。 

議案第１９号、平成２５年度高森町一般会計補正予算について担当課長補佐及

び係長にそれぞれ説明をさせます。 

○農林振興係長（村上純一君） 村上です。 

予算書の１６ページをお開き願います。１５款県支出金、２項県補助金、５目

農林水産業費県補助金です。１節農業振興費補助金、こちらはすべて補助事業に

関します補助金です。あとで歳出のほうで詳しく説明させていただくというとこ

ろで合計額のほうにいってよろしいでしょうか。 

農業振興費補助金、減額、合計しまして５５万２,０００円。２中山間地域等直

接支払事業補助金４２万６,０００円。 

○農林政策課長補佐（後藤健一君） 後藤です。 

農業委員会補助金、同様に４万５,０００円の減です。 

○農林振興係長（村上純一君） 村上です。 

５林業振興費補助金、減額８２８万７,０００円です。 

続きまして１７ページです。７中山間地域等支払事業推進県補助金、マイナス

３３万２,０００円、８畜産振興費補助金、マイナス１０３万５,０００円、１１

団体営農業農村整備事業補助金、差し引きしまして増減額ございません、０円で

す。１３経営体育成支援事業補助金１５７万１,０００円、１４農業農村整備実施

計画費等補助金７,０１２万５,０００円です。 

○農林政策課長補佐（後藤健一君） 後藤です。 

１８ページをお開けください。 
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１５県支出金、３項の県委託金、５目の農林水産業県委託金、２節の農業者年

金基金委託金、これは２万５,０００円でございます。 

失礼いたしました。訂正いたします。４３万７,０００円の予算のところを４６

万２,０００円の額が確定しましたので、２万５,０００円の増です。訂正いたし

ます。 

○アグリセンター次長（安藤吉孝君） すみません、２０ページをお開きください。

安藤です。 

諸収入の欄でございますけれども、雑入としまして自然循環型有機堆肥化支援

事業としまして、既定額が３１２万円ですけれども、８０万円の減額をお願いし

まして、２３２万円、これは丸味屋さんの支援金でございます。 

○農林振興係長（村上純一君） 村上です。 

続きまして、歳出に移ります。３３ページをお開き願います。 

５款農林水産業費、１項農業費、１目農業総務費、農林政策関係の９番旅費か

らです。旅費研修費３万４,０００円、１９負担金及び交付金、各協議会の負担金

が事業確定しまして、合計２４万６,０００円減額となっております。続きまして、

２目農業振興費です。１報酬、担い手支援専任アドバイザー報酬、減額２８万２,

２００円です。こちらは熊本県担い手育成緊急支援事業で甲斐幸一氏が当たられ

ています。４月から雇う予定でしたが、前職の退職の都合で７月からの雇用とな

りましたので、その分減額しております。 

続きまして、新農業プラン有識者報酬、こちら信州大学の加藤幸一教授に新農

業プランの委員さんとしてお世話になりまして、非常に短い期間で策定しました

ので、その分報酬が増えております。増額７万４,５００円です。共済費１９万２,

０００円です。賃金、こちら補助事業、中山間地域等直接支払臨時職員、また環

境保全型農業直接支払事業補助金、雇い入れの日数の調整で補正額が生じており

ます。合計しまして５万１,０００円減額です。９番旅費１６万円減額です。需用

費、消耗品と修繕料、消耗品は必要分６万６,０００円不用額が生じております。

修繕料ですが、上津留に設置しております大型囲い罠で少し配線のトラブルが起

きておりますので、５万４,０００円修繕料を計上しております。 

続きまして、１９負担金補助及び交付金です。中山間地域等直接支払交付金補

助金が６０アール菅山地区より農振地に編入がありましたので、そちらの分増や

しております１２万６,０００円増です。続きまして、環境保全型農業直接支払交

付金、減額６８万６,０００円です。こちらですね、当初５０町分、当初計画して

おりましたが、実績ですね、３,２８７アール分しか申請が上がりませんでしたの

で、その分減額しております。続きまして、経営体育成支援事業補助金１５７万
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１,０００円です。経営体育成支援事業ですね、平成２５年度分の補正予算で要望

しましたところ、芹口の佐楢見真一さん、トラクターの導入が認定農業者として

計画の認定受けましたので１５７万１,０００円、平成２５年の補正予算で補助決

定がきております。続きまして、３節畜産事業費です。報償費マイナス２５万２,

０００円です。こちらは子牛の品評会の頭数が６３頭しかおりませんでしたので、

その分減額しております。続きまして、普通旅費です。普通旅費９万９,０００円

減額です。続きまして、需用費、燃料費１万５,０００円減額、負担金補助及び交

付金、阿蘇あか牛草原再生事業補助金を見込んでいましたが、各牧野組合より事

業の要望が当初の予定にありませんでしたので、１０３万５,０００円減額補正し

ております。 

○農林政策課長補佐（後藤健一君） 後藤です。 

６目の農業委員会費の７節賃金は、耕作放棄地等の調査の調査員の賃金が確定

しましたので９万円減にしております。それから、８節の報償費、これは和解、

仲介の謝礼ということでしておりましたが、そういう案件はございませんでした

ので、マイナス１万円減にしております。同様に７目の農業者年金事務費、これ

も９節の旅費が費用弁償額が確定しましたので、マイナスの３万７,０００円の減、

需用費は同様に消耗品費が４万円の増、それから食料費についての額が確定しま

したので３,０００円の減としています。次が８目の農業経営基盤強化事業費、こ

れは国有農地の徴収とかそういう事務費として計上しておりました。これも同様

に旅費も確定しましたので、マイナスの６,０００円減、需用費は消耗品費のほう

が４,０００円の増です。全体としては増減はございません。次が９目の農地費、

旅費はこれも額が確定しまして５万７,０００円の減。 

○農林振興係長（村上純一君） 村上です。 

１９負担金補助及び交付金、農道等整備事業補助金、減額５３万円です。 

○農林政策課長補佐（後藤健一君） 後藤です。 

１６の物産館等管理費のご説明をします。７節の賃金、奥阿蘇キャンプ場の施

設の整備のための貸賃が確定しましたので、マイナスの１８万円減です。それか

ら、需用費につきましては、光熱費のほうが昨年から震災の関係で電気料が全体

的に上がりましたので、差額の１５万円の増とさせていただいております。１３

節の委託料は奥阿蘇物産館加工場の汚水洗浄業務委託は入札によりましてマイナ

スの１３万５,０００円の減としました。それから、奥阿蘇特産品加工場産業廃棄

物処理管理業務委託を組んでおりましたけれども、実は浄化槽施設が故障してお

る箇所が数カ所ございまして、それの工事の終わった時期が、もうすでに年末も

稼働しておりましたので、業務委託をする期間が３カ月ほどしか残らないという
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ことで新年度より業務委託契約を結ぶ予定としましたので、マイナスの２５万円

減にしています。それから、１３節の原材料費は奥阿蘇キャンプ場整備に原材料

費を組んでおりましたけれども、実質的に平成２６年度に繰り越すようになりま

したので、マイナスの２０万円減にしております。それから、１８節の備品購入

費は、奥阿蘇物産館のオープン型の冷蔵庫ですけれども、これを入札をして行っ

た関係で、マイナスの２５万９,０００円の減になりました。 

○アグリセンター次長（安藤吉孝君） 安藤です。 

３５ページをお開きください。１１節農業活性化施設費についてご説明を申し

上げます。今回の補正につきましては、不用額をすべて上げております。報酬費

８１万３,０００円の減、賃金１８２万円の減、旅費が５８万８０００円の減、１

１需用費、食料費がマイナス５万円、印刷製本費、マイナス１６万８,０００円、

光熱水費、マイナス４万９,０００円で、需用費総額がマイナス２６万７,０００

円です。役務費、マイナス６万３,０００円、委託料、マイナス２４万５,０００

円、使用料及び賃借料につきましては、マイナス１２２万６,０００円の減です。

１９負担金補助及び交付金につきましては、マイナス５０万円、２７の公課費、

マイナス７万８,０００円、総額マイナス５６０万円となります。よろしくお願い

します。 

○農林振興係長（村上純一君） 村上です。 

続きまして、１３目頑張る地域緊急経済対策費です。１３節委託料、横山地区

用水路整備工事測量設計業務委託１,１００万円、草部第２地区用水路整備工事積

算業務委託４０万円。続きまして、１５節工事請負費です。草部第２地区用水路

整備工事５,１００万円、横山地区用水路整備工事６,７５０万円です。こちらは

平成２５年の緊急経済対策で新規事業制定を受けまして、補助率、事業費の５

５％が財源で入ってくることになっております。その残りは起債で手当てをする

んですが、町の財政規模に応じまして、頑張る元気交付金が充当される予定と

なっておりますので、財政係等の試算ですが、約、多くても２０％ない程度ぐら

いの負担で工事実施ができる運びとなっております。 

続きまして３６ページ、１林業振興費です。報酬６,０００円、こちらは実施隊

の会員が６名年度当初より増えましたので、６名分報酬として１人１,０００円の

６名分計上しております。続きまして、１２節役務費、林道分筆登記、マイナス

の５０万円です。こちらは委託料を公有財産購入費とまとめて説明いたします。

１３節委託料、林道用地測量委託１１４万４,０００円減額、１７節公有財産購入

費４５０万円減額です。こちらは林道下山久保線の用地交渉を今進めております。

今のところ４名の未相続と１名ですね、ちょっとその方までたどり着いていない
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事案がありまして、本年度中も用地の取得の見込みができておりませんので、今

年度の予算をすべて減額しまして、林道下山久保線の事業自体を県のほうに繰り

越しの審査を上げておりますので、２６年度に再度用地交渉再開、鋭意継続して

行っているところです。２５年度中の見込みが用地取得が見込みができませんの

で、今回減額計上するものです。続きまして、１９節負担金補助及び交付金です。

有害鳥獣各駆除隊助成金となっております。減額６２万３,０００円です。こちら

は、今、後ほど説明しますが、緊急捕獲事業を実施着手しておりまして、もとも

と県から来ておりました有害駆除に対する隊の補助金とですね、イノシシ、シカ、

サルに対しまして、イノシシが３００、シカ２５０、サル２０で予算を組んだん

ですが、県の交付決定が減っておりますので、そちらを合計しまして６２万３,０

００円を減額したいと思います。こちらの減額は緊急捕獲で手当を付けるという

ことで来ておりますので、６２万３,０００円の減額となっています。続きまして、

森林整備地域活動支援交付金８６８万９,０００円減額です。こちらも活動実績に

応じての減額となります。続きまして、治山林道協会特別会費６万３,０００円、

本町内で九州北部豪雨によります建設課の工事が進んでおりますので、その分が

会費が６万３,０００円増となっております。続きまして、森を育てる間伐利用促

進事業１９６万１,０００円減額です。間伐計画５,０００立米に対しまして４,５

３３立米の補助金交付決定しかきておりませんので、その分減額しております。

続きまして、ナンゴウヒ植林助成分３万円の増額です。森林組合と協議しました

結果、植林の実績が上がっておりましたので、今回３万円増額としております。

また今年度に県の森林整備課と今打ち合わせ中ですが、ナンゴウヒのブランド化

研究会というのを立ち上げる準備をしていますので、そちらの設立に向けても町

としても力を入れていきたいということで、今回の補正予算を上げさせていただ

いております。続きまして、鳥獣被害防止緊急捕獲等対策事業費補助金１,１１８

万８,０００円増額です。こちらはですね、年度内緊急捕獲見込み数がイノシシ８

５０頭、シカ３８０頭、サル１０頭で見込みをしております。こちらの全頭数が

捕れる見込みとしまして、不足分の１,１１８万８,０００円を補正しております。

今まで１２月現在で支払実績が６２２万円となっておりまして、それからやはり

狩猟といいますか、農閑期に入りまして、かなり積極的に活動されておりますの

で、これだけのですね、イノシシ８５０頭、シカ３８０頭、サル１０頭の見込み

で今年も計画することになっております。続きまして、緑の産業再生プロジェク

ト促進事業補助金、マイナス６８８万９,０００円です。こちらは森林組合が大型

の森林作業用の機械を入れておりまして、それに伴います入札残による補助金の

減額となっております。 
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以上です。 

○委員長（興梠壽一君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（甲斐正一君） 甲斐です。 

３６ページの林道下山久保線、４５０万円の未登記分というのはちょっと今後

登記はできる見込みはあるとですか。 

○農林振興係長（村上純一君） 村上です。 

今、用地交渉を進めておりますが、未登記も含めまして、今ですね、捜索が終

わっておりませんので、兄弟の方は遠方にいらしゃってですね、司法書士さん等

の力をいただきながら進めているんですが、やはり遠方にみんな行かれとったり

ですね、やはりいろいろ相続できとらんのにはそれなりの理由がありまして、難

しい状況になっておりますので、地権者が１７名いらっしゃいまして、未相続が

４件と手続きが途中で切れておりまして、連絡がつかない方が１件いらっしゃい

ますので、こちらの方の相続が目途がつけば全筆買収可能という状況です。その

うち今８名が契約というか、内諾までいただいています。 

以上です。 

○委員（甲斐正一君） 道はできとるとでしょう。解決は、まだ全然やってないんで

すか。 

○農林振興係長（村上純一君） 村上です。 

昨年の決定を受けまして、用地交渉に入りましたので。 

○委員（甲斐正一君） 甲斐です。 

将来的には解決できるような状況であるということですか。 

○農林振興係長（村上純一君） 今日も午前中少し打ち合わせしたんですけど、お願

いには伺っております。如何せんやはり財産の件もありますので、なかなか難し

い状況にあるのは間違いないです。常に連絡は取り続けたいとは思っています。 

○農林政策課長（佐藤武文君） 佐藤です。 

用地交渉ですので、確定的なことを申し上げることはできないというのはあり

ますけれども、工事実施に向けてですね、頑張っていきたいと思いますので、よ

ろしくお願いしておきます。 

○委員（甲斐正一君） はい、わかりました。頑張ってください。 

○委員長（興梠壽一君） ほかに質疑ありませんか。 

○委員（森田 勝君） 森田です。 

３６ページの同じイノシシ、シカ、サル鳥獣被害のことについてお伺いします。

金額上昇の結果、頭数も今現在捕れているわけですが、大型捕獲ならですね、な

んか実績がやや上がらんような感じをもっているわけで、今後は大型罠ですよ、
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小型罠のほうがかえって捕れはせんどかていう感じがあるわけですね。それは何

でかというと、皆さんもご存じかどうかちょっとはっきりわかりませんけど、小

型の罠をですね、多くかけたほうが私はイノシシなんかは捕るっとじゃなかろう

か、大型罠ならばこれはシカが捕まると思いますが、こっちのほうの計画は今ど

ういうふうなことになっとるか。それから、大型罠はいつも話は出ていますが、

シカが本当に現実で何頭ぐらい捕獲ができておるのかちょっと数だけ聞きたいと

思います。 

○農林振興係長（村上純一君） 村上です。 

まず、大型捕獲の捕獲実績ですけど、今日現在で９頭、シカです。今年の取り

組みとしましてですね、まず予算を補正予算でいただきまして、秋口にはカライ

モを植えまして、冬には酒かすを買いまして、餌が変わったときにはすぐ来るん

ですけど、その後がなかなかやはり管理されている方も最初は来るけどなかなか

というような話は聞いております。大型捕獲罠もやはり管理をする人がなかなか

難しいのが現状です。今回の補正予算で修理代も上げておりますけど、やはりメ

ンテナンスも少しお金が出ておりますし、高千穂の実績を聞きますと１頭も入っ

とらんという。やはり管理者の人は誰もおんなはらんものですから、小倉貴好さ

んお願いしていますけど、やはり農繁期に入りますと我が家の仕事が一番ですの

で、そういう大型捕獲罠の状況はそういうことです。森田議員がおっしゃいまし

たのは箱罠。箱罠はですね、高千穂、竹田、高森の三県合同の協議会で入れてい

るんですけど、駆除隊の方にはもう行き渡っとるというところもありまして、シ

カを捕獲する括り罠はですね、こちらの要望は多くありまして、こちらの委員会

の場でも甲斐議員さんからもご指摘がありまして、今ですね、協議会の事務局の

ほうで括り罠をですね、駆除隊の方に大体計算で２基と、隊に１０基ぐらいお渡

しできんかなというところで計画が上がっています。それと今年もですね、もう

少し３月まであるんですけど、森林管理者と協定を結びまして、猟友会の方と協

定を結ぶ予定で、国有林が根子岳の山腹と野尻の方ですかね、こちらの方で括り

罠を使って駆除ができるようになる予定で、森林管理者のほうから括り罠を貸し

付けるという事業もやっておりますので、そちらのほうで括り罠の設置を行いた

いと思っております。先月の２月１２日から３日間、私と井芹農業専門委員とで

すね、括り罠設置の講習にも行っておりますので、括り罠が来た際にはそういっ

た研修で学んだところもお伝えしていかなきゃいかんと思っております。以上で

す。 

○委員（森田 勝君） 森田です。 

今、大型ならですね、せっかく予算を組んで仕掛けた罠ですので、見守ってい
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かなくちゃなりません。何で小型なのかというとですね、これは私は特にこの小

型罠がいろんなあれを、重量がですね、６０から１２０キロぐらい近くだろうと

思います。それで、この小型罠はやっぱり行政で購入されて、そして個人に貸し

つけるというと語弊が出てくるところもあるかもしれませんが、そういうふうな

対応をとったほうが、特にイノシシなんかは捕れるような感じがして。何でかと

いうと、個人ならちょくちょく、先ほど言うように見に行くわけですね。大型な

ら、今言われたように１回入れとけば、後は何べんも行かなくてもという形の中

でおそらく捕獲罠ができたんじゃないかと思うわけですね。それで、これはどこ

の地区も私は一緒だと思いますが、大型罠をかけた場合はですね、やはり高森町

の場合はちょくちょく監視員さんが行かれとるというような話でございますが、

おそらくそれを罠をですね、全然見に行かなくなったらですね、おそらくこれは

増える鳥獣も捕れないような形であると思いますので、先ほどから言われたよう

に、今年はカライモを植えて作るというような話でございますので、特にそうい

う餌の準備をされて、せっかくかけた罠でございますので、何百頭ちゃ言いませ

んけど、今年中にはやっぱり何十頭とかの成果を出してもらいたいと思っており

ます。 

以上でございます。 

○委員長（興梠壽一君） ほかに質疑ございませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第１９号、平成２５年度高森町一般会

計補正予算については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

次に、議案第２４号、平成２６年度高森町一般会計予算についてを議題としま

す。 

農林政策課の説明を求めます。 

○農林政策課長（佐藤武文君） 佐藤です。 

議案第２４号、平成２６年度高森町一般会計について、担当課長補佐、係長か

ら説明をさせます。 
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○農林政策課長補佐（後藤健一君） 後藤です。まず１７ページ、１８ページから説

明をさせていただきます。 

１３款使用料及び手数料の第１項使用料の５目の農林水産業使用料です。１８

ページにございます、１節の物産館加工場使用料、これは特産品加工場の使用料

と物産館及びハム加工場の電気の使用料金として合計２１７万６,０００円を計上

しております。 

○アグリセンター次長（安藤吉孝君） 安藤です。 

次の２節の農業機械使用料としまして１００万円をお願いしたいと思います。 

○農林政策課長補佐（後藤健一君） それから、次が１９ページの１３款の使用料及

び手数料、２項の手数料、５目の農林水産業費手数料に農業委員会の許可申請手

数料と各証明手数料の歳入を１万６,０００円組んでおります。 

○農林振興係長（村上純一君） 村上です。 

続きまして、４衛生費手数料です。１犬登録及び注射手数料です。こちらは畜

犬管理に関します登録手数料１２万円、注射手数２２万５,０００円、合計しまし

て３４万５,０００円予算計上しています。こちらは２６年度が財産管理課に移管

しますので、そちらのほうの予算になります。 

続きまして、予算書２７ページをお開き願います。１５款県支出金、２項県補

助金、５目農林水産業費県補助金になります。こちらもすべて歳出に充当してお

りますので、歳出で詳細をご説明させてもらうということで合計額のみにいたし

ます。よろしくお願いします。 

続きまして、１農業振興費補助金です。合計しますと２,１４１万９,０００円

です。２中山間地域等直接支払事業補助金２,４２５万５,０００円です。３数量

調整円滑化推進事業補助金１５万５,０００円です。 

○農林政策課長補佐（後藤健一君） 後藤です。 

４節の農業委員会補助金、農業委員会の振興補助金と、それから円滑化事業補

助金、それから耕作放棄地解消緊急対策事業補助金、合計しまして２２１万５,０

００円計上しております。 

○農林振興係長（村上純一君） 村上です。 

続きまして、５林業振興費補助金、合計しますと２,１８０万円です。６鳥獣被

害対策費補助金７６万円、７鳥獣被害緊急対策費補助金５０４万円です。ちなみ

に２６年度予算より鳥獣被害対策補助金と緊急対策補助金事業を節を分けており

ます。続きまして、８資源保全施策補助金８４万８,０００円です。９節中山間地

域等支払事業推進費県補助金７８万８,０００円です。１０節畜産振興事業費補助

金４００万円です。１１節経営者安定対策推進事業県補助金１２５万９,０００円
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です。 

○農林政策課長補佐（後藤健一君） ３０ページをお開けください。後藤です。 

１５款の県支出金、３項の県委託金、５目の農林水産業費県委託金、まず１節

が農業委員会の委託金、農業経営基盤強化措置特別会計事務取扱交付金、これは

国有農地等の貸付用地に対する補助金です。それから農業者年金基金の委託金、

これは農業者年金に関する委託金として３７万円計上しております。 

○アグリセンター次長（安藤吉孝君） 安藤です。 

３１ページをお開きください。財産収入の中で生産品売払収入がございますが、

堆肥の販売分を５００万円お願いしたいと思います。 

続きまして、３４ページをお開きください。雑入の中で自然循環型有機堆肥化

支援金としまして２２０万円をお願いいたします。 

○農林振興係長（村上純一君） 村上です。 

同じく雑入の一番下の全国担い手サミット高森町認定農業者の会負担金１５万

円です。こちらは熊本県の担い手総合支援事業の実施主体が町の担い手がやって

おりましたが、町に変更になっておりますので、全国担い手サミットに要する旅

費の半額を認定農業者の会より徴収する１５万円ほど計上しております。下から

６段目ですね、農協関係寄付金２７万５,０００円、芹口・草部土地改良区の事業

負担金として２７万５,０００円を計上しています。 

続きまして、予算書の８４ページをお開き願います。８４ページの上、４款衛

生費、１項保健衛生費、すみませんでした。４目の環境衛生費です。この中の普

通旅費２万２,０００円のうち４,０００円と消耗品２万６,０００円、こちらは犬

の予防接種ですとか、迷い犬の餌代ですとか、そちらの経費を計上しております。

こちらも４月１日より財産管理課に移管して、予算計上となっております。 

続きまして、８５ページ、５款農林水産業費、１の農業総務費です。７の賃金

です。臨時職員賃金４月からと７月からとしまして、合計２３１万７,０００円計

上しています。続きまして、９普通旅費１２万５,０００円、１９負担金補助及び

交付金、各協議会等補助金、合計しまして９９万９,０００円です。 

次のページにいきまして、２の農業振興費、１節報酬です。担い手支援専任ア

ドバイザー報酬１６３万４,０００円、こちらは平成２５年度の熊本県担い手育成

支援緊急対策事業を活用しまして、草部出張所に継続しまして甲斐幸一氏を農業

専任アドバイザーとして認定農業者の育成ですとか、草部南部地区におきます営

農組織の立ち上げ推進ですとか、そちらの担当に当たっていただく予定となって

おります。続きまして、高森農業塾農業講師報酬、新農業プラン関係となってお

ります。こちらは現在策定中の高森町新農業プランの第１回目の会議としまして、
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専門家によります新農業塾の計画をしております。こちらは町の優良の担い手の

方の意識改革を目的として、そちらのそこの農家の方からの波及効果もございま

しょうし、そういった意識啓発の面から入るというところの新農業プランの組立

となっておりますので、そちらに関する予算を計上しております。続きまして、

人・農地プラン策定委員会委員報酬１２万円、農業経営改善計画審査会委員報酬

１万２,０００円です。こちらは農業経営改善計画審査会というのは認定農業者の

方の認定ですとか、更新の委員会の報酬２名、認定農業者の会会長、高森町農業

委員会会長の報酬となっております。続きまして、４共済費です。こちらは臨時

職員等農業専任アドバイザー関係の共済費です。７賃金、中山間地域等直接支払

事業臨時職員７７万７,６００万円、環境保全型農業直接支払事業臨時職員２２万

1,4００円、合計しますと９９万９,０００円です。こちらは２分の１補助対象と

なっております。環境保全型に関しましては、全額補助対象です。続きまして、

９旅費２４８万５,０００円、こちらは費用弁償の２３３万２,０００円に関しま

しては、先ほど説明しました高森農業塾の講師の方の費用弁償となっております。 

次のページに移りまして、８７ページ、１１需用費、こちらも関連需用費に関

します補助対象を充てまして、合計しまして１０２万５,０００円です。続きまし

て、役務費７万２,０００円、委託料８０万円、中山間地域等直接支払制度対象農

用地です。再設定委託業務となっています。今、第３項の中山間協定が平成２６

年度で満了を迎えます。平成２７年度より国の施策でも発表されておりますが、

中山間制度が継続ということで打ち出されております。今現在、高森町で１３集

落、水源のみの取り組みとなっておりますが、やはり高森町の農地の中で、急傾

斜地の田んぼ、棚田なんですけど、急傾斜地の棚田以外緩傾斜ですね、ゆるい傾

斜の田んぼですとか、大半を占めてます畑地、それと草地ですね、牧草地、そち

らに対する取り組みができないかという作業を水土里ネット土地改良事業団体に

委託しまして取り組みができる農地を把握するという委託業務を計画しておりま

す。こちらは業務委託８０万円ですが、２分の１補助となっておりますので、４

０万円推進費として歳入にも計上しております。続きまして、１４節使用料及び

賃借料です。合計しまして各使用料です。出張の際の使用料です。合計しますと

１万５,０００円。続きまして、１９負担金補助及び交付金です。中山間地域等直

接支払交付金補助金３,２３４万円、畜産環境整備リース事業利子補給５万１,０

００円、高森町担い手育成協議会補助金１２５万５,０００円です。こちらはです

ね、担い手育成協議会補助金ですが、こちらは担い手育成協議会員のほうに１２

５万５,０００円交付しますが、この内訳としまして、町の農業振興連絡協議会に

９０万円、認定農業者の会に２５万５,０００円、ヒゴムラサキブランド化研究会
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に１０万円、合計しまして高森町担い手育成協議会から各関係団体に交付すると

いう形を計画しております。合計しまして１２５万５,０００円です。 

続きまして、農地・水保全管理支払交付金、各共同活動支援交付金負担金です。

こちらは村山牧野環境保全組合、町負担分１１万２,５００円、芹口草部地区農

地・水環境保全組合、町負担分４１万２,５００円、前原とあります。こちらは新

規で取り組みを予定しております。前原の大きな草地ですね、草地に関する件と

しまして７万円計上しております。 

続きまして、農地・水保全管理支払交付金、向上活動支援交付金です。こちら

はいわゆるハード面の補助ですね、舗装ですとか、芹口草部土地改良区でいきま

すと水路の整備になります。村山環境保全組合、町県負担分合わせまして３０万

円、芹口草部農地・水環境保全組合分、１１０万円です。 

続きまして、環境保全型農業直接支払交付金２００万円、こちらは畑作振興に

関しましてエコファーマーを対象としまして、観光で使います化学肥料ですとか、

そういったものを２分の１で、半分の低減で行う農業者に対して反当たり８,００

０円の補助になります。その分の財源の内訳としまして国が２分の１、町が４分

の１、県が４分の１となっておりまして、県の分の４分の１を受け入れまして、

４００万円の２分の１、２００万円を予算計上しています。 

続きまして、青年就農給付金、夫婦５組、個人５名分、１,８７５万円です。夫

婦１組に対しまして２２５万円、個人に対しまして１５０万円、合計しましてこ

ちらの金額になっております。先日から回覧でも新規の取り組みを今募集してい

るんですが、今のところ１名ですが、上がってきておりまして、この方に対しま

しては、補助の対象になるかまだわかりませんので、当初予算には上がっており

ません。こちらの方たちは今認定を受けて確定している分を計上しています。 

続きまして、農業者戸別所得補償制度推進事業費補助金１２５万９,０００円で

す。こちらは高森町地域農業再生協議会事務局の支援なんですけど、そちらに対

する補助金全額交付となっております。 

続きまして、３目畜産事業費、８節報酬費です。優良牛品評会報償金７４万２,

０００円です。来年度も７月の実施を計画しております。９番旅費４万４,０００

円、需用費合計しまして８万２,０００円、一番下の賄材料費４万５,０００円、

こちらは町の品評会時の来賓の方の接待費となっております。 

続きまして、１９節負担金補助及び交付金、各協議会補助金を除きまして、肉

用牛保留条例補助金１００万円、こちら保留牛１頭に対しまして１万円です。１

００頭分計上しています。 

続きまして、牧野火入れ補助金１５５万円、一応、今ですね、牧野で火入れを
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継続されております１０地区、３５０ヘクタール程度の計画をしております。ほ

かに防火帯の設置補助ですね、機械代借り上げの２分の１、こちらもこの中に含

まれております。 

続きまして、牛異常産予防注射事業補助金１０万４,０００円、阿蘇あか牛草原

再生事業補助金４００万円、こちらは先ほどの補正予算で１００万円ほど減額し

て、また同じ金額を上げておりますが、また前原で、今、周年放牧をされており

まして、もう１基周年放牧のパドックですね、計画されておりますので４００万

円計上しております。 

続きまして、２１節貸付金、優良保留牛導入貸付金、１頭当たり３０万円かけ

る５頭の１５０万円です。 

次のページです。４節広域農業開発事業費、２３節償還金利子及び割引料です。

第３次広域農業開発事業分１２１万５,０００円です。償還金最終回となります。 

続きまして、５節農林業地域改善対策事業費、１１需用費、修繕料です。５０

万円、役務費、建物共済保険料２９万２,０００円です。 

○農林政策課長補佐（後藤健一君） 後藤です。 

６目の農業委員会費のご説明を申し上げます。１節の報酬は農業委員さんの会

長、副会長、それから委員さんに対する報酬２１９万４,０００円、７節の賃金は、

これは耕作放棄地等の調査の際の賃金です。出ていただいた農業委員さんに対す

る賃金です。それから報償費、これは先ほどありましたけれども、和解の仲介を

お願いすることが、第三者にお願いすることがあるということで１万円計上して

おります。９節は旅費です。普通旅費、研修旅費、それから費用弁償等、全部合

わせまして３３万８,０００円です。需用費は消耗品、燃料費、食料費と印刷製本

費、合わせまして２０万３,０００円です。役務費は選挙人名簿を作成をする際に

各戸に配って返信用に封筒入れますが、それの回収の分の経費も含まれています。

それから、中山間の委託料、１３節の委託料はうちが使用しております農家台帳

システム、それから農家台帳用ＯＳ更新委託業務、これはウィンドウズのＸＰか

ら現在のそれのメンテナンスが終わりましたので、それに対してのシステムアッ

プをするための委託料を計上しています。ウィンドウズ７に移る作業の委託料で

す。それから、総会の議事録作成の委託料、この議事録を音声に議事録を作成す

るときの委託経費です。それから、農地基本台帳の地図化システム、これは現在、

固定資産等の航空写真と、それから固定資産の地形図データ等を共有いたしまし

て、農業委員会のほうで農地の管理をしておりますが、それに対する保守点検の

委託です。それから、農家台帳整備業務委託、これは農家台帳は刻々と所有者が

変わったり、あるいは地籍調査があることによって常にデータが変わっておりま
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すので、それの整備分を現在派遣会社のほうにお願いしまして、それらの業務に

対する委託料です。合わせまして３１４万９,０００円です。 

次の９０ページに移ります。１９節の負担金補助及び交付金は各種協議会等の

負担金を計上しています。それから、耕作放棄地の解消補助金、これは１反当た

り４万円を１ヘクタール分の４０万円を計上しております。合わせまして５６万

１,０００円です。次が７目の農業者年金の事務費です。これは農業者年金業務を

行うことに対する経費です。９節旅費を合わせまして５万６,０００円、需用費は

消耗品、燃料費、食料費、印刷製本費等を総合して１６万１,０００円、それから

通信運搬費、これは農業者年金に関する電話とかそういう郵便とか、それの役務

費が８万４,０００円です。負担金はここにあります協議会の負担金でございます。

次が８目の農業経営基盤強化事業費、これは先ほども言いました国営農地等の管

理等に使える分で普通旅費、それから消耗品の購入費があります。９目の農地費

ですが、この旅費は農振地の農用地区域の編入、それから除外等がございますけ

れども、それを県の審査にかける前に町の段階で農業振興整備促進協議会という

のがございまして、その委員さんに対する費用弁償が３万９,６９０円と担当者会

議等の分を含めまして、合わせて４万５,０００円計上しております。それから、

需用費は農地に関するいろんな調査等がありますので、先ほど言いました農振関

係も含めまして燃料費が２万６,０００円、それから印刷製本費が２万８,０００

円、合計の５万４,０００円です。 

○農林振興係長（村上純一君） 村上です。 

１２役務費です。みどりＧＩＳ線保守点検料５万４,０００円です。１９負担金

補助及び交付金です。土地改良連合から一般賦課金１万１,０００円、農道等整備

事業補助金５５０万円、約５割助成ですが、内訳としまして、農道が６カ所、林

道が４カ所、牧野道が１カ所です。合計しますと５５０万円です。 

○農林政策課長補佐（後藤健一君） 次は９１ページです。１目の物産館管理費、こ

れは機構改革によりまして財産管理課のほうに移りますけれども、２５年度は農

林政策のほうで管理しておりましたので、こちらのほうで予算計上しております。

まず、７の賃金は奥阿蘇キャンプ場の施設整備人夫賃です。雑木等、景観をよく

するために雑木を撤去したりとか、そういうふうな際に人夫賃を２０万円組んで

おります。それから、需用費は光熱水費、これは電気料と水道料と合わせて、そ

れが２１７万３,０００円と、修繕料が１３０万円です。修繕の大きなものとして

は、加工場の廃棄物処理施設の浄化槽ですけれども、その中でのごみを取る機械

が現在故障して動いておりませんので、その修繕料ということで５０万円、それ

からあとは奥阿蘇物産館とキャンプ場等の不慮の修繕に対し対応するために５０
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万円と３０万円を計上しています。合わせまして１３０万円です。役務費は建物

共済保険料と電気保安部の浄化槽点検の手数料、合わせまして２６万円。１３節

の委託料は奥阿蘇物産品加工場産業廃棄物処理施設の管理の委託料。それから、

産業廃棄物が長年使用したことによって、汚泥が堆積しておりますので、それの

処分をするための委託料として５２万９,２００円です。合わせて７８万９,００

０円です。使用料及び賃借料は奥阿蘇キャンプ場の整備するための機械の借り上

げ料が１０万円と。それから、１５節の工事請負費、これは奥阿蘇キャンプ場の

前のバンガローの前のところが、長年の、昨年、一昨年と豪雨がありまして、か

なり溝が深くなりまして、現在バンガローに行かれる方の車の走行に支障をきた

しているということで、その分の工事費として約１９６万円を組んでおります。

それから、奥阿蘇キャンプ場の滑り台です。これは現在使用するについては、問

題はないということでございますが、今後それを維持していくためには塗装工事

とか、あるいは防腐の処理とかですね、そういう経費が今後発生するということ

が見込まれまして、課内等でいろいろ検討した結果、もうそういう修繕とかをす

るよりも、危険でないうちにもう撤去して解体したほうがいいだろうということ

で８２万２,５２８円の経費を見込んで工事請負費に計上しています。これは全体

価格としては２７８万２,０００円です。１６節の原材料費は奥阿蘇キャンプ場の

いろんな簡単な修復とか、そういうふうなものに対する原材料費として２０万円

を計上しています。 

○アグリセンター次長（安藤吉孝君） 安藤です。 

農業活性化施設費についてご説明を申し上げます。１の報酬、運営委員会の報

酬としまして２万４,０００円、非常勤職員１名おりますけれども、報酬は２６５

万円、賃金としまして期間作業員を臨時的に雇用する関係で１００万円、旅費は

委員会の関係ですけれども、費用弁償として１１万円ですかね。それから、需用

費ですが、消耗品が８１万５,０００円、燃料費１８２万９,０００円、光熱水費

７６万８,０００円、修繕料５０万円、合わせまして３９１万２,０００円です。

１２役務費、車検等関係ですけれども、手数料、それから保険料関係ですね、合

わせまして９３万８,０００円です。使用料及び賃借料ですが、機械の運搬料とい

うことで大型機械の修繕等が発生した場合に、運送会社のほうに移動をお願いす

る分としまして８万６,４００円、百刈で今、草地を指定管理のときから借り上げ

ておる部分がございまして、その分が１８万５,０００円、合わせまして２７万２,

０００円の使用料及び賃借料を計上しております。それから、原材料費、堆肥の

原料ですが５８万４,０００円、それから車検のときの重量税１３万８,０００円

を計上いたしております。 
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以上です。 

○農林振興係長（村上純一君） 村上です。 

続きまして、１目林業振興費です。７節賃金、林道維持管理作業人夫賃金、こ

れは林道阿蘇東部線に係る作業員の賃金、旅費、普通旅費１３万８,０００円です。

こちらは先ほど話しました下山久保線の用地交渉代１０万２,０００円が含まれて

おります。 

続きまして、需用費、合計しまして７万４,０００円です。こちらは補助事業対

象費としまして５万円補助対象となっております。 

続きまして、役務費、登記手数料５０万円と郵便料を足しまして５２万４,００

０円です。登記手数料は林道下山久保線の登記時の手数料となっております。 

９３ページです。１３節委託料、林道鍋の平線ほか管理及び除草業務委託料で

す。こちらは林道の安全通行のための草切りですとか、そちらに対する委託料と

なっております。使用料及び賃借料１０万円、こちらも阿蘇東部線に対します林

道の維持管理機械使用料となっています。１５節工事請負費９４万円、林道鍋の

平線で九州北部豪雨の被害を受けまして、災害復旧事業の補助対象とかにはなっ

ていないところがありますので、一連の工事も国有林の治山工事も終わりますの

で、ガードレールの設置工事をお願いするものです。 

続きまして、１６原材料費、林道の舗装と化粧田線の林道舗装代５４万９,００

０円計上しております。１７公有財産購入費、林道下山久保線用地費です。こち

らは４５０万円です。 

続きまして、１９節負担金補助及び交付金です。各協議会の負担金は変更ござ

いませんので、事業に関する補助金を説明いたします。一番上の森林整備地域活

動交付金１,５００万円、計画としまして３,０００ヘクタールかける５,０００円

分を計上しております。 

続きまして、下から２つ目です。森を育てる間伐利用促進事業、５,０００立米、

立米当たり４,２００円をかけまして２,１００万円予算を計上しております。実

施団体は森林組合とほかのＮＰＯ法人となっております。 

続きまして、奨励品種普及対策事業助成金、ナンゴウヒ植林助成金、３０円か

ける２万本で６０万円です。こちらも平成２６年度から県と協力しましてナンゴ

ウヒブランド化研究会が発足しますので、こちらですね、こちらのナンゴウヒの

苗の植林の補助に対しまして力を入れていきたいと考えております。 

続きまして、２目鳥獣被害対策費です。こちらは２５年度の予算までは林業振

興費の中に入っておりましたが、鳥獣対策というところで明確にするために新し

く目を新設しております。１の報酬です。鳥獣被害対策実施隊員報酬１,０００円
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かける７１名です、７万１,０００円。需用費、合計しますと３７万円です。消耗

品３１万円１,０００円ですが、こちらは大型捕獲罠の餌代、年間２カ所分の餌付

け、餌代となっております。 

続きまして、１３委託料、囲い罠関係です。合計しまして３０万３,０００円で

す。１４使用料及び賃借料、こちらも囲い罠設置の土地の借り上げ代です。年間

６万円です。 

続きまして、１９負担金補助及び交付金です。有害鳥獣対策費補助金は７隊、

７１名、猟犬に対して１頭当たり４,０００円です。 

続きまして、有害鳥獣駆除助成金、こちらは緊急捕獲対策の２年目となって、

計画期間の２年目となります。シカ１万８,０００円に対しまして３００頭、イノ

シシ１頭当たり１万１,０００円に対しまして３００頭、サル３万,８,０００円に

対しまして３０頭、合計しまして９８４万円です。続きまして、農林業振興事業

有害防除補助金５０万円、こちらはＪＡで電牧を買われた方に対しまして、予算

の範囲内で補助を行っております。５０万円です。鳥獣被害防止対策事業補助金、

大型罠捕獲分です。こちらは大型捕獲罠で２基分で使われました分に対しまして

補助金です。シカ１５頭、イノシシ１０頭計画しております。 

続きまして、第１種猟銃免許取得補助金２０万円、高森竹田高千穂鳥獣防止広

域対策協議会負担金１００万円です。 

以上です。 

○農林政策課長（佐藤武文君） 佐藤です。 

以上でですね、それぞれ説明が終わりました。種目ごとに見ていただきますと、

農業関係の負担額は前年の当初予算額ベースで比較をいたしますと１,６３４万円

あまりの減額となりました。大きな要因は農業活性化施設、アグリセンターの経

費ですけれども、これが１,８８８万８,０００円減額となりました。去年は直営

するためにいろいろ経費が必要となりましたために、今年はこれだけ減額をする

ことになりました。また、林業振興費は２,４００万円あまり減額ですけれども、

先ほどの下山久保線の工事費と森林整備地域活動支援交付金、これが４００万円

弱減額となったため、林業振興費は２,４００万円あまり減額となりました。 

一方、青年就農給付金が９００万円増額、それから有害駆除助成金が差し引き

の５８０万円あまり増額となったということで予算ベースではそういう比較で把

握をいたしております。 

以上です。 

○委員長（興梠壽一君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（宇藤康博君） 宇藤です。 
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８８ページの優良保留牛導入貸付金３０万円、５頭分になっております。昨年

は１０頭だったと思うんですけど、昨年の実績と、なぜ減ったのか、よろしくお

願いします。 

○農林政策課長（佐藤武文君） はい、佐藤です。 

昨年からこの優良保留牛導入貸付金制度を導入いたしましたが、当初３０万円

かける１０頭ということで、２５年度の予算を計上したところです。結果から言

いますと、現在のところ、貸し付けの申し込みはあっておりません。よくよくこ

の理由を考えてみますと、昨年から子牛の値段がかなりが高騰いたしまして、な

かなか導入に至っていないというふうに考えますし、貸し付けにあたっては去年

なりにまず申し込みがあれば、返済についての審査をする必要がありますので、

なかなか貸し付けの申し込みがなかったということで、当初予算といたしまして

は５頭という形で計上させていただいておりますし、もし意欲のある方があって、

申し込みがあるような状況になれば補正をさせていただきたいという形で当初で

は５頭を計上させていただいたというところです。 

以上です。 

○委員（宇藤康博君） 宇藤です。 

今、課長から答弁いただきましたが、この各畜産農家の若い方にずっと聞いて

いて、３０万円の１０頭予算が出たということを伝えますと、「議員、牛何頭買

えますか」ということで、いろいろずっと聞いて、畜産農家の方々からずっと聞

きますと、同じ３００万円出すならば、１０万円ずつでもいいから３０頭出して

ほしいとか、そういう要望がかなり出ているんですよ。また、この肉用牛の保留

奨励補助金１万円の１００頭で１００万円、この１００万円と下のを合わせても

２５０万円ということでございますので、そういう畜産農家からの要望も出てい

ますので、そういう要望からしてどのようなお考えなのか、よろしくお願いしま

す。 

○農林政策課長（佐藤武文君） はい、佐藤です。 

今の内容をお聞きしますと、たぶん貸付金ではなくて１頭当たり１０万円の補

助金にしようという要望だというふうに思っております。当初、私どもも他の自

治体と比べまして、補助金にすべきかどうかというのを検討したんですけれども、

やはり畜産にしてはかなりの補助金があるということで、それであったら導入す

るときに資金を借りて、無理のない形で返済をいただけば、それなりに返済期間

の間にそれなりに町からの補助があった形になるという判断をしたところで貸付

金制度にいたしました。いろんな方に話を聞く中には、これはもう賛否両論ござ

います。あか牛を奨励するなら補助金をやったがいいんじゃないか、でも畜産は
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かなり優遇されとるじゃないか、いろんな意見がございましたので、今後、貸付

制度自体も見直すべきところは見直すべきでありましょうし、あか牛とかぶって

しまうとこれは黒牛の方もたくさんいらっしゃいますので、ちょっとその中で差

別してしまうことになりますので、なかなか、例えば世界農業遺産であか牛のこ

とを言いますと、黒牛も頑張っているんだというふうに言われますので、修正す

べき部分は修正していきたいというふうに考えておりますので、どうぞよろしく

お願いしたいと思います。 

○委員（宇藤康博君） 宇藤です。 

課長もさっきから答えられておりますが、当初、昨年は３００万円の予算が計

上してあって、私、これ誰が貸し付けですかと、どの畜産の方が借りられるのか

なと思っていたら、やはり案の定ゼロということで、これやっぱり町のお金とい

うかですよ、行政のお金を使う上で、やはり畜産農家の振興がなければ意味がな

いと思うんですよね。そういう形でもいいですから、やはり振興につながるよう

な予算計上といいますか、そういうものをやってほしいなと思います。そういう

点ではいかがでしょうか。 

○農林政策課長（佐藤武文君） 佐藤です。 

ご指摘の意味がちょっと私が今、理解しきれなかった部分があるんですけれど

も、予算上ですね、申し込みがなかったから５頭分に減らすべきかどうかという

のは、これは財政サイドともやり取りをしたんですけれども、同じ形で実績が上

がっていないものを同じ事項で計上するわけにもまいりませんし、今後は南阿蘇

畜産農協も県畜協のほうに統合になるということも大体決まっておりますので、

全体的なことも勘案しながら畜産の振興には力を入れたいというふうには思って

おります。 

以上です。 

○委員長（興梠壽一君） ほかに質疑はございませんか。 

○委員（森田 勝君） 森田です。 

ちょっと９１ページの農業活性化施設の中でちょっとお伺いします。アグリセ

ンターの中で堆肥をつくられておられたと思いますが、いつも問題になっていた

クローラートラクターのその後はどういうふうな活動状況があっているのか

ちょっとお聞きしたいと思います。 

○アグリセンター次長（安藤吉孝君） お答えをいたします。安藤です。 

クローラートラクターにつきましては、３町ぐらいはですね、修繕した後で休

閑耕クラブのほうをつくっております。それと戸狩牧場のあそこがカヤが生い

茂っておりますし、使用する方もいらっしゃいませんので、刈干切にクローラー
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を使っております。今のところ使用状況はそういうことでございます。 

○委員（森田 勝君） 森田です。 

今の課長のほうから使用状況は説明がありましたが、堆肥ですね、堆肥。堆肥

が販売は大切と思いますが、昨年が大体どのくらいのトン数で堆肥が出来たか。

できたら金額も。 

○アグリセンター次長（安藤吉孝君） 安藤です。 

資料を持ってきておりませんけれども、年明けに１月にアグリ委員会のほう開

きました節には、通常、４月１２月にまでの販売実績等を示しましたが、ちょっ

と手元に数字については持ってきておりませんが、金額等につきましては、予算

の５００万円と機械使用料の１００万円は、何とかクリアできる程度じゃないか

と思っております。 

○委員長（興梠壽一君） ほかに質疑はございませんか。 

○委員（芹口誓彰君） 芹口です。 

さっき宇藤委員が奨励補助金、導入貸付金ですか、質問されましたが、私も

ちょうどそういった話、同じ話を聞いておりました。おそらくああいった事業で

は借り手はないですよというような話を聞いておりましたが、案の定借り手はな

かったというような状態です。やはり宇藤委員が言われたように、しかし本当に

導入を図っていくということであれば、補助金と合わせて何か補助金のような角

度で考えられるなら考えて、やはり政策として実施されるならですね、やはり効

率的な補助金とかそういった経費の使い道、そういうことにもうひとつ工夫をし

てほしいというふうに考えました。それはもうそれで構いませんので、十分検討

していただきたいと思います。 

それから一つお尋ねしたいのは、青年就農給付金、夫婦５組と個人５人という、

１,８７５万円計上してありますけれども、大体夫婦で幾らぐらいの給付金になる

のかですね。また対象者はどういった対象者になるのかをお聞きしたいと思いま

す。 

もう１点は、農業委員会費の中で賃金１６万８,０００円、これは耕作放棄地の

解消に向けて農業委員会では調査をされるということでございますけれども、そ

れと同様に負担金補助及び交付金で耕作放棄地解消補助金ということで７０万円

計上してあります。これは農業委員さんが調査をされて、その結果に基づいて耕

作放棄地だったということで、解消のための４０万円になるのか、調査は調査で

すよ、対象の補助金はこれはあくまでも個人から申し出があった分について計上

してありますということになるのか。昨年も質問いたしましたけれども、耕作放

棄地の貸与について補助金を出した後の実態調査なりをされているのかどうかで
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すね。またすぐ大きな補助金を出して耕作放棄地を解消した、だけど１年か２年

したらまた耕作放棄地になったというような状況にならないかというようなこと

で、十分その後も調査をしていただきたいと思います。要望しておりましたので、

そういったことも含めてご確認をいたしたいと思います。 

○農林政策課長（佐藤武文君） 佐藤です。 

今、芹口委員さんからお尋ねありました件についてお答えをしていきます。 

まず、貸付金につきましては、ご提案をいただきましたし、建設経済委員会の

中でも補助金化をしたらどうかという有難いお言葉をいただきましたので、今後

そういう形で進めてまいるときにはですね、どうぞご審議いただきたいというふ

うに思います。有難く頂戴したいと思います。それから青年就農給付金ですけれ

ども、単身者は１５０万円です。夫婦の場合はそれの１.５倍で２２５万円です。

これは定額でございます。今、この青年就農給付金を受給されているのはほとん

ど親元就農で、親が経営されとった部門を分割して後継者世代がですね、例えば

野菜と畜産でしたら畜産だけを後継者世代が受け持つとかいう形で営農をされて

おります。ですから親とダブってはいけないというという形で営農をされる。そ

れが長くて５年間受給できるという制度になっています。それから、耕作放棄地

の件ですけれども。 

○農林政策課長補佐（後藤健一君） 後藤です。 

耕作放棄地の件ですが、先ほど芹口委員さんからご質問がありましたけれども、

まず対象農地の調査して、それと解消との関連はどうかということだったと思い

ます。基本的な調査としては、農業委員さんと職員が一緒になって地域をある程

度回って、その中で耕作放棄地を把握しておりまして、現在は田んぼが約３ヘク

タール、それから畑が２３.８ヘクタールぐらいの耕作放棄地として調査して計上

しております。それに対して、解消がどういうふうにされているかといいますと、

本来はその管理者といいますか、農地の所有地の方が本来はしなくてはいけない

というのが基本にあるんですけれども、なかなかそれをそれだけではちょっと耕

作放棄地の解消はなかなか進まないというのが現実でございます。それでこれは

２５年度からですね、県の補助金に町の補助金をプラスして１反当たり４万円出

すようにしようということで、本人さんがされた場合は県の補助金額は３万円が

２万円です。あと第三者がした場合は県の補助金が３万円になります。それにど

ちらも１万円をプラスして町のほうでモデル地域的にちょっとやってみてもらい

たいということで、農業委員さんが紹介というか、こういうふうにやりたいとい

う人がいるよとかいうのもありますし、先ほど芹口委員がおっしゃったように、

農家の方からそれだったら補助金が出るならちょっと解消してみようかなという



 － 4 9 － 

ことで申し出があった場合と、それぞれ２通りのパターンがあります。実績が現

在のところ９,６００平方メーターが解消がなされるという、事業としてはそれだ

けの実績が現在あっております。その後の管理についてはどういうことかという

ことでございますので、もちろん町がそういうふうな手当てをして補助金を出し

て解消された後は、ある程度、農業委員さんなり、そこは重点的に見て回って、

また耕作放棄地にならないように監視なり、指導なりをしていただくように予定

しております。これは実験的にやって今年が９,６００ということでございますの

で、それを見られた近所の方とかが、ああ、あそこは補助金が出たならうちも

やってみようかというような波及効果を期待しての事業でございますので、農業

委員会としても、今年も需要を見込んでおりますけれども、そういうふうな前例

があって、見ていただいて募集がもう少しあれば補正等でまた増やしていきたい

というふうに考えております。よろしいでしょうか。 

○農林政策課長（佐藤武文君） 今のことに付け加えまして、ひとつご案内したいと

思うんですけれども、先ほど補正の中で経営体育成支援事業ということが出てき

ましたけれども、この事業は単純にいいますと機械を買うための補助金と考えて

いただいてもいいんですけれども、この事業を受けるにあたってはポイント制で、

例えば面積の拡大であったり、耕作放棄地の解消であったりということがこのポ

イントになってきます。その耕作放棄地解消をする前に、この耕作放棄地の解消

補助金を使うという場合も認められておりますので、この耕作放棄地解消の補助

金で解消を図り、そして面積拡大につなげるという方もいらっしゃったというこ

とをご案内したいと思います。 

以上です。 

○委員長（興梠壽一君） ほかにございませんか。 

○委員（芹口誓彰君） 芹口です。 

先ほどの耕作放棄地の解消ですが、ただ解消しましただけではなくして、解消

目的じゃないので、解消した後、やっぱりどういった作物を植えて、それをどう

いった生産性に結び付けていくかまで、やはり手当をしないと、すぐまた放棄地

にされますので、そういったトータル的な農政として、やはりアドバイザーあた

りがおられるなら、やはりそういった部分までのフォローをするような、やはり

農政の形態というのは必要じゃないかと思っておりますので、こういった点につ

きましても、また十分今後検討していただきたいと思います。 

以上です。 

○委員長（興梠壽一君） ほかに。 

なければ、ちょっと私のほうから８７ページの委託料をお伺いします。中山間地
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域等直接支払の農用地再設定、最後の、これについてもう少し詳しく説明お願い

します。 

○農林振興係長（村上純一君） 今、平成２５年度で、来年の平成２６年度で中山間

の第３期協定が終了します。３期協定まで１期協定から５年間なんですけども、

１５年続きまして、１５年間中に水田にしか手当てがいっていないという状況で

す。何でこういった経緯かというのを調べましたら、やはり一番最初の基本計画

で、町の基本方針として水田の急傾斜地にしか取り組まないという方針のもと

やっていますので、取り組めないというのが１点。やはり考えてみますと、やは

り畑のほうが多く、やはり畑地にも面積の急傾斜条件が出てくるんですけど、や

はりこの中山間地ですので、必ず合うところがあるというところが補助対象にな

る農地があるというところを前提に新規協定が始まりますので、そこに向けて一

度高森町の中山間の農地等の状況を把握する必要がありますので、国費を半分入

れまして、委託料を使いまして農地の再設定を行いたいというのがこの委託業務

の主旨です。もう一つ、田んぼは急傾斜地と緩傾斜地ですね、もう少しなだらか

な田んぼも取り組めるというのがこの事業の要件であって、また中山間地域等直

接支払制度のそもそも事業の目的が平地との農業の不利を補正するという事業で

すので、やはり全町的に取り組む必要があるんではないかということで面積の設

定をいたしております。 

○農林政策課長（佐藤武文君） 佐藤です。 

現在、第３期の中山間地域等直接支払制度は、私が係長時代に第３期に取り組

んだわけですけれども、追加で取り組みたいというところが相当ありましたけれ

ども、傾斜条件で急傾斜地しか高森はやりませんということで相当お断りをした

部分もありますし、何でうちのはできないのかというやり取りも相当やってきま

した。そういう矛盾を見た上で急傾斜しか取り組んでないのはほとんど高森ぐら

いです。ですから、いただける補助金はいただいて、例えばそういう集落でなる

べく多くの方で取り組んでいただけば、後は５割助成のほうを減額できるんでは

ないかという効果も考えております。そういうところがありますので、畑がどれ

だけ上がってくるかはわかりませんけれども、少なくとも緩傾斜の水田について

はなるべく取り込んで耕作をしていただければ、耕作放棄地にならなければ鳥獣

被害も少しは食い止められるんじゃないかという部分もあって、改めて調査をす

るということで計上をしております。 

○委員長（興梠壽一君） ぜひ、お願いしたいと思います。 

ほかにございませんか。 

○委員（甲斐正一君） 甲斐です。 
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これは予算書、鳥獣対策の件であるけどですね、国がこの間新聞見よったらで

すよ、夜間発砲、銃の規制が緩和になるということで見られたかと思いますが、

そうなった場合、例えば駆除、高森町の駆除隊の皆さんにもそういう条例を出そ

うか、条例というか緩和されるから、もし緩和された場合、これは閣議決定まで

いっていると思うから、おそらく夜間発砲できるんじゃないかなと私は思ったん

だけれども、そうなった場合は、今、鳥獣対策の隊の皆さんにそういうふうな計

画はどう考えておられるかをお聞きしたいと思います。先のことだけん、今年中

になるかならんかわからないけどね。 

○農林振興係長（村上純一君） 村上です。 

その件はやはり危害が加わることもありますので、それが一番懸念されるとこ

ろです。やはり法令講習ですとか、そういったところはやはり実施隊の方にはと

くに進めていかなんと思っています。夜間も取り扱いにやはり発砲した人にやは

り責任があるわけで、そういった交通安全なんかもそうなんですけど、道交法が

改正になったときには交通安全もですね、支部を通じて講習があるように、やは

りその辺の講習の必要性は感じたところです。 

○委員（甲斐正一君） わかりました。甲斐です。 

今、法令はよくわかる、みんな法令もってやるんだからね。だからもしそれが

改定された場合は、駆除隊にもそういう体制を取れるかたいな、夜でも、夜間に

なったときに駆除をしてくださいとかいう、そこら辺。 

○農林政策課長（佐藤武文君） 佐藤です。 

甲斐委員おっしゃいますように、法律が改正になって可能になれば、許可も可

能と思いますけれども、この分については、かなり係長が申しましたように危険

も伴うわけですから、法律が改正になっても、例えば警察であったり、県からの

いろんな資料が出てくると思いますので、それに従った形でできる限りは許可が

できればというふうに考えます。 

○委員（甲斐正一君） わかりました。 

○委員長（興梠壽一君） ほかに。 

○委員（森田 勝君） 森田です。 

先ほどの中山間地でちょっとお尋ねします。私も実際受けている者でございま

すが、高森町は先ほどから言われたように水田が主な立地条件で受けておられる

わけでございますが、山都町とかあちら、小国とか阿蘇市の山間部のほうはどう

いうふうなことですか。よその町村だけん、はっきりわからんかもしれませんが、

どういうふうな対応を取られよっとだろうか。それをちょっとお聞きします。 

○農林振興係長（村上純一君） 村上です。畑と緩傾斜地と草地に取り組んでいない
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ところというところで高森調査が入りました。ですので、めずらしいパターン。 

○委員（森田 勝君） 森田です。 

高森町独自で国、県が調査したということですか。 

○農林振興係長（村上純一君） 村上です。 

あとから説明と思ったんですけど、日本型直払制度というのが新設されまして、

その事前の調査が早くはいったんですけど、何で高森が急傾斜地しか取り組んで

ないとかという説明を入れてくださいというところで調書を作った経緯がありま

す。ですので、急傾斜地で取組んでいる町村は数少ないんじゃないかと思ってい

ます。 

○委員（森田 勝君） 森田です。 

私たちも水田地帯のほうで実際、中山間地が今１５年目の最後の年になってい

るわけでございます。さっきから畑全体にですね、高森地区はとくに畑地も多う

ございますので、特にそういう不名誉なことで調査をして国からもそういう動き

もあるというのは語弊ですけど、そういうふうな対象になるように調査のほうも

よろしくお願いしておきたいと思います。 

以上でございます。 

○委員長（興梠壽一君） ほかにございませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） これで討論を終わります。 

これから本案について採決します。議案第２４号、平成２６年度高森町一般会

計予算については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

以上で農林政策課に関連する付託案件については終了いたしました。 

農林政策課の皆さん、どうもお疲れ様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○委員長（興梠壽一君） 日程第２、ただいまから所管事務の閉会中の継続調査につ

いてを審議いたします。 

閉会中の継続調査については、１．農林水産業振興に関する事項、２．土木行

政に関する事項、３．水道事業及び農業用水事業の運営に関する事項、以上３項
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目を閉会中の継続調査事項とすることにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（興梠壽一君） 異議なしと認め、閉会中の継続調査とすることに決定しま

した。 

以上で本日の日程は全部終了しました。 

これで建設経済常任委員会を閉会いたします。お疲れ様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午後２時５０分 


